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　迷執めいしゅうに支配された男がいた。




　男は聡明そうめいであり、至妙しみょうであり、そして偉大な工匠であった。

　彼はありとあらゆる工芸品や建造物を作り上げることができた。文化や文明にさえ貢献する彼の技は神々の称賛をほしいままにし、白亜の巨塔をもその手で完成させた。優美にして荘厳、あらゆる建造物より天に迫るその塔は神々に相応ふさわしいものとして後のちに【神の塔】と名付けられることになる。

　まさしく男は絶世の天才であった。過去と未来にかけて、他たの追随を許さぬほどの。

　あらゆる発明など、彼には造作もないことだった。

　自分に作れぬものはない。

　男は己おのれが世界一であると疑っていなかった。

　だが──その男は世界の最果さいはてで魅せられてしまった。

　大陸の片隅で口を開ける『大穴』。

　己の足もとに広がっていた、地上とは異なるもう一つの世界。

　不可思議な燐光りんこうに満たされ、見たことのない草花や鉱石を有し、錯綜さくそうする迷路を描く。何層にも分かれた階層は新たな領域へ進む度にその景観をがらりと様変わりさせた。無限の怪物を産み出す魔窟まくつであり、深淵しんえんへと続こうかという地下迷宮。

　地上から切り離された壮大な閉鎖世界は、彼の目には『作品』として映った。

　人の与あずかり知らない巨大な意志が作り上げた超自然的な創作物。男は気付けばその秘奥を知るために体を鍛え、『器』を昇華させ、迷宮の奥へ奥へともぐっていた。

　そして知れば知るほど思い知らされた。

　人智では計り知ることのできない複雑怪奇な構造を。造形を。

『ダンジョン』の神秘を。

　男は壊れた。

　打ちのめされたのだ。

　言うなれば神羅万象しんらばんしょうが内包されたかのような、混沌こんとんを極めた『美』に。

　壊れた男の喉のどから迸ほとばしった絶叫は、まさしく人を止やめた『怪物』の産声のそれであった。




　そこから男は執念に取り付かれた。

　与えられた使命をこなしていく傍かたわら、着実に常軌を逸していき、誤った道を進み始める。常人には理解できない作品の数々を作り上げ、かつての天才はいつしか『奇人』と称され嘲あざけられるようになる。やがて、ある日を境に男は歴史から姿を完全に消した。

　己の技術の粋すいをもってして、何ものにも代え難い妄念の力をもってして、彼かの地下迷宮を上回るもう一つの『世界』を創造せんとしたのだ。

　──人の手にあまる領分であろうが、知ったことか。

　──必ずやそれを超克ちょうこくして見せる。

　──神ですら至らぬ領域であるというのなら、まずは神をも超えてやろう。

　皮が破れ、肉を剝むき出しにし、血がいくら流れようとも、杭くいと鎚つちを握るその両手は止まることはなかった。誰だれに知られることもないまま、男は妄執もうしゅうの道をひた走った。

　だが、彼の野望は志こころざし半なかばで潰ついえることになる。

　寿命という人間の限界だった。

　男は人である己の身を憎み、動かなくなっていく手足に絶望を覚え、燃えつきようとする命の期限に慟哭どうこくした。そして──苦肉の策として、呪のろいの遺言ことばをとある手記に残した。

　彼が思い描いた、『設計図』とともに。

　相伝する血という名の系譜に、己の名を冠する後世の者達に、男は全すべてを委ゆだねたのだ。




『作れ、作るのだ！

　あれに勝る創造物を、我が願望を!!

　使命を遂げるのだ!!　名も顔も知らぬ末裔まつえい等らよ！

　ひと度この手記に目を通したならば、血の呪縛からは逃れられない！

　狂おしい飢うえと乾きは癒いやせまい！　臓腑ぞうふを焼き焦こがす衝動の言いなりとなれ!!

　欲望を貫くのだ！

　血の訴えに従順であれ、

　渇望に忠純であれ、

　求めることに純粋であれ！

　大望を、大望を、大望を!!

　呪われし我等の宿願を果たすのだ!!』




　手記には記されている。

　男の迷執が、綴つづられている。

「……」

　ぼろぼろになったその手記を、長椅子ソファーに背を預けているディックスは片手に持ち、無言で読み進めていた。

　変色し、掠かすれて読めない文字もある頁ページを魔石灯の下でめくっていると、彼の背に声が投げかけられる。

「ディックス、準備ができたぜ」

　現れるヒューマンの大男に、彼は頭の上に外していた眼装ゴーグルを目もとまで下げる。

　煙水晶スモーキークオーツの色鏡レンズを装着し、口角を吊り上げた。

「よし、行くぞ」

　立ち上がり、手の中にあった手記を長椅子ソファーの上にぞんざいに投げ出す。

　側にあった不気味な赤い槍やりを持ち、配下の大男を従え、眼装ゴーグルの男は薄闇うすやみが支配する空間を歩んでいく。

　漂う石材の香り、暖かな日の光とは無縁な薄ら寒さ。間もなく姿を現し始める黒檻の前を通過していくディックスは、愉快そうに呟つぶやきを落とした。

「『求めることに純粋であれ』……あぁ、至言だぜ」

　じゃらじゃらと、周囲から怯おびえるように鳴る鎖くさりの音を聞きながら。

　暴悪な狩猟者ハンターは喉を鳴らして笑った。

















　眩まぶしい光が浅い眠りから意識を引き上げていくのが、はっきりわかった。

　顔を照らす朝日の感触に、瞼まぶたを開ける。

　ぼやけた視界に広がるのは見慣れた部屋の光景だった。売らずに取ってある青水晶や果実の種たね入りの小瓶びん──迷宮の採取物で飾ってある机と椅子いす、申し訳程度の本と使用済みの魔導書グリモアが置かれたがらがらの本棚、武器と防具を収納してある半開きの改造戸棚クローゼット。

　僕の部屋だ。

【ファミリア】の、ホームの自室だ。

「……」

　朝の鍛錬をさぼってしまった上に、もう朝食の時間が迫っていることを壁にかけられた時計が教えてくる中、上体を起こした僕は寝具ベッドに視線を落とした。

　すぐ隣を見つめる。

　何もない。誰だれもいない。

　がらんどうの、皺しわが寄った真っ白なシーツがあるだけだ。

　寝具ベッドの上でもういない女の子の姿を探していた僕は、目を伏せ、立ち上がった。

　寝衣から着替えて部屋の扉を開ける。廊下はひっそりとしていて、面している窓から中庭を見下ろしても、はしゃぎ回る誰かの声は聞こえてこない。こんなにも僕達の家は静かだっただろうか。

　すっかり夏を感じさせる強い日差しを浴びながら、三階から一階へと下りる。

「おはよう……」

　大食堂に入ると、既にヴェルフ達は揃そろっていた。

「おう」

「おはようございます」

　遅れてきた僕に、ヴェルフとリリが笑いかけてきた。どこか気を遣うように。

　命ミコトさんとメイド服姿の春姫ハルヒメさんもこちらに気付き、「おはようございます」と何とか浮かべたような笑顔で挨拶あいさつしてくる。

　厨房から漂ってくる香ばしい匂においは、命ミコトさんが作った極東風の卵焼きだろうか。

　きっと甘いのだろう、と僕は食べる前から既視感を覚えた。

「珍しいな、寝坊なんて」

「ごめん……」

「責めているわけではありませんよ。もう準備も終わるので、ベル様は待っていてください」

「うん……えっと、神様は？」

「ヘスティア様はバイトの前に行くところがあると、先程出でて行かれました、ベル殿」

「はい、ジャガ丸くんを急いで頰ほお張って……」

　ヴェルフとリリも、命ミコトさんと春姫ハルヒメさんも、いつもと同じ調子で話しかけてくれているようで、ちょっと違う。上手うまく歯車が嚙かみ合っていないような……歯車が一つなくなって空回りしているような。

　みんな、どこかぎこちない。

　会話が碌ろくになく、ともすれば晴れ晴れとした朝に似つかわしくない雰囲気が漂っていた。

　戸惑いの表情か、あるいは上の空で朝食の支度を行っている。

　特に、春姫ハルヒメさんが酷ひどい。

　明るさがなりをひそめた彼女は塞ふさぎ込んでおり、その狐きつねの耳も、太い尻尾しっぽもしょぼんと垂れ下がっていた。

　今も思い煩わずらっているように、黙り込んでお皿を並べている。

「……春姫ハルヒメ殿」

「あ……なんでございましょうか、命ミコト様？」

「一つ、食器が多いです……」

　沈痛そうな表情で指摘する命ミコトさんに、春姫ハルヒメさんははっとした。

「も、申し訳ありません！」と言って急いで片付け始める。

　余分なお皿が置かれていたのは、ちょっと前まであの娘こが座っていた席だった。

　いつだって無垢むくな笑みを浮かべていた……竜の女の子。

　僕とリリ、ヴェルフはその光景を見て、何も言えなかった。

「いただきます……」

　準備を終えて食卓を囲む。

　食事が始まっても、部屋は静かなままだった。




　ギルドが発令した極秘の強制任務ミッションから、数えて二日目。

　ダンジョン20階層の『未開拓領域』──『異端児ゼノス』達の隠れ里であった一件は、僕達【ヘスティア・ファミリア】に暗い影を落としていた。

『異端児ゼノス』。喋しゃべるモンスター。

　怪物でありながら理知を備え、人からも同族からも忌避される異端の存在。

　黒衣の魔術師メイジ──自身のことを『賢者』の成れの果てだと自称していた──フェルズさんは、彼等が人類や地上に強烈な憧憬あこがれを秘めていると語っていた。『前世』という『夢』を通して、地上への進出という果てしなく困難な願望と一緒に。

　衝撃を通り越した『未知』の連続だった。

　いっそ考えることを放棄してしまいたいくらい、沢山。

　でも今、僕達が言葉少なに悄然しょうぜんとしているのは……もっと単純な理由だ。

　ウィーネとの別離。

　一度は僕達が保護していたあの娘この身は、同胞である『異端児ゼノス』達が預かることになった。彼等の望みに反して地上に『怪物』の居場所はない。モンスターから奪い返し、守ってきた地上は人類の領域だ。人類が彼等の存在を許さない。

　こちらに破綻はたんが訪れる前に、ひいてはウィーネを危険から遠ざけるために、僕達は離れ離れとなった。

　事実──『異端児ゼノス』を狙ねらう狩猟者ハンター達がこのオラリオにひそんでいるとフェルズさんは言っていた。

　喋る竜女ヴィーヴルについて僕に探りを入れてきたあの男神様、イケロス様のことは、フェルズさんに既に話してある。その上で、僕達にできることはないと告げられてしまった。

　何もできないという無力感、そして半身を失ってしまったような寂寥感せきりょうかんに喪失感。

　今、僕達はそれに包まれていた。




「……」

　相変わらず食堂の会話は途切れていた。ヴェルフとリリが何か話の糸口を探そうとしてくれているけれど、そちらも上手くいっていない。

　強制任務ミッションを終え、昨日の早朝に地上へ帰還した僕達は今の今までずっとこんな調子だった。

　別れる間際まぎわ、最後に見たあの娘この泣き顔を思い出す度、僕の胸にも痛みが去来する。

　気付けば、ヴェルフ達の視線は僕の隣……ウィーネの席に集まっていた。

　ぽっかりと空いた空間。

　少し前までの賑にぎやかさが噓うそだったかのように。

　みんなも、あの娘この姿を探している。

　たった一人の女の子がいなくなっただけなのに、みんな、うろたえている。

　春姫ハルヒメさんも、命ミコトさんも、ヴェルフも、リリだって。

　それが悲しくもあり……少し、嬉うれしくもあった。

　あの家族だった時間は決して『噓』じゃなかったことがわかったから。

　たとえあの娘こが、僕達とは違う怪物モンスターであったとしても。

「……ベル？」

　食事を終え、食堂を出ていこうとする僕に、ヴェルフが声を投じる。

「ちょっと……ダンジョンに行ってくる」

　立ち止まって答えた僕に、ヴェルフだけでなくリリや命ミコトさん、春姫ハルヒメさんが一斉に心配そうな顔をした。

　みんなの表情を肩越しに見て、苦笑を浮かべる。

「大丈夫。すぐ、帰ってくるつもりだから」

　確かめたいことがあった。

　このオラリオで冒険者を続けていくのなら……確認しなければならないことが。

「本当に、大丈夫か？」

「うん……」

　平静を装って答え、僕は静かに大食堂の扉を閉めた。

　部屋に戻り装備を身に付け、本拠ホーム『竈火かまどの館』を出る。

「……」

　空は晴れ渡っていた。

　整然と舗装された石畳いしだたみが日の光を照り返している。熱を放つ敷石ばかりが視界に映り続け、自分の顔がうつむき加減でいることにようやく気が付いた。

　馬車の走る音、通りを行ゆく人達の雑踏。街はいつもと変わらない喧騒けんそうで溢あふれている。

　僕は無言のまま、体に染しみ付いた動きで、天高くそびえる『バベル』までの道のりをなぞっていった。

「ベルさん」

「あ……シルさん」

　不意に声がかけられたのは、西のメインストリートを進んでいた時だった。

　酒場『豊穣ほうじょうの女主人』の前を通り過ぎようとしていた僕のもとへ、お店から出てきたシルさんが、とんっ、とんっ、と階段を下りてくる。

「おはようございます。今日もお弁当を作ったんです、よかったら……ベルさん？」

　昼食ランチが入った籐籠バスケットを持って微笑ほほえみかけていたシルさんは、一度言葉ことばを切って、僕の顔を覗のぞき込んできた。

　その薄鈍うすにび色の髪を揺らしながら、気遣わしげに眉まゆの形を曲げる。

「何か、あったんですか？　顔色がいつもより、優れないようですけど……」

「……っ」

　あっさり見抜くシルさんがすごいのか、それとも僕がほとほと顔に出やすいのか。

　どちらにせよ彼女を心配させてしまった僕は、慌あわてて取り繕った。

「いえっ、大丈夫です。ちょっと寝坊しちゃっただけなんで……」

「……そう、ですか」

「それで、あの、今日はダンジョンに行って、すぐ帰ってくるつもりなので、お昼ご飯は……その、ごめんなさい」

　受け取った籐籠バスケットを返さなくてはならない。また情けない顔でいるところをこの人に心配させてしまうかもしれない。そう思った僕は咄嗟とっさに今日の昼食ランチを断っていた。

　下手くそな笑みを作って、後ろめたさ一杯で謝っていると……こちらをじーっと見つめていたシルさんは、一歩、僕の懐ふところに近寄ってくる。

「えっ」

　すぐ目の前、狭まったお互いの距離。

　漂ってくる石鹼せっけんのような香りに思わず赤面してしまう中、シルさんは僕の顔に向かって人差し指を突き出してきた。

　そして、

「ベルさんは、元気になーる、元気になぁーるー」

「……」

　……ぐるぐると、目と鼻の先で指を回し始めた。

「ベルさんは、笑顔になぁーるー」

「……あの、シルさん？」

「えいっ」

「あたっ」

　止とどめとばかりに鼻をつんっと押され、声が漏もれる。

　目を白黒させる僕に、シルさんはにこっと満面の笑みを見せた。

「元気が出る、おまじないです。……孤児院の子供達にも、やってあげるんですよ？」

　顔を寄せ、秘密を共有するように耳打ちしてくるシルさん。

　驚いていた僕はそれを聞いて……本当に、力の抜けた笑みが顔から出てきた。

　多分、しばらく浮かべることを忘れていた、自然な笑顔。

　目の前で嬉しそうに笑うこの人に、僕は確かに、元気をもらったような気がした。







[image: ]







「……ありがとうございます、シルさん。いってきます」

「はい、いってらっしゃい」

　何も聞かずに送り出してくれるシルさんに、感謝と申し訳なさを覚えながら、その場を後にした。




「あほーッ、白髪しらが頭！　おみゃーがシルの弁当を受け取らニャかったら、ミャー達があれを処理する羽目にッ……!?」

「それはそれで問題なんだけど……冒険者君、元気なさそうだったねぇ」

「今まで見たことニャいほど不景気そうニャ顔してたニャー」

　店内の窓から一部始終を眺めていたアーニャ、ルノア、クロエが口々に感想を述べる。

　フギャーッ、と涙目になっているアーニャの隣で、ヒューマンのルノアは背後を振り返った。

「リューも心配？」

「いえ、私は……」

　彼女達と同じようにベルとシルを見守っていたエルフのリューは、否定しようとして、止めた。

「……そうですね。気になります」

　五日前、アマゾネスの女傑アイシャとともに18階層へ同行して以降、おかしかった少年の様子を思い出し、素直な気持ちを語った。

　外にいるシルと同じように、リューは遠ざかっていく背中を見つめた。
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　都市に陽光が降りそそいでいる。

　大陸の季節は本格的に夏を迎えようとしており、日に日に気温が高くなっている。オラリオも例外ではなく、大通りを行く市民は半袖そでなど涼しげな薄着姿が目立ちつつあった。

　迷宮へ向かう冒険者はというと、いつもと変わらず戦闘衣バトル・クロスと防具を纏まとい、頭上からそそぐ陽光にじりじりと焼かれている。中でも甲冑かっちゅうや重装を纏う大柄な獣人やドワーフの顔は汗だくとなっていた。暑さに屈し防具を薄手にした結果、命を失ってしまったのでは笑い話にもならない。日の光が届かないダンジョンにさえもぐってしまえば、と中央広場セントラルパークに続々と集まる冒険者達の足は自然と速まっていった。

　そんな冒険者達と一緒に、ベルがダンジョンに向かったほぼ同時刻。

「あー、すまないんだけど、ガネーシャに会わせてくれないかな？」

　うっすらと汗ばんでいるヘスティアは、象の頭を持つ巨人像──他派閥の本拠地へと訪れていた。

「面談約束アポなんかもとってないし、突然のことで君達には迷惑をかけるんだけど……」

　自分達より小さい女神の頼みに、門番である獣人とドワーフの男性団員は顔を見合わせる。

　場所はオラリオ南西、交易所こうえきじょ付近。高く、白い塀へいに囲まれただだっ広い敷地の中央に、腕を組んで胡座あぐらをかくその珍妙な巨人像は存在した。

【ガネーシャ・ファミリア】の本拠ホーム、『アイアム・ガネーシャ』である。

　見上げれば首が痛くなるほど無駄にでかいこの巨人像、もとい建造物を、何を血迷ったのか主神が貯金をはたいて一発購入した話は有名だ。摩天楼施設バベルや繁華街などと並んでオラリオ観光名所の一つにも数えられている。

　相変わらず凄すさまじい存在感だな、とヘスティアが奇怪な本拠ホームに感想を抱いていると、「待っていてください」と門番の獣人が敷地内へと向かう。他派閥の主神が直接やって来たにもかかわらず、警戒せず丁寧ていねいに対応する団員達に感謝しながら、巨人像の股間──建物の入口──をくぐる青年を見送った。

「主神ガネーシャ様のあのわけわかんねぇノリさえどうにかなってくれれば、あっし等らも……ううっ！」「あー君達も大変だねぇー」とドワーフの門番の愚痴ぐちを親身になって聞いてやっていると、ほどなくして獣人の青年は帰ってきた。

「今、ガネーシャ様は裏庭にいます。お一人で来てもらって構わないそうです」

「おお、ありがとう」

　道を開ける団員達に礼を言って、正門を通過する。

　少し無用心過すぎやしないかと思いつつ、それだけ信用されているのだろうと前向きに捉とらえて、巨人像をよけながら裏庭とやらに向かった。

『アイアム・ガネーシャ』の敷地内は青い草原──牧草で埋めつくされていた。周りから聞こえてくる交易所と思おぼしき商人達の喧騒さえなければ、ここが大都市の中であることも忘れてしまいそうだ。小さな工場ほど規模がありそうな厩舎きゅうしゃらしき石造施設を視界の端にいくつも認めている内に、目的地である裏庭に辿たどり着く。

「うおっ」

　巨人像を回り込んだところで広がった光景に、ヘスティアは思わず仰のけ反ぞった。

　のどかな牧草風景から一転して、そこは太陽の光をはね返す銀の柵さくによって囲い込まれていた。女神ヘスティアの胴よりも太い金属柵の素材は精製金属ミスリルか、武器素材に優れた海外原産の波紋鋼ダマスカスか、はたまた超硬金属アダマンタイトか、まるで巨大な杭くいのように地中深く支柱が突き刺さっている。更に武装した団員達が柵の内外含ふくめて何重にも警備をしており、この裏庭だけ異様に物々しい雰囲気が漂っていた。

　そして柵の中心にいるのは調教師テイマーらしき冒険者達と、彼女達に従う──あるいは調教テイム真っただ中の──複数のモンスターだった。

「こ、こりゃあすごい……」

　美しい蒼あおの鬣たてがみを翻ひるがえし暴れ回る水獣馬ケルピー、尻尾の棍棒こんぼうや皮膚ひふから突き出る大突起スパイクをもって襲いかかる三頭の武装竜アルマロサウルス。下層域以下に棲息するそんなモンスター等らを、鞭むちを駆使して力づくで手懐なづけようとする麗人の調教師テイマー。

　怪物祭モンスターフィリアで調教テイムした個体を含め、迷宮で産まれたモンスターの飼育をオラリオで許可されているのは【ガネーシャ・ファミリア】のみであると、ヘスティアは聞いたことがある。

　管理機関ギルドの情報が正しければ、【ガネーシャ・ファミリア】の団員数は都市最多だ。

　第一級冒険者をはじめ、所属している団員の平均能力も高く、規模そのものもオラリオ随一と言っていい。派閥の等級ランクはＳ。あの都市最大派閥である【ロキ・ファミリア】と【フレイヤ・ファミリア】に並ぶほどである。

『迷宮都市の憲兵』とも評される、その派閥規模と組織力が、ギルドから唯一怪物モンスターの飼育を許されている理由の一つでもあるのだろう。

（【群衆ぐんしゅうの主あるじ】、か……）

　オラリオの市壁門を守る門衛を始め、【ガネーシャ・ファミリア】はギルドと結託することで都市の治安維持に努めている。一般人が彼等に寄せる信頼は絶大だ。

　そんな都市民がモンスターの飼養を認めているところからもわかる通り、全すべては【ガネーシャ・ファミリア】ならばという事績の裏返しなのだ。

　別個のモンスターとそれぞれ格闘を繰り広げる調教師テイマー達に目を奪われていたヘスティアだったが、ここに訪れた目的を思い出し、目当ての神物じんぶつを探し出そうとする。

　ひとまず、柵の周りで警備する団員に尋ねようとすると、

「俺おれがガネーシャだ!!　だから嚙み付いてくるなよモンスター！」

（あ、いた）

　その馬鹿ばかでかい肉声を聞き付け、すぐに発見した。

　象の仮面を被かぶった男神は、柵の内側でモンスターにじりじりと擦すり寄ろうとしていた。魔道具マジックアイテムである発信器プレート付きの首輪が取り付けられた『インファント・ドラゴン』──調教テイム済みのモンスターは、調教師テイマーが側にいる手前、いきなり襲いかかろうとはしなかったが警戒した目付きでガネーシャを睨にらんでいる。

「怖くないぞー、怖くないぞー？」

『……』


「怖くなーい、怖くなーい────よーしよしよしよしよしよしよしッ！」



　巨体を誇るモンスターの懐に入った瞬間、抱き着いて首や背筋をさすりまくるガネーシャ。

『オオオオッ！』

　すかさず、小竜ドラゴンは牙きばを開いてその象頭を嚙み砕こうとした。

「ぬおぉ!?」

「何やってんだアンタァ!?」

「だから馬鹿なこと止めろって言ってるじゃないですかぁ!?」

　ごろごろごろッ！　と草原に転がり間一髪緊急きんきゅう回避したガネーシャに、周囲の団員達から罵詈ばり雑言ぞうごんが殺到する。興奮し暴れ出す小竜ドラゴンを調教師テイマー達が止めにかかった。

　一連の光景に、ヘスティアは呆あきれ顔を浮かべる。

「ガネーシャ危機一髪!!　……ふぅ、死ぬかと思った」

「もしかして、毎度こんなことをやっているのかい、ガネーシャ？」

「むっ、ヘスティア！　いたのか！」

　モンスターのもとで激しい震動が発生する中、柵の手前まで転がってきたガネーシャをげんなりしながら見下ろす。鍛えられ引き締まった体を持つ象面の神は、彼女に気付くと素早く立ち上がり、「とうっ！」と金属柵に手をかけて飛び越えてきた。

　ヘスティアの真隣に着地し、謎なぞの姿勢ポーズを決める。

「よく来たな！　そして質問の答えだが、暇な時はいつもやっているぞ！」

「モンスターと戯れるために、命懸けで？」

「真の友情を模索するためだ！」

　無駄にイイ笑みで白い歯を輝かせるガネーシャに、ヘスティアは嘆息する。

　そこから、余計な話はせず、ここに来た要件を済ませにかかった。

「君が『異端児ゼノス』を知ってるって、話を聞いたんだけど」

「……」

　ヘスティアが切り出すと、ガネーシャは今までの愉快な言動を止やめ、口を閉じた。

　その仮面の下で──恐らく──神妙な顔となり、「場を移すぞ」と背を見せる。

　付いてこようとする護衛の団員達をとどめ、ヘスティアと二人っきり、白塀が迫った木陰のもとで話を始めた。

「知ったのか、理知のあるモンスターの存在を」

「ああ、ウラノスの口から直接ね」

　ウラノス、というその名前を聞いただけで、ガネーシャは全て合点がいったようだった。

　強制任務ミッションを遂行し『異端児ゼノス』のことを知ったベル達たち同様、ヘスティアもギルドの主神ウラノスからウィーネ達にまつわる情報を聞いている。

　ウラノス達のこれまでの行い、更にそれに一枚嚙んでいるガネーシャのことも。

「本当に驚いたよ、君がウラノス達に協力していたことも、怪物祭モンスターフィリアの秘密も」

「俺も最初に打診された時……ウラノスから話を聞かされた時は、耳を疑った」

『怪物祭モンスターフィリア』──いや『怪物との友愛モンスターフィリア』を取り仕切っているガネーシャは、ウラノスの神意しんいに一定の理解を示し、その上で協力関係にあると説明されている。

　今まで目にしたことがないほど真剣な様子の男神を窺うかがいながら、ヘスティアはこれまでの経緯について尋ねた。

「信じたのかい？　ウラノスの話を」

「いや、別の機会に実物も見せられた。赤い帽子を被った『ゴブリン』……対面して流暢りゅうちょうに人語を操あやつられては、目も背けられん」

　黒衣の魔術師フェルズがダンジョンからこっそり連れてきたという小型の『異端児ゼノス』と会話を交わし、ガネーシャは、それはもう唸うなったらしい。竜娘ウィーネを知った女神ヘスティア達と同じように。

　そしてその後、彼は全てを受け入れた。

『異端児ゼノス』を前に神じぶんの眼で判断し、ウラノス達の申し出──『怪物との友愛モンスターフィリア』の進行を受託したのだ。

「……団員こども達には話したのかい？」

「語ったのは、ごく一部の者だけだ。俺が子供達に隠し事など笑ってしまうが……派閥ファミリアの者は全く知らないと言っていい」

　ことがことだ。万が一のことを考えれば、情報の共有は最小限にとどめる他ほかない。下界の者の中には嫌悪と拒絶を示す者も少なからずいることだろう。

　今も心苦しくある。

　そう言って、ガネーシャは柵の中で調教テイムする団員達を見つめた。

「許可されているモンスターの飼育……表向きは習性や生態の研究、迷宮探索に役立つ情報を収集するため、という名目のもとで行っている」

「君の団員こども達もそのつもりでやっている、か……」

　実際、それで貢献も果たしている。

　より詳しいモンスターの弱点や習性はギルドの迷宮資料に有益な情報として更新され、蓄えられ、ダンジョンへ赴おもむく冒険者達の助けとなっている。職員やギルド長のロイマンもこの試みの有用性を認めるところであり、ガネーシャ達を奨励している節があった。

　モンスターとの友好という布石を知らぬまま、誰もが疑問を持っていない。

「ヘスティアのところは？」

「ボクの方は始まりが始まりだったからなぁ……ベル君達はみんな知っているよ」

　ウィーネの保護から始まったこちらの事情を、数少ない情報共有者に説明する。

　強制任務ミッションから帰ってきたベル達にも、自分がウラノスと接触したことは話してある。眷族達が『異端児ゼノス』の隠れ里で見聞きしたことは既に知っていると。

　ウラノス達の神意しんい──人類と怪物モンスターの共存の架け橋としてベル達に可能性を見出している、ということだけは伏せて。

「お前はどうするつもりだ、ヘスティア？」

「……ボクが一番大切なのは、ベル君達だ」

　ベル達を守る。ベル達とともにいる。それはヘスティアの偽らざる意志だ。

　そして、その上で──。

「──ベル君達が何かを決めたのなら、ボクはそれを応援するし、支えるよ。『異端児ゼノス』君達を助けたいって言うのなら、力を貸すさ」

「ふむ……」

「主神かみの命令なんかで、行動を押さえ付けたりはしない」

　女神ヘスティアは少年ベルの背中に『恩恵』を刻み付けた時から変わらない想おもい──己おのれの神意しんいを打ち明けた。

「これは、あの子達の物語みちだ」

　彼等の決断に委ね、助け、見守っていきたい。

　ヘスティアはそう語った。

「……不安じゃないって言えば、噓になるけどさ」

　仮面の奥からじっと凝視してくるガネーシャから視線を外し、ぽつり、と正直な気持ちも語る。

『異端児ゼノス』という存在が自分達だけでなくオラリオ、あるいは下界に何をもたらすのか。

　モンスターの融和という荒唐こうとう無稽むけいな話とそれに伴う危険性リスク、そして今も鮮明に思い浮かぶ儚はかない竜の娘むすめの泣き顔の板挟みに遭いながら、ヘスティアは草原を見渡した。

　青空の下、従順となったモンスターが傷だらけの調教師テイマーに鎖くさりを繫つながれる。

「……ガネーシャは、どう思う？　どうなると思う？」

「ぶっちゃけ、わからん」

「だよねぇ……」

　前を向くヘスティアと同じ光景を眺めながら、ガネーシャは正直に返答した。

　吐息をつく女神の視線の先で、調教師テイマーは歩み寄るように怪物の体皮をぽんぽんと叩たたく。

「ただ」

「？」

「本当に異端児ゼノス達が、いや怪物モンスター達が闘争を望まず、共存を願っているというのなら──」

　前を向いていたガネーシャは、ヘスティアに振り向く。

「俺は【群衆の主ガネーシャ】を止やめて──【群衆と怪物の主ネオ・ガネーシャ】になろう!!」

　そして鬱屈うっくつした空気を吹き飛ばすように、そうのたまった。

　笑みを見せ、グッと力強く親指を上げるガネーシャに啞然あぜんとしていたヘスティアは……ゆっくりと口端を上げる。

「……初めて、ガネーシャがカッコいいと思ったよ」

「俺は、ガネーシャだからな！」

　自信たっぷりに叫ぶガネーシャに、ヘスティアは声を上げて笑った。
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　四方の壁を覆いつくすのは、無数に貼はり付けられた地図だった。

　陸路や海図を示す羊皮紙に取り囲まれる室内は、他にも多くの物品で溢れている。砂漠圏を彷彿ほうふつさせる織物や、他にも貝殻や真珠をあしらった装飾品など、オラリオでは珍しい異国の品ばかりだ。数種類存在そんざいする使い込まれた羽根付きの旅行帽も目立つ。

　旅人の家を思わせるそんな部屋の中、二人の男女が机を挟んで対面していた。

「失敗か……参ったなぁ」

　椅子に腰かけながら机上の砂時計を弄もてあそんでいるのは男神、ヘルメスだ。

　彼の前に立つのは硬い表情をした美女、アスフィである。

【ヘルメス・ファミリア】本拠ホーム、その主神の自室で、とある任務の報告が行われていた。

「申し訳ありません。撤退された後も手がかりを求め、今日まで捜索を続けたのですが……取り逃がした責任は全て私にあります」

「なに、責めてるわけじゃない」

　自責の念に駆られながら詫わびてくるアスフィに、ヘルメスは「気にするな」と手を振る。

　二人が話しているのは、【イケロス・ファミリア】に仕掛けた二重尾行の件である。

　ギルド──ウラノス側から端を発したこの依頼は、強制任務ミッションを受け『異端児ゼノス』の隠れ里へ向かうベル達を囮おとりにし、彼等を尾行する狩猟者ハンター達をアスフィ等ら【ヘルメス・ファミリア】が追跡する計画だった。未いまだ明らかになっていない敵の住処アジト──密輸者でもある敵方が『異端児ゼノス』を捕らえておく隠れ家──を発見するための。

　だが、ダンジョン内での尾行途中でアスフィ達の存在に気付いた【イケロス・ファミリア】はベル達の追跡を切り上げ逃走し、作戦は失敗に終わってしまったのである。

「しかし、【万能者おまえ】が仕事をさせてもらえなかったか……相手について、どう思った？」

「……闇派閥イヴィルスとの関連を疑われていただけあって、全員くせ者揃ぞろいです。特に、徒党を率いていた眼装ゴーグルの男……」

【イケロス・ファミリア】はほの暗い過去がある探索ダンジョン系の派閥だ。

　二十年以上前からオラリオに存在し、派閥の等級ランクはＢ。『深層』進出を機にぴたりと階層攻略の記録は途絶えている。それから姿をくらました──地下にもぐったせいか、現在では冒険者界隈かいわいで名前が上がることは少ない。

「酷く、勘が鋭い。そして頭も切れる。こちらを圧倒できる戦力を揃えておきながら、私達の正体を見破るなり、あっさりと撤退を選択しました」

　敵は稀代きだいの魔道具作製者アイテムメイカーとして名高いアスフィを警戒したのだ。

『透明状態インビジビリティ』になる『ハデス・ヘッド』を始め、【万能者ペルセウス】の規格外かつ未知の魔道具マジックアイテム。

　アスフィ側の手札が計り知れない以上、住処アジトが露見する可能性を考慮し、捕縛される危険性リスクを避けて味方を一人残らず撤退させた。

「眼装ゴーグルの男……ディックス・ペルディクスか」

「ええ、【イケロス・ファミリア】団長であり……十年前の時点で既に第二級冒険者、Ｌｖ．４」

　二つ名は【暴蛮者ヘイザー】。

　称号を与えられた当時は、常軌を逸したようにモンスターを虐殺することで有名だった。

「あれから更に場数を踏んでいるとすれば……第一級に準ずる実力を持っている可能性があります」

　険しい眼差まなざしで、そして硬い声音で告げるアスフィに、ヘルメスは軽く吐息をつく。

「ひとまず、ウラノス達には謝って許してもらうとして……今回の件で『巣』の場所に当たりをつける程度の情報は与えてしまったと、そう考えておいた方がいいだろう」

　彼は自身の思考に沈むように、その橙黄色とうこうしょくの瞳ひとみを細めた。

「例の異端児モンスター達は……」

「二重尾行けいかくの成否関係なく、別の『巣』に移る手筈てはずだった。今は恐らく、移動している最中だと思うけど」

　前もってウラノス達が予定した通り、『異端児ゼノス』達は20階層の隠れ里から他階層の里に向かっていることを述べるヘルメス。

　にもかかわらず、眷族の前で独白のように呟つぶやく主神の言動には、憂慮が滲にじんでいた。

「もうオレ達じゃ行方ゆくえは追えないだろうし、心配するだけ取り越し苦労なんだが……」

「……」

「あぁ、嫌な予感がするなぁ」

　呟きを発してから間を置かず。

　顔を上げたヘルメスは、一転して鋭い口調で指示を出す。

「『中層』の動きから目を離すなよ、アスフィ。宿場街リヴィラを中継点にして、見張らせろ」

「わかりました」

　神の直感に突き動かされるように、告げた。

「そう遠くない内に──仕掛けてくるぞ」

















　天井てんじょうに繁茂する苔こけが瞬く星々のように光を発している。

　辺りに漂うのは雨に濡ぬれた枯木を連想させる湿った木の香りだった。草花が広がる空間の片隅には真上の木の根から滴り落ちる水滴が音を立て、小さな泉に波紋を広げている。

　樹皮に覆われた薄暗い『大樹の迷宮』。

　竜の少女は一人で立っていた。

　青銀の髪が苔の光を浴びて輝いている。泣き腫はらした跡のある琥珀こはく色の瞳が見上げるのは、樹皮と発光する苔に覆われた高い頭上、迷宮の天井だ。

　少女は本物の星空を知っている。

　あの館で、小さな箱庭の中で、少年とともに地上の夜空を眺めたことがある。

　美しかった。胸が締め付けられるくらい。

　苦笑する少年に抱き着いて、困らせながら、ずっと見ていたかった。

　大樹が灯すこの無数の光粒はきっと、あの満天の星空にも見劣りするものではないだろう。数多あまたの冒険者達の目と心を奪い、驚嘆させてきた幻想的な迷宮風景だ。だが──少女にはあの星屑ほしくずの輝きの前に霞かすんで見えてしまう。

　そう感じるのは、今もずっと思い焦こがれているからだ。

　あの地上の景色に。

　あそこで自分を受け入れてくれた人達に、家族に。

　少女の振る舞いにいつも仰天し、慌あわてて、最後には許してくれる少年の笑みを。

　遥はるか頭上を見上げる少女、ウィーネは、何重もの階層の先にある地上に思いを馳せるように胸へ両手を添えた。

「ベル……」

　小振りな唇から呟つぶやきが落ちる。

　途端、胸に痛みが走った。その切ない痛みに琥珀色の瞳は再び涙ぐみそうになる。

「ウィーネ、出発します」

　背に投げかけられた半人半鳥ハーピィの少女の声に、ウィーネは間を置いて、小さく頷うなずいた。

　惜しむように天井から視線を切り、青銀の髪を翻ひるがえす。

　視線の先にいる同胞達のもとまで赴おもむき、待機していた小広間から出発した。




　ダンジョン24階層。

　ウィーネ達の現在地であり、進行している階層である。

　未いまだ戦うことのできないウィーネを中心に固まっている『異端児ゼノス』の数は、小隊と言っていい規模だった。

　人蜘蛛アラクネに半人半鳥ハーピィ、獣蛮族フォモール、馬鷲ヒッポグリフ、戦影ウォーシャドウ、そして竜女ヴィーヴルであるウィーネ。都合六匹からなるモンスターのパーティだ。

　彼女達の他ほかにも『異端児ゼノス』達は冒険者の『遠征』のように、五匹ないし七匹ほどの部隊をいくつかに分け、それぞれ移動を続けている。

　武装した上に本来の棲息階層関係なく集まる『異端児ゼノス』達は、はっきり言ってダンジョンの中でも異質の存在であり、過度に目立つ。事実、鎧やローブを纏まとう人蜘蛛アラクネや半人半鳥ハーピィが列をなす光景は曲芸団サーカスのごとき様相を呈していた。

　現在四十匹以上いる彼等が一塊となって動けば嫌でも冒険者達に捕捉されてしまい、たちまち噂うわさになることだろう。個体別ならともかく、多種族のモンスターが共同体を築き上げていることが露顕ろけんするのは不味まずい。冒険者達に余計な混乱と警戒を招く。

　階層を移動する際には、冒険者達に見つからないように、小隊に分かれて目標の合流地点に向かうのが常であった。下層域以下と比べ、比較的冒険者の数が多い『中層』ではなおさらである。

『異端児ゼノス』を率いる蜥蜴人リザードマンのリド、歌人鳥セイレーンのレイなどは一番あるいは二番手の部隊で出発していた。後に続く比較的力ちからの弱い同胞ゼノスの道を確保するため、進路ルート上に冒険者達がいないか偵察し、通常のモンスターや異常事態イレギュラーを排除する。戦闘や突発的な事故が多く、最も危険な役割だ。

　ウィーネは安全な後続隊に入れられていた。

　彼女の護衛として『深層』出身の獣蛮族フォモールなど、『異端児ゼノス』の中でも武闘派が揃そろえられている。

　黒いローブを頭からすっぽりと被かぶり額の紅石の輝きを隠すウィーネは、ベル達への思慕の整理をつけられず、うつむいて瞳を潤うるませていた。

「ウィーネ、いつまでも泣きぐずっているんじゃない」

「ご、ごめんなさい、ラーニェ……」

　小隊パーティの前部につく人蜘蛛アラクネから、厳しい声が飛んでくる。ウィーネは肩を跳ねさせ縮こまってしまった。

　彼女はラーニェと言った。

　女体の上半身と蜘蛛くもの下半身を持つ人蜘蛛アラクネの『異端児ゼノス』であり、この小隊パーティの指揮を預かる立場にある。上半身には冒険者の鎧を纏い、顔もバイザー付きの鉄兜てつかぶとで完全に覆っていた。

「ここは里じゃない、敵意を持った同族が私達に襲いかかってくる。人間なんてものに気を取られていると、命を落とすぞ」

　鉄兜を脱ぎ、流れ落ちる真っ白な髪を振りながら、ラーニェは苛立いらだたしげにウィーネのことを睨にらむ。人類と同じ作りの赤い双眸そうぼうが──人蜘蛛アラクネは本来複眼ふくがんだ──吊り上がっていた。

　その頭髪も含め、女体の肌は雪原のごとく白い。人類からの視点で言えば、まるで病人のような、と形容され薄気味悪がられるほどの白さだが──それは彼女の美貌を何ら損なうものではなかった。

　冒険者が彼女を見れば、まず醜悪な蜘蛛の下半身に嫌悪を覚え、次にその美しい女体に視線が釘付くぎづけになることだろう。神に妬まれるほどの美しさが彼女にはあった。

　にもかかわらず、ラーニェは人間にも同族モンスターにも警戒するように、同胞ゼノス以外の前では兜を被り頑かたくなにその美貌を隠していた。

「ウィーネ、まだ悲しんでいますか？」

「……うん」

「あの地上のお方……ベルさん達にはまたいつか、会えます。きっと」

　ラーニェに叱られすっかり落ち込むウィーネを慰めるように、彼女同様ローブを纏った半人半鳥ハーピィのフィアが隣に寄り添ってくる。ウィーネと外見上の年齢が近い少女は、肩まで伸びた臙脂えんじ色の髪を揺らしながら微笑ほほえみかけた。

　彼女の言葉に涙腺を刺激され、目尻めじりに水滴を溜ためたウィーネが、こくり、と何とか頷きを返していると……毛に包まれた太い指が、涙が伝う頰ほおを優しく拭ぬぐってきた。

『ウォ……』

「……ありがとう、フォー」

　見上げるほどの巨体を誇る獣蛮族フォモールのフォーに、ウィーネは淡い笑みを浮かべる。

　その巨大な図体に反して、フォーは心優しかった。

　ウィーネ達のように人語は操あやつれず、口から出るのも叫喚きょうかんや雄叫おたけびのみで言葉での意思疎通は難しいが、その仕草しぐさからは彼の温厚な性格が伝わってくる。ひと度たび戦闘になれば、大型の胸甲ブレストプレートを纏う己おのれの身を盾に代え、巨大な鎚矛メイスをもって果敢に敵を吹き飛ばし、ウィーネ達を守るのだ。

　感情の動きが読み取れない真っ黒で円つぶらな瞳は、常に同胞のことを見守っている。

　彼以外もそうだ。

　誰だれよりも地上や人間に興味を持っている半人半鳥ハーピィのフィアは、好奇心旺盛おうせいだった。

　翼の音を立てて宙に浮いている馬鷲ヒッポグリフのクリフは、陽気で悪戯いたずら好きだった。

　発声することができない戦影ウォーシャドウのオードは、率先して戦う仲間思いだった。

　ラーニェも怖いが、同胞に対する温情と気配りがある。

　みんな優しかった。

　出会ったばかりのウィーネを気遣い、大切にしてくれた。

　ここがウィーネの居場所なのだ。唯一、存在を許される共同体なのだ。

（なのに……）

　そうわかっているのに、ウィーネは。

　どうしても寂さびしさを拭うことができなかった。

　それは孤独で泣いていた自分を最初に見つけ、抱きしめてくれた人が、笑みを分かち合った人間達がいたからだ。

　竜の少女は今も、少年と少女達の温もりを求めてしまっていた。

　彼等が、己とは異なる人間であったとしても。

「……ウィーネ、あの人間どものことは忘れろ。お前にとって、害にしかならない」

　ウィーネとフォー達のやり取りをまるで見咎みとがめるかのように、人蜘蛛アラクネのラーニェは忠告した。忌々いまいましそうに、唾棄するように。

　ラーニェはリドやレイ達とは異なり、人類に対し非好意的な感情を持つ集団グループの一匹だった。

　古参組である石竜ガーゴイルのグロスを筆頭に、『異端児ゼノス』の中には半数に届かずとも三分の一を占める割合で人類に反感を抱いている者達がいる。

　彼女達に何があったのかはわからない。

　だが、ウィーネはそれが悲しかった。

「どうしてラーニェは、ベルたちのことが嫌いなの……？」

「……」

「ベルも、春姫ハルヒメも、神さまたちもやさしかったよ？　わたしを、抱きしめてくれたよ？」

「そんなもの、ただの気紛れだ……」

「そんなことないっ」

　ベル達との絆きずなを否定されたウィーネは、涙目で反抗する。

　そんな彼女の様子を、ラーニェは苦渋に歪ゆがんだ顔で見返した。

　先程からずっとそうだった。人蜘蛛アラクネの『異端児ゼノス』は流暢りゅうちょうな人語を扱いながらも、そこに含まれる感情は人への憧憬しょうけいなどと言うものとはほど遠い。

　怒りと憎しみ、あるいは嘆きと呼ばれるものに染まっていた。

「無知なんだ、お前は」

「えっ？」

「人間達のことを何もわかっていない。やつ等の残虐さも、狡猾こうかつさも──」

　他の同胞達が口を閉ざす中、目を見張るウィーネに、ラーニェは告げる。

　──あの人間達もいつかは、お前を。

　彼女がそう言いかけた、まさにその時だった。

　歪いびつに尖とがったウィーネの耳に、張り裂けるような叫びが届いてきたのは。

「!!」

　びくっ！　とウィーネの肩が大きく上下する。

　いきなり立ち止まった彼女に、ラーニェを含めた同胞達から驚きの視線が集まった。

「ウィーネ？」

「おい、どうした？」

「き、聞こえる……」

　怪訝けげんそうなフィアとラーニェを他所よそに、ウィーネの耳がぴくぴくと微動する。

　モンスターの中でも最強と謳うたわれる竜ドラゴンの種族は、他の種族と比較しても潜在能力ポテンシャルが並外れている。竜種である『ヴィーヴル』もまた聴覚をはじめとした五感能力が鋭い。

　ここから離れた遥か遠く、同じ階層内から響いてくる細い音──他の『異端児ゼノス』が察知できない『悲鳴』も、彼女の耳は捉とらえていた。

「泣いてる……『たすけて』って」

　ウィーネは直感で理解した。

　この声が冒険者でも同族モンスターでもなく、自分達と同じ、理知を備えた同胞のものであると。

　それと同時にあまりに悲痛な叫び声に、まるで己の身が切り裂かれているかのような錯覚に陥おちいった。

　こんな痛々しく苦痛に染まった叫び声を、生誕して間もないウィーネは初めて聞いた。

　ガタガタと震え出す自分の体を、その枝のように細い両腕で抱きしめる。

「『たすけて』って……同胞の声が聞こえるのですか!?」

「う、うんっ……すごい、苦しんでるっ……たすけて、あげないと！」

　驚愕きょうがくするフィアの問いかけにウィーネは頷く。

　胸に両手を抱き締める竜の少女は、勇気を振り絞って訴えた。泣いていた自分を助けてくれた少年のことを思い出しながら、同胞達の顔を何度も見回して。

「どうしますか、ラーニェ？」

「……」

　半人半鳥ハーピィ、馬鷲ヒッポグリフ、戦影ウォーシャドウ、獣蛮族フォモールが人蜘蛛アラクネに判断を仰あおぐ。

　ウィーネの言動を顧みるに、聞き付けた悲鳴というのは『異端児ゼノス』の構成員メンバーのものではない。フィア達も会ったことのない新たな同胞の可能性がある。

　小隊パーティの指揮を務めるラーニェは仲間の視線を受け止めた後、泣き出しそうなウィーネを凝視し、沈黙を破った。

「……様子を見に行く。ウィーネ、案内しろ」

　ウィーネの尋常ではない様子を見て、事態を重く受け止めたラーニェは決断する。

　窮地に晒さらされているやもしれない同胞を見過ごすことは、広大な迷宮の中で少ない仲間と寄り添い合う彼女達『異端児ゼノス』には、できなかった。

　ガシャ、と鉄の兜を被るラーニェの姿を前に、他の『異端児ゼノス』達の空気が引き締まる。獣蛮族フォモールの体毛が逆立ち、戦影ウォーシャドウが全身からキリキリと音を奏で、馬鷲ヒッポグリフが強く翼を打つ。

　リド達との下層域での合流を一時中断し、人蜘蛛アラクネ率いる小隊パーティは別行動に移った。

「オード、行け」

『──』

　ラーニェの指示を受け戦影ウォーシャドウのオードが勢いよく駆け出す。間を置いて、小隊パーティもその後を追った。

　オードは全身型鎧フルプレートを纏っている。

　人の形を象る影のごとき総身を頭から足の先まで鎧で覆い隠す彼は、冒険者に見つかっても一見してモンスターだと見破られることはない。まずは彼が一匹で先行し、冒険者や危険が存在しないか確かめて進むのがこの小隊パーティの進行方法だった。

　単独ソロの冒険者さながら漆黒の重装を鳴らし通路を突き進むオード。曲がり角、もしくは四つ辻つじに飛び込んだ彼が周囲に顔を振り、来てよしと手で合図を出したところでラーニェ達も無人の道を通過していく。モンスターと遭遇エンカウントするとオードは籠手ガントレットから露出した鋭い五本の指──戦影ウォーシャドウの指刃をもって切り裂き、たった一匹で撃退していった。

「──グロス、新たな同胞がいるかもしれない。一度、様子を見てくる」

　四対の足を走らせる傍かたわら、ラーニェは手の中にある赤い水晶に言葉を落とした。

　一拍を置き、うっすらと発光した水晶から返答があった。

『何ナニ？　──待マテ、ラーニェ、私達ガ行イクマデ動クナ』

「いや、行かせてもらう」

　響いてくる声に対し、ラーニェははっきりと拒む。

『ラーニェ、聞キケッ。何カガオカシイッ。罠ノ可能性ガ──』

「だとしても、無理だ、グロス」

　語気が激しくなる訴えを阻みながら、彼女はぐっと水晶を握り締めた。

「この悲鳴こえを聞かせられ、止まることなどできない」

　既にウィーネ以外にも、その声は聞こえるようになっていた。

　耳を塞ふさぎたくなるような、激しい金切り声。前へ進むごとに徐々に大きくなっていき、『異端児ゼノス』達から冷静さを奪っていく。床を蹴けりつける足、宙を飛ぶ翼は今や焦りによって加速を伴う一方である。

　耳朶じだにかじり付いてくる痛哭つうこくに、ラーニェは牙きばを食い縛った。

「もし人間どもの仕業なら、なおさら見過ごすことなどできない」

　兜のバイザーの下で表情を消し、一方的に話を打ち切る。

　未だ響く制止の声に耳を貸さず、ラーニェはその赤水晶を腰の小鞄ポーチへと押し込んだ。

「もう、そこ……！」

「オード、直線の広間ルームだ！」

　小隊パーティを誘導していたウィーネの指示をもうみなまで聞く必要もなく、ラーニェが声を張る。

　彼女が見据える先、縦に裂けた樹皮の巨大な隙間すきま。通路と接続する広間ルームの出入り口に鎧姿の戦影ウォーシャドウが先頭で進入する。

　間髪入れず後に続いたラーニェ達とウィーネの視界に──それは飛び込んできた。

「──なっ」

　舞い落ちる羽毛とともに滴したたるのは、赤い滴しずくだった。

　苔の光に照らし出される広間ルームの中央。一本のみ生えた樹の根もとに広がる血溜まり。

　長大な樹の幹に鎖くさりで巻き付けられている、細い体軀たいく。

　あたかも百舌鳥もずの早贄はやにえのように、『彼女』は『磔はりつけ』にされていた。

　その体にはいくつもの刺し傷や斬り付けられた跡があり、真まっ赤かな衣装を纏っているがごとく──施された拷問のほどを物語るように全身から流血している。広げられた翼の両腕と血に染まる下半身は十字を描き、頭は力なく垂れ下がっていた。

　両翼を鋼鉄の杭くいで貫かれ固定された、一匹の歌人鳥セイレーン。

「ひっ……!?」

　その惨むごい光景に、ウィーネは声を裏返し、息を呑のんだ。

　怪物モンスターの磔刑たっけい。

　ダンジョンに広がる筈はずのない異様な景色。

　樹の上方では、漆黒の巨大蜂、複数の『デッドリー・ホーネット』が翅音はおとを打ち鳴らしながら死神あくまのように彼女の周りを旋回していた。ウィーネ達と同じく例の叫喚に引き寄せられたのか、その無機質な巨大な瞳で瀕死の歌人鳥セイレーンの様子を窺うかがいながら、今にもその大顎おおあごで食らいつこうとしている。

「……ッ!!　フィア、クリフ！」

　瞬間、ラーニェの疾呼が飛んだ。

　言うが早いか半人半鳥ハーピィの少女は翼を広げ被っていたローブを吹き飛ばし、雄叫びを上げる馬鷲ヒッポグリフとともに『デッドリー・ホーネット』へと飛翔する。巨大蜂の群れは咄嗟とっさに迎撃を試みるも、羽根の弾丸バレットと鋭い嘴くちばしの前にあっけなく引き裂かれ、撃墜された。

　焦燥に駆られる半人半鳥ハーピィ達はすぐさま歌人鳥セイレーンに近寄り、足の鉤爪かぎづめで鎖と杭を破壊する。

　拘束から解放され、ぐらっと落下する彼女の体を、大股で走る獣蛮族フォモールが受け止めた。

「おいっ、何があった!?　返事をしろ！」

　フォーの腕の中に落ちた彼女に、ラーニェが駆け寄り、遅れてウィーネ達も集まる。

　茶色の羽毛を生やす歌人鳥セイレーン。血にまみれてもなお端整とわかる容貌の作り、何よりモンスターに狙ねらわれていたことがウィーネ達の同胞であることを教えてくる。

　レイとは別種の歌人鳥セイレーンはもはや声を上げることもできないのか、虚うつろな眼差まなざしで口を僅わずかに開け、ぱくぱくと何かを呟いていた。


（くそっ……！）



　このようなことをするのは怪物モンスターではありえない。あきらかに人為的だ。

　同胞に施された仕打ちにラーニェの怒りが沸点を超えそうになる。同時に、ここに来る途中で水晶から発せられた『罠わな』という単語が脳裏で明滅した。

　顔を振り上げたラーニェが、仲間に警戒を呼びかけようとした時、

「──逃げ、テ」

　血だらけの歌人鳥セイレーンは、目を見開きながら、震える声で呟いた。

　そして、




「本当に、泣けるじゃねえか、怪物モンスターってのはよぉ」




　男の軽薄な声が響き渡った。

「冒険者おれたちよりよっぽど仲間思いだ」

　広間ルームの方々ほうぼう、樹皮の色と同化する隠蔽布カムフラージュを脱ぎ捨て、二十に迫ろうかという冒険者達が姿を現す。

　体臭を打ち消す匂におい袋を放り捨てながら、中央の樹の周囲、ウィーネ達を取り囲んだ。

　その中で、硬直する『異端児ゼノス』達の正面、広間ルームの通路口の前に立つ眼装ゴーグルの男は手に持った赤い槍やりで己の肩を叩たたく。

「あぁ、全く──ちょろいぜ」

　男の唇が三日月を描いた。


「冒険者っ……！」



　擬装を解いた──待ち伏せをしていた人間達に、ラーニェは顔を歪めた。

　冒険者、いや狩猟者ハンターの集団。

　ヒューマンに獣人、ドワーフ、アマゾネス。頭目と思われる眼装ゴーグルの男と同様、酷薄な笑みを浮かべる亜人デミ・ヒューマン達の手にはそれぞれの得物が握られている。歌人鳥セイレーンの体を何度も切り裂き、穿うがったであろう、血濡ちぬれの剣と槍だ。

「これをやったのは……！」

「聞くまでもねえだろうが、化物アラクネさんよぉ」

　磔にされた同胞は『囮おとり』だったのである。

　逃げられないよう樹に縛り付け、その体を傷付けることで何度も悲鳴を上げさせたのだ。

　広大なダンジョンの中、怪音波をも放つ歌人鳥セイレーンの莫大な声量を利用して、『異端児ゼノス』を誘い込むために。

　聴覚が優れた竜女ヴィーヴルを、呼び寄せるために。

　眼装ゴーグルの男──ディックスは、啞然あぜんとするウィーネを視界に入れながら煙水晶スモーキークオーツの色鏡レンズの奥でその赤い眼を細めた。

「『下層』に行かせねえように24階層に陣取っていたが……上手うまくいっちまったなぁ、オイ」

　五人ほどの仲間を率い、たった一つの出入り口を背で塞ぐディックスは、ウィーネ達の退路を抜かりなく断っていた。

　迷宮でも人気ひとけのない階層の奥で、男の愉快げな声が響いていく。

『!!』

　直後であった。

　状況を呑み込みつつあるウィーネ達の側で無音を保っていたオードが、沈黙を引き裂き、ディックスのもとへ突貫する。

　第二級冒険者の中堅にも匹敵ひってきしようかという速度、闇やみの疾走。黒色こくしょくの重装を纏う戦影ウォーシャドウは怒りに取り憑つかれた鎧の亡霊のごとく、暴悪の狩猟者ハンターをその指刃で切り刻もうとした。

　急迫するオードに、たたずむ眼装ゴーグルの男は槍を構えることすらしない。

　そして、伸ばされた腕が男の顔を貫かんとした瞬間。


『────!?』



　ディックスの影から現れた大剣が、オードの体軀を両断した。

「えっ？」

　唇からこぼれ落ちるウィーネの呟き。

　彼女の視界の中で、時の流れが緩慢になったかのように、真っ二つになった戦影ウォーシャドウの同胞がゆっくりと崩れ落ちる。

　鎧ごと袈裟けさに叩き斬られた体軀──上半身と下半身が地面に転がった。

「馬鹿ばか野郎、グラン。中身が売り物になる種類モンスターだったらどうするつもりだ」

「わ、わりぃ、ディックス……」

　オードを斬り伏せたのは、ヒューマンの大男だった。

　禿頭とくとうに、顔面に刻まれた黒の入墨タトゥー。紛うことなき無法者の悪相である。

　グラン、と呼ばれた男は、その体格からは想像できないほど素早い動きでディックスの影から飛び出し、得物の大剣を一閃させたのだ。

　そんな悪漢を、ディックスは悪態一つで萎縮いしゅくさせる。

「オー、ド……？」

　現実をまだ受け入れられないウィーネの掠かすれた声が、断たれた戦影ウォーシャドウに向かう。

　地面に倒れ伏すオードは、かちゃかちゃと鎧の留め具から音を鳴らしながら、震える腕を伸ばそうとするが──ぐしゃっ、と。

　ディックスの足が、兜の上から彼の頭部を踏み潰つぶした。

　男の長靴ブーツの下から血の池のように、黒い体液が地面に広がっていく。

『異端児ゼノス』達の間で流れる一瞬の静寂。彼女達に構うことなく、己の足もとで即死した怪物モンスターに一瞥いちべつを落とすこともなく、ディックスは数歩前まえに歩み出た。

「思ったより少ねえなぁ……こりゃあ使う必要はねえか」

　拍子抜けだ、とこぼす眼装ゴーグルの男は、しかし。

　凍りつくウィーネを見つめ、口端を引き裂いた。

「よし──狩かれ」

　くだされた命令に、狩猟者ハンター達は喚声を上げた。

「お前等ァ!?」

　ラーニェの叫びとともに、『異端児ゼノス』の怒りの咆哮ほうこうが放たれる。

　瞬く間に、笑みを顔に張り付ける狩猟者ハンター達とラーニェ達は衝突し、戦闘が勃発した。

「ぁ、ぁ……!?」

　ウィーネは動けなかった。

　かき鳴らされる剣戟けんげきの音と獰猛どうもうな雄叫び、そして凶悪な殺意の渦に全身が抱き竦すくめられる。あの心優しかった同胞達が人の顔を忘れ、『怪物かいぶつ』の本性を剝むき出しにし、人間達へ爪と牙を突き立てようとする。

　鮮血が舞う。悲鳴が散る。

　人蜘蛛アラクネの戦士から放出される蜘蛛の糸が狩猟者ハンター達を絡からめ取り、半人半鳥ハーピィの少女が撃ち出す羽根の弾丸バレットが相手の装備を弾はじき飛ばす。馬鷲ヒッポグリフは翼を広げ空中から高速で飛びかかった。

　迂闊うかつに距離を詰めたヒューマンや獣人が攻撃の餌食えじきとなる。

「っっ!?」

「はっは──ッ!!」

　だが、狩猟者ハンター達が怯ひるむことはなかった。

　一人が倒れようがその体を踏み越えて襲いかかり、盾を構え体当たりをしたかと思えば足を狙い、地に押し倒そうとしてくる。味方さえ囮にして突き出される白刃の数々、極めつけは火炎の矢や治癒をもたらす『魔法』の光だ。

　狩猟者ハンター達は強かった。何より、手際に優れていた。

　並みのモンスターより遥かに強い『異端児ゼノス』達に決して一人で立ち向かうことはせず、死角を狙った多方向から襲いかかり、数の暴力と獣のような連携で潰しにかかる。徒党パーティを組んで怪物モンスターを倒す、人類が培ってきた戦術だ。更に彼等はあえて竜女ヴィーヴルの少女を狙うことで、ラーニェ達を突き崩そうとしてきた。

　戦えないウィーネを守るように四匹のみで戦っている『異端児ゼノス』側の形勢が、刻一刻と傾き始める。

「うッ!?」

　味方を囮にし、懐ふところにもぐりこんだ女戦士アマゾネスの体術によって半人半鳥ハービィの少女が地に叩きつけられる。馬鷲ヒッポグリフもまた『魔法』の直撃を浴び、墜落したところを容赦なく槍で突き刺された。矢や投石の攻撃からウィーネを庇かばうラーニェの鉄兜が、大男グランの大剣に掠って弾き飛ばされる。

　様々な武器と戦法を駆使する狩猟者ハンター達は、一気に『異端児ゼノス』達を蹂躙じゅうりんしにかかった。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「なっ──ぐえええッ!?」

　そんな中、獣蛮族フォモールが凄烈せいれつな吠声ほえごえとともに大型の鎚矛メイスを振り回し、狩猟者ハンター達をいっぺんに吹き飛ばす。

　二Ｍメドルを超す大型級のフォーはただ一匹、数の多寡たかに屈することはなかった。巧妙な連携も小細工とばかりにものともしない。矢を射られようが『魔法』を撃ち込まれようが、通常のモンスターにはない先読みと回避の能力をもって被害を最小限に押しとどめ、狩猟者ハンター達を一人、また一人と、その圧倒的な膂力りょりょくで蹴散らしていく。

　振り下ろされた鎚矛メイスが、盾を構えたドワーフごと轟然ごうぜんと地面を陥没させる。

「駄目だぁ、ディックス!?　こいつ、強つええ!?」

　五人がかりでも押さえられない獣蛮族フォモールを前に、狩猟者ハンターの一人が堪たまらず悲鳴を上げた。

「おいおい、たかが一匹だろうが」

　広間ルームの出入り口前から動かずにいたディックスは、呆あきれた声とともに唾を吐き──穂先が捻ねじれ曲がった赤い槍を手に提げる。

　それまで一人傍観ぼうかんしていた眼装ゴーグルの男が、動いた。

『オォオッ!!』

　悠然と歩んでくる男に、獣蛮族フォモールのフォーは気付いた。

　負傷した狩猟者ハンター達が散り散りになって退避するのを尻目に、眦まなじりを裂く。肩の筋肉を隆起させる『異端児ゼノス』は接近してくる敵の頭目格へ、振りかぶる鎚矛メイスを渾身の力で払った。

　真一文字の薙なぎ払い。

　その恐ろしい勢いに空間が唸うなる。

　直撃すれば肉塊となって弾け飛ぶ一撃に対し、ディックスは──斜に傾けた赤槍の柄えで迫りくる巨大な鎚矛メイスを滑らせた。


『────』



　発生する多大な火花、激しい擦過音さっかおん。

　超重量の鈍器が一本の槍によって軌道をずらされ、空振りに終わる。

　自身のものと比べ三倍はあろうかという獣蛮族フォモールの剛腕からなる攻撃を、ディックスは完璧かんぺきに受け流した。

『技』と『駆け引き』。暴悪な狩猟者ハンターの培われた実力を示す、確かな技術。

　交差する間際まぎわ、獣蛮族フォモールの黒い双眼に男の凶笑が映り込む。

　そのまま流れるように真横をすれ違い、ディックスは相手の背後を掠め取った。

「大型級デカブツを捕とらえて、一度痛いたい目に遭ってる」

　鎚矛メイスを振り抜いた、無防備のフォーの背後。

　硬直するその背中に、ディックスは淡々と、槍を突き出した。

「てめーは要らねえ」

　どっっ、と発せられる鈍い音。

　重厚な胸甲ブレストプレート、分厚い胸部、それら全すべてを深紅ルベライトの穂先が貫通する。

　背後より胸を貫かれたフォーの口から、血液が溢あふれ出した。

「フォー!?」

　離れた場所で一人ひとり戦闘を続けていたラーニェが叫喚を張り上げる。

　そしてウィーネは、立ちつくすことしかできなかった。


『ゴ、ォ……ッ』



　手の中から滑り落ちる大型の鎚矛メイス。

　己の胸から生えている禍々まがまがしい穂先を見下ろしながら、獣蛮族フォモールは震える指でその柄えを摑つかむ。

　槍を引き抜こうとするモンスターに──ディックスは残忍な笑みを浮かべた。

「死ね」

　一挙、槍が力任せに振り上げられ、貫いていた巨軀きょくを縦断する。

　胸から上部を引き裂かれた獣蛮族フォモールは、その両膝ひざを地に落とした。

「──」

　倒れる直前、フォーの横顔が僅かに振り返り、光を失った瞳とウィーネの目が合う。

　鮮血が舞い散る中、こちらに向かって確かに動いた彼の右腕に──涙を拭ってくれたその大きな手に、ウィーネの視界から色が失われる。

「……フォー？」

　掠れた呼びかけに、答える声はない。

　人蜘蛛アラクネと狩猟者ハンター達が奏でる抗戦音を認識できない中、ウィーネの視界がぼやけていく。

「オード、クリフ、フィア……？」

　両断された戦影ウォーシャドウは無残な亡骸なきがらを晒し、無数の槍に貫かれた馬鷲ヒッポグリフは刺し殺され、力なく倒れ伏した半人半鳥ハーピィの少女は死んでいるのかもわからない。

　地面に寝かされた歌人鳥セイレーンは、既にこと切れていた。

　視界に映る同胞達の名を呼んだ少女の心が、音を立てて罅割ひびわれた。


「や、だ…………やだっ」



　琥珀色の瞳から水滴が溢れ、青白い頰を伝う。

　喉のどから迸ほとばしる叫びとともに、ウィーネの感情は決壊した。

「やだぁ!?」

　声を上げ、崩れ落ちた獣蛮族フォモールのもとへ駆け寄る。

　目の前で膝をつき、血で汚れることも厭いとわず彼の右手を胸に抱き締めるも、その大きな手はもう二度とウィーネの涙を拭ってくれない。

　溢れ出る涙を止める術すべを知らない少女は、その顔をくしゃくしゃにして泣き叫んだ。

「いや、いやっ、いやぁ……!!」

　嗚咽おえつを漏もらしながら、獣蛮族フォモールの骸むくろを涙で濡らす。

　こんなのいや。

　夢ならさめて。おねがい。

　胸が張り裂ける思いとともに何度も懇願するが、静まり返る迷宮はウィーネの願いに応こたえず、冷えていく屍しかばねをもって残酷な現実を知らせるだけだった。

　枯れることのない涙をこぼしながら、横たわる獣蛮族フォモールに縋すがろうとした、その時。

　ウィーネの体を黒い影が覆う。

「安心しろ、化物」

「──」

　泣き崩れる竜の少女を見下ろすディックスは、笑った。

　その悲愴ひそうの表情が何よりも心地よさそうに、喉を鳴らして、嗤わらった。

「仲間外れにはしねえよ」

　涙が溜まったウィーネの瞳が見開かれる。

　ずれ落ちたフードの中、美しい額の紅石に目を細めながら、男は片手で持った赤い槍を振り下ろした。

　視界を塗り潰す赤い色。身を襲う衝撃。

　ウィーネの意識は、そこから間もなくして途絶えた。





[image: ]






「がっ、ぐぅ……!?」

　両腕と蜘蛛の多足を叩き折られ、最後まで抵抗していたラーニェもとうとう力つきた。

　それまでの戦闘が噓うそだったかのように広間ルームには静寂が満ちていた。ただ、戦いの激しさを表すように樹皮の壁や地面は破損し、隆盛する植物はばらばらに散らかされている。狩猟者ハンター達を除き周囲に動く影は存在しない。

　ラーニェはずるずると強引ごういんに引きずられ、半人半鳥ハーピィの少女ともどもディックスのもとに集められた。

「手間取らせてくれた──なァ！」

「がっ!?」

「畜生、痛いてえ……」

　グランと呼ばれていた大男につま先を叩き込まれ、地面に投げ出される。

　ヒューマンの狩猟者ハンターはラーニェの交戦で負った腕の傷を押さえ、顔をしかめていた。彼の他にも銘々が『魔法』や回復薬ポーションなどで治療に当たっている。


（ッ……！）



　兜を失い、その白髪と白皙はくせきの美貌を晒すラーニェは、うつ伏せの体勢で視線を走らせた。

　すぐ側にはぴくりとも動かないウィーネが転がっている。前髪によって目もとが隠れ、いくつも刻まれた打撲の跡あと以外、表情は窺えない。意識を刈り取るため無抵抗の彼女を何度も殴打したのだろう、ローブは至るところが裂けており、頑丈な竜の鱗うろこの数多くが罅ひび割われていた。

「今までのやつ等より随分手こずったよ……全く」

「あの獣蛮族フォモールといい、怪物モンスターどもの中でもやり手ってやつか」

　フォーは死んだ。オードもクリフも殺された。三匹とも既に灰へと変えられた。

　ウィーネの側で寝転がされている半人半鳥ハーピィのフィアには息がある。力なく瞼まぶたを閉じているが、ウィーネ同様どうよう意識を失っているだけだ。

　人型のモンスターだけが生かされていた。

　それが意味するところを、ラーニェはすぐに察した。

　ギルドの愚者フェルズが言っていた、『異端児ゼノス』の密輸を行う狩猟者ハンター達。彼等は己の欲望を満たすためだけにウィーネ達を捕らえ、得体の知れない好事家どもに売り払うつもりだ。

　女戦士アマゾネスと獣人の会話を聞く傍ら、ラーニェはぎりっと牙を食い縛り、怒りと己への無力感に支配される。

「おい、お前ら。チンタラしてないでこの竜女ヴィーヴルどもを運べ。またどこぞの連中が嗅かぎ回ってるかもしれねえ、注意しろよ」

　赤い槍を肩に担ぎながら、ディックスが指示を出す。

　彼の命令に狩猟者ハンター達はおののきながら従った。広間ルームに出現するモンスターを駆除する者や、残った『異端児ゼノス』を運ぶ者に別れる。

（……！）

　目の前で持ち上げられるウィーネに、ラーニェはなけなしの力を集め、指を向けた。

　指先から伸びる極細の糸。本来は獲物を狩り取るための、蜘蛛の糸だ。

　誰にも気取られないよう、人蜘蛛アラクネは少女の体に糸を付着させる。

　だが──ぷつり、と。

「っ……!?」

「なにをコソコソしてやがる？」

　捻ねじ曲がった深紅ルベライトの穂先が、ラーニェの糸を断ち切った。

　通常ならば可視が困難なほど細くした蜘蛛糸を目敏めざとく発見したディックスは、呼吸を止める人蜘蛛アラクネを見下ろす。

「蜘蛛の糸……道標アリアドネってか？　させねえよ」

　嘲あざけりの笑みを見せる眼装ゴーグルの男に、ラーニェは眉まゆを逆立てながら体を震わせた。

　この男は聡さとい。奸智かんちに長けている。

　仲間からも恐れられる本性は残虐そのものでありながら、常に冷静な視野を広げ、慎重と保険を忘れない。地上のフェルズ達と『異端児ゼノス』が今日まで狩猟者ハンター達の正体や住処アジトを摑むことができなかったのも、この男がいたからだとラーニェは悟った。

　殺意を漲みなぎらせながら睨み付けてくる人蜘蛛アラクネを前に、ディックスは赤槍を肩に乗せながら、その場に屈んだ。

「あ～……コイツは駄目だ、油断ならねえ。懐に入れると、その内火事になるかもしれねえ」

　片手でラーニェの髪を鷲わし摑みにし、強引に持ち上げ、彼女の目の前で口を吊り上げる。

　眼装ゴーグルの表面に反射する、苦痛と怒りに歪んだ美しい人蜘蛛アラクネの相貌に、ディックスは一層笑みを深めた。

「ここで始末しろ」

「……ッ!!」

　冷酷な宣告がもたらされる。

　髪を離して立ち上がるディックスのもとに、周囲にいた他の狩猟者ハンター達が向き直る。

　鞘さやから剣を引き抜き近付いてくる人間達を見て、ラーニェの頰に汗が伝った。

「な、なぁ、ディックス、いいか？」

「あぁ？」

　その時、三人の男がディックスに声をかける。

　ヒューマンと獣人の男達は卑屈な笑みを作りながらも、要望を伝えた。

「殺やっちまうんだったら、その前に……楽しんでも、いいか？」

「……」

「もたつくのはやべえってわかってるけどよ……ほ、ほら、もったいねえしよ」

　最初、ラーニェは男達が何を言っているのかわからなかった。

　だが理解すると同時、吐き気を催すほどの生理的嫌悪が腹の底からこみ上げてきた。

「……好きにしろ」

　男達と、そして硬直する人蜘蛛アラクネを瞥見べっけんしたディックスは、唇の端を持ち上げた。

　くいっと顎を振る彼の仕草に、男達は面差しを醜悪に歪める。

「へ、へへっ……大人しくしてろよ？」

　荒い呼吸、下卑げびた笑み。

　肌を舐なめ回すかのような粘つく視線が、全てを物語っていた。

『怪物趣味』の男達だ。

　モンスター、とりわけ半人半蛇ラミアなど人型の異形種に欲情する異常性癖。

　人類側では最大級の蔑称とされ、忌避されている。

　彼等は汚けがすつもりだ。

　仲間を奪うだけでは飽き足らず、ラーニェの尊厳まで踏みにじるつもりだ。

　明らかに興奮している男達の周りで、ディックスや他の者達がニヤニヤと笑って成り行きを見守っている。

　折れている腕の肘から下、ラーニェの手が痙攣けいれんし、ぐっっ、と握り締められる。

「や、やめろッ……ふざけるな!!」

「暴れるんじゃねえっ。おい、押さえちまえ」

　取り乱したように語気を荒らげるラーニェに、男達の腕が伸びる。

　傷ついた体に加え、三人がかりでは碌ろくな抵抗も働けない。蜘蛛の下半身を手で押さえ込まれた途端、鳥肌が走った。装着していた鎧を剝ぎ取られ、冒険者の戦闘衣バトル・クロスに包まれた豊かな胸があらわになる。

　服に手をかける男達に、ラーニェの顔が初めて怯おびえに染まった。

　その表情に嗜虐心しぎゃくしんを大いに刺激され、彼等は舌舐めずりをし彼女へのしかかろうとする。

「──」

　その瞬間であった。

　迫る身と心への冒瀆ぼうとくに怯えるだけだったラーニェの表情が、荒々しく変貌した。

　牙を剝き、瞳の瞳孔どうこうが割れ、まさに凶暴な悪鬼モンスターの形相に。

　直後、彼女は口を開き、喉からせり上がる体液を男達へとぶちまけた。


「がっっ──ぎゃぁあああああああああああああああああああああああああっ!?」



　たちまち絶叫が轟とどろく。

「あ、熱ぃ……!!」

「溶けてやがる!?」

「ははははははははっ！　なにやってんだ、お前等！」

　ラーニェの演技に誘おびき出され、体液が直撃した三人の男はもがき苦しんだ。両の目を押さえ、あるいは地面に倒れ込む彼等に、周囲の仲間はゲラゲラと笑い声を上げる。

　蜘蛛型のモンスターの多くが有する、『毒』の攻撃だ。

　巣に絡からまった獲物に逃さぬように打ち込む『麻痺まひ毒』が大半を占める中、ラーニェが吐き出した毒液は、溶解をもたらす破壊力の高いものだった。

　鼻腔びこうを突き抜ける凄すさまじい刺激臭が、焼けた男達の肌から煙とともに立ち上る。


「こ、このバケモノがあぁぁぁッ!?」



　毒蜘蛛の予想外の反撃に遭い、逆上した男達は一斉に得物を抜剣する。

　迫りくる凶刃の輝きに、ラーニェは──笑ってみせた。

「──ぐッッ」

　三振りの剣が、彼女の胴体を串刺しにする。

　背中を突き抜ける剣身。

　穴の空いた体から、唇から、大量に吐き出される血液。

　地面に飛び散るその血は、人と何も変わらない赤い色だった。


「あッ、がっ、ハ……ははっ、アハハハハハッ────ァああああああああああああああああああああああああああ!!」



　苦悶から笑声、そして咆哮へ。

　真っ赤に血化粧した口端こうたんを裂くラーニェは最後の力を振り絞り、折れた両腕を振り回した。致命傷を与えてもなお攻撃してきた彼女に、剣を突き刺した男達は悲鳴を上げ、あっけなく殴り飛ばされる。

　ディックスが口笛を吹き、ざわっと喧騒けんそうが膨らむ中、他の狩猟者ハンターは得物を構えた。


「はッ、はぁッ……！　貴様等にッ、この身を辱めることなど許さない!!」



　折れている筈の多足で立ち上がったラーニェは言い放つ。

　警戒する狩猟者ハンター達はその毅然きぜんとした姿に、確かに気圧けおされた。

「この体も、死でさえも──渡すものか!!」

　次の瞬間、ラーニェは己の胸部に手を突き刺した。

　ディックス達が瞠目どうもくするのを他所よそに、ラーニェは笑みを浮かべ、血肉の奥に埋まる『核』を握り締める。

「グロ、ス──あとは」

　唇から落ちたその掠れた呟きが、彼女の最期の言葉だった。

　手に力を込め、胸部からバキッという破砕音を──『魔石』を握り潰す音を奏でる。

　間もなく、血にまみれてもなお美しい人蜘蛛アラクネのモンスターは、溶けるように大量の灰となり消え去った。


「…………じ、自分でくたばりやがった」



　自決を遂げたモンスターに、狩猟者ハンター達はたじろぐ。

　うずたかく積もる亡骸。遺品ドロップアイテムさえ残さず宙に舞う灰の輝き。

　見せつけられた悲壮な死に様に、彼等の顔が動揺に揺れる。


「ほぉー……格好いいじゃねえか。あぁ好きだぜ、そういうの」



　そんな中、ディックスは一人だけ先程までと変わらない様子で言った。

　微塵みじんも動じない頭目の姿を見て、手下の狩猟者ハンター達も何とか笑みを浮かべて平静を取り戻す。

　眼装ゴーグルの男は、亡骸であるその灰粉に笑みを落とした。

「そうなんだよなぁ～。自分を好きにしていいのは自分だけだ、指図も何も受けねぇ。気が合うじゃねえかよ」

　蹂躙を働きながら勝手な台詞せりふを吐くディックスに、「どの口が言うんだよ」と仲間の男達が笑い声を上げる。

　片手で眼装ゴーグルをいじるディックスもまた、彼等に軽薄な笑みを返した。

「こいつらをまた餌にして、いるかもしれねえ他の連中を釣り上げてもいいが……欲張ると碌なことは起きねえ」

　行くぞ、と告げてディックスは今度こそ踵きびすを返した。

　毒液によって肌を溶かされた男達がよろめきながら立ち上がり、他の狩猟者ハンター達も眼装ゴーグルの男に続く。

「目玉の竜女ヴィーヴルは捕らえた。まずはこいつ等を住処アジトに連れて帰る」

　人蜘蛛アラクネであったものに背を向け、ディックス達は広間ルームを後にする。

　通路を進む無法者達の脇に抱えられ、揺れる半人半鳥ハーピィと竜女ヴィーヴルの少女。

　同胞の亡骸から遠ざかっていく中、閉じられた琥珀色の瞳から、玉のような涙がこぼれ落ちた。




　それから、数時間後。


「…………ォ」



　大量の灰粉が撒まき散らされた広間ルームに、一体の石竜ガーゴイルが降り立った。

　一角獣ユニコーンや銀毛猿シルバーバックなどを従えるモンスターは、辺りの光景を見回す。

　風穴の空いた見覚えのある胸甲ブレストプレート。大型の鎚矛メイス。千切られたローブの切れ端に、両断された重装。大量の灰にまみれた鎧の数々を見て、その石でできた体が揺れ出し、がちがちと鈍い音を立て始める。

　石竜ガーゴイルはそこから広間ルームの端まで横断し、ばらばらに散らかされた植物の中に手を伸ばす。

　震える指が摑むのは、蹂躙者達の目を盗んで投げ込まれた、赤い水晶だった。

　もう一方の手の中にある同質の水晶を握り締めた石竜ガーゴイル──グロスは、勢いよく顔を振り上げ、頭上を仰いだ。

『ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　瞋恚しんいの炎を宿す『怪物』の叫喚が、地下迷宮に響き渡った。
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「──っ？」



　僕は、背後を振り向いた。

　薄い青色に染まった天井と壁面。不規則な間隔で灯る燐光りんこうによって照らされる天然の迷路は直線や十字路を描いてどこまでも続いている。冒険者のパーティが付近にいることを証明するように、一喜一憂する声が奥の曲がり角から聞こえてきた。

　通路の真ん中で足を止めた僕は、沢山の同業者によって踏みしめられた地面を見下ろす。

　何かが聞こえたような……ダンジョンが震えたような、そんな気がしたのだ。

『ブギャアッ！』

「！」

　振り返った格好でいた僕は、突如接近せっきんしてきた啼なき声に意識を引き戻される。

　飛びかかってきた『ゴブリン』──低級モンスターの胴を狙った攻撃を振り向きざま回避し、右手に提げた《神様のナイフ》を構えた。

　ダンジョン３階層。

　とどまることを久しく忘れていた迷宮の『上層』。神様の【ファミリア】に入ったばかりの頃ころ、Ｌｖ．１の時に何度も通っては探索を行った、始まりの層域だ。

　僕は下級冒険者の領域であるこの階層に一人、朝からこもっていた。

『ギイッ！』

　めちゃくちゃに振り回されるモンスターの両手を、体を僅かにずらすことで往いなしていく。

　今となっては鈍重にしか見えない『ゴブリン』の攻撃。その気になれば一瞬で胸に埋まる『魔石』にナイフを突き立て、葬ほうむることができる。

　けれど、僕は反撃に踏み切ることができずにいた。

『ウガアァ!!』


「っ……！」



　全く当たらない攻撃に業を煮やし、『ゴブリン』が怒りの吠声をぶつけてくる。

　その激しくも醜い形相を見て──放たれる殺意を受けて──手がびくりと痙攣する。

　モンスターへの忌避感、怪物に対する闘争本能に背中を突き飛ばされ、僕は握り締めた《神様のナイフ》を一閃させた。

『──ギアッ!?』

　紫紺しこんの斬閃がモンスターの胸部に走り抜ける。

　狙いたがわず胸の中心、『魔石』を捉えた。

『核』である結晶を断たれた『ゴブリン』は僅かな硬直の後、音を立てて灰へと変わり崩れ落ちる。

　手に染しみ付いた技で、僕はモンスターを撃破した。

「……」

　足もとに積もる灰の山を見下ろす。

　その中に残った一本の牙。

　いつかと同じように発生した『ドロップアイテム』……『ゴブリンの牙』を、僕はいつまで経たっても収拾することができなかった。




　僕がダンジョンに足を運んだのは、確かめたいことがあったからだ。

　モンスターを、倒せるか否か。

　このオラリオで冒険者を続けていくために、モンスターを殺あやめることができるかどうか。

（……倒すことは、できる）

　ダンジョンに入ってから今まで、僕は何匹ものモンスターを倒した。

　怪物達の『魔石』を斬り裂き、これまでがそうであったように灰の塊に変えて。

　だけど──誤魔化ごまかすことのできない葛藤が生じている事実からは、目を背けることはできなかった。

　ウィーネに会ってから。

『異端児ゼノス』と呼ばれる理知を持つモンスターを知ってしまってから。

　僕は、モンスターを殺めることに……躊躇ためらいを覚えてしまっている。

（倒すことは、できても……もう、今まで通りには）

　これまでのように冒険者を続けていくのは、不可能なのではないのだろうか。

　その自問が頭から離れない。

　モンスターの戦いの中では一瞬の逡巡しゅんじゅんでさえ致命的だ。そんなことを続けていれば、いつか僕は死ぬだろう。他ならない怪物達の爪と牙によって。

『グルアァッ！』

『オオオッ！』

　ダンジョンをさまよう僕の前に現れる複数の『コボルト』と、壁に張り付く『ダンジョン・リザード』。遭遇エンカウントしたモンスターの群れに対し、奥歯を嚙かみ締めながら交戦に臨む。

　一斉に襲いかかってくる集団に対し、体は反応した。命を奪う相手の攻撃を避け、モンスター達の断末魔を引き換えにし、その紫紺の結晶を破壊していく。

『ためらわないでくれ。オレっち達に変に気をつかって、迷わないでくれ』

　モンスターと相対する度に、耳の奥に蘇よみがえるのは気さくだった蜥蜴人リザードマンの声だ。

　あの『異端児ゼノス』の隠れ里で別れ際に聞いた、最後の言葉。

『絶対に死なないでくれ。また会いたい』

　リドさんの言葉がなければ、本当に使い物にならなかったかもしれない。

　死なないでくれ──あの言葉があるから僕は武器を振ることができる。

　再会したいとあの人が……あの怪物モンスターが、願ってくれたから。

「……」

　全滅させたモンスターの灰の山に背を向けて、歩き出す。結局進退しんたいについて明確な答えが出せなかった僕は、懊悩おうのうする心と一緒に階層の出口を目指した。

　割り切るべきだ。

　理性は頻しきりにそう言っている。

　通常のモンスターと、ウィーネやリドさん達、『異端児ゼノス』は違う。僕が迷いを覚えている間にもモンスターは殺しにくる。人類と怪物は相容れない。

　でも、お金を稼ぐために……憧憬しょうけいに追い付きたいがために、モンスターを殺すことはいいのだろうか。自分の私利私欲のために戦うのは許されるのだろうか。

　モンスターを本当に殺さなければいけない理由も、自分にはないことを気付かされる。

　冒険者業に疑問を持ってしまうなんて……もう、末期だ。

「ベル・クラネル……」

「【リトル・ルーキー】だ」

　口を閉ざしながら足を進めていると、すれ違う獣人や小人族パルゥムなど、亜人デミ・ヒューマン達が僕の顔を盗み見してくる。ひそめた話し声からは二つ名なんかも聞こえてきた。

　ダンジョンは円錐構造。

　下に下りれば下りるほど階層の範囲は拡大していく。

　５階層で中央広場セントラルパークと同程度の面積があると言われているこの『上層』は、やはり『中層』と比べ階層の規模が狭いせいか、他の冒険者を見かける頻度が高い。下級冒険者自体の多さもあって同業者とよく出くわす。

【ヘスティア・ファミリア】が一躍有名になった【アポロン・ファミリア】との戦争遊戯ウォーゲームの反響はまだ残っているようだった。僕の素性に気付く人が多い。

　管理機関ギルドが公開している公式Ｌｖ．に見合っていないこの階層に──しかも一人で──いる僕が珍しいのか、すれ違ったり目が合った冒険者達は訝いぶかしげな視線を向けてくる。

　今の僕には、うつむく以上のことはできなかった。

（もう、着いちゃった……）

　１階層の大通路『始まりの道』を通り抜け、地上と迷宮を繫つなぐ大穴に進む。

　摩天楼施設バベルの地下一階に通じる螺旋らせん階段。上った先の階フロアの天井には蒼穹そうきゅうの絵画が描かれている。昼前という中途半端はんぱな時間帯もあってダンジョンへ向かう冒険者が少ない中、大穴の円に沿って造られた銀の階段を進んでいく。

　視線を足もとに落としていると……不意に、誰かが足を止める気配があった。

「あ……」

　顔を上げた先にいたのは、一人の冒険者だった。

　銀の胸当て、腰に佩はいた一振りの剣。

　逆光の位置で魔石灯の光を浴びる金の長髪が砂金のごとく輝いている。

　そして、髪の色と同じ金色の瞳が、僕のことを見つめていた。

「アイズさん……」

　気付けば、僕は憧憬の剣士の名前を呟いていた。
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「……」

　金髪金眼の少女と、白髪の少年が何事か言葉を交わし、二人で地上へ引き返していく。

　水晶に映るその光景を、黒衣の魔術師メイジは黙って見守っていた。

「何かあったのか、フェルズ」

「……いや」

　投じられる低い声音に、漆黒のローブを纏うフェルズは短く答えた。

　ギルド本部地下、『祈禱きとうの間ま』。

　薄闇に支配される石造りの空間には四炬よんきょの松明たいまつのみが光源として存在した。古代神殿を彷彿ほうふつさせる祭壇の中央には、巨大な神座に巍然ぎぜんとして君臨する老神、ウラノスがいる。

　神の右腕であるフェルズは、台座に置かれた水晶を通じて摩天楼施設バベル地下一階の様子を監視していた。

「やはり、『バベル』には動きがないか」

「ああ、例の狩猟者ハンター達……【イケロス・ファミリア】が『バベル』を出入りしている様子はない」

　ウラノスの問いにフェルズは頷いた。

　ダンジョン出入り口の『大穴』が存在する摩天楼施設バベルにはフェルズの『目』が設置されている。地下一階の蒼穹の天井画、そこに隠されたように埋め込まれた青玉がそうだ。

『賢者』と謳うたわれていた『愚者フェルズ』が作り出した双子水晶『眼晶オクルス』。

　片方の水晶が捉えた光景を音声と一緒に、もう片方の水晶に映し出すことができる。遠隔の地においても伝送可能な、現代に唯一存在する交信の魔道具マジックアイテムだ。素材が揃わなければフェルズでも作成が困難な代物であり、彼かの【万能者ペルセウス】でも作り出す境地に至っていない。使い魔である梟ふくろうの義眼、あれも同じ魔道具マジックアイテムであり、片目を失い瀕死であったところをフェルズが助け出し代替として与えたものだ。

　この眼晶オクルスを用いてフェルズは違法者や要注意人物一覧ブラックリストの冒険者を取り締まってきた──ウィーネを地上に連れ出したベル達を察知したのもこの魔道具マジックアイテムの力だ──。

　ウラノス直属、言わばギルド職員にも知られていない極秘の暗部という立場もあって小さな案件や酌量の余地がある者はあえて見逃しているが、黒衣の魔術師メイジは長い年月の間、ダンジョンや都市の大勢たいせいが誤った方向へ向かわぬよう、目を光らせてきたのだ。

「今までと同じだよ、ウラノス。ようやく敵の正体がわかったにもかかわらず、相手の動きを感知できない」

【ヘルメス・ファミリア】の働きにより、モンスターを捕らえ密輸する狩猟者ハンター達は十中八九【イケロス・ファミリア】だとわかっている。

　二日前、『異端児ゼノス』の隠れ里へ移動する間もフェルズは終始眼晶オクルスで地上と地下の玄関口を見張ってきた。そして今日に至るまで、ギルドの記録に残っている【イケロス・ファミリア】の構成員が『バベル』を通過した形跡は一切いっさいない。

　フェルズ達をあざ笑うかのように、狩猟者ハンター達は暗躍を続けている。

「『バベル』に戻ってきていない以上、未だダンジョンにとどまっているか、あるいは宿場街リヴィラに潜伏……いや可能性としては低いか」

　そもそもそ根本的な問題は、いかにしてこれまでフェルズの目を盗み、捕らえた『異端児ゼノス』達を地上に運び出し、都市の外に密輸しているかだ。

　浮上するのは一抹の可能性である。

　台座の水晶を見下ろすのを止めた黒衣の魔術師メイジは、祭壇の上で正面を見つめ続けている神に視線を向けた。

　感情を押し殺した低い声音で、進言する。

「私達がかねてから懸念していた……『バベル』以外の、ダンジョンのもう一つの出入り口」

「……」

「モンスターを捕らえている敵の住処アジトは、やはり、地上ではなく──」

　ばちっ、と松明が弾ける。

　火の粉が舞う中、『祈禱の間ま』は束つかの間ま静寂せいじゃくに包まれた。

　薄闇に身を委ねるフェルズとウラノスの間で、沈黙が交わされる。

「『異端児ゼノス』達は今、どうなっている？」

　やがて、ウラノスが口を開いた。

　神の問いに対し、フェルズは紋様が刻まれた手袋グローブを懐に入れる。

「予定通り、別の隠れ里に移動している最中のようだが……まだリドからは到着したという報告はない」

　黒衣の下から取り出されたのは、台座に置かれたものとは別の水晶だった。

　フェルズは地上にいる間も眼晶オクルスで『異端児ゼノス』達と定期的に連絡を取り合っている。迷宮内であろうとも交信ができる魔道具マジックアイテムは、主にダンジョンの異常事態イレギュラー調査や鎮圧など、素早い依頼を出すのに重宝していた。

　一方で、眼晶オクルスは番つがいの水晶同士でなければ情報を共有できないという欠点がある。つまり一人で複数の地点を監視、あるいは複数の者と交信するためには、同じ数の水晶を保持しなければならない。それが難点と言えば難点であった。証拠に、全身を覆い隠すフェルズの黒衣ローブの中には、かさばる程度には水晶が塊をなしている。

　フェルズはいくつかの眼晶オクルスを『異端児ゼノス』達に貸し与えており、地上側との専用の回線は頭目であるリドに預けている。

　取り出した黄色の水晶を見下ろしていたフェルズは──唐突に動きを止めた。

「どうした？」

　その様子に気付いたウラノスが尋ねる。

　硬直の間を置き、黒衣の魔術師メイジは動揺を隠せない声で、不穏な返答をもたらした。

「リドに渡した水晶の反応が、途絶えた……」
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　激しい音を立てて。

　地に叩きつけられた黄水晶が、粉々に砕け散った。

「──何しやがる、グロス!!」

　蜥蜴人リザードマンの荒々しい声が『大樹の迷宮』に響き渡る。

　24階層深部に存在する、とある広間ルーム。青光苔アカリゴケが群生しておらず闇に包まれた空間には、種族がばらばらの怪物モンスターが集まっていた。冒険者の武器や防具を纏う『異端児ゼノス』の一団である。

　その集団の中で、蜥蜴人リザードマンのリドと石竜ガーゴイルのグロスは衝突していた。

「どうして水晶を壊した!?　これじゃあフェルズ達と連絡が……！」

「愚者フェルズノ話ニ耳ヲ貸ス必要ナドナイ!!　指示ヲ仰アオグ必要ガ何処ドコニアル!?　ヤル事コトナド、決マッテイルダロウ!!」

　地上のフェルズ達と交信できる唯一の眼晶オクルスを破壊され、リドはグロスに詰め寄る。

　ことの始まりはグロス率いる部隊による報しらせだった。

　──ラーニェの部隊が殺戮さつりくされ、ウィーネとフィアが攫さらわれた。

　その一報を聞き、リドは急遽眼晶オクルスを通して全小隊の『異端児ゼノス』に召集をかけたのである。隊を率いる歌人鳥セイレーンのレイ達は指定された現在の広間ルームに速やかに集まり、詳しい情報を共有した。そしてリドが地上側フェルズと連絡を取ろうとした途端──グロスの爪によって水晶を破壊されたのだ。

「愚者フェルズハマタ言ウダロウ！　耐タエロ、ト。今ハマダ待マテ、ト。──フザケルナ!!　我々ハモウ十分ニ待ッタ!!」

　灰色の体を持つ石竜ガーゴイルは、リドを上回る声音ではね返す。

『異端児ゼノス』の存在をひた隠そうとするフェルズ達たち、地上の思惑などもう関係ない。

　これまでも同胞を攫さらわれ、その度に行動の自重を促されてきたグロスは、激昂げきこうした声でそのように言い放つ。

『異端児ゼノス』達のすぐ足もとには壊れた鎧と武器が置かれている。

　グロスが持ち帰った、仲間の無残な遺品だ。

「私ハ全テ見タ、全テ聞カサレタ!!　人間ドモノ所業ヲ、ラーニェ達ノ死ニ様ヲ!!」

「……っ!?」

　ラーニェと分けて持っていた赤の双子水晶。

　皮肉にもフェルズが譲った眼晶オクルスが、グロスの心に決定的な黒い炎を灯した。悪しき狩猟者ハンター達が引き起こした惨劇を見せつけられ、彼の感情はとうに制御不可能に陥っている。

　そしてそれは、グロスだけではない。

　リドとグロスを取り巻く『異端児ゼノス』達の輪もまた、興奮の一途を辿たどっていた。

　もともと人類に対し非好意的であったグロスの集団グループだけでなく──リド側についていた筈の温厚な『異端児ゼノス』達まで。

　馬鷲ヒッポグリフを殺された鷲獅子グリフォンの瞳が怒りに燃え盛っている。

　半人半蛇ラミアが髪を振り乱しながら泣き喚わめき、復讐を誓っている。

　大型級トロールが流血するほど拳こぶしを握り締め、地を殴りつけている。

　一角獣ユニコーンが、銀毛猿シルバーバックが、紅鷲クリムゾンイーグルが、金属獣メタルガゼルが、多くの『異端児ゼノス』が憤怒と憎悪に支配されている。

　リドを除けば今やまともな理性を保っているのは、沈痛な表情で項垂うなだれる小怪物ゴブリンの赤帽子レッドキャップ、口を噤つぐむ歌人鳥セイレーンのレイ、両の耳を押さえ涙目で縮こまる一角兎アルミラージのみであった。

「愚者フェルズ達ノ助ケナド要イラナイ！　邪魔モサセン!!　我々ノ手デ決着ヲツケル!!」

　体の中で哮たけり狂う怒りの感情、『怪物』たる衝動の言いなりにならんと、グロスは涙を流せないその赤い石眼を見開いた。

「報復ダ!!　ラーニェ達ノ仇カタキヲ討ウチ、同胞ヲ取リ返ス!!　人間ドモニ報イヲ受ケサセテヤル!!」

　石竜ガーゴイルの怒りの絶叫。

　放たれたグロスの宣言を、周囲の『異端児ゼノス』達は一斉に唱和した。

　──報復を!!　報復を!!　報復を!!

　激情の爆発、広間ルームが震撼しんかんする。

　冒険者や同族モンスターの存在も忘れ叫喚する同胞に囲まれ、リドはたじろいだ。

　赤緋せきひの鱗に包まれた手が、震えるほど握り締められる。

「ヤツ等ハ殺ス!!　邪魔ヲスル者モ同ジダ！　皆殺シニシテヤル!!」

「そんなの、そんなのっ……ウィーネ達を攫った連中と一緒だろう……！」

　リドは牙を食い縛りながら、ともすれば泣きそうな表情で、喉から声を搾り出した。

　今もグロス達に劣らないほど激しい炎に身を焼かれている蜥蜴人リザードマンが、それでも冷静な判断を呼びかけているのは──ひとえに『悲願』のためだ。

「これまでやってきたことを、全部台だいなしにするつもりかよ!?　死んでいった同胞やつ等の夢を、地上の光を……！」

　地上への進出、人類との共和。

　胸に秘める強烈な憧憬しょうけいを、今の自分がいる存在理由を捨て切れないリドは、逸しようとしている境界線を前に踏みとどまるよう訴える。

「ベルっち達みたいなやつ等もいる!!」

　忘れたのか、と。

　自分と握手を交わしてくれた少年の名を、リドは叫んだ。

「冒険者がっ、人間がみんな悪いやつ等なんかじゃねえよ！」

　リドのその心の叫びは、しかし。

　同胞達の心に届くことはなかった。

　すかさず、グロスが反論する。

「ソウ言ッテ、何度裏切ラレレバ気ガ済スム！」

「!!」

「我々ニ情ナサケヲ掛ケタ人間ドモハ、今ハ何処ドコヘ行ッタ!?」

　これまでベル達以外にも、『異端児ゼノス』に情を恵んだ冒険者や接触した者は少なからずいた。リド達はその度に希望を抱いた。

　だが、最終的には誰もが人類の側に立った。

『異端児ゼノス』達を見捨てて、切り捨てた。

「アノ小僧モ今ハ現実カラ目ヲ背ケテイルダケダ!!　何時イツカ我々ヲ見放ス！　人ト『怪物カイブツ』ハ共生ナドデキナイ!!」


「っ……！」



「イイ加減気付キヅケ、リド！」

　石竜ガーゴイルの『異端児ゼノス』は言い募る。荒唐こうとう無稽むけいな夢物語に縋るのは止めろと。

　何も言い返せず、立ちつくすリドを押しのけたグロスは、怒りの赴くまま『行動』を開始した。

「同胞ヲ取リ返ス、絶対ニ!!　ラーニェガ遺ノコシタ意志ハ無駄ニシナイ！」

　グロスは灰石の翼を広げ、広間ルームを飛び出した。

　轟き渡る石竜ガーゴイルの咆哮に牽引されるように、他の『異端児ゼノス』達も後に続く。

　三十半ばのモンスターが、一つの『目標』に向かって進軍を開始した。

「駄目ダ、リド……もう、止まらなイ」

　仲間を止められず懊悩おうのうするリドに、側にいたレイが告げる。

　翼の両腕で体をかき抱く彼女もまた、震える肩を必死に押さえ付けていた。

「ちくしょう……」

　怒りに抗う歌人鳥セイレーンを一瞥し、顔を歪める。

　一匹の蜥蜴人リザードマンは、見えることのない地上を仰いだ。

「すまねぇ、フェルズ……ベルっち」

　弱々しい謝罪の声が闇の中に消える。

　賽さいは投げられてしまった。このまま進むしかない。

　もう後戻りできなくなっても──必ず同胞だけは取り返す。

　リドは覚悟した。同時に、自らも胸の奥で逆巻いていた感情のうねりを受け入れる。封じ込めていた思いが全身を支配するのは一瞬だった。

　雰囲気が豹変ひょうへんした蜥蜴人リザードマンは、地に突き立てていた長直剣ロングソードと曲刀シミターを引き抜く。

「レイ、レット。オレっちと一緒に来い。グロス達を追う」

「……はい」

「わかりました……」

「アルル。お前は『あいつ』を迎えに行け」

　歌人鳥セイレーンと赤帽子レッドキャップの横で、一角兎アルミラージが円らな赤瞳で表情の消えたリドを見上げる。

「合流する予定の里に、もう帰ってきてる筈だ。訳を話して、連れてこい」

　黙っていた兎うさぎのモンスターは長い耳を揺らして、こくりと頷いた。

　甲高かんだかい鳴き声を短く上げ、側で待機していた黒犬ヘルハウンドに飛び乗る。背を差し出してくるモンスターに跨またがった一角兎アルミラージはぶかぶかの青い戦闘着バトル・ジャケットを翻し、広間ルームを後にした。

「行くぞ」

　グロス達の『行動』に追従するため、リド達も駆け出す。

　太く長い蜥蜴とかげの尾が蛇のように揺らめき、ぐんぐんと速度が上がっていく。

　雄黄ゆうおうの眼まなこが血走るその横顔は──既に『怪物』の相貌であった。
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「ファルガー、現れた。──イケロスの連中だ」

　翼の旅行帽と靴サンダルのエンブレムを隠し、変装した一団がとある三人組の男達を追う。

　冒険者が往来する通りで尾行が行われる中、18階層の『リヴィラの街』には、いつもと変わらないクリスタルの光が降りそそいでいた。

　階層天井を埋めつくす花開いた菊マムのごとき水晶群の輝きは『昼』の時間帯を示している。湖畔こはんに浮かぶ島の上に築かれた宿場街は上級冒険者達が行き交っていた。地上の中継地点として多くの者が階層攻略の拠点代わりに利用し、道具屋や宿屋、酒場に立ち寄っては阿漕あこぎな商売をする街の住人と交渉という名の熱い戦いを繰り広げている。

　怒声と笑い声が引っ切りなしに飛び交えば、仲の悪い派閥同士の者達が路上で出くわし、睨み合った末、乱闘騒ぎを勃発させる。いたって平穏な、ならず者達の街では日常茶飯事の光景だった。

「ボールス！」

「あぁん？　どうした？」

　水晶と剝き出しの岩に囲まれる宿場街が、普段と異なるざわめきを帯び始めたのは、間もなくのことだった。

「モンスターが騒いでいて……何か、おかしい」

　武装した冒険者達が見晴らしのいい断崖沿いに集まる。

　大自然を内包する広大な安全階層セーフティポイントの中で、誰もが同じ方角に目を凝らした。

　彼等が目を向ける場所は、階層の中央地帯──下部の層域と繫がる巨大な中央樹。

「あれは……」
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　ダンジョンを出れば、頭上には相変わらず青い空が広がっていた。

　太陽は中天に差しかかろうとしていて、もう正午が近いことが窺える。

　メインストリートから外れた街路。様々な店が立ち並び、中でも無所属フリーと思おぼしき亜人デミ・ヒューマンの少女達が営む花屋には人が集まっている。店頭に並ぶ色とりどりの花に子供達が笑みを咲かせていて、僕は、気付けばその子達の顔を目で追っていた。

　都市の平和な喧騒に包まれながら、一瞬、自分の知らない道に迷い込んだ感覚に襲われる。

　僕はそんな錯覚を振り払い、街路を抜けた先で足を止めた。

「……あの、すいません。時間を、頂いて」

「ううん……」

　周囲を民家で囲まれた空き地。僕はそこで、アイズさんと向き合った。

『バベル』の螺旋階段で偶然ぐうぜん鉢合わせをした僕は、ダンジョンへ行くところだったこの人を、呼び止めてしまった。

　どうしてそんなことをしてしまったのかはわからない。ただ、今まで目標として追いかけ続けていた憧憬このひとに、何かを聞かずにはいられなかったのだと思う。

　感情の整理がつかず、どもり続ける僕を見て何か思ったのか、アイズさんは場所を移そうと提案してくれた。『バベル』から離れ、人気ひとけのない街角を目指し、今こうして向き合っている。

「……」

「……」

　アイズさんと視線を絡める。

　こんな近くで、二人で見つめ合うのはいつ以来だろうか。

　エルフにも女神様にも劣らないその容貌はやはり時を忘れてしまうほど綺麗きれいだった。感情が希薄な表情は何を考えているのかわからず、ただ、その透いた金色の瞳の中に吸い込まれてしまいそうになる。

　色んなことを忘れて、この金の輝きに見惚みとれ続けていられれば、と……そう思ってしまった。

「……どうしたの？」

　アイズさんが、ゆっくりと尋ねてくる。

　その一言には色々な意味が詰まっているような気がした。その金の瞳に、心が見透かされているような気がした。何かあったのか、何をそんなに迷っているのか、と。

　息がしづらくなるのがわかった。鼓動の音がうるさい。

　口の中が乾いていくのを感じながら……僕は、言葉を吐き出した。

「アイズさんは……」

「……」

「怪物モンスターに、何か生きる理由があったとしたら……僕達と変わらない感情を持っているとしたら、どうしますか？」

　言ってしまった。

　人と同じように笑顔を浮かべ、人と同じように悩みを抱え、人と同じように涙を流す『怪物』と出会ったら──それでも貴方は剣を振るえますか、と。

　憧憬しょうけいの剣士に、問いかけてしまった。

「……」

　アイズさんはその小振りな唇を閉ざした。

　要領を得ない筈の質問にもかかわらず、安易に答えるでも、疑問に思うでもなく、真摯しんしに受け止めて僕に返す自分の答えを探している。

　時間が流れる。

　生暖かい夏の風が二人の間を走った。

　やがて、僕からずっと視線を逸そらさずにいたアイズさんは、口を開く。

「私は、怪物モンスターが危害を加えてくるなら……ううん」

　一度頭かぶりを振り──告げた。




「怪物モンスターのせいで誰かが泣くのなら──私は怪物モンスターを、殺す」




「っっ!?」

　その言葉を聞いて、びくっと肩がはね上がり、呼吸が止まる。

　一切迷まよいのない声音で、アイズさんははっきりと断言した。

　たとえ人と同じ心を持っていたとしても、『怪物』は躊躇ちゅうちょなく滅ぼすと。

　憧憬の剣士の、その真っ当で何よりも残酷な答えに、凍りつく。

　ウィーネ達を冷酷なまでに斬り捨てるアイズさんの姿が……そんな幻覚が脳裏を過ぎ去る。

　僕は揺らぐことのないこの人の表情を前に、立ち竦んでしまった。

　逆に、その金の瞳は問い返してくる。

　──君は違うの？　と。

「……!!」

　そうだ。僕も大切な人を奪われた。

　かけがえのないあの人を、祖父を怪物モンスターに殺されてしまった。

　あの時、僕だって泣いていた筈だ。

　それでも僕が今まで復讐といった黒い感情に突き動かされずに済んだのは、祖父の死に際と亡骸を見ることができなかったことと、孤独感という名の哀しみに暮れるばかりで怒りを抱く隙間がなかったからだ。

　現実と理想、人と怪物モンスターの狭間で立ちつくす。

　こちらを見つめ続けているアイズさんを前に、今や心臓は激しい律動を刻んでいた。

「僕、は──」

　そして。

　肌を伝う汗を感じながら、引きつる口を開こうとした──次の瞬間。




　ガラァン、ガラァン!!　と。




　空を震わせる、けたたましい鐘楼しょうろうの鐘の音が鳴り響いた。

「「っ!?」」

　アイズさんと一緒に上空を振り仰ぐ。

　正午を告げる大鐘の音──じゃない。

　音は普段聞きこえてくる東端からではなく、北部の方角から。何より打ち鳴らされる音の激しさが尋常ではない。

　まるで、かき鳴らしている側がわの人達も動揺を来きたしているかのように。

「この方角、ギルド本部……都市の警鐘？」

　アイズさんの呟きにはっとする。

　そうだ、知っている。ついこの間、これと同じ警鐘を聞いたことがある。

　王国ラキア軍──【アレス・ファミリア】が都市に進撃した際にも鳴らされた、ギルド本部が保有する大鐘楼。

　緊急事態を告げる、迷宮都市オラリオへの警報だ。

　耳をつんざかんばかりの甲高い大鐘の音に、僕は息を呑んだ。

『──緊急警報、緊急警報!!　オラリオに所属する全【ファミリア】はギルドの指示下に入ってください！　ギルドは、強制任務ミッションを発令します!!』

　僕達の予想を肯定するように、ギルド本部より魔石製品の大型拡声器が作動した。

　聞き慣れたハーフエルフの女性の声が都市全体に響き渡っていく。

『18階層リヴィラが武装したモンスターにより壊滅!!　伴ってモンスターの大移動を確認!!』

　──そして今度こそ、僕の呼吸は完璧に凍りついた。


『至急、ギルドは冒険者を編成しモンスターの討伐を────えっ？　そ、そんな……りょ、了解しました』



　時を止める僕を他所に、酷ひどく狼狽ろうばいした声の後、放送が続く。

『市民、及び全冒険者のダンジョンの侵入を禁止します!!　各【ファミリア】はギルドの指示が出るまで本拠ホームで待機してください!!　繰り返します──』

　事態の切迫を物語る激しい呼びかけが空を駆け抜けていく。

　上空を見据えるアイズさんが張り詰めた顔を浮かべる中、僕は言葉を失っていた。

　街リヴィラが、壊滅？

　武装したモンスター？　大移動？

　リドさん達……ウィーネ？

　そんな、一体、なにが──。

　凄まじい勢いで空転する思考が全身に発熱をもたらす。動揺と混乱が隅々まで駆け巡り、ぶわっと汗腺という汗腺が開いた。

　視界が揺れる僕を取り残し、終わることのない警鐘が都市に鳴り響いていく。




　裏返る日常。投じられた凶報という名の波紋。

　動乱の気配が、オラリオに迫ろうとしていた。

















「だから言ってんだろう！　武器を持ったモンスターどもが街まちを攻めてきやがった!!　リヴィラはやられた、全滅だ!!」

　全身に傷を負った男の怒号が響き渡る。

　長台カウンターに叩たたきつけられる拳こぶしとともに飛び散る血の粒。命からがらといった姿の街リヴィラの大頭、ボールスの報告に、職員及び窓口の受付嬢は蒼白となっていた。

　今や阿鼻叫喚あびきょうかんの巷ちまたと化しているギルド本部。

　白大理石のロビーには18階層から逃げおおせた街リヴィラの住人達が押し寄せていた。流れ出る汗を放置し、へたり込む冒険者の多くは疲労ひろう困憊こんぱいに陥おちいっており、中には大怪我けがを負った者もいる。

　負傷した彼等が無理を押してギルド本部に雪崩なだれ込んだのは他ほかでもない。

　ダンジョンで発生した異常事態イレギュラーを、地上に伝えるためだ。

「連中は中央樹から現れたっ、下の階層からだ！　種族の統一も何もねえが、とにかく恐ろしく強つええ！」

　下部階層より出現した謎なぞの武装したモンスター。上級冒険者、ひいては第二級冒険者以上の潜在能力ポテンシャルを窺うかがわせる恐らくは『亜種』。集団は中央樹から駆け上ってくるなり雄叫おたけびを上げながら一直線に湖畔こはんの街リヴィラを目指し、これを強襲した。

　そのあまりの進攻速度に、異常事態イレギュラーに慣れている街の住人達でさえ対応できず、街壁を破壊され、あっという間にダンジョンの宿場街は陥落した。碌ろくな迎撃もままならずモンスターに蹂躙じゅうりんされた住人達は、滞在していた冒険者ともども街を放棄し、地上まで潰走かいそうしたのである。

　都合三百三十四代目の『リヴィラの街』、壊滅である。

「モンスターの種類は、数は!?」

「追撃はあったのですか!?　モンスターの侵攻は一体どこまで!?」

　治療師ヒーラーの救援を訴えるギルド職員達が包帯や道具アイテムを持って冒険者達の治療に奔走する中、受付嬢達は必死に詳しい情報を求めた。問答と精査を繰り返しながら、甚大な異常事態イレギュラー収拾のため現状の把握に躍起になる。

「ま、待ってください～!?　ぼっ、冒険者達の被害は……!?」

「大半の野郎どもは何とか逃れてきたが……逃げ遅れた連中もいる。そいつ等は、もう……」

　眉間みけんに皺しわを刻む大頭ボールスの言葉に、桃色の髪を持つ受付嬢ミィシャの瞳ひとみから、涙がこぼれ落ちそうになった。

「大変なことになってる……！」

　状況が目まぐるしく移ろう中、緊急放送を入れたエイナはロビーへと戻ってきた。

　視界に広がる光景に、その端整なハーフエルフの相貌が歪ゆがんだ。

「チュール、戻ったか。人手が足りない、至急対応に当たれ」

「班長、わかりました！　……ですが」

　駆け寄ってくる犬人シアンスロープの上司に頷うなずきを返すものの、エイナは問いを発した。

「先程の警報内容の変更は、どういうことなんですか……!?」

　全冒険者へのダンジョンの『侵入禁止』。命令が下されるまでの本拠ホーム待機。

　今は一刻を争う筈はずだ。

　街リヴィラの陥落はもとより、下部層域から大挙して押し寄せたという軍団モンスターがそのまま安全階層セーフティポイントを突破してしまえば、ギルドが、いや人類が危惧する怪物モンスターの『地上進出』もありえる。

　迷宮都市が守り続けてきた安全神話の崩壊は下界全土に衝撃をもたらすだろう。

　過去の『三大冒険者依頼クエスト』失敗──二大最強派閥が『黒竜』に破れた時と同様、世界に大きな混乱を招くやもしれない。

　突如として回ってきた撤回指示に関して、エイナは詰め寄らずにはいられなかった。

「……上層部の決定だ」

「上層部が!?」

「ああ。急遽きゅうきょ伝達内容を変更しろと。……いや、ギルド長の慌あわてぶりを見るに、恐らく上層部うえの意思ではなく……」

　細身の獣人は、そこから先ははばかるように言葉を切る。

　エイナは眼鏡めがねの奥で緑玉色エメラルドの瞳を見張った。

　まさか、と心の中で唱える。

「ウラノス様が……？」




「神ウラノス！　何故なぜあのような指示を……!?」

　肥満体型のエルフが、大汗をかきながら喚わめいている。

　ギルド本部最奥『祈禱きとうの間ま』。

　管理機関最高責任者、ギルド長ロイマン・マルディールの直訴を聞くウラノスは、淡々と言葉を返した。

「落ち着け、ロイマン」

「ですがっ、一大事なのですぞ!?　このままモンスターの進攻が止まらなければ地上に進出を許し、ひいては我々ギルドの権威がっ、しっ、しっ、失墜を……!?」

　豚ぶたのように肥え太った体をぶるぶると揺らし、声を上擦らせるロイマン。

　管理機関の転覆はもとより、自身の権力の剝奪はくだつを恐れるギルド長を前に、老神は神座の上で悠然とした姿勢を貫く。

「これが本当に地上進出を目指す大移動ならば、モンスターは街リヴィラの住人に続いて、今頃いまごろ『バベル』を突破している筈だ」

「そ、それはっ……確かに」

「異常事態イレギュラーであることには違いない。だが、これを都市の危機と決めつけるのは早計だ」

　一旦いったん冷静を取り戻すエルフの様子を眺め、ウラノスは決め手となる言葉を出す。

「何より、私の『祈禱』は破られていない」


「おおっ……！」



　その宣言に、ロイマンは顔を輝かせた。

『オラリオの創設神』たるウラノスがこの祭壇でダンジョンに捧げる『祈禱』。迷宮の活性化や怪物モンスターの大移動を食い止めていると言われている絶大な神威しんい。

　ウラノスの口から直接語かたられる神の威光は、千の理屈を述べるより遥はるかな説得力をもたらす。ロイマンの心に強い納得と大いなる安堵あんどを植えつけた。

「複数の【ファミリア】による任務遂行は余計な混乱を招く。討伐隊は【ガネーシャ・ファミリア】に一任させろ。まだダンジョンに残っているだろう冒険者達、とりわけ中層以下で探索を続ける者達を救出する役割もある。伝達を急げ」

「かしこまりました！」

「他の指示も追って出す。行け」

「ははぁっ！」

　神の前に跪ひざまずき、ロイマンはその太った体を回転させる。

　溜たまった腹の肉を必死に揺らしながら、一階へと繫つながる長い階段を駆け上がっていった。

　それからすぐ、彼と入れ替わるように──。

「参ったな……！」

「ああ」

　──気配を断たっていたフェルズが薄闇うすやみの奥から進み出る。

　姿を現すなり焦燥をあらわにする魔術師メイジに、ウラノスもまた厳しい表情を浮かべた。

「我々が情報を聞きつけるより早く、ロイマン達が動いてしまった」

「ことを荒立てる前に事態を解明し、収束させるのが理想だったのだが……！」

『亜種』と思われる武装したモンスターの18階層進攻。これを地上進出の前触れではとギルド上層部は早まり、ロイマンの指示のもと緊急警報を敢行してしまったのだ。

　事情を知らない者達の目から見ればそう映るのも仕方がない。『中層』だけでなく『下層』や『深層』に棲息するモンスターの目撃情報──モンスターの階層間の移動は精々せいぜい上下二階層の範囲だ──は危機感と恐怖を助長するには十分である。

　ことの次第を知ったウラノス達の制止は一足遅かった。

　後手に回ってしまった彼等は次善の策として、これ以上の波乱を抑制すべく趨勢すうせいを制御コントロールしようと警報内容及び強制任務ミッションの変更を命じたのである。

「情報を信じるならば、間違いなく『異端児ゼノス』達だ。理由は定かではないが、彼等が街リヴィラを襲った……！」

　信じたくないという意思をありありと滲にじませながら、フェルズは黒衣を震わせる。

『愚者』を名乗る魔術師メイジは身に巣食う動揺と今も戦っていた。

「何が起きたと思う、フェルズ」

「リドとの連絡が途絶えた一件と、無関係ではないだろう。推測に過ぎないが……例の狩猟者ハンターに襲われ、彼等が街リヴィラを攻め入る何かが起きてしまった……」

　己おのれへの自問でもあるかのように、ウラノスはフェルズに問う。

「怪物モンスター達の怒り、か……」

　祭壇に居座る老神は静かに瞑目めいもくした。

「……指示を出す。使い魔を用意しろ」

「それでは」

「ああ。ロイマンに告げたように18階層にはガネーシャの派閥を向かわせる。合わせて都市の守備隊、検問役も配置を変更だ。強制任務ミッションに参加する者は我々に与くみする者で厳選する」

　結託派閥ガネーシャ・ファミリアを出撃させる建前たてまえは、精鋭によってモンスターを最小限の被害で討伐するため。

　真意は、『異端児ゼノス』を殺させないため。あるいは冒険者の返り討ち──『異端児ゼノス』達による殺戮さつりくを防ぐため。

　ことが起きてしまった以上、ギルドは都市の管理者として行動を起こさなければならない。

　その一方で、ギルド上層部でさえ理知を備えるモンスターの存在は未確認だ。『異端児ゼノス』達が明るみになるのを防ごうと、ウラノスは自分達と繫がっているガネーシャに極秘かつ速やかな事態収拾を託そうというのだ。

「【ヘルメス・ファミリア】は？」

「イケロス達の捜索に当たらせる。それぞれの勢力に密使を送った後、フェルズ、お前も【ガネーシャ・ファミリア】に同行しろ」

　ロイマンには自分が指示する、と言う老神の命めいを、フェルズは承諾する。

　そして、黒衣の魔術師メイジが出ていこうとする直前。

　ウラノスは、神妙な表情で口を開いた。

「フェルズ──ベル・クラネルを強制任務ミッションに組み込め」

「……ウラノス、それは」

「ここで見極める。あの少年を……『異端児ゼノス』達の手を取ったという、たった一人の冒険者を」

『異端児ゼノス』の隠れ里であった出来事を持ち出し、ウラノスは蒼色の双眸そうぼうを細めた。

「状況に流されるだけの子供か、神に踊らされる人形か、あるいは……」

　神の呟つぶやきが薄闇の祭壇に響いていく。

　松明たいまつの光に漆黒のローブを照らされるフェルズは、ややあって頷いた。

「わかった……貴方の神意しんいに従おう」

　今度こそ黒衣が翻ひるがえり、祭壇の前から姿を消す。

　不動の老神が見据える先で、事態は加速する。
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　前庭から見える建物の正面玄関には、既に亜人デミ・ヒューマンの人だかりが形成されつつあった。

　視界の中で大きくなっていく万神殿パンテオン──ギルド本部に向かって一気に加速して、僕とアイズさんは中へ駆け込んだ。

「！」

　喧騒けんそうと熱が顔の肌を叩く。

　床にへたり込む負傷者に、窓口に向き合って怒鳴り続ける冒険者、他にも動き回るギルド職員でロビーはごった返していた。

　警報が発令されたあの後、僕とアイズさんは勧告を聞かずにギルド本部に直行した。

　アイズさんは正確な情報を入手するために、そして僕は大人しく指示を待つことなど不可能であったから。都市に知らされた警告の真偽を確かめようと、未いまだ衝撃が抜け切らない内に走り出していたのだ。


「この人達、全員っ……！」



「うん、街リヴィラの人達……」

　切れる呼吸を野放しにしながらロビーを見渡す僕の隣で、息一つ乱していないアイズさんが冷静に頷く。

　情報が入り乱れていることは明白だった。全力で避難してきた街リヴィラの住人達によってギルド本部は天地が引っくり返ったかのような騒がしさに包まれている。また、僕達以外にも沢山の派閥の団員、あるいは神様自らが足を運んでおり、ギルド職員や喋しゃべれる人を捕まえては情報を集めようとしている。

「これじゃあ、話を聞けない……」

　アイズさんの言う通り、こんなに混乱している中じゃあ……！

　居ても立ってもいられない胸の感情だけが逸はやり、僕は歯嚙がみをしてしまう。思わず顔を左右に振っていると──満身まんしん創痍そういの冒険者達の顔が飛び込んできた。

　ぐったりと壁にもたれかかる狼人ウェアウルフ、割れて血まみれの額を押さえながら治療を受けるドワーフ、衰弱している仲間パーティに必死に声をかけるエルフ。

　本当に、これを全部、リドさん達が……？

　現実を直視できない。

　信じたくない。

　僕は逃げるように目を背けてしまった。

「ぁ──エイナさん！」

　目を逸そらした瞬間、ハーフエルフの職員が視界を掠かすめ、声を張り上げる。

　アイズさんも目を向ける先、驚いた表情で振り返るエイナさんの姿があった。

「ベル君!?　ヴァレンシュタイン氏まで！」

「何があったのか、教えてください！」

　僕はなり振り構わず、単刀直入に願い求めていた。

　何か言いたそうだったエイナさんは、僕の剣幕を見て諦あきらめたのか、アイズさんにも視線を配って話し始めてくれる。

「放送の通りだよ。街リヴィラが壊滅したの」

「街を襲った、モンスターっていうのは……!?」

「冒険者達の話によれば、武器や防具を装備しているって言われてる。凶暴な石竜ガーゴイルに率いられていたそうだけど、種族もばらばらみたいで……一角獣ユニコーンとか、蜥蜴人リザードマンとか──」

　列挙されていくモンスターの名前を聞くたびに、血の気が引いていくのがわかった。

　逃げ道を塞ふさがれ、心臓に杭くいを打たれたかのような衝撃が走る。

「ギルドは【ガネーシャ・ファミリア】に討伐隊を一任する方向で動いているみたい。精鋭で叩くって……。ベル君、ヴァレンシュタイン氏、他の【ファミリア】にも要請があればすぐに伝達がいくから、本拠ホームで待機していて」

　言外にここにいては邪魔になると告げられてしまう。

　放心するのを何とか堪こらえていた僕は、ぐっ、と眉まゆを強引ごういんに逆立てた。状況に振り回されてばかりの自分を殴りつけ、立ち竦すくんでいる暇なんてあったら動くべきだと言い聞かせる。

　隣にいるアイズさんと視線を交わし、僕達は頷き合った。

「行くね……それじゃあ」

　冒険者の顔となったアイズさんが一足先にギルド本部から走り去っていく。

　僕も一度【ファミリア】に戻ろうと、エイナさんに形ばかりの会釈を返し、遠ざかっていくあの人に続こうとした。

「──えっ!?」

　けれど、駆け出したまさにその瞬間。

　背後から上がった声に、咄嗟とっさに足を止め、振り返る。

　そこには不安そうな顔を浮かべるミィシャさんに耳打ちされ、愕然がくぜんとしているエイナさんの姿があった。

　ゆっくりと顔を上げ、その震える瞳で──僕を引き止めた。

「……待って、ベル君」
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　都市は揺れ動いていた。




「何よ、強制任務ミッションって……まさか駆り出されたりしないでしょうね」

「ないない。うち、弱小だもん……」

「い、一応、上級冒険者が三人いるんですけど……」

　奥まった路地裏に建つ寂さびれた一軒家、『青あおの薬舗やくほ』。

【ミアハ・ファミリア】所有の商店兼本拠ホームの中では、ダフネ、ナァーザ、カサンドラの全団員が集まっていた。ダフネに杞憂きゆうだと告げ、カサンドラの言葉を無視する犬人シアンスロープの少女は、てきぱきと商品を片付け店じまいを進めていく。

「ダ、ダフネちゃんっ、実は夢で黒い獣が……！」「はいはい良かったわね」「情報収集に行きたいから二人とも手伝ってよ……」という少女達の会話を耳にしながら、主神のミアハは、硬質な表情で鎧戸の前に歩み寄った。

「武装したモンスター……例の竜女ヴィーヴルにまつわる事柄で、間違いないのか」




「温厚な連中じゃなかったのか、ヘスティア……」

【タケミカヅチ・ファミリア】本拠ホーム、『仮住居の長屋タウンハウス』。

　古ぼけた集合住宅の中、タケミカヅチは虚空へ呟く。

「タケミカヅチ様！」

「桜花オウカ、無事か！」

　激しい足音とともに帰ってきた団長ヒューマンと、彼が率いる団員パーティを見て男神はひとまず安堵の息をつく。戦斧せんぷや槍やり、弓矢、背囊バックパック、迷宮から帰還したばかりの装備のまま桜花オウカ達は報告した。

「大雑把な話はダンジョンの中で聞きました。【ガネーシャ・ファミリア】主導で、どんどん冒険者が地上に帰されています」

「残っているパーティがいたら、帰還するよう呼びかけてくれって……ダンジョン中がすごい騒ぎになってて……」

　巨漢の桜花オウカに続いて、前髪で瞳を隠した千草チグサが補足する。「そうか……」と頷くタケミカヅチは数瞬沈黙ちんもくを帯びた後、眷族達の顔を見回した。

「帰ってきたばかりで悪いが、街に出るぞ。俺おれ達以上に市民は混乱しているだろうからな。落ち着かせてやるでも勇気づけるでも何でもいい、不安を取り除いてやれ」

『はい！』と眷族達は主神の命めいに従った。彼等が本拠ホームを出ていく中、角髪みずらの頭をがりがりと搔かき毟むしっていたタケミカヅチは「ええいっ」とすぐに後を追った。




「我々はどうする、主神様よ」

　北西の大通り、通称『冒険者通り』に建つ【ヘファイストス・ファミリア】支店。

　己と同じく眼帯をした派閥首領の問いに、執務室の窓辺から外を見下ろしていたヘファイストスは振り向いた。

「……今は、ギルドに従いなさい」

　規模が大き過ぎる自派閥が勝手に動けば不測の事態を招く恐れがある。そう述べる彼女に団長の椿ツバキは「あいわかった」と頷いた。

「団員どもに召集をかけておくか？　いの一番に鍛冶師達われわれに声がかかるとは考えにくいが」

「そうね……一応、本拠ホームに集めといて。私も今から行くわ」

　出ていく椿ツバキを見送った後、ヘファイストスはメインストリートに視線を戻す。

　通りをうろつく冒険者達。浮き足立つ者も少なくない。波乱の気配に踊らされるように。

　知己の女神から、ミアハやタケミカヅチともども秘密裏に聞かされた『異端児ゼノス』の情報を反芻はんすうする鍛冶神は、眼帯とは逆の左眼を細めた。




「急げっ、急げぇー!!」

「検問は交替の伝令が来ているっ、街に出ているやつ等は全員呼び戻せ！」

「『バベル』は封鎖だ!!　帰ってくる冒険者以外、誰だれ一人通すな！」

　数多くの冒険者達が駆けずり回っている。

【ガネーシャ・ファミリア】の本拠ホームでは今や広大なオラリオの中でも類を見ないほどの慌ただしさに包まれていた。やって来たギルドの使者が強制任務ミッションを通達し、現況のダンジョンに関わる全すべての問題は彼等に一任されることになったのだ。

　都市最大の規模を誇る【ファミリア】は総力をもってこれに当たろうとしていた。

「……」

　眷族が激しく行き交う前庭で、一人たたずむガネーシャのもとに、一羽の梟ふくろうが下りてくる。

　彼の腕にとまった義眼の使い魔の足には、羊皮紙が巻かれている。

　梟が上空に飛び立つ中、広げた紙を見て、象面の神は口を噤つぐんだ。




「──こんな昼間から呼び出されるなんてね」

　こつ、こつ、という靴音を伴いながら、きらびやかな銀の長髪が揺れる。

「ご足労おかけします」

　絶世の美貌を誇る麗しの女神は、猪人ボアズの従者を引き連れ長大な廊下を歩いていた。視界の横手に広がる宮殿の内庭じみた荘厳な中庭を一過し、巨大な両開きの扉を開けさせる。

「状況はどうなっているのかしら」

　集結している団員、及び派閥幹部に迎え入れられるフレイヤは、本拠ホーム『戦いの野フォールクヴァング』の大広間に声を響かせた。

　四つ子の小人族パルゥム、秀麗なエルフとダークエルフなど様々な亜人デミ・ヒューマンがいる中、黒と灰色の毛並みを持つ猫人キャットピープルの青年、アレン・フローメルが彼女のもとに歩み出る。

　彼は体を折りながら説明を行った。

「ガネーシャに任せて、私達には都市の検問につけ、と……？」

「はい。ギルドはそのように」

　ギルドの使者からの指示を聞き、フレイヤは柳眉りゅうびを怪訝けげんげに曲げる。

　彼女ははっきりとギルドに対する違和感を表した。

　同時に、一笑する。

「この状況で都市の守備隊に回されるなんて……信頼度の違いかしら？」

「たとえそうだとしても、あまりにも不自然かと」

　緊急時にはまどろっこしく、かつ大がかりな配置替えだと言わざるをえないと、従者のオッタルは意見する。

　団員達に見守られながら、フレイヤは笑みを深めた。

「ギルド……いえウラノス達にも後ろめたいことがあるようね」

「……」

「私達をよほど渦中から遠ざけたいみたい」

　既にウラノス達の思惑を見抜いている美の女神は、誰をも『魅了』する微笑を纏まといながら「まぁいいわ」とこぼした。

「これで歓楽街の罰則ペネルティを帳消しにしてもらいましょう。素直に聞き入れて、詮索しない代わりに……ね」

「では」

「ええ、ガネーシャ達から門衛を引き継ぎなさい。今日一日は都市を守ってあげる」

　団員達に八つある都市門に散らばるよう言いつける。美神の眷族達は一礼をし、幹部を残して素早く退出していった。

「私は一度、『バベル』に戻るわ」

「既に【ガネーシャ・ファミリア】による封鎖が始まっているようですが……」

「魅了おねがいして通してもらうわ、こっそりね」

「自分がお送りいたしましょうか？」

「大丈夫よ、アレン」

【女神の戦車ヴァナ・フレイア】と称される第一級冒険者に笑みを送り、フレイヤは大広間を出て、『戦いの野フォールクヴァング』を後にした。




「待機ってのはどういうことだっての!?」

　通路に面した一室に、狼人ウェアウルフの乱暴な声が響き渡る。

「俺達が行って仕留めてきた方が速はええだろう!!　ガネーシャの連中に任す必要がどこにある！」

「ベートうるさーい!!　……でも、本当に何で待ってなきゃいけないんだろう？　流れた警報も何だか戸惑ってたし」

【ロキ・ファミリア】本拠ホーム、『黄昏たそがれの館』。

　長邸という呼称で名高い館の応接間に、都市最大派閥の主要構成員が集まっていた。

　ギルド本部から戻ったアイズの姿もある。卓の上に行儀悪く座る主神ロキに見守られながら、第一級冒険者達は都市の状況について言及していた。

「そもそもさぁ、街リヴィラが壊滅したの、今までも何回かあったじゃん。どうしてこんなに大騒ぎになってるの？」

「確かに、大事おおごとになり過ぎてるわね……都市を巻き込むほどの強制任務ミッションまで発令されて。武装したモンスター……そんなにやばいのかしら？」

「冒険者の武器を持ってる、っていう情報は、ギルドの掲示板で見かけたことがある……」

　アマゾネス姉妹のティオナとティオネの会話に交ざるアイズ。

　彼女達の横で、ハイエルフのリヴェリアが見解を述べる。

「天然武器ネイチャーウェポンでもなく、冒険者の得物を装備する変わり種だ。特異なモンスターであるのは然しかるべきだろう。『強化種きょうかしゅ』の可能性も高い。集団規模の、な」

「なおさら俺おれ等が行った方がいいだろうがッ」

「少し落ち着け、ベート。まともな、という言い方もおかしいが、単なる異常事態イレギュラーではなさそうじゃ……じゃが、あぁ、やはりきな臭い」

　苛立いらだつベートを嗜たしなめるドワーフのガレスだが、彼自身もまた、目もとに皺を寄せる。

　未だに情報開示を制限しているギルドの不可解な動向に、【ロキ・ファミリア】は懐疑の念を抱きつつあった。

「まぁ、何にせよ」

　アイズ達の討論を瀬切るように、声が投じられる。

　振り向いた彼女達の視線を浴びながら、椅子いすに腰かけている小人族パルゥムの首領フィンは、言葉を続けた。

「このまま終わることはないよ、きっと。……勘だけどね」

　親指の腹を舐なめながら、彼は半ば確信しているように告げる。

　そして最後に。

　アイズ達は主神の神意しんいを仰あおいだ。

「ん～、蚊帳かやの外に置かれとるのがちょっと気に食わんけど……うちもフィンに賛成や」

　ロキはその細い眼をうっすらと開け、口端を僅わずかに吊り上げる。

「続くやろ、これ。オラリオを振り回して、な」




　揺れる、揺れる。

　都市が揺れる。


「ひひひひひひっ……!!　しくじったのかぁ、ディックスゥ……！」



　遥か高所、街並みを一望できる建物の上。


「面白おもしれえことになってきちまったなぁ……！」



　笑う男神イケロスが動乱する都市を眼下に収める中、絡からみ合う様々な思惑は混迷を引き連れ、一つの巨大な渦をなそうとしていた。
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「何が起こってる!?」

　ヴェルフは声を荒らげた。

【ヘスティア・ファミリア】本拠ホーム『竈火かまどの館』、その居室リビングである。

　赤い短髪と黒い着流しを揺らしながら、鍛冶師スミスの青年は余裕のない声音で叫んでいた。

「なんだ、武装したモンスターが街リヴィラを落としたっていうのは!!　連中が……異端児あいつらがやったっていうのか!?」

「わかりません!!　不確かな情報ばかりで、確認のしようが……！」

　リリもまた取り乱した表情で叫び返す。側には顔を青くしている春姫ハルヒメに息を呑のんでいる命ミコト、そしてヴェルフ達とともに今しがた館に帰ってきたばかりのヘスティアの姿がある。

　正午前、命ミコトと春姫ハルヒメを残し本拠ホームから出払っていたヴェルフ達は警報が流されるなり、情報を得ようと都市中をとにかく走り回った。ギルド本部にも無論向むかったが、彼等が到着した時には冒険者と一般人が入り乱れて波のように前庭に押し寄せており、建物内に立ち入ることすらできなかったのである。

　致し方なく、ヴェルフ達は一度本拠ホームに戻ってきたのだ。


「はぁ、はぁっ……直接、調しらべに行こうにも……ぜぇ、ぜぇ……もう、『バベル』ごとダンジョンは出入りが規制されてるっ……ボクも避難させられてしまった……！　げほっ」



　走り回った疲労を隠せず、ヘスティアが肩で息をしながら言葉を連ねる。

　ガネーシャのもとを訪れた後、摩天楼施設バベルの店舗テナントでバイトをしていた彼女は他の従業員ともども強制的に連れ出されていた。現在、白亜の巨塔の内部には関係者を除いて人っ子一人いないことを明かす。

「都市の様子は、どうなっているのですか……？」

「騒動が起こっている、ということはありませんが……」

「俺達と一緒だ。突然のことに、行動をしあぐねている」

　本拠ホームに残って留守番を務めていた命ミコトに、リリとヴェルフが簡潔に説明する。

　ヴェルフとリリ、ヘスティアが道中で見かけた街の光景は『不穏』の一言につきた。

　表立った混乱こそないものの、都市中に流された警報によって市民の間には動揺が走っている。聞き慣れた王国ラキアの進軍などとは異なった、今までにない内容の警告に判断をしかねているのだ。建物の上階の窓から顔を出し、あるいは大通りに出て都市の中心、白亜の巨塔を見つめる者が大勢いた。神々の中にも、ニヤニヤとした笑みにわくわくとした素振りを隠せない者、ふーむと思案に耽ふける者、それぞれの姿があった。

　勘の鋭い者や鼻が利きく商人はモンスターが地上に迫っているのではと推測し、一部恐慌パニックが起きかけたが、老神ウラノスの素早い指示によってギルドの別働隊が平静を呼びかけ、今のところはことなきを得ている。善良な神々の【ファミリア】の尽力も影響していた。

　今も多くの亜人デミ・ヒューマンが路上や軒先で顔を寄せ合い、何があったのかと憶測と不安を交わし合っている。

「そもそも、あいつ等の仕業だとして、何でこんなことをやらかした？　あいつ等の言っていた共存ねがいっていうのは何だったんだっ」

「それは……」

「……『異端児ゼノス』君達の仲間を誘拐していた、密猟者とやらの存在が、何か関係しているんじゃないかい？」

　ヴェルフの疑問に、伝聞で聞いていた狩猟者ハンターの情報をヘスティアが口にする。

『異端児ゼノス』の逆鱗げきりんに触れる何かが起こった。

　各々の脳裏に浮かぶ想像に、リリやヴェルフ達は一様に顔を強張らせる。

「も、もし……本当に、『異端児ゼノス』の皆様が攻め寄せたというのなら……」

「春姫ハルヒメ殿……」

「あの方々は……ウィーネ様達は、どうなってしまわれるのですか？」

　声も、耳も、尾も震わせながら春姫ハルヒメが問いかける。

　誰もが黙る中、リリは感情を押し殺した表情で言った。

「情報が確かなら……街リヴィラがモンスター達によって壊滅させられた以上、オラリオが討伐しないという選択肢は、ありえません。……少なくとも何かしらの決着が付けられるでしょう」

　リリの返答に、とうとう顔色が白くなった春姫ハルヒメの体から力が抜ける。

　倒れかける彼女の体を、側にいた命ミコトが慌てて支えた。

　待ち受けているやもしれない結末の一つに、ヘスティア達にも重い静寂せいじゃくがのしかかる。

「……そういえば、ベル君は？」

「ダンジョンに行かれました。すぐに帰ってくるとおっしゃっていましたが……」

　顔を上げたヘスティアに、リリが当惑しながら答える。

　この状況で未だ姿が見えない少年に、みなが不安を覚えていた時──命ミコトが弾はじかれたように背後を振り向いた。そして、まるで呼応するかのごとく来訪者を告げる呼び鈴が鳴る。

　自ら玄関へと赴おもむいた命ミコトは、羊皮紙の巻物を持って戻ってきた。

「誰だ？」

「ギルドの人間です！　ヘスティア様、これを！」

　ヴェルフに答えるなり命ミコトは巻物を主神に受け渡す。

　ヘスティアは急いで羊皮紙を開き、血眼ちまなこになって視線を走らせた。リリやヴェルフ、命ミコトと春姫ハルヒメも寄り合って指令書を覗のぞき込む。

「緊急時に備え、予備戦力として……ええと、つまり」

「現状維持ということです。何も口を出さず、地上でただ待っていろと……！」

　記されている強制任務ミッションに関わる最低限の情報と待機命令に、眷族達が戸惑いと苛立ちをあらわにしている中、ヘスティアだけは反応が異なった。

　その蒼あおみがかかった瞳を見張り、羊皮紙を縁取る蔓つる柄に似た紋様──その中に巧妙に隠蔽いんぺいされた【神聖文字ヒエログリフ】を、叫びながら読み上げる。

「ベル君を18階層の討伐隊に組み込むぅ!?」

「「「はぁ!?」」」

「はえっ!?」

　ヴェルフ、リリ、命ミコトが声を揃そろえ、付いていけなかった春姫ハルヒメが肩をはね上げる。

　先日、極秘の強制任務ミッションとしてベルに手渡された指令書と同様の形式。ギルドの関係者にも怪しまれないよう女神ヘスティアのみに当てられた、老神ウラノスが記したであろう暗号メッセージだ。

「何を考えているんだ、ウラノス……！」

　やはりこの事件は『異端児ゼノス』達が絡んでいるのか。眷族を借りる上で義理を淡々と果たすように一報を告げる【神聖文字ヒエログリフ】を見て、ヘスティアは確信を強める。

　こうしてはいられないと彼女は居室リビングから走り出した。

　ベルが──討伐隊が出発する中央広場セントラルパークに先回りするために。

　リリ、ヴェルフ、命ミコト、春姫ハルヒメも一糸乱れない動きでその後に続く。

　戸締りをすることも忘れ、【ヘスティア・ファミリア】は総出で本拠ホームから飛び出した。




「状況を端的に話す、ベル・クラネル。聞き逃さないでくれ」

「は、はいっ！」

　薄闇に包まれた石造の地下道。

　ギルド本部の隠し階段から下りた『秘密の通路』の中を、ベルはフェルズに伴われながら歩いていた。

　エイナに引き止められ、一人でギルド本部のとある部屋に向かうよう指示されたのが先刻。同伴も許されず指定場所へ赴いたところ、部屋にいたのは黒衣の魔術師メイジだった。驚くベルを他所よそにフェルズは主神ウラノスのために設けられたこの抜け道──職員にも知られていない緊急時用の脱出経路へと導いたのだ。

　魔石灯を掲げながら、時間を惜しむように説明と並行して進んでいく黒衣の後ろ姿に、ベルは緊張した面差しで付いていく。

「情報は錯綜さくそうしている。何が真実に該当するのか今の私達では判断できない。ただ間違いないのは、武装したモンスター──『異端児ゼノス』達が街リヴィラを強襲したということだ」


「っ……！」



「私達は過程はどうであれ、今回の事件を至急収拾しゅうしゅうしなければならない」

　勿論もちろん、我々が望む形──『異端児ゼノス』の安全を確保した上で鎮圧したいが、というフェルズの言葉は、ベルの頭には入ってこなかった。

　代わりに、リドやレイ達、そしてウィーネの顔が浮かんでは消えていく。

「もう一つ。『異端児ゼノス』達はまず18階層から動いていない」


「えっ……？」



「街リヴィラを陥落させてから、それ以降の侵攻を確認できていないからだ。これは『中層』から帰還してきている冒険者達の証言から、信憑性が高い」

　魔石灯を持つ手とは逆、手の平の中に収まる青水晶をフェルズは見下ろす。

「恐らく、『異端児ゼノス』達を動かすに足る動機が街リヴィラにあった」

「……それは？」

「予想はできるが、現時点では想像の域を出ないだろう。まずは現場に行き、何が起こっているかこの目で確かめる」

　そう言って、フェルズは足を止め、ベルに振り返った。

「我々は君を【ガネーシャ・ファミリア】による先遣隊に組み込むつもりだ」

「……！」

「出会ってまだ間もない私達だが……どうか力を貸してほしい」

　闇で塞がれたフードの奥から、フェルズは懇願の意を訴えてくる。

　肉と皮も、瞳も失い、生ける骸骨がいこつとなっている筈の『愚者ぐしゃ』の視線を感じながら、ベルは顔を縦に振った。

「僕からも、お願いします。行かせてください」

「……ありがとう、ベル・クラネル」

　自分もこの目で確かめたい。たとえ、何が待ち受けていたとしても。

　フェルズの感謝の言葉を聞きながら、ベルは生じる胸騒むなさわぎを打ち消すように、硬く拳を作った。
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「ことが起きちゃったなぁ……」

　羽根付きの鍔広つばひろ帽子を手で弄もてあそびながら、ヘルメスは嘆息する。

　場所は【ヘルメス・ファミリア】本拠ホーム、その主神の広間。閉ざされた扉の先から団員達の激しい喧騒が聞こえてくる中、彼の前には団長のアスフィが張り詰めた表情で立っていた。

「ファルガー達の容態は？」

「治療を済ませ、何とか一命を取りとめましたが……今も気を失っています」

　街リヴィラの住人同様、18階層から逃げ帰ってきたヘルメスの眷族は重傷を負っていた。『中層』の動向を監視するために安全階層セーフティポイントに派遣されていた団員達は、『街リヴィラにイケロス派の団員が姿を現し、それからモンスター達が……』という情報を言い残し、気絶したのである。

　再び嘆息をつき、己の眷族を手厚く看護するよう命じるヘルメスは、おもむろに橙黄色とうこうしょくの瞳を細めた。

「しかし、ベル君を巻き込むときたか……やってくれたな、ウラノス」

　フェルズの使い魔から届けられた手紙には、情報を共有するため強制任務ミッションの詳細及び討伐隊の編成も記入されていた。

　ヘルメスは皮肉げに、ともすれば忌々いまいましそうに笑う。

　普段飄々ひょうひょうとしている優男やさおとこの神にとって、極めて珍しい表情であった。

「……意外です。試練だと何だと喜んで、進んでベル・クラネルをけしかけると思っていました」

「オレは今回の件に関しては、ベル君に関わってもらいたくないと思っている」

　老神ウラノスとは立場スタンスが違うのさ、と。

　訝いぶかしげなアスフィを尻目しりめに、ヘルメスは独白のように言葉を続けた。

「艱難かんなん汝なんじを玉たまにす……だったかな？　武神タケミカヅチが言っていたのは」

「……」

「苦難を乗り越えてこそ英雄というのは、その通りではあるんだが……今回の騒動は、神オレが思い描く道程どうていとは大きく異なる」

　己の神意しんいにそぐわない、と告げるヘルメスは。

　次には危ぶむかのように、声を打った。

「一歩間違えれば、破滅だぜ」

　被かぶった帽子の鍔を下げながら、断言する。

　やがて彼は座っていた椅子から立ち上がり、アスフィに指示を飛ばした。

「アスフィはガネーシャのところとは別行動で18階層に向かえ。できる限り生の情報を集めてくるんだ。無駄な戦闘は冒さなくていい」

「ヘルメス様は……？」

「オレも行くところがある。会って、確かめなきゃいけないヤツがいる」

　ヘルメスがそう言うと、頃ころ合いを察したのか、部屋の外で待っていた犬人シアンスロープの少女が扉を開ける。待ち続けていた情報を持ち帰った団員を示しながら、優男の神は「オレも働いてくるぜ」と冗談めかして笑った。

「後は頼んだ……っと」

　そして、去り際。

　何かを言い忘れていたように、ヘルメスは振り返った。

「ベル君が心配だ。──アイシャも呼び出せ」
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「リュー、客だよ」

　ヒューマンの同僚ルノアに呼ばれ、エルフのリューは振り向いた。

　西のメインストリートに建つ酒場『豊穣ほうじょうの女主人』。

「やっべぇニャー!?」「何があったニャー!!」と猫人キャットピープルのアーニャ達がにゃーにゃー騒いでいる店の前に現れたのは、美しい長脚を持つアマゾネスの悍婦かんぷだった。

　酒場に訪れたアイシャ・ベルカに、リューは怪訝な顔付きをした。

「何の用ですか」

「今、暇かい？」

「この騒ぎで、客足はぴたりと止まってしまいましたが……」

「なら、顔を貸しな」

　相手の真剣な眼差まなざしを前に、リューは一度黙り、背にしている店内をちらっと窺った。

　暇を持てあましている店員達は騒ぐことに忙しい。離れても問題ないと判断したリューは、顎あごをしゃくるアイシャとともに酒場の裏手へ回る。

　これから始まる密談に酒場の設けられた小窓を一瞥したが、構うまい、と視線を前に戻す。

　日陰となっている路地裏で、エルフとアマゾネスは向き合った。

「今の騒ぎは暴走したモンスターどもが発端になってる。街リヴィラを全滅させた後、18階層にとどまっているらしくてね。【ガネーシャ・ファミリア】を中心にした討伐隊が送り込まれる予定さ」

「……？」

　前置きもなく詳しい現況を語り出すアイシャに、リューは益々ますます不審な表情を浮かべた。

　建物の壁に背を付けて、豊かな双丘の前で腕を組んでいる悍婦を見つめ返す。

「どうして、それを私に伝えるのですか？」

「これは私のお節介……あんたはベル・クラネルを気に入っているようだから、言うけど」

　一拍溜めて、足裏で壁を蹴けり、アイシャはリューに向かって身を乗り出す。

「あの坊やは今回の討伐隊に組み込まれる。ヤバイ橋を渡らされる……うちの主神様が言うには、ね」

「！」

「何で色々知しっているかって？　私が改宗コンバージョンした先は【ヘルメス・ファミリア】だからさ」

　中立派閥であり情報通【ファミリア】の名には、それだけでほぼ納得できてしまう説得力があった。

　同時に意外過ぎる改宗先の派閥に、目を見開くリューは思わず尋ねていた。

「何故、あの派閥に……」

「それこそ色々あったのさ。あっちは戦力を欲しがってて、私はある殺生石アイテムがこの都市に流入しているかどうか、常に把握しておきたかった」

　派閥の仕事としてオラリオ内外の『運び屋』を務める【ヘルメス・ファミリア】は、都市の流通も含め密輸品の存在には自然精通せいつうしている。アイシャの欲しがる情報も手に入りやすい。

　互いの利害が合致した結果だと、旧派閥イシュタル・ファミリアの流れ者は語った。

「知ってはいたけど、あの主神様、飛んだくせ者さ。貸しのある【ファミリア】に私の所属だけ預けておいて、首輪だけはちゃっかり付けてきた。ギルドをだまくらかして未だに中立を気取っている」

「……」

「けど……こっちの見返りは完璧かんぺきに満たしてくれる。だから私も、あっちの要望には応こたえるってわけさ。18階層の様子を見てくることと、ベル・クラネルのお守もり、っていうね」

　入団の経緯と、己が置かれている現状を、アイシャはさらりと語り終えた。

「……先日、貴方と一緒にクラネルさんを18階層に送り届けましたが、あの日から彼の様子がおかしい。今回の編成は、それが起因しているのですか？」

「さぁね。改宗コンバージョンしたばかりで末端したっぱ……便利な戦力扱いなのさ、私は。今の状況はさっき知ったばかりだし、ベル・クラネルの周りのことも含めて、聞かされていないことも多い」

　アイシャはうんざりするように肩を竦めた。

　リューは一度、口を閉ざす。少年の後ろ姿を見送った今朝けさから芽生えている懸念が、思考の歯車を一つ二つと加えていく。

　黙り込むそんな彼女に、アイシャは声を投げかけた。

「あんた、【疾風しっぷう】だろ。戦争遊戯ウォーゲームにも出ていた」

「……何が言いたい」

「詮索するつもりはないよ」

　ただ聞いておきな、とアイシャは続ける。

「今回の一件には、どうにも【イケロス・ファミリア】が関わっているらしい。あんたも聞いたことはあるかもしれないが……闇派閥イヴィルスとの関係を疑われていた連中さ」

　瞬間、リューの雰囲気が一変した。

　無表情でありながら、激しく揺らめく炎を秘めているかのように──空色の瞳が、封じ込めていた激情をあらわにした。

「闇派閥イヴィルス……」

　その名は、リューが看過できない単語の一つであった。

『疾風リオン』を名乗り、今はなき正義と秩序の【ファミリア】に所属していた彼女と、因縁が深い組織であった。

　リューのか細い手が、白く染まるほど強く握り締められる。

「ベル・クラネルは連中の厄介事に巻き込まれているのかもね」

「……」

「で、どうする？」

　しばしの沈黙。

　やがて、リューは口を開いた。

「わかりました。私も行かせてもらいます」

　その返答に、アイシャは唇を吊り上げた。

「そうこなくっちゃ」

　強者との共闘を純粋に楽しもうとしている女傑じょけつを目で追いながら、リューはウエイトレスの制服の上からそっと胸を撫なでる。様々な感情を抑制するように。

　エルフの元冒険者は事態への介入を決めた。

「『バベル』は完全に封鎖されていると聞きました。ダンジョンに侵入する手立てはあるのですか？」

「【万能者ペルセウス】って知っているかい？　ついこの間あいだ同僚になったばかりなんだけどね、まぁインチキ臭い魔道具どうぐをわんさか持っているのさ」

　答えの代わりに、高名な魔道具作製者アイテムメイカーの名を挙げられる。

　愚問であったかと、リューはふざけた態度のアイシャを前に吐息をついた。

「さぁ、とっとと行こうじゃないか」

　促す声に、リューは準備を進めようとする。

　そこでふと、彼女はアマゾネスの女傑に声をかけた。

「【麗傑アンティアネイラ】」

「なんだい？」

「どうして、貴方もそこまでするのですか？　クラネルさんのために」

「ベル・クラネルには借りがあるのさ」

「本当に、それだけですか？」

　リューの問いかけに対し、長い黒髪を揺らすアイシャは不敵に、あるいは蠱惑的こわくてきに笑んだ。

「さぁね」




　両者の間から会話が途切れる。

　やがて二人はその場で別れた。酒場の離れに向かったリューは装備の準備に向かったのだろう、どこかで落ち合うのかアイシャは逆方向へ去っていく。

　二人の気配が完全になくなった後──壁越しに会話を聞いていたシルは、口を押さえていた両手をそっと離した。

「というわけなんですけど？」

　そして壁に背を向けるシルの正面、目の前に立っているのは両腕を組んだドワーフの女将、ミアだった。

　酒場の食料置き場。木張りの倉庫に設けられた天井てんじょう近くの小窓は僅かに開けられている。

　それを利用して、ミア達は店の裏手に出たリュー達の密談を盗み聞きしていた。

「全く、これで何度目だい……」

　シルの存在には気付いていた二名の第二級冒険者も察知できないほど完璧に気配を断っていた──後は今もニャーニャーとうるさい店員達の喧騒を隠れ蓑みのに使った──ドワーフの元冒険者は、ほとほと呆あきれ果てたように、大柄な体全体を使って溜息ためいきを吐く。

「最初からわかっちゃいたけど、アレに店の従業員は無理だね。料理はできない、愛想あいそもない、何より身内に甘過ぎる。正義感なんて面倒なものも持ってるから、同じ場所にじっとしてられない質たちだよ」

　最近ようやくマシになってきたと思ったら、とぼやくミアは、次にじろっとシルを見やった。

「リューに言っておきな。行きたい場所があるんだったら、さっさとこの店から出ていきなってね。中途半端はんぱに居座られてもいい迷惑さ」

「……わかりました。伝えておきます」

　シルは僅かな沈黙を挟んで、ミアの言いつけに頷く。

「それで……今度もまた、見逃してもらってもいいですか？」

　上目遣うわめづかいで懇願するシルに、ミアは非常に腹立たしそうに、むっつりとした表情を作る。

　そしてもう一度、溜息を吐いた。

「どうせ今日はもう、碌に客は来ないだろうね。することもない」

「はい」

「で、あの坊主もすっかりウチのお得意になった……馴染なじみの客がいなくなるってことは、美味うまい飯を食わせてやるヤツがまた一人いなくなるってことさ」

「それじゃあ？」

「目を瞑つむってやるよ」

　仏頂面で答える酒場の店主に、シルは満面の笑みを浮かべる。

　喜んだ様子で「ありがとうございます！」とシルがお礼を言うと、

「ただ客が来なくても、やる仕事は残ってる。リューがいなくなった分、あんたが三倍働きな」

　と、そう告げ返して、ミアはのっしのっしと倉庫から出ていった。

　一人取り残されたシルは、顔に浮かんでいた笑みを引きつらせた。
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　がしゃん、がしゃんっ、と。

　遠く離れた場所で起こっている騒乱と共鳴するかのように、檻おりを揺らす音と鎖くさりの鳴る音が絶え間なく響き渡る。

「ディックス！」

「あぁ？　邪魔するんじゃねえよ、グラン。今から痛め付けてやるところなんだからよぉ」

　薄闇に閉ざされた石の広間で不気味な槍を携えていたディックスは、後方から駆け込んできた団員に振り返る。不機嫌な様子で取り合おうとしない彼の言葉を遮さえぎって、ヒューマンの大男は言葉をまくし立てた。

「ぶ、武装したモンスターに街リヴィラが攻め込まれたって……外はすげえ騒ぎになってやがる！」

「……どういうことだ？」

　動揺を隠せていない大男の様子に、ディックスは装着した眼装ゴーグルの奥で赤い双眸を鋭くする。

　促され、グランは説明した。18階層にモンスターの集団が侵攻したことを。それに伴って今やオラリオ中が騒然となっていることも。

「武装したモンスター……おいおい、本当かよ。間違いねえなら、俺達の獲物が自分から攻め込んできたってことじゃねえか」

　ディックスはそう言って、グランの背後、通路の奥を見やった。

　冷たい石床の上に、まるで牢獄のように並べられた黒檻の数々。小さいものもあれば大きいものもあり、広間の奥までいくつもの列を作っている。

　それぞれの檻の中では、鎖に戒められた数え切れない影が蠢うごめいていた。

「ブチ切れたってことか？　狩りをしている俺達に」

「わ、わからねえが……」


「しかし、街リヴィラに攻め込んだってのは…………あぁ、そういうことか」



　やってくれたぜ、あの化物、と。

　ディックスは小憎らしそうな笑みを漏もらす。

　この『住処アジト』の外で何が引き起こされたのか、彼はほぼ把握した。

「街リヴィラはどうなったんだ？」

「……壊滅だ。ギルドが強制任務ミッションを発令するほど、やべえことになってるらしい」

　大男グランは声を低くして報告する。耳を立ててみれば、檻の中から放たれる啼なき声の他にも、突然の事態に動転している狩猟者ハンター達の気配も伝わってきた。

「藪やぶをつついちまったか？　どうやら俺達が思ってたより、やべ～化物がわんさかいるみてえだなぁ」

　落とす言葉とは裏腹に、彼の口から笑みが消えることはなかった。

　街リヴィラは陥落させるほどの戦力と聞いてなお余裕を窺わせながら、ディックスは愉快そうに喉のどを鳴らす。その薄ら寒いほど不敵で、暴悪を体現する男の姿に、大男グランは安心感と笑みを取り戻すのだった。

　それまでとは別の意味で、冷や汗を湛たたえながら。

「主神様も相変わらず帰ってこねえし……さて、どうするかぁ」

　槍の柄えで肩を叩きながら、ディックスは振り返る。

　視線の先には、生贄いけにえのように鎖で繫がれた竜の少女が、今も気を失いながら流れ出る涙で頰ほおを濡ぬらしていた。
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「──調教テイム!?　討伐対象を!?」

　青い空に若々わかわかしい女性の声が吸い込まれていく。

　動揺と一種の興奮が依然として醒さめやらぬ中、都市中の注目が中央広場セントラルパークに集まっていた。

　冒険者、一般人、神々。広場の外周に沿って人集りを作る者達が、集結している屈強な冒険者達──【ガネーシャ・ファミリア】を遠巻きに眺めている。

　そんな中、とある一報によって討伐隊の間にはざわめきが広がっていた。

「どういうことだ、今は緊急事態ではないのか!?」

「そ、それが、主神ガネーシャ様からギルドの密書を手渡されて……ご、極秘に行えという指示が」

「何だそれはっ、詳しく説明しろ!!　ええっと──ナントカ！」

「無茶を言わないでください、イルタさん!?　あと自分はモダーカです!?」

　褐色の肌に赤髪を伸ばす女戦士アマゾネスに対し、己の名はモダーカであると主張する青年団員が泣き喚く。

　強制任務ミッション出発直前、ギルドの急報に【ガネーシャ・ファミリア】の面々は困惑していた。説明するまでもなく、怪物モンスターを屈服させなければいけない調教テイムは単純な討伐と比べ遥かな手間と労力がかかる。ましてや街リヴィラを攻め落とした凶悪なモンスターが相手などと。

　不可解かつ理不尽なギルドの指示に、第一級冒険者イルタ・ファーナを中心に言い争いが起こっていた。

「落ち着いてくれイルタさん！　これはあれですっ、ギルドのやつ等は武装したモンスターなんて貴重レア度バリバリ興味津々シンシン俄然がぜんやる気が湧わいてくる『亜種』を捕まえたいんだッ怪物祭モンスターフィリアの超目玉にするつもりなんだッ!!　そうに決まってる!!　不謹慎だろこの野郎！　空気読めよおっ!!　こうなったら俺の火炎魔法でモンスターどもを業火の渦に閉じ込めてやるぜえええええええええええええええええええ!!」

「イブリ、黙れ!?　貴様は地上の居残り組だ!!」

「うわあああああああああああああああああああっ!?　聞いてねえよおおおおおおおおおおおおおおおおみんな頑張れぇえええええええええええええええええええええええッッ!!」

「お願いですから冷静になってください!?　あとイブリうるせぇ!!」

『喋る火炎魔法』を自称する派閥のお祭り男が火に爆薬を投げ込む真似まねをし、イルタの激昂げきこうに拍車がかかる。自派閥ファミリア恒例の光景──ここに主神が加わると混沌こんとんを極めるのだが──に、今ばかりはそんな場合ではないと青年団員モダーカや他団員達は慌てふためいた。

　周囲で様子を窺う市民達が、若干不安そうな空気を醸かもし始める。

「イルタ、落ち着け。他の者達もだ」

「姉者、しかし……！」

「シャ、シャクティ団長……すいません」

　取り乱す団員達に、【ガネーシャ・ファミリア】団長シャクティ・ヴァルマが口を開く。

　うなじの位置でばっさりと切った藍色の髪に、整った怜悧れいりな顔立ち。一七〇Ｃセルチを優に超えようかという長身もあって麗人と呼ぶに相応ふさわしい。長い手足には肉弾戦を主眼に置く拳装メタルフィストと金属靴メタルブーツを装着している。二つ名【象神の杖アンクーシャ】を冠する、彼かの【剣姫】と同じヒューマンの第一級冒険者だ。

　女戦士アマゾネスのイルタに認められ、義姉妹の契りまで（強引に）交わされた豪傑ごうけつは、頭を下げる青年団員モダーカに目を向ける。

「ガネーシャ様は、何と言っていた？」

「ギ、ギルドの指示に、従えと……」

　賑にぎやかな自派閥ファミリアの中でも常に冷静沈着な女団長は、そうか、と目を瞑る。

　間もなく、瞳を開いたシャクティは団員達に告げた。

「モンスター達には調教テイムを施す。殺さず、生け捕りにしろ」

「姉者、いいのか!?」

「私達の主あるじは、【群衆の主ガネーシャ】だ。彼を信じ、彼に付いていく。違うか、イルタ」

　シャクティの曇りのない眼差しに、瞳を見開くイルタは、顔を引き締め頷いた。

　揺るがない主神への信頼と忠誠を喚起され、他の団員達も表情をあらためる。「出発する、準備しろ！」というシャクティの命令に鬨ときの声が打ち上がった。

「す、すごっ……」

　──中央広場セントラルパークを震わせる喊声に、思わず呟いてしまったベルは、慌てて口を手で押さえる。

　今のベルは装備の上から全身を隠すローブとバックパックを身に付け──ちょうどリリのような格好だ──サポーターの一人を装っていた。

　迫る出撃に沸く民衆と【ガネーシャ・ファミリア】を隔てる境界の内側に入り、既に討伐隊の中に紛れ込んでいる。

「原因解明の力になるって、ガネーシャ様に言いつけられたから仕方ないけど……大人しくしてろよ、【リトル・ルーキー】。気付いた連中には臨時のサポーターって伝えておくから、極力目立たないでくれ。イルタさん辺りにバレたら面倒臭い」

「わ、わかりました……すいません」

　こそっと近付いてくる青年団員モダーカに、ベルは恐縮しながら謝った。

　念を押してくる【ガネーシャ・ファミリア】の苦労人がその場を離れると、入れ替わるように、ベルのすぐ真横から小声が落とされる。

『依頼した調教テイムの件といい、神ガネーシャは上手くやってくれたようだ』

「フェルズさん……」

『討伐隊は君の存在を黙認してくれる。このまま18階層へ向かおう』

　何もない筈の虚空から響く囁ささやき声がベルの耳に伝わってくる。

　声の正体はフェルズだ。以前ベルが見たアスフィの兜と同じ、『透明状態インビジビリティ』となる魔道具ヴェールを被って不可視の状態になっている。

　ギルド本部の抜け穴から中央広場セントラルパーク付近に出た直後、ベルは渡された装備一式を纏ってサポーターに扮ふんし、格好が不審者も同然である黒衣の魔術師メイジは透明人間となって、集結していた討伐隊に潜入したのだ。

『もう出発だ。私は先に塔の中へ入っている』

「はい」

　人との衝突を避けるために不可視状態の魔術師メイジが『バベル』へ向かう気配を、ベルがなんとなしに感じ取っていると、直後。

「ベル君!!」

「ベル！」「ベル様！」

「！」

　自分の名を呼ぶ声に、ベルは肩を摑つかまれた。

　反射的に振り向くと、視線の先にはヘスティア、ヴェルフ、リリ、命ミコト、春姫ハルヒメが人込みをかいくぐって現れるところだった。

　摩天楼施設バベルを包囲、封鎖する【ガネーシャ・ファミリア】の居残り組が柵の代わりとなっている中、ヘスティア達は人垣に揉もまれていた。フードを被っているにもかかわらずベルを見つけ出し、必死に名を呼んでいる。

　どうしてここに、という驚愕きょうがくも一瞬のことだった。

　ベルは心配そうに見つめてくるヘスティア達を、意志を込めた眼差しで見返す。

　行ってきます、行かせてください、と。

　何かを言いたげだったリリやヴェルフはもどかしそうな表情を浮かべる。命ミコトと春姫ハルヒメも同じだ。付いていくことも引き止めることも状況が許さない。

　そしてヘスティアは、周囲の応援の声に包まれながら、ベルと視線を絡めた。

　──気を付けてくれよ。

　──はい！

　声の必要ない言葉のやり取りが二人の間で交わされる。

　不安を何とか横へ押しやった女神の激励に、少年は力強く頷いた。

「出るぞ!!」

　シャクティの号令に、一際ひときわ膨れ上がる民衆の声援。

　ヘスティア達が見守る先で、討伐隊とともにベルは塔の門前へ移動していく。

「アイシャッ、リオンが来るなど聞いていませんよっ」

「一人くらい別にいいじゃないか。実力も折り紙つきだ、お固く考えるなって」

「私が予備の漆黒兜ハデス・ヘッドを持っていなかったら、どうするつもりだったんですか……！」

「アンドロメダ、【ガネーシャ・ファミリア】が行ってしまいます。急がなければ」


「～～～～～～っ!!」



　声援を送る人垣の外、広葉樹が植えられた一角で、ヒューマン、アマゾネス、エルフの冒険者達がそれぞれの語調で声を投げ合う。

　乙女おとめに相応しくない唸うなり声を上げるアスフィは、大朴刀だいぼくとうを装備するアイシャと覆面を纏うリューへ兜の魔道具マジックアイテムを押し付けた。三人揃って装備した次には溶けるように姿を消し、彼女達の気配は誰にも気付かれることがないまま、封鎖網の内側に侵入する。

（『異端児ゼノス』のみんな……ウィーネ）

　神意しんいを受ける討伐隊が、黒き魔術師メイジが、招かれざる侵入者達が、そして少年が、それぞれの思惑を携たずさえて巨塔の門をくぐっていく。

　蒼穹そうきゅうと人々に見送られる彼等は、一気に走り出し、ダンジョンの中へ突入した。

















　罅割ひびわれた青水晶の柱が、音を立てて倒壊した。

　ことごとくが破壊された天幕や木造の商店、引火した魔石製品によって発生する火の手。ならず者達の喧騒けんそうが消え去った街から、膨大な砂塵さじんとともに黒い煙が立ち上っている。

　ダンジョン18階層、『迷宮の楽園アンダーリゾート』。

　その階層の西部、湖畔こはんの巨島に築かれた『リヴィラの街』は壊滅状態にあった。

　北門を始め、街を囲う水晶と岩の街壁には巨大な破砕跡が刻まれており、雪崩なだれ込んできた存在の進撃の威力を物語っている。地面から生えている白と青の水晶の残骸があちこちに飛び散っており、他ほかにも折れた剣身や粉々となった斧おのの刃、飛び散った血液の跡など、街の住人と冒険者が抗おうと繰り広げた攻防の激しさが散見される。

　あちこちから砂煙を吐いているダンジョンの宿場街は、今や廃墟と化していた。

「同胞ヲ何処ドコヘ連レ去ッタ!?　言エ、人間!!」

　全壊した街に、怪物の声音に交ざる人語が響く。

　見る影も失った街の通りの一角、そこで灰石の大翼を広げる石竜ガーゴイルと、両足を潰つぶされ寝転がされた冒険者の男がいた。

「はッ、はぁ……!?　なに言ってんだよぉ、化物ォ……!!　言っている意味が……！」

　男はモンスターの強襲から逃げ遅れた数少ない冒険者の一人だった。全身に走る激痛、更にひしゃげた脚から今も止めどなく流れる血液によって呼吸困難に陥おちいりかけている。両目に涙を溜ためながら、喋しゃべる奇怪な怪物モンスター相手に何を言っているかわからないと悪態を放っていた。

　石の爪つめから紅血を滴り落とす石竜ガーゴイル──グロスは、その歪いびつな牙きばを剝むき出しにする。

「シラバックレルナ!!　貴様等カラハ臭ウ、人蜘蛛ラーニェノ『毒』ノ香リガ!!」

「っ……!?」

「同胞ノ遺ノコした意志ガ、貴様等ヲ薄汚ウスギタナイ畜生ダト言ッテイル!!」

　叫び散らすグロスの叫びに、ヒューマンの男の顔が引きつる。

　彼は逃げ遅れたのではない。グロス達『異端児ゼノス』が逃がさなかったのだ。

　男の正体は【イケロス・ファミリア】。ラーニェを襲おうとした狩猟者ハンター達の一人である。彼等はラーニェ達を狩った後、厄介な毒の手当てのため集団とは離れ、わけありの無法者が溢あふれる街リヴィラに立ち寄っていたのだ。

　同胞を惨殺された『異端児ゼノス』達が目指した『目標』とは、人蜘蛛アラクネが遺のこしたまさに糸のごとく続く『毒液』の香りだった。

　鋭い嗅覚を持つモンスターが感知できる刺激臭に、『異端児ゼノス』達は導かれたのである。

　街リヴィラの破壊はイケロスの眷族を探し出す過程であり、そして我を失った『異端児ゼノス』達の怒りの象徴であった。

「質問ニ答エロ!!　同胞ハ何処ドコダ!?」

　石竜ガーゴイルのしゃがれた叫喚きょうかんに続き、グロスともども男を取り囲んでいる他の『異端児ゼノス』から威嚇いかくが放たれる。百獣に吠ほえられるがごとき大音声に、男の顔が恐怖と絶望に支配された。

　仲間の二名の狩猟者ハンターは、街リヴィラ強襲直後に見つけ出され、既に殺害されていた。

　怒り狂う『異端児ゼノス』達の牙と爪によって八つ裂きにされたのだ。赤い肉の塊となって散乱する仲間の体がモンスター達の足もとに転がっている。

　言い逃れもできず、逃げ場を塞ふさがれ青ざめていた男は、頰ほおを痙攣けいれんさせながら嘲笑を作った。

「はっ、はははッ……言ったって、お前等には辿たどり着けねえよ……！」

　その嘲弄は必死の虚勢であったが──容赦なく振り下ろされたグロスの爪により、瞬く間に悲鳴に取って変わる。潰された肩から弾はじけ飛ぶ鮮血とともに、ぎゃあああああああああああああああああああ!?　という絶叫が打ち上がった。

「言エ!!　言エ!!」

　今にも喰くらいつかんというほど眼前に近付けられる石竜ガーゴイルの形相。

　繰り返される恫喝どうかつと拷問に耐えかねた男は、とうとう白状した。

　酸素を求めて喘あえぐ口の代わりに、四肢の中で唯一動く右手で、ある方角を指す。

　震える指が示すのは、街の断崖から眺望できる景観の奥──階層東部の大森林だった。

「森ダト……？　森ノ何処ダ!?　一体何ナニガアル!?」


「と、東端とうたん……そこに、『扉』がぁ……！」



　涙と鼻汁で顔をぐちゃぐちゃにする男の言葉に、グロスは怪訝けげんな感情を抱いた。

　隠れ里を始め、『未開拓領域』や抜け道など、冒険者達にまだ発見されていないダンジョンの経路を限りなく網羅している『異端児ゼノス』でも、18階層に存在する『扉』など知識にはない。

　グロスは吠え立て、更なる情報を引き出そうとしたが、


「だからっ、持ってないお前等じゃあ行けねえんだよぉぉ……!?」



「何ヲ言ッテイル！」


「無理なんだよぉ……！　諦あきらめろよォ……!?」



　男は答えが決まっているように、この行為そのものが無意味であるとしか語らなかった。

　無意味な問答を続ける【イケロス・ファミリア】の狩猟者ハンターに石の相貌を歪ゆがめ、見切りを付けたグロスは手を下した。

　地面に投げ出される男の手にもう一瞥いちべつもくれず、背後にいる『異端児ゼノス』達へ声を放つ。

「東端ダ！　森ノ東端ニ同胞達ガ──人間ドモノ住処アジトガアル!!　探セ!!」

　号令をかけた瞬間、モンスター達の雄叫おたけびが轟とどろく。

　回り道などせず、険しい街リヴィラの絶壁から駆け下り、あるいは有翼モンスターが翼を広げ、一直線に階層の東部を目指し始めた。

「──グロス！」

　そこで、飛翔しようとしていたグロスを『異端児ゼノス』の一体が呼び止める。

　同胞が示し、石竜ガーゴイルが振り向いた先は──階層南部。

「アレハ……!!」

　17階層に繫つながる洞穴から、冒険者の集団が飛び出してきた。
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「リヴィラが……！」

　暗い岩窟から抜け出た瞬間、ベルは階層西部から立ち上る煙を目視した。

　凄すさまじい進撃速度をもって18階層まで走破した討伐隊一行。道中の障害モンスターを片手間で駆逐してのけた【ガネーシャ・ファミリア】の精鋭の中で、息を切らしているのはサポーター姿のベルだけだ。

　現場に到着した総勢三十名もの討伐隊は、直ただちに行動を開始しようとする。

「団長、ここからは……！」

「いや、待て──姉者、あれを！」

　青年団員モダーカの声を遮さえぎって、女戦士アマゾネスのイルタが頭上を指差す。

　眩まぶしい水晶の光を放つ天井てんじょう付近で、翼を持った黒い影の一群が飛行していた。

「有翼のモンスター……武装している」

　凝らされた団長シャクティの瞳ひとみが、遥はるか先にいる影の正体をはっきりと捉とらえる。

　鎧や防具を装備したモンスター。情報にあった街リヴィラを襲撃した対象で間違いない。

　目付きを鋭くする【ガネーシャ・ファミリア】と緊張を伴うベルは洞窟前から走り出した。正面に広がる森へ入り、一直線に縦断し、視界が開ける大草原前に躍り出る。

「……！　他のモンスター達も大草原を……！」

「あの方角は真東……大森林か？　どうしてあんな場所へ？」

　街リヴィラが存在する階層西部の湖畔から、中央地帯の大草原と巨大樹、更にそこを素通りして東部の大森林へと。

　空中を行く有翼種以上の数で横断中の集団モンスターを、【ガネーシャ・ファミリア】は観測する。

　街リヴィラを襲ったモンスター達が何故なぜ大森林を目指すのか、討伐隊の間に疑念が過よぎった。

「姉者、どうする？」

「……部隊を二手に分ける。モモンガ、少人数で街リヴィラへ向かえ！　生存者がいないかどうか確かめろ！」

「はい！　あと自分はモダーカです!!」

「残りの者は私に続け！　森に向かったモンスター達を追う！」

　名前を間違えられた青年団員モダーカが素早く五人組の小隊を編制し、シャクティ率いる本隊から分離する。【ガネーシャ・ファミリア】が湖畔と大森林のそれぞれに進路を取る中、部隊の最後尾にいたベルは一瞬迷まよいに駆られるが、

『我々も森に向かおう』

「フェルズさん！」

『恐らく街リヴィラは蛻もぬけの殻だ。森に向かった一団の中に、リド達もいた』

　透明となって側に控えているだろうフェルズが、己おのれの見たものを語る。

　そう、ベルも視認していた。

　空を飛ぶ有翼のモンスターの中に歌人鳥セイレーンや石竜ガーゴイルがいたことを。そして大草原を横断する集団に半人半蛇ラミアや大型級トロール、一角獣ユニコーン……蜥蜴人リザードマンらしき影が交ざっていたことを。

　ベルはいよいよ鼓動の音が高まるのを感じた。竜の少女の姿を見つけられなかったことに安堵あんどか、あるいはそれ以上の胸騒むなさわぎを覚える。

　湧わき上がる迷いや雑念を一呼吸の間に振り払い、フェルズに頷うなずきを返したベルは討伐隊本隊の後を追う。両腕を懸命に振って、纏まとっているローブからばちばちと風圧の音が鳴るほど全速力の疾走を行った。




　安全階層セーフティポイントでもある18階層の大森林は、階層南部から東部にかけて、ちょうど巨大な港のような湾わんの形状を描いている。雄大な『迷宮の楽園アンダーリゾート』の優に五分の一を占めているということからわかる通り、その面積は広大だ。特に階層入り口正面に広がる南側と比べ、東南側や真東は緑がより濃くなり、木々の大きさも顕著になっていく傾向にあった。

　湿った苔こけが生むす太い木の根、見上げるほど長大な緑樹、美しいせせらぎを奏でる蒼あおく澄んだ小川に、巨人の短剣と見紛うほどの白と青の水晶。それら幻想的な光景をあっという間に通過し、一行は走り続ける。討伐隊に振り落とされぬよう付いていくベルは、透明化しているフェルズが付いてきているのか気にかける余裕もなかった。

　そして、逐一ちくいち頭上を見上げ、枝と葉々の裂け目から有翼モンスターの進路を確認していた団長シャクティが片手を上げる。後続の冒険者達への合図だ。互いの進路が交差し、いよいよモンスター達と接敵する。

　迫りくる瞬間に固唾かたずを呑のむベルであったが、視界にモンスター達の姿が飛び込んでくるより先に、折り重なる啼なき声が聞こえてきた。

「なっ……」

「こいつは……！」

　けたたましい雄叫びに引き寄せられるように急行した【ガネーシャ・ファミリア】が見たものは──互いに殺し合うモンスター達だった。

「モンスター同士で争ってやがる……！」

　団長のシャクティも、女戦士アマゾネスのイルタも、他の団員達も顔をしかめる。

　目の前の光景を理解できるのは、この場にはベルとフェルズしかいなかった。

　人間にも同族にも排他される『異端児ゼノス』達が、襲いかかってきた森のモンスターを迎撃しているのだ。

　ベルは最初、激しく争うモンスター達が、本当に自分と握手を交わした『異端児ゼノス』であるのかわからなかった。それほどまでに纏う雰囲気が異なったのだ。まるで血に飢うえた魔物のような激しい形相で、熊獣バグベアーや大甲虫マッドビートルを始めとしたモンスターの群れを邪魔だと言わんばかりに蹴け散らしている。

　被かぶっているフードの下でベルが無意識の内に瞳を揺らしていると、一体の『異端児ゼノス』が討伐隊の存在に気付く。

　直後──『異端児ゼノス』は猛たけり声を上げ、問答無用に突撃した。

「『ッッ!?』」

　ベルとフェルズが衝撃を受けるのも束つかの間ま、戦端が開かれる。

　人間の姿を捉えた瞬間、両眼を血走らせる『異端児ゼノス』達はまさに『怪物』のごとく襲いかかってきた。

「戦士達よ、迎え撃て!!」

　シャクティの勇ましい号令とともに【ガネーシャ・ファミリア】もまた吠えた。

　一斉に、剣戟けんげきの音がかき鳴らされる。

「姉者、こいつら全すべてを調教テイムするのか!?」

「調教テイムするのは『亜種』のみだ！　武装している個体を狙ねらえ！」

　見境なく冒険者達に攻撃を仕掛けてくる、それまで争い合っていた全てのモンスター達。サポーター兼任の冒険者から調教テイム用の鞭むちを受け取るシャクティはイルタに叫び返す。

　見分けは容易たやすい。産まれたままの個体と武装した個体、調教テイムの標的はあくまで後者だ。

　何より──強い。一合打うち合えば外見など気にせずとも敵の異質さがわかるほどに。

　熊獣バグベアーや大甲虫マッドビートルをすれ違いに瞬殺する冒険者達が、武装したモンスターには手を焼く。こちらの得物が打ち払われるばかりか反撃してくる怪物達に、【ガネーシャ・ファミリア】の団員は頰を歪めた。

「フェルズさんっ──」

『オオオオオオオオオオオッ！』

「──くっ!?」

　モンスターの鯨波げいはに呑み込まれたベルも、フェルズと離れ離れになり、立ち回りを演じざるをえなくなる。ナイフを抜くことができないまま、転がって回避、あるいはローブの下に纏う防具の手甲で攻撃を防ぐ。

　森の中の衝突は、三みつ巴どもえの様相を呈するようになっていた。

「【ガネーシャ・ファミリア】の連中、押されているじゃないか」

　──その三つ巴の後方、視点が一段高い斜面の上。

　戦場を見下ろすことのできる潅木かんぼくの中に、アイシャ、リュー、アスフィはひそんでいた。

　ベル達の更に後ろで討伐隊の本隊を追跡していた彼女達は、突発的に起こった戦闘に乗り遅れた格好となっている。

「あの武装したモンスター……強い。個体差はありますが、戦い慣れている」

「非常に興奮しているようですし、ああいった状態の相手は最も調教テイムがしづらいでしょう。流石に【象神の杖アンクーシャ】辺りは後おくれを取っていないようですが……」

　まぁ、そもそも調教テイムできるのか怪しいところですね、と。

　兜かぶとを脱いで『透明状態インビジビリティ』を解除している中、リューの隣でアスフィが小さくこぼす。

【ガネーシャ・ファミリア】は、都市に所属する派閥の中でも第一級冒険者の数が最多である十一名。Ｌｖ．６以上はおらず全員Ｌｖ．５とはいえ、深層域の『遠征』においても安定して戦果を叩たたき出すオラリオ屈指の【ファミリア】だ。

　今、この場にいる討伐隊三十名は全員がＬｖ．３以上。第一級冒険者達も惜しみなくつぎ込まれている。

　だが、さしもの【ガネーシャ・ファミリア】も攻撃を加減しなければいけない調教テイムという悪条件を課せられては思うように戦えない。この乱戦模様がそれを助長する。

　最も恐るべきは、武装したモンスターの力だった。

　最低三匹──石竜ガーゴイル、歌人鳥セイレーン、蜥蜴人リザードマン──は討伐隊の第一級冒険者をも勝る潜在能力ポテンシャルを窺うかがわせている。盾にも鈍器にもなる石の翼、頭上より放たれる強烈な怪音波、野生の剣技を垣間かいま見せる長直剣ロングソードと曲刀シミター。団長シャクティを除く団員達は今や返り討ちに遭うまいと必死になっていた。

　事前情報として少なからず『異端児ゼノス』のことを知っているアスフィは、動じることなく冷静に戦場を俯瞰ふかんする。

「アイシャ、リオン。余計な介入はしないでください、見つかったら面倒です。我々はあくまで情報収集とベル・クラネルの──」

　と、アスフィの発言の途中で、リューは立ち上がった。

「助太刀します」

「えっ、なっ……リオン!?」

　苦戦する【ガネーシャ・ファミリア】の旗色を見て、エルフの戦士は持ち前の正義感を発揮してしまう。

「それに、クラネルさんも見失ってしまった。戦いながら探します」

「過保護だねぇ、あんたも。あの坊やはやる時はやるよ」

「お守もりと言って私を連れてきたのはそちらでしょうに……それとも、貴方は行かないのですか？」

「行くに決まってるだろ」

　口をあんぐりと開けるアスフィを置いて、女戦士アマゾネスのアイシャも血の騒ぎに従って大朴刀だいぼくとうを肩に担いだ。

「せ、せめて兜を被って動きなさい!?　そっちの方が隠密に向いていますし、便利で……！」

「姿を消して斬りかかるのは、どうにも抵抗がある。卑劣な真似まねは性しょうに合わない」

「私も要らないよ。兜や鎧は肩が凝ってしょうがないね」

　ちょ……!?　と眼鏡めがねがずれ落ちるアスフィの前で、ぽいっぽいっ、と漆黒兜ハデス・ヘッドを捨てるリューとアイシャ。二人は戦闘衣バトル・クロスを翻ひるがえし、戦場へと飛び込んでいく。

　価値をつけたならば数百万は下らないであろう【万能者ペルセウス】謹製の激貴重レア魔道具アイテムが、虚むなしく地面に転がった。

「あぁ、もう……!?」

　放り捨てられた兜を回収するアスフィは──自分の存在意義を軽く否定された魔道具作製者アイテムメイカーは──意地でも己の『透明状態インビジビリティ』を解除しなかった。
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　人とモンスターの激しい交戦が繰り広げられる。

　冒険者達は調教テイムという枷かせを嵌はめられながら、モンスター達は怒りの感情を解き放って。

　武装したモンスター──『異端児ゼノス』の中でも、人型のモンスターは血化粧をしていた。

　整った容姿を隠すため、何より身に宿る怒りを表すため、醜いモンスターの貌ぼうを象かたどっている。裂けた眦まなじりや返り血にまみれたかのようなその姿は、確かに冒険者達を威圧した。


『────────────────ァッ!!』




「ぐぅっ……!?」



　金翼の歌人鳥セイレーンから放たれる殺人的な怪音波に、女戦士アマゾネスのイルタの膝ひざが崩れる。

　木々の間を連続で飛び跳ねるように行われる高速飛行。こちらの攻撃はことごとく空を切り、対する相手の高周波は広範囲に及び味方もろとも損害ダメージを与えてくる代物だ。繰り返される厄介な遠距離武器に、とうとう第一級冒険者の足が捕まった。

　すかさず歌人鳥セイレーンの翼が振るわれ、無数の羽根の弾丸バレットがイルタに殺到するが、

「おっと！」

『！』

　横から割り込んだ大朴刀だいぼくとうが、全弾まとめて斬り払った。

「さっきから変わった攻撃をするじゃないか！」

『ッ!?』

　続けて木を蹴りつけ斬りかかるアイシャに、歌人鳥セイレーンは緊急回避する。

　攻撃を防御しようとしていたイルタは驚愕きょうがくした。

「【麗傑アンティアネイラ】!?　何故ここにいる！」

「細かいことは気にするんじゃないよ、同族アマゾネス。私にも戦やらせな」

　着地とともに振り返るアイシャは笑みを投げる。

「それに、人手が足りないんだろう？」

「……生意気な女めッ。援護しろ、私達が調教テイムする！」

　右手の鞭を地に打ちつけるイルタに、アイシャはともに駆け出すことで応こたえた。

「確かに、強い──が、怒りで視野が狭くなっている」

『ガッッ!?』

「対峙たいじする側は脅威だが、不意打ちは通りやすい」

　アマゾネスの女傑じょけつが独自の体術を駆使する一方で、樹上から急降下するリューも木刀を振るった。武装した銀毛猿シルバーバックの脳天を狙い、昏倒こんとうさせる。

　間一髪のところを救われ呆気あっけに取られる男性団員に対し、彼女は覆面で顔を隠し直した。

「お、お前、何なんだっ？」

「……ただの通りすがりです」

「それは無茶があるぞ!?」

　主神ガネーシャのせいで鍛えられた団員の突っ込みが冴さえ渡る中、正体不明の覆面冒険者は討伐隊の戦況を支えていく。

「援軍……？　『下層』を探索していた冒険者か？　それに、あのエルフは……」

　リューとアイシャの参戦にいち早く気付いたシャクティは、調教テイムという制限に縛られず割り切って戦う彼女達の遊撃を利用することにした。自らは接近してくる大型級トロールを片腕で殴り飛ばし、串刺しにせんと突っ込んでくる一角獣ユニコーンを鞭で払い、地に転がす。

　祭事で着用する衣装にも似た、深い切込スリットが刻まれた闘衣を翻す彼女を中心に、【ガネーシャ・ファミリア】は態勢を立て直していく。

『シャアッ!!』

「うっ……!?」

　他方、リュー達の救援が届かない場所でベルは防戦を演じていた。

　長く鋭い両の爪を振るうのは半人半蛇ラミア。波打つ緑髪をその顔と同じように血で紅く染め、異臭を放ちながらベルを切り刻もうとする。

　手を繫いだ『異端児ゼノス』の一匹から向けられる殺意に、恐怖と悲しみが生じて呼びかけることもできない。喉のどがつっかえたように動かないベルの双眸そうぼうが苦渋に染まる。

「っっ！」

　すれ違いざま回避すると同時に、半人半蛇ラミアの爪が纏っていたローブを引き裂いた。

　バックパックごと変装を破り捨てられるベルは、その姿を戦場に晒さらす。

　入り乱れる森のモンスターと『異端児ゼノス』、冒険者達に囲まれながら体勢を立て直していた──その時。

『ガアアアアアアアアアアアアアッ!!』

　一匹の蜥蜴人リザードマンが、争うモンスターと冒険者の間を割って現れた。

　──リドさん!!

　動きが刹那せつな停止するベルに向かって、蜥蜴人リザードマンはまっしぐらに突っ込む。

　装備している曲刀シミターと長直剣ロングソードを用いず、ベルの両肩に摑つかみかかって、地面に押し倒した。

「──どうしてここに来た、ベルっち!!」

「っ!?」

　自分の倍以上の体重がのしかかり、倒された地面の上でごろごろと転がる最中さなか、眼前にある蜥蜴とかげの相貌が理性ある言葉を放つ。目を見張るベルを他所よそにリドは怪物の形相のまま、傍はたから見れば激しくもつれ合うようにしながら混戦の場を転がっていく。

　次には、遠心力を利用して森の奥にベルを投げ飛ばす。

　すぐさま追ってくる蜥蜴人リザードマンの真意を理解したベルは流れに逆らわず、戦場の外へと弾き出されていった。




「新手アラテ……人間ドモ、マダ来ルノカッ」

　ベルとリドが戦場から遠ざかるのとほぼ同刻。

『異端児ゼノス』側では、石竜ガーゴイルのグロスが戦場の機微を察知していた。

　同胞を撹乱かくらんするリューとアイシャを忌々いまいましそうに睨にらみつける。

「──グロス！」

「ッ！　愚者フェルズカ！」

　名を呼ぶ声に、グロスは己の横手に振り向いた。

　冒険者達の死角、水晶の柱の影から黒衣の魔術師メイジが出現する。

　魔道具ヴェールを脱ぎ捨て『透明状態インビジビリティ』を解除したフェルズは、宙に浮かぶ石竜ガーゴイルへ呼びかける。

「戦いを止めさせろ!!　我々が争うのは無意味だ！」

「聞キケン!!　今イマ抵抗ヲ止メレバ、アノ冒険者達ハ我々ヲ殺スダロウ！」

「そんなことはさせない、約束しよう！　まずは話を──」

　激しい争音によって他者に届くことのない一人と一匹の声。

　乱戦の中、『異端児ゼノス』の頭目格の一匹を見つけ出したフェルズは説得しようとするが、

「ナラバ、アノ冒険者ドモヲ退ヒカセロ!!　我々ハ同胞ヲ取リ戻シニ行ク！」

「っ!?」

「約束スルト言ウノナラ、ヤッテミセロ！」

　頭上から要求するグロスに、フェルズは咄嗟とっさに言葉を返すことができなかった。

　そんな魔術師メイジを見下ろし、石竜ガーゴイルはわかりきっていたかのように語気を爆発させる。

「無理ダロウ、フェルズ!!　貴様モ所詮、ソチラ側ダ!!」


「っ……！」



「貴様ガ優先スベキハ人類デアリ、我々デハナイ！　我々ノ怒リナド、理解デキマイ!!」

　フェルズが『異端児ゼノス』と邂逅かいこうを果たして、約十五年。

　言葉を交わし、信頼を築き上げてきた長い年月。

　その年月の軌跡を忘れさせてしまうほど、石竜ガーゴイルは激憤に支配されていた。

「貴様ノ甘言ニ、私ハモウ惑マドワサレナイ！」

「グロス、私は……！」

「モウ、何モカモ手遅レナノダ!!」

　見切りを付けるように、未練を振り払うように、グロスはフェルズに背を向けた。

　森の奥へ飛翔するとともに、その灰石の喉を打ち震わせる。


『────────────────────オォッ!!』



　それは『異端児ゼノス』に向けられた遠吠えであった。

　人間達に聞き分けることのできない怪物モンスターの声音で、森の中で争う同胞達に呼びかける。

　同胞を探す、自分に続け、と。

　──レイ、人間ドモヲ足止メシロ！

　──わかりました。

　戦場を離れる間際まぎわ、同じく樹上を飛翔していた金翼の歌人鳥セイレーンと視線が交わる。

　他の『異端児ゼノス』同様、顔を真まっ赤かに血化粧したレイが一部の同胞を率いるのを横目に、グロスは目的地である森の東端へ向かった。




「リドさん……！」

　木々が列柱のように伸びた戦場から、大きく離れた一角。

　長い樹木と青の水晶が取り囲む開けた空間で、ベルとリドは相対していた。

「何でっ……何で来ちまったんだっ、ベルっち……！」

　戦いの雄叫びが遠い。

　互いに隔てるものも何もない。リドが設けた話し合いの場。

　にもかかわらず、こんな形で会いたくなかったと。

　曲刀シミターと長直剣ロングソードを両手に持つ蜥蜴人リザードマンは、苦痛を堪こらえるように雄黄ゆうおうの眼まなこを眇すがめる。

「街リヴィラが……冒険者の街が、武装したモンスターに壊されたって聞いて……！　本当にっ、本当にリドさん達がやったんですか!?」

「……そうだ、オレっち達が襲った」

　返ってきた答えに、ベルの顔が悲嘆に暮れる少女のように変わる。

「どうして!?」

「同胞達が殺されたんだ……街まちにいた冒険者に。いや、密猟者に」

　深紅ルベライトの双眸が見開かれる。

　動きを止めたベルに更なる衝撃を強いるように、リドは続く言葉を吐き出す。

「ウィーネ達も、連中の仲間に攫さらわれちまった……！」

　その言葉を聞いた瞬間、ベルは凍りついた。

　ウィーネ達を攫った密猟者──【イケロス・ファミリア】？

　ベルの頭の中に男神イケロスの笑みが蘇よみがえる。

　ずっとわだかまっていた胸騒ぎが現実のものとなり、大量の汗を誘発させた。

「すまねえ、ベルっち……やっぱりオレっち達は、人間達が言う『怪物かいぶつ』なんだ」


「えっ……？」



「説得したんだっ、あいつ等をっ。でも、駄目だった！」

　ウィーネを奪われたこと、同胞を止められなかったこと。

　己の不甲斐ふがいなさを詫わびるリドの声は、だがすぐに、苛烈かれつな響きを帯び出す。

「あいつ等だけじゃない、オレっちもそうだ!!　怒りを、抑えられねえ……！」

　瞳孔どうこうが割れ、血走った双眼を晒す蜥蜴人リザードマンに、ベルは息を呑んだ。

「同胞を殺した連中を、殺したくてしょうがねえ……!!」

　今にも仇かたきと同じ人間である自分に飛びかかろうとしている。

　そんな考えをベルに与えるほど眼前のリドは鬼気迫り、『怪物』の本性を垣間見せていた。

　意識を離れ、反射的に後退しようとしてしまう己の足を、ベルは必死に押さえ込む。

　──でも、それは。

　人間も同じ。

　仲間にもしものことがあれば、人間もまた瞋恚しんいの炎に身を焼かれる。

　今のリド達の感情は決して『怪物』のものだけではない。

　ベルは口を開いて言葉にこそできなかったものの、胸の奥でそう思った。

「同胞は、この森の東端にいる」

「……！　それはっ」

「街で捕まえた密猟者から聞き出した。ここに『扉』があるって。オレっち達は今からウィーネ達を助けに行く」

　ベルは驚くとともに、理解を得た。一貫性がないと思われた『異端児ゼノス』達の行動を。

　考えなければいけないことは沢山あった。

　だが、今だけは囚われているウィーネ達を──。

「──リドさん、僕も」

　ベルが口を開いた、次の瞬間。

「来るな!!」

　振り上げられたリドの長直剣ロングソードが、地面に叩き込まれる。

　激しく舞い上がる土石と砂煙に、ベルは咄嗟に腕で顔を覆った。

「……!?」

　視界を回復させるベルは驚愕の声を呑み込んだ。

　ベルの目の前、リドとの間。その地面には深い溝、横一線の亀裂が刻まれている。

　ベルとリドの居場所を隔てる、境界線だ。

「ベルっち、こっちに来るな。引き返せ」

「リドさん……!?」

「オレっち達は、もう終わりだ。こんな騒ぎになっちまった。悲願ゆめなんてもう叶かなわねえ」

　二振りの刀剣を握り締めながら、蜥蜴人リザードマンは言う。希望は潰ついえたのだと。

「だけど、同胞達は絶対に取り返す……!!」

　だが、瞳に宿る剣呑けんのんな戦意が陰ることはなかった。

「ウィーネ達はオレっち達が必ず取り戻す……だからベルっち、来るな」


「……っ！」



「オレっち達と一緒にいるところを見られたら、ベルっちも終わるぞ。こんなことになったのは全部オレっち達の責任だ。巻き込みたくねえ」

　こちら側に来ないでくれ。

　リドはそう突き放す。

　破滅の道から遠ざけるように。

　己の中で渦巻く人類への憎悪を爆発させないように。

　裏切られることを、恐れるように。

　ぎりぎりと苦しげに歪められるその雄黄ゆうおうの眼まなこを前に、ベルは動けない。

　いや、動かない。

　その『怪物かいぶつ』の訴えに頷くことが、どうしてもできなかった。

「……なにグズグズしてんだよ、ベルっち！　今、こんなところを見られるだけでもやばいんだぞ!?　早くリリっち達のところに帰れ!!」

　怒鳴りつけるリドの声が、唇を嚙かみ締めるベルの体を揺さぶる。

　震える脚、絡からまる視線、離さない瞳。

　蜥蜴人リザードマンの剣がクリスタルの灯りを反射し、鈍い光となってベルの瞳を焼いた。

　戦場から離脱する石竜ガーゴイルの遠吠えが響き渡り、二人の間を通り抜けていく。

「ベルっちは人間だろ！　もう化物バケモノなんかに構うな!!」

「リドさん……」

「行けよ！」

「リドさんっ……」

「行っちまえ!!」

「それでも、僕はっ──」

　刻まれた境界線に一歩踏み出したベルの、その先の言葉を、リドは言わせなかった。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　人語ではない『怪物』の叫喚が、ベルの体をびりびりと震わせ、背後に押し飛ばす。

　咆哮ほうこうをもって拒絶を言い渡す蜥蜴人リザードマンに、少年の顔が罅割れるかのように歪んだ。

「──クラネルさん！」

「「！」」

　直後、鋭い声とともに木刀の一閃が二人の間に割って入る。

　自身に向けられた攻撃をリドが素早く後退して回避する中、ベルの前に着地するのはフード付きのローブを被った覆面の冒険者だった。

　少年を庇かばうそのエルフを見て、蜥蜴人リザードマンは勢いよく反転し、ベル達の前から逃走する。

　太い尾を引き連れる後ろ姿は、ベルを取り残し消えていった。

「無事ですか、クラネルさん」

「……リュー、さん？　どうして……」

「細かい事情は後で話します。孤立するのは危険だ、【ガネーシャ・ファミリア】のもとまで一旦いったん戻もどりましょう」

　蜥蜴人リザードマンの咆哮を聞きつけ救援に駆け付けたリューが、踵きびすを返す。

　ケープに包まれた背中を見せる彼女に対し、ベルは両の足が地面に縫い付けられたかのように微動だにせず……うつむいた。

「クラネルさん？」

　付いてこないベルに、リューは振り返る。

「ごめんなさい、リューさん……」

　そしてベルは、顔を上げた。

「あの、モンスターを……蜥蜴人リザードマンを、追います」

「！」

　覆面の下に一驚を浮かべるリューに、胸の中の想おもいを叫ぶ。


「あの蜥蜴人リザードマンを、追わなくちゃ……！」



　今にも泣き出しそうな瞳で、けれど真まっ直すぐ見つめてくるベルに。

　口を開きかけたリューは押し黙る。

「理由を、話せますか？」

「……」

　沈黙を答えの代わりにするベルを、リューはじっと見つめた。

　彼女の空色の双眸が、深紅ルベライトの瞳を覗のぞき込む。

「貴方が、闇派閥イヴィルス……【イケロス・ファミリア】の奸計かんけいに巻き込まれているのではないか。そう聞きました」

「！」


「貴方はずっと元気がなかった。シルが心配している…………私も」



「……」

「貴方が何を思ってモンスターを追いかけようとしているのかはわからない。ですが、私は……件の派閥に貴方を関わらせたくない」

　抑え切れない激情をその瞳に宿しながらも、何かを危ぶむように、何かを恐れるように、リューは右手を差し出す。

　この同じ階層で、手を握り合ったいつの日かと同じように。

「地上に、帰りませんか？」

　リューと視線を絡め合う。

　引き止めようとする彼女の手を前に、ベルは、一歩後ろに下がった。

　足もとに刻まれた境界線の内側に踏み入り、奇くしくも先程の光景を巻き戻すように──リドに取り残された自分のように、リューを遠ざける。

「そうですか……」

　二度目の沈黙による答えと、揺るがない意志に、リューは目を伏せる。

　彼女の優しさを無碍むげにする罪悪感にベルが耐えていると、不意に凄まじい高周波が戦場の方角から鳴り響いてきた。

『異端児ゼノス』の殿しんがりを務める歌人鳥セイレーンの破壊の歌だ。

　最大規模最大威力の今までにない凄まじい怪音波に、リューは瞳を細める。

　そして、もう一度ベルに視線を向けた。

「貴方は、すっかり『冒険者』になってしまった」

「リューさん……」

「止めても無駄なのでしょう。行きなさい」

　そう言って、リューは腰に巻いていた小鞄ポーチを差し出す。

　高等回復薬ハイ・ポーションを始めとした道具アイテムの詰め合わせだ。

「ただし、私もすぐに追わせてもらいます」

　討伐隊の危機を払拭ふっしょくした後に、と。

　そのように続ける彼女を、ベルも拒むことはできなかった。

　差し出されている彼女の想いを受け取る。

「ありがとうございます、リューさん……ごめんなさい」

　ベルは走り出す。

　リューが逆方向に駆け出す気配を背中で感じながら、きつく小鞄ポーチを握り締め、前へと突き進んでいった。
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「ディックス、モンスターどもが住処ここに近付いてるらしい」

　大男グランの報告に、ディックスは石板で塞がれた天井を仰あおぐ。

「バロイ達が街リヴィラで吐きやがったか……殴り殺してやりてえが、あぁ、もうくたばっちまってそうだなぁ」

　小さな空からの黒檻に腰かけるディックスは、どこまでも愉快げに声を紡つむぐ。

　彼は顔を正面に戻すと、立っている大男グランにあるものを放り投げた。

　手の平に収まるほどの、加工された精製金属インゴット。

「グラン。『扉』を開けてこい」

「ディ、ディックスッ？　いいのか？　モンスターをここに入れちまったら……」

「ガネーシャの連中も近くまで来てんだろう？　モンスターどもがうろついているのを見られて、変に怪しまれる方が面倒くせえ」

　眼装ゴーグルの男は笑う。

「招待してやろうじゃねえか、化物どもを」

　喉を鳴らして、悪辣なまでに。

「ここで狩りつくしてやる」
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「グロス！」

「遅イゾ、リド！」

　蜥蜴人リザードマンが石竜ガーゴイル率いる『異端児ゼノス』達に追い付く。

　場所は大森林東端。階層の終わり。遥か頭上の天井まで続く岩の絶壁がそそり立っている。

　もう進むことのできない、文字通り階層の最果てだ。

　多くの『異端児ゼノス』が周囲の茂みや水晶の柱など死角となりうる場所を根こそぎ荒し回り、血眼ちまなこになって、とあるものを探している。

「『扉』は!?　あったのか!?」

「駄目ダ、見ツカラン!!　囚ワレテイル同胞ニ呼ビカケテモ、返事ハ返ッテコナイ！」

　焦あせりを隠せないグロスが叫び返す。木々が消え失せる森の境目でリドも四顧しこするが、同じ風景が続くばかりで何かしらの違和感さえ発見できない。

　やはり騙だまされたのか。疑念がリドやグロス達を脅かす中、彼等が思い出すのは男の最期の言葉──『持ってないお前等じゃあ行けない』──であった。

「──リド！」

　その時だった。

　小怪物ゴブリンの赤帽子レッドキャップが驚愕とともにリドの名を呼び、指を伸ばす。

　リドは示された方向に振り返った。

「あれは……」
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　触手のようにうねる太い木の根を飛び越え、幾多もの木々の間を駆け抜けるベルの視界に、漆黒の影が映った。

「フェルズさん！」

「ベル・クラネル！　君も来たか！」

　黒衣をなびかせながら同じ方角へ向かっているフェルズと接近し、並走する。

　肩を並べ「無事だったか」と安堵する魔術師メイジに、「はい！」とベルは答えた。

「グロスに接触したが、駄目だった。同胞を取り戻すと言って……やはり狩猟者ハンター達が彼等の逆鱗げきりんに触れたようだ。もはや『異端児ゼノス』達は止められない」

「僕も、リドさんに会いました！」

　ベルは先程のリドとの会話を語った。『異端児ゼノス』の仲間が殺されたことも、ウィーネ達が連れ去られたことも、全て。

　フェルズはフードの奥から重苦しい唸うなり声を漏もらす。

「認めたくないが、狩猟者ハンター達の方が一枚上手だったか……もはや【イケロス・ファミリア】の仕業と断定して間違いないだろう」

「……！」

「しかし、『扉』か……それが敵の『住処アジト』に通じているのか？」

　移動を続けながらフェルズとベルは言葉を交わす。

「フェルズさん、リューさん達と……討伐隊と戦っている『異端児ゼノス』達は……」

「大丈夫だ、【ガネーシャ・ファミリア】には調教テイムするよう言い付けてある。彼等が死ぬことはないだろう。むしろ我を失った『異端児ゼノス』達が殺あやめてしまわないか心配だったが……グロスやリド達が離れたことで二分された。こちらの懸念も、もはや杞憂きゆうだろう」

　今は好機チャンスだ、とフェルズが続ける。

「説得は失敗したが、我々にとって動きやすい状況になった。このまま敵の『住処アジト』を見つけ出し、乗り込む」

「はい……！」

　とうとう狩猟者ハンター達の手がかりを摑んだ。最後に見たウィーネの泣き顔を思い浮かべるベルは急せく心に突き動かされ、フェルズとともに一層の加速を纏う。

　枝葉が薄くなる森の円蓋ドーム、木々の隙間すきまから見えてくる岩壁、青水晶の柱が立ち並んだ環状列石ストーンサークルを彷彿ほうふつさせる水晶の林。それら全てを通り過ぎ、ベル達は森の境目に辿り着いた。

「ここは……！」

「目的地の階層東端だ。だが……」

　辺りを見回しはっとするベルの隣で、フェルズもまた動揺した声を落とす。

「『異端児ゼノス』達がいない……馬鹿ばかな、消えた」

　道中には森を破壊しながら進撃した跡があり、この場にも茂みや水晶が荒し回された形跡が残されている。『異端児ゼノス』達がここにいたのは間違いない。

　だが、ベル達の視界に彼等の姿が映ることはなかった。耳を澄ませても同じことだ。

　気配も感じ取れない。あれほどの数のモンスターが、忽然こつぜんと姿を消していた。

「『扉』とは何なんだ。グロス達は、それを見つけたのか……!?」

　フェルズと背中を合わせながら、ベルも必死に視線を走らせる。

　だが『扉』などという記号を見つけ出すことができない。静寂を纏う森と草花がなくなった剝き出しの地面に挟まれながら、ただ焦燥が募っていく。

　ベルが自らの鼓動の音に翻弄ほんろうされていた時──視界にあるものが過よぎる。

『異端児ゼノス』達に破壊され、地面に散乱した青水晶。

　転がった残骸が輝きを放つ一方で、折られたクリスタルは修復を始めており、見る見る内に復元されていく。

　音を立てて形が戻っていく水晶を見て、ベルは何か引っかかりを覚えた。

　この光景、どこかで……。

「……『異端児ゼノス』の、隠れ里？」

『未開拓領域』への道を隠していた群晶クラスター。あっという間に自己修復していく石英クオーツ。

　あの石英クオーツ畑と同じく修復速度が速い辺り一帯の地形に、ベルは両目を見張る。

　そして、その強い既視感が切っ掛けだったかのように、一歩踏み出したベルの腰から、熱が生じた。

「えっ？」

「ベル・クラネル？」

　フェルズの視線を引き寄せる中、ベルは戸惑いながら腰に手を伸ばす。

　まさぐるのはリューに譲られた小鞄ポーチだ。

　高等回復薬ハイ・ポーションや解毒薬、それら道具アイテムをかき分けた底から出てきたのは──手の平に収まる程度の、加工された精製金属インゴットだった。

「ベル・クラネル、それは……」

「魔道具マジックアイテム……？」

　熱で溶かされたような跡があるものの、それは確かに魔道具マジックアイテムだった。

　形は球形で、材質は恐らく『ミスリル』であろう白銀の金属。

　金属の内部には更に赤い球体──眼球のようなものが埋め込まれている。

　球体の表面には共通語コイネーとも【神聖文字ヒエログリフ】とも異なる、『Ｄ』という形の記号があった。

「な、なにが……」

　薄気味悪いものを覚える暇もなく、球形の魔道具マジックアイテムは断続的に熱を放ち続ける。

　熱の感覚と強さは少しでも位置をずらす度に変動した。まるで探知器のように。

　口を閉ざすベルとフェルズは、魔道具マジックアイテムに導かれるように足を進める。

　辿り着いたのは、そびえ立つ岩壁の一角だった。

「一見、ただの岩壁に見えるが……」

「フェルズさん、この辺り……『異端児ゼノス』の隠れ里に通じる広間ルームと同じです」

　左右には何の変哲もない同じ岩壁が延々と続いている。今や鼓動のように熱を放ち続ける魔道具マジックアイテムを持つベルは、フェルズに先程感かんじたことを伝えた。

　黒衣の魔術師メイジは、目の前の岩壁をじっと見据える。

「下がっていろ、ベル・クラネル」

　黒衣を払い、己の右腕を突き出す。

　壁に照準される手の平──装着されている漆黒の手袋グローブが、刻まれている複雑な紋様から、たちまち光を立ち上らせる。

　直後、フェルズの掌底から無色の衝撃波が発生した。

「……!!」

「これは……」

　衝撃波の轟音ごうおんと岩壁を粉砕する威力に圧倒されるベルの驚愕は、眼前に広がる光景への驚倒によって上書きされる。

　破壊された岩壁の奥から現れたのは、一本の通路だった。

　大型級のモンスターでさえ通行可能な、無数の石材を用いられた横穴。

「ダンジョンの組成ではない……人工物」

　戦慄せんりつした呟つぶやきを漏らしながら、フェルズは通路に足を踏み入れた。

　既に修復が始まり閉ざされていく岩壁の先に、ベルも呼吸を忘れながら進む。

　五Ｍメドルほど歩んだ彼等がすぐ行き着いたのは、巨大な金属製の門だった。

　悪魔のごとき彫像が左右に置かれた金属門は、凝然ぎょうぜんと立ち塞がっている。

「『オリハルコン』……不壊武器デュランダルの材料にもなる、超硬金属アダマンタイトを超えた最硬精製金属マスター・インゴット」

　様々な素材とヒューマン並びに全亜人デミ・ヒューマンの技術を惜しみなくつぎ込んで生み出された、『世界最硬の超稀少金属』。冒険者の端くれでもあるベルも少しは聞いたことがある。

「破壊はまず不可能……だが」

　こちらに振り返るフェルズに促され、ベルは一歩、進み出た。

　恐る恐る魔道具マジックアイテムを突き出すと──金属扉に埋め込まれた紅の宝玉が反応する。

　ゴゴゴゴゴ、と重厚な音響とともに上へと動き、『扉』は開かれた。

「信じられない……こんなものが、ダンジョンに？」

『扉』の先には魔石灯がぽつぽつと灯り、薄暗に支配される通路が遥か奥まで続いている。

　フェルズの呟きを脇に、ベルは喉を鳴らしながら手もとの球体を見下ろした。

『扉』を開ける『鍵かぎ』となった魔道具マジックアイテム。

　リューは意図して小鞄ポーチを渡したのだろうか。それとも偶然？

【イケロス・ファミリア】──闇派閥イヴィルス──ほんの五年前まで現在と比べものにならないほど迷宮都市に蔓延はびこっていたと言う『悪』──。


【アストレア・ファミリア】──正義の剣と翼が刻まれたエンブレム──仲間と一緒にオラリオの秩序安寧に尽力していたと言うリュー──。



　他でもない18階層にある派閥ファミリアの墓地で、エルフの元冒険者から聞いた話をベルは思い返す。

　この魔道具マジックアイテムは、仲間を奪われ復讐まで行った彼女が『悪』から押収したものなのだろうか。

　憶測にしかならない考えに振り回されていたベルは、おもむろに顔を上げた。

　石工の匠が築き上げたかのような石造の通路。

　彫刻を始めとした凝らされた意匠の数々。

　自然修復するダンジョンの組成、モンスターが産まれない安全階層セーフティポイントという条件を踏まえれば、確かに壁面内部に誰だれにも気取られない人工物を作り上げることは理論上可能だ。

　だが、一体誰が、いつから、どうやって、このようなものを──。

　ベルが知れず冷や汗を流す中、フェルズは、『扉』を越えた壁の一角に近付く。

　黙して語らない石壁には、ただ一つ、共通語コイネーを崩した符号が刻まれていた。

「……『ダイダロス』」

　一つの名前を、フェルズは呆然ぼうぜんと読み上げる。

　ダンジョンにはない冷気に包まれながら立ちつくすベルは、深淵しんえんに続こうかという闇の先を見つめた。
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　地上を照らす太陽が、中空から少しずつ位置を傾けていく。

『バベル』が建つ中央広場セントラルパークには、討伐隊が発った今でも多くの人々が残っていた。

【ガネーシャ・ファミリア】の団員達が巨塔の周囲を封鎖する中、彼等に話しかける同業者や、あるいは凱旋を待つ物見客は絶えない。時が経たつにつれ一時は高まっていた街の不安心も薄れ、今は小康と言えるほどの状態に推移している。

「くそっ、待ってるしかないのか……」

「ああまで厳重に取り締まられては忍び込むこともできませんし……先程から見つかっている冒険者や、神様達がいらっしゃいます」

「待ってるだけって辛つらいよねぇ……ボク、いつもそうなんだぜ、ヴェルフ君？」

「ベル様……」

　中央広場セントラルパークの片隅に移ったヴェルフ、命ミコト、ヘスティア、春姫ハルヒメも言葉を交わしながら白亜の巨塔を遠目から眺めていた。ベルの帰還、そして『異端児ゼノス』の行く末を案ずる【ヘスティア・ファミリア】は、何もできないもどかしさに包まれている。

「さっきの話だが……もし密猟者どもが異端児あいつらの仲間を狩って事件が起きたんだとしたら、その『住処アジト』を見つけ出せないか？　密輸して好事家どもに売り払っているなら、都市のどこかにある筈はずだろう」

「確かにそうですが……あのフェルズ殿やギルドが見つけられない隠れ家を、果たして自分達が探し出せるかどうか……」

「こういうことはヘルメスが得意なんだけど……それにしてもモンスターに商品価値をつけて売りさばく、か。神々ボクたちならぬ、迷宮ダンジョンをも恐れぬ行為だな、全く」

　ヴェルフと命ミコトの相談に交ざりながら、ヘスティアもこの時ばかりは不快げな声音を落とす。

　その時、派閥の参謀ブレーンとして一人思考を回転させていたリリは、ヘスティア達の会話を聞いて、はっとした。

「怪物モンスターの、商品価値……」

　これまでの記憶を洗い出すように、その小さな頭に片手を添える。

「モンスターを誘き出し、捕獲して、売りさばく……」

「……リリスケ？」

「ど、どうなされたのですか？」

　ぶつぶつと独り言を呟くリリに、ヴェルフと春姫ハルヒメが声をかける。

　仲間の視線を集める小人族パルゥムの少女は、ばっと顔を振り上げた。

「行きましょう」

「サポーター君？」

「何か、手がかりがあるかもしれません」

　摩天楼施設バベルに背を向けて急ぎ足で動き出すリリと、その言葉に、ヘスティア達は顔を見合わせ慌あわてて追いかける。

「行くって、どこにだ？」

　ヴェルフの問いかけに、リリは振り向いて言った。

「リリの元主神かみ様──ソーマ様のもとです」




【ソーマ・ファミリア】の本拠ホーム及び『酒蔵さかぐら』は、東のメインストリートと南東のメインストリートに挟まれた都市東南部、第三区画に存在する。

　リリ達がまず向かったのは前者だった。

「リリルカ・アーデ……体は、大丈夫か？」

　訪れたリリ達は本拠ホームの神室しんしつで男神ソーマと対面した。

　長い前髪で目もとを覆い隠した茫洋ぼうようとした神物じんぶつで、神でなければ世捨て人などという言葉も浮かんでくる。彼は【ソーマ・ファミリア】に所属していた頃のリリの主神でもあった。

「お久しぶりです、ソーマ様。リリはおかげさまで壮健です」

「おいおい、何だいソーマ。そんなにボクがサポーター君へ酷ひどい真似をしてるように見えるっていうのかい？」

　約二ヶ月振りとなるリリが頭を下げる横から、ずいっとヘスティアが身を乗り出してくる。彼女が頰を膨らませば「すまない……」と男神は起伏の少ない声音で謝った。

　リリの移籍と時期が重なる戦争遊戯ウォーゲーム以降、【ソーマ・ファミリア】の奇矯ききょうな振る舞いは目に見えてなくなったと言う。ソーマが『神酒』を報酬にする派閥運営を止めたためだ。

　下界の住人に対し無関心であったソーマの、今は少し柔らかくなった雰囲気に、リリは感慨深いものを覚えるとともに、嬉うれしくもあった。

　リリが用件を手短に伝えると、ソーマは「わかった……」とあっさり頷いた。

「チャンドラを呼ぼう……」

　団員伝いに部屋に呼ばれて来たのは、朴訥ぼくとつなドワーフである。

「チャンドラ様も、お久しぶりです。団長になられたと聞きました。おめでとうございます」

「よせ、やめろ。俺おれに組織の頭かしらなど合わん……。主神様の『神酒さけ』はめっきり飲めなくなるし、踏んだり蹴ったりだ」

　短い髪と髭ひげを生やすチャンドラ・イヒトは、その無愛想ぶあいそな物言いに気疲れを滲にじませていた。極上の酒を飲むためだけに【ソーマ・ファミリア】に入った彼はリリの窮地を手助けしたこともあり、今はなし崩し的に派閥の団長を務めている。

　腰にくくりつけた瓢簞ひょうたんをあおる彼に引率されながら、ソーマとリリ達が向かった場所は、『酒蔵さかぐら』であった。

【ソーマ・ファミリア】の『酒蔵さかぐら』は、都市中央に近い本拠ホームと比べ市壁寄りに位置している。

　下界の住人を虜とりこにする『神酒』のほとんどは放棄され、今は主神ソーマのお小遣こづかいの範囲で眷族達に振る舞う美酒を開発研究する施設に成り変わりつつあるが、一つだけ、依然と変わっていない場所があった。

　派閥内の違反者を取り締まる、『牢屋』である。

「おいっ……飯はっ、飯はまだかぁ!?　腹が減ったぞ、早く出せぇ！」

　石の通路の奥から、野太い男の声が残響してくる。

　頼りない魔石灯の光が揺らめく冷え冷えとした地下牢。ソーマとチャンドラに引き連れられるヘスティア達の中で、リリの顔は自然に引き締まっていった。

「うるさいぞ、ザニス。静かにしろ」

「あぁ？　チャンドラ、ここへ何しに……おや、これはこれは主神様に……お前達は……」

　見張り役の団員に案内された牢屋にいたのは、ヒューマンの男だった。

　頰がこけた男は、ソーマからヘスティア達に目を移し、最後にリリを見つけたところで唇を吊り上げた。

「ははははっ……まさかお前がここに来るとはなぁ」

　じっと直視してくる男に、リリは努めて表情を消す。

　男の名はザニス・ルストラ。チャンドラと同じくＬｖ．２の上級冒険者であり、以前まで【ソーマ・ファミリア】団長の地位に立っていたヒューマンだ。

　かつての姿は今や見る影もない。理知人を気取っていた面影は消え失せ、かけていた眼鏡も失っている。ところどころが破けたぼろぼろの身なりはみすぼらしいの一言につきた。

　リリの【ソーマ・ファミリア】退団と連動して、ザニスは地位を剝奪はくだつされた。

　都市に少なからず被害をもたらしていた派閥の扇動はもとより、致命的だったのが主神ソーマの『神酒』を無断で使用し、私利私欲のために売り払っていたことだ。

　罰としてソーマの手で能力ステイタスを封印された彼は、今もなおこの牢獄に閉じ込められる日々を過ごしている。

　己に醜態を晒させたヴェルフにも敵意の視線を送っていたザニスは、漆黒の鉄格子に近寄り、前に立つリリに話しかける。

「みじめな俺を笑いに来たのかぁ、アーデ？」

「……」

「あの時から、すっかり立場が入れ替わったなぁ……」

　無精髭ぶしょうひげを生やす元団長の男は、暗い笑みを湛たたえてこちらの顔を覗き込んでくる。

　自虐と憎しみが渾然としているザニスの眼差まなざしを、リリは真っ向から受け止めた。

「……貴方に、聞きたいことがあります」

「俺にぃ？　何もかも奪っておいて、これ以上何なにを聞き出そうっていうんだぁ？」

　ザニスの言葉を無視し、声をひそめて尋ねる。

「喋るモンスターについて……貴方が言っていた『商売』を取り仕切る場所に、何か心当たりはありますか？」

　その言葉に、ザニスは一度動きを止めた。

　だがそれも一瞬のことで、纏っていた薄笑いが愉悦を孕はらむ高笑いへと変貌する。

「そうか……ハハハハッ、会ったか、会ったのかっアーデ!?　あの喋る化物どもに!!」

　地下牢に男の哄笑が鳴り響いていく。

　片眉まゆを上げるチャンドラと無言のソーマを脇に、やはり、とリリはザニスの反応を見て確信した。

　戦争遊戯ウォーゲーム直前、【アポロン・ファミリア】と結託していたザニスがリリをこの地下牢に幽閉していた時のことだ。目の前の男は、衰弱していたリリに協力を要請してきた。

　リリの変身魔法シンダー・エラを駆使し、モンスターを誘い出して捕獲させろ、と。

『お前にぜひ協力してほしいことがある。なに、ちょっとした商売だ』

『モンスターを誘おびき出し、捕獲して、売りさばく……単純だろう？』

　当時は馬鹿馬鹿しいと一笑に付したリリが、モンスターに『商品価値』などない、と告げるとザニスは欲望に染まった瞳で笑みを返すだけだった。

　今ならばわかる。商品として機能するモンスターとは何なのかということが。

　見目麗しく理知を備えた『異端児ゼノス』という存在を知った今ならば。

　ザニスはあの時から、あるいはずっと以前より、『異端児ゼノス』のことを知っていたのだ。

　そして当時の口振りから察するに、悪趣味な好事家どもに高く売り払う『異端児ゼノス』の密輸に加担していた。ザニスは『異端児ゼノス』の密輸経路と、彼等を捕らえておく『住処アジト』の存在に、リリ達より近い場所にいる。

　ヘスティアやヴェルフ達が驚愕を隠せないでいる中、リリは質問に答えろと睨み付けた。

「ふふふふっ……!?　そうだなぁ、『ダイダロス通り』に行けば、何かわかるかもなぁ？」

　笑いながら身をよじっていたザニスは、落ちくぼんだ瞳で一つの解答を持ち出す。

　緊張を帯びるリリは更に質問した。

「詳しい場所は？」

「後は自分達で探してみろ。俺が言うのはここまでだ」

　リリの置かれた状況を面白おもしろがるように、ザニスはそこからもう、ニヤニヤと笑みを返すのみだった。「何か知りたいんだったら拷問でもするか？」とチャンドラが物騒な提案をしてくるが、口を閉ざすリリは頭かぶりを振る。

　きっとザニスは口を割らない。少なくとも、この事件が収束するまでの間は。

「手がかりは、『ダイダロス通り』にあります……行きましょう」

　牢屋から視線を切り、背後のヘスティア達に告げる。彼女達が頷きを返した後、リリはどうか他言無用とソーマとチャンドラに約束させ、牢屋の前を後にした。

「頑張れよぉ、アーデ……はっ、ははははははははははははははははっ！」

　男の暗い笑い声を背中で聞きながら、リリとヘスティア達は『ダイダロス通り』へと向かうのだった。




「ここが、『ダイダロス通り』に繫がって……!?」

　石板に包まれた通路を進むベルは、驚きをあらわにしていた。

「ああ、間違いないだろう。我々に気付かれることなく『異端児ゼノス』を地上に運び出し、オラリオから密輸する……ここが地上に繫がっているとしたら、全ての辻褄つじつまが合う。恐らく、都市門の検問を素通りする都市外そとへの地下経路も備わっている筈だ」

　ベルと並走するフェルズは自身の考えを語る。

　石造りの通路は錯綜さくそうしていた。別れ道や十字路など、ダンジョン以上に規則正しい形状と整然とした秩序をもってまさに人工の迷宮のごとき様相を呈している。戦闘で傷を負ったモンスター達の血痕が床に残っていなければ、あっという間に迷っていただろう。薄闇に支配される天井や壁面の随所には、モンスターが出ない代わりに怪物を象った気味の悪い彫刻や彫像が設置されていた。

　壁に埋め込まれた魔石灯ひかりによって、闇と同化している黒衣フェルズの輪郭が浮かび上がる。

「『ダイダロス通り』に繫がっているとする論拠は、壁に刻まれていたあのサイン……」

　唸るようにして、フェルズは告げた。

「奇人ダイダロス……神々が降臨を果たした時代の転換期、『バベル』を始め迷宮都市の礎いしずえとなる建造物の数々を築き上げた名工……」

　約千年前に活躍したヒューマン、賢者わたしが生まれる前より過去の人物であると。

　自分とはまた別の、歴史上の偉人について黒衣の魔術師メイジは触れる。

「下界に初めて『神の恩恵ファルナ』をもたらしたウラノスの、数少ない眷族だったと聞く」

「！」

「ウラノスの神意しんいを受け、オラリオに貢献を果たしていたが……ダンジョンに足を踏み入れてからというもの、次第に言動がおかしくなっていったようだ。それこそ『奇人』と称されるまでに……そしてある日を境に、ウラノスの前から、いやオラリオから完全に姿を消した」

　自らも己の知識と現状を照らし合わせるかのように、フェルズは説明していく。

「『ダイダロス通り』はもとより、都市に張り巡らされた旧式の地下水路など、彼の遺産はギルドの中でも問題になっていた。覚えはないか、ベル・クラネル？　都市のいずこかに存在する迷路のごとき複雑怪奇な領域を」

「そういえば……」

　言われて喚起されるのは、春姫ハルヒメやシルとの間にあった記憶だ。

　歓楽街にあった秘密の地下道。巨女フリュネや春姫ハルヒメは『ダイダロス通り』に隣接する影響だと言っていた。更にそれに酷似した、シルや子供達とともに下りた孤児院裏の地下階段。確かにダイダロスの遺産は都市に根深く刻み込まれている。

　あれほどの地下通路を一人で構築したのかと当時はおののいていたが、それこそフェルズが偉人や奇人とまで評する職人ダイダロスの謂いわれであるのかもしれない。

『恩恵』を授さずかり常人を超す身体能力を有していたであろう顔も名前も知らぬ一人の天才に、ベルは唾を呑み込む。

「我々は以前から、『バベル』以外のダンジョンの出入り口が存在することを可能性として考慮していた。無論、『ダイダロス通り』も調査を進めていたが……くそっ」

「フェルズ、さん……？」

「……はっきり言おう。この領域は我々の想像を遥かに超えている」

　名工への畏怖が薄闇を揺らす中、新たな金属扉がベル達の前に現れる。

　ベルから受け取った『鍵』の魔道具マジックアイテムをフェルズがかざすと、固く閉ざされていた『扉』は再び開いた。

　くぐり抜けた直後、フェルズは掌底を壁に向け、紋様の手袋グローブを発光させたかと思うと無色の衝撃波を放つ。何事かとベルが目を向けると、破壊された石板の奥には、傷一つ付いていない金属壁が露出していた。

「これは……!?」

「超硬金属アダマンタイトだ。先程通る途中、劣化した箇所から金属の輝きが見えた。この領域は超硬金属アダマンタイトの上に石材を被せることで構築されている」

　採掘される階層や純度にもよるが、ダンジョンから生まれる超硬金属アダマンタイトは数ある稀少金属レアメタルの中でも最高位の硬度を持つ。無論、価値も高ければ易々と入手できるものでもない。

　ベルはもはや、何度目とも知れない衝撃に打ち抜かれていた。

「要所を守る最硬金属オリハルコン製の『扉』に、超硬金属アダマンタイトで造られた通路……この『鍵』の魔道具マジックアイテムがなければ、よしんば発見できたとしても侵入も脱出も困難だ」

　ぐっ、とフェルズは突き出していた手袋グローブを握り締める。

「ダンジョンに接続する人工領域の創造……信じられないが、このような代物を造れるのは昔日せきじつの奇人ダイダロスしかいない」

　だが疑問も残る。

　最低でも地上からダンジョン18階層分もの深度に、たった一人で、このような空間を作り上げることが果たして可能なのか。最硬金属オリハルコンや超硬金属アダマンタイトを始めとした材料と資財の問題もある。

　そんなベルの胸の内を見透かすように、フェルズは言葉を続けた。

「この領域の規模がどれほどのものかはわからない。彼かのダイダロスといえど、一人で作り上げることは不可能に等しい。だが──」

　一度言葉を切ったフェルズは、先に続く闇を睨み付ける。

「我々が探し求めていた負の根源は、確かにここにある」

　人工的に設けられたダンジョンのもう一つの出入り口。

　ここが、【イケロス・ファミリア】の『住処アジト』である。

　積年の仇を追い詰めたかのように、魔術師メイジは様々な感情が詰まった声音を震わせた。

「ついに見つけたぞ、ウラノス……！」




「見つけたぜ──イケロス」

　蒼穹そうきゅうに声が響く。

　遥か下に広がる地下迷宮からかけ離れた、地上。

　とある煉瓦れんが造りの塔の屋上で、ヘルメスはその背中に呼びかけた。

「……ひひひっ、見つかっちまったなぁ」

　無人の屋上に一人たたずんでいた男神イケロスは、ゆっくりと振り返る。

　幅も安定しなければ高さもばらばらの雑多な建物が林立する、複雑怪奇な住宅街。

　迷宮街『ダイダロス通り』の中心部に建つ塔の一つに、ヘルメスとイケロスはいた。

「よくここがわかったなぁ、ヘルメスゥ？　正直に言うとなぁ、こうやって追い詰められるとは思ってなかった」

「苦労したよ……神威しんいまで使って尾行を撒まく神あいてを探し出すのは。形骸化しているとはいえ、私心ししんで乱発するのは下界に対する冒瀆ぼうとく……規則ルール違反だぜ？」

「ひひっ、ただの虚仮こけ威おどしだし、いいじゃねえか。階位レベルが高たけえ眷族ガキどもには利ききやしねぇんだしよー……それに俺が先に捕まっちまったら、それはそれで盛り上がらねえと思ったんだ」

　手すりも存在しない屋上の端にイケロスはたたずんでいた。

　オラリオの空に囲まれるここからは、『ダイダロス通り』の景色を見渡すことができる。

　網のように張り巡らされる猥雑わいざつな小径に、階段が上に下に入り乱れる重層的な構造。この広域住宅街を手がけた設計者が混沌なにを求め、迷宮なにを模倣していたのか、真意に近付いた者だけが理解できる。

　片手を添えた羽根付き帽子の下で、ヘルメスは橙黄色とうこうしょくの瞳を細め、眼差しを射る。

　それに対し、神イケロスは遊戯ゲームを楽しむように笑った。

「追いかけっこはお前の勝ちだ、ヘルメス」

「……」

「この騒ぎは止められねえが……俺を見つけ出したご褒美ほうびに、今なら何でも答えてやる」

　紺色の髪に褐色の肌の男神は、ふざけたように両手を上げる。

　今も顔に軽薄な笑みを貼はり付けながら、己もまた目を細めた。

「さぁ、何を聞きたい？」
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　いくつもの影が、魔石灯の光が照らす石畳いしだたみの上を過よぎっていく。

　石で固められた人工路に、二足や四足の駆る音が響けば、すぐ後を尾を引きずる音が追い、更に翼を打つ羽音が続いた。

　二十を上回るモンスター達の大進行である。

「同胞ノ臭イハ近イゾ、進メ!!」

　嗅覚が鋭い巨猪バトルボアを先頭に置きながら、宙を飛行する石竜ガーゴイルが叫ぶ。進撃するモンスターの集団、『異端児ゼノス』達を導くように石の通路には怪物の残り香が漂っていた。現れる岐路に迷うことなく、強くなっていく同胞の臭いを目指して『異端児ゼノス』の速度が上がっていく。

「リド、進路方向の『扉』が全て開けられてっ……誘き出されています！」

「わかってる、レット！　けど、行くしかねえ……!!」

　己の後方に続く赤帽子レッドキャップの進言に、リドは装備している剣の柄を握った。

　階層東端の岩壁が突如とつじょ破れ、奥に口を開けた『扉』を発見したのが先刻。

　ここが敵の『住処アジト』、あるいは罠わなであると悟りながら、それでも『異端児ゼノス』達はこの人の手で造られた領域へと飛び込んだ。

　歯止めの利かない怒りと同胞を取り戻すという使命感に突き動かされる『異端児ゼノス』達は──やがて終点に辿り着いた。

「ここは……!?」

　石段を駆け上がった先、広がるのはこれまでの通路とは比べものにならない開けた空間だった。

　直方体の形状。幅は一〇〇Ｍメドル以上あり、奥行は優にその倍はある。天井も高く、蔓延る薄闇とともに石材によって空間全体が形成されていた。『嘆きの大壁たいへき』が存在する17階層最奥を連想させる、大広間だ。

　そんな中、リドやグロス達の視線は正面に釘付くぎづけになった。

「みなさん……！」

　無数に並べられる漆黒の檻おり。

　いくつもの列を作る牢の中に閉じ込められているのは、半人半蛇ラミア、半人半蛸スキュラ、人魚マーメイド、多くの見目麗しい人型のモンスターと、宝石獣カーバンクルを始めとした稀少種レアモンスター。痛め付けられた傷跡を残すモンスター達は例外なく檻と繫がる鎖くさりに束縛されている。

　手前の檻の中では、半人半鳥ハーピィのフィアが格子に縋すがっていた。


「──ッッ!!」



　リド、グロス、他の『異端児ゼノス』達は、体の中から怒りが煮え滾たぎる音を確かに聞いた。

　ざわっっ、と体毛を逆立てながら、一斉に走り出す。

「檻ヲ壊セ!!　同胞達ヲ解放シロ!!」

　グロスが叫びながら黒檻を破壊する。

　リドや他のモンスターも武器を振り下ろして錠を粉砕し、あるいは力づくで格子をねじ曲げていく。四肢を戒める鎖も外され、囚われていたモンスター達はようやく檻の外へと解放された。

　グロス達が一心不乱に檻を壊す中、解放されていくモンスターの中には旧知の『異端児ゼノス』もいれば、知らないモンスターもいた。共通しているのは瞳に理知の光を宿し、自力で檻を破れないほど衰弱していることだ。

　流れていく時間。助けを求める声が途切れず、無数に並ぶ檻の数はなくならない。弱り果て崩れ落ちる同胞達を何度も抱きとめながら、『異端児ゼノス』達は檻の破壊音を大広間に響かせていく。

「フィア、ウィーネはどうした!?」

「わかりません、気を失ったまま、この奥に連れていかれて……！」

　リドの手で助け出された半人半鳥ハーピィが傷付いた体に鞭を打ち、翼の羽根で暗がりの先を指す。

　雄黄ゆうおうの眼まなこを歪めるリドは赤帽子レッドキャップのレットにフィアを任せ、大広間の奥へ駆け出した。

「──感動の再会だな」

　そして、そこで。

　頃ころ合を見計らっていたかのように、白々しい拍手の音が鳴り響く。

「っ……!?」

「よく来たなぁ、化物ども。歓迎するぜ」

　大広間の奥から現れる、眼装ゴーグルの男。

　走っていたリドが足を止め、檻を壊していたグロスが振り向き、全ての『異端児ゼノス』が視線を殺到させる。

　暴悪な狩猟者ハンターと、彼等はとうとう対峙を果たした。

「お前が同胞達を売り払ってた密猟者か……!?」

「ほー、そんなことも知ってるのか？　ああ、そうだぜ、てめえ等のお仲間を捕まえて金に換えていたのは俺だ。好事家きゃくの前で粗相をしねえように、存分に痛め付けて、な」

「貴様キサマァ……!!」

　不気味な赤い槍やりを携える屈強な男、ディックスは笑みを浮かべ、リドやグロス達の獰猛どうもうな殺気を心地よさそうに受け止める。

「ちなみに俺じゃなくて、俺等、だけどな」

　その言葉を皮切りに、ぞろぞろと他の狩猟者ハンター達が姿を現す。

　ディックスの背後から、左右の壁から、そしてリド達がやって来た石段の奥から。

『異端児ゼノス』達の最後尾でレットとフィアがはっとする中、闇の中にひそんでいた種族ばらばらの亜人デミ・ヒューマン達は挟撃、いや包囲する陣形を取る。

　破壊され、床に転がる黒檻ごと、『異端児ゼノス』達は取り囲まれた。

「……！」

「ざっと見ても、てめえ等の方が俺達より数は多いが……その大切なお荷物を全部庇えるか？」

　ディックスの言う通り、解放したモンスター達は弱り切っている。

　彼等を支える五体満足の『異端児ゼノス』達も守りながらでは全力で戦えない。この大広間にリド達を誘い出したのも、入ってすぐ襲いかからなかったのも、傷付いた同胞という名の桎梏しっこくを与えて身動きを取れなくするためだ。

　狡猾こうかつな男の嘲笑に、リドとグロスはぎりっと牙を鳴らした。

「──リドさん！」

「なっ……ベルっち!?」

　その時、石段を駆け上がってきたベルと、フェルズが大広間に到着した。

　リドは振り向きざま驚愕し、グロスを始めとした他の『異端児ゼノス』も彼の行動に倣ならう。狩猟者ハンター達の反応はと言うと、彼等以上のものであった。

「アノ時ノ小僧……!?　貴様、何故来タ！」

「今は止せ、グロス！」

　自分達に追従してきたベルにグロスは反発するが、側にいたリドが手で制す。

　顔を上げる蜥蜴人リザードマンはその眼まなこを揺らし、深紅ルベライトの瞳と見つめ合った。

　なんで、どうして、止やめてくれよ──切実な言葉の数々が視線に乗って消えていく。

「おいおい……グラン、てめえ、どういうことだ？　しっかりバレて侵入されてるじゃねえか。『扉』を閉めてきたのか？」

「し、閉めたっ、噓うそじゃねえよディックス!?　俺はモンスターどもを入れた後、ちゃんと……！」

　ディックスの凍いてついた声音に、禿頭とくとうの大男は冷や汗を垂れ流しながら必死に弁明する。

『異端児ゼノス』達の背後に仲間とともに陣取っていたグランは、ベルとフェルズの正面で手の中にある球形の精製金属インゴットを見下ろす。

「あれは……！」

　声を漏らすベルの隣で、フェルズもまた同じ作りの魔道具マジックアイテムを取り出す。

　それを見て、「『鍵』が……!?」と狩猟者ハンター達の間でざわめきが膨らんだ。

「あぁ、そういうことか……ったく、奪われたのはどこの馬鹿だ？　やっぱりバラ撒くもんじゃねえな」

　ベル達側にある同一の魔道具マジックアイテムを見て、ディックスも大体の経緯を悟ったようだった。悪態を吐きながら赤い槍の柄で肩を叩く。

　挟み撃ちを嫌う大男グラン達が横に逸れて相手集団に合流する中、ベルとフェルズは『異端児ゼノス』のもとまで駆け寄った。

「ミスター・ベル……」

「地上のお方……助けに、来てくれたのですか？」


「っ……！」



　床に座り込みながら、赤帽子レッドキャップに支えられる半人半鳥ハーピィ。

　体中に刻まれた痛々しい打撲傷。鎖は千切られているものの、鳥の下半身には不釣り合いなほど大きな枷がまだ嵌められている。その光景は吐き気に直結する倒錯感をもたらすものだ。

　弱々しく見上げてくるフィアの瞳に、ベルは言葉を失ってしまう。

（ウィーネは!?）

　同時に竜の少女の面影を重ねてしまい、顔を振り上げ彼女を探し出そうとするも、人と怪物モンスターが交ざり合う広間からは見つけ出せない。

「まさか、ここまでの空間もあるとは……」

　焦りが募るそんなベルの隣で、周囲を注意深く観察していたフェルズは呻うめいた。

　フードを揺らし、距離が離れたディックスに向かって声を飛ばす。

「【暴蛮者ヘイザー】、ディックス・ペルディクス……君が事件の首謀者か」

「そういうお前は、魔術師メイジか？　随分と怪しい格好をしているじゃねえか……【リトル・ルーキー】もそうだが、化物どもとはどういう関係か気になるなぁ、オイ」

　じり、じり、と靴音を鳴らし睨み合う狩猟者ハンター達と『異端児ゼノス』達が一触即発の空気を漂わせる中、フェルズとディックスは声を投げ合う。

「単刀直入に聞こう。ここは、ダイダロスの遺産で間違いないのか」

「ははっ、流石さすがに気付いてるか。考えている通りだと思うぜ」

「……いつから使っていた？　いや、どこでこの存在を知った？」

「知るも何も──先祖代々押し付けられてきた代物もんだ。子孫の俺が、いつ、何に使おうが問題ねえだろ？」

　そのディックスの台詞せりふに。

　フェルズだけでなく、ベルも動きを止めた。

「先祖……子孫……!?」

「ダイダロスの系譜だと言うのか!?」

　少年と魔術師メイジの声が困惑と動揺に揺れる。聞き耳を立てながら怪訝な表情をする『異端児ゼノス』達を他所に、ディックスは自嘲にも似た薄笑いを浮かべた。

「法螺ほらじゃねえよ。なんなら──証拠を見せてやる」

　そう言って、装着していた眼装ゴーグルを、上にずらした。


「────」



　現れるのは精悍せいかんな男の相貌に、赤い瞳。

　そして、対の内の左眼に刻まれた、『Ｄ』という形の記号であった。

「これがダイダロスの血統を示す証だ。あのクソッタレな始祖しその血を一滴でも引いている人間は、必ずこの目を持って生まれてくる」

　血の呪縛だ、と。

　男は証明を突き付けてくる。

　真偽のほどはわからない。判断する材料が足りない。だが──ベルは呼吸を止めながらフェルズの手もとを見やった。

　同じ記号が刻まれた球形の魔道具マジックアイテム。

　精製金属インゴットに埋め込まれているのは、眼球のようなものではなく、まさに──。

「ここの『扉』は系譜おれたちの目玉に反応する。そう作られてる。自由に動き回って、子孫だけが『作業』を進められるようにな……今となっちゃあ、その性質を利用して、死体からくり抜いた後は『鍵』代わりにしてるぜ」

　硬直するフェルズ達に、ディックスは、その名を告げるのだった。

「『人造迷宮クノッソス』──始祖ダイダロスが子孫に完成を委ねた、阿呆あほみてえな『作品』だ」




「人造迷宮クノッソス？」

　ヘルメスは問い返した。

　褒美と称して彼の質問に答えるイケロスは、ああ、と笑う。

「手記にはそう書かれてあったなぁ」

「おいおい、その手記っていうのも、まさか……」

「そうさ、『ダイダロスの手記』だ」

　塔の屋上で黒を基調にした安物の服がなびく中、走る風の音にイケロスの声が乗っていく。

「ダイダロス……ディックス達の先祖はダンジョンを見て頭がおかしくなっちまったみたいだ。あの迷宮を超える『作品』を自分の手で生み出そうとした……すげーバカだろ？　ひひっ、昔はあーいう馬鹿な子供が沢山いたんだがなぁ。最近は生意気なガキばっかりでよ」

　手記に綴つづられている一人の男の無念と渇望を、神は心底しんそこ面白おかしく語った。

「まぁ、当然一人じゃ作り切れねえ。作れるのかもわからねえが。とにかく、寿命が近いことを悟ったダイダロスは、作りかけの大迷宮と一緒に手記を子孫どもに残したのさ」

「……」

「ご丁寧ていねいに『設計図』のおまけ付きでなぁ。子孫どもも、それに従って今までずっと迷宮を作り上げてきた」

　空白を置き、ヘルメスは再び問う。

「イケロス、お前の言っていることが本当なら……ダイダロスの子孫達は」

「ああ、ヘルメス。ダイダロスの系譜が人造迷宮クノッソスに費やしてきた年月は──」




「──千年」

　眼装ゴーグルを戻しながら、ディックスは言う。

「先祖どもがギルドからこそこそ隠れながら作っていた、時間だ」

　その幾星霜いくせいそうの言葉の意味に、ベルも、フェルズも、『異端児ゼノス』達でさえも耳を疑った。

「馬鹿なっ、誰にも気付かれず、それほどまでの月日を……!?」

「なら、今てめえがいるこの迷宮をどう説明する、魔術師メイジ？　ダンジョンに覆い被さって構築されたこの『作品』を、一朝一夕でここまで広げられると思ってるのか？」

　ダンジョンは円錐構造。

　下に下りれば下りるほど階層の範囲は拡大していく。

　対して──この人造迷宮クノッソスは凹型。

　ベルは己の知識と今のディックスの発言を照らし合わせ、悟ってしまった。

　円錐型のダンジョンと重なり合い、あたかも円柱をなすかのように往時のダイダロスは設計したのだ。地下迷宮の各階層の周囲を、人造迷宮の階層が取り巻くがごとく。

　フェルズが言っていた都市に張り巡らされた地下水路も、ベルが発見した秘密の地下道も、全て計算の上で描かれ『作品』の一環として作り上げられた。

　想像を絶する人造迷宮クノッソスの全貌に、ベルの顔が蒼白になる。

「顔も知らねえ俺の親父や、祖父ジジイ、他の祖先どもの手で人造迷宮クノッソスの領域は『中層』まで拡張した」

　奇人ダイダロス没後、約千年。

　千年という時と、血の妄執が作り上げた狂気の産物が、この人造迷宮クノッソスの正体だ。

　ベルは自分の足もとから、奇人ダイダロスの妄念が数多あまたの手となって這はい上ってくる幻覚に襲われた。

「逆に言えば……千年かけてもまだ『中層』にしか辿り着けてねえ」

　これでもまだ『設計図』の三割ってところだ、と。

　ディックスは唾と一緒にそう吐き捨てる。

「……まさか、【イケロス・ファミリア】が闇派閥イヴィルスとの関係性を疑われていた背景は……」

　何かを察したように呟くフェルズに、眼装ゴーグルの男は唇を吊り上げる。

「始祖ダイダロスの系譜がてめえ等の言う『悪党』といつから付き合いがあったのかは知らねえ。少なくとも俺がこの陰湿な迷宮で生まれた時には、闇派閥イヴィルスなんてものとがっつり繫がっていた──」




「──全て、迷宮を完成させるためになぁ」

　イケロスは語る。

「時間も、労力も、何より金がかかり過ぎるんだ、ダイダロスの『作品』はよぉー」

　最硬金属オリハルコンに、超硬金属アダマンタイト。

　他にも石材を始めとした大量の材料。

　地下迷宮ダンジョンとは異なり再生機能のない人造迷宮クノッソス──初代ダイダロスが望んだ『作品』には易々と壊れない堅牢さが不可欠である。奇人が目指したのは、彼かの地下迷宮ダンジョンを上回る『最高傑作』であったからだ。

　そして当然、人造迷宮クノッソスの資材集めは困難を極める。

「ダイダロスの子孫とやらが闇派閥イヴィルスや他の組織と結託した理由は、それか……」

　故に、始祖ダイダロスの系譜は都市の地下組織と繫がりを持ったのだ。非合法の取り引きや窃盗で、最硬金属オリハルコンなど資材そのものや潤沢な資金を持つ者達の援助を目当てに。

　ダンジョン第二の出入り口、及びギルドの目が届かない潜伏場所として人造迷宮クノッソスを提供することと引き換えにして。

　時を経るごとに広く深く増設されていく人造迷宮クノッソスに、最初は半信半疑だった地下組織もその利便性を見抜き、迷宮拡張を支援するようになったのだろう。限られた一部の『悪』が加担し、同時にギルドから迷宮を隠蔽いんぺいしようと協力したに違いない。

　指で帽子の鍔つばをなぞるヘルメスは、はっきりと理解した。

　他ならぬ人造迷宮クノッソスが、遥か以前より都市に蠢うごめく闇──『悪』の温床となっていたのだ。

「子孫達は、迷宮を完成させるために何でもやったらしいぜ。『神秘アビリティ』を取得しようと躍起になったり、『作品』の継ぎ手を残すために女を攫ってきたり……」

　ディックスも迷宮に連れ去った女性の腹から生まれた、とイケロスは言う。

　異母兄弟、近親相姦などということも多かったとも。

「始祖ダイダロスの遺言とはいえ、子孫達が荒唐こうとう無稽むけいな『作品』作りに身を捧げてきたのは……」

「そういう血筋としか言えねえなぁ」

　ヘルメスの言葉に、イケロスは肩を竦すくめながら答える。

「ディックスが言うには……血の呪縛、らしいぜ？」

　男神は塔の下に広がる迷宮街を見下ろし、笑みを落とした。




「ダイダロスの系譜は一つの『手記』に踊らされて、こんなものを作り上げたってわけだ」

　眼装ゴーグルの色鏡レンズの奥で、赤い瞳がうっすらと透けて見える。

　同色の槍を携えるディックスは、そう言って話を締めくくった。

「……つまり、『異端児ゼノス』の捕獲も金策の一つということか」

　いつディックス達狩猟者ハンターが『異端児ゼノス』の存在を知ったかは定かではない。

　だが人造迷宮クノッソス完成のため多大な資金が必要だったディックスは、『神の恩恵ファルナ』を得るため所属していた【ファミリア】を牛耳るようになり、都市の密輸に手を出すようになった。

　フェルズの推量に、ディックスは鼻を鳴らす。

「ああ、最初はな」

　その物言いに、ベルが不審な感情を覚えていると──轟音が響いた。

「御託ハイイ!!」

　見れば、グロスが爪を振り下ろし、側にあった檻を破壊していた。

　双眼をギラギラと輝かせる石竜ガーゴイルは、背中から生えた灰石の両翼を広げる。

「貴様等ガ同胞ヲ虐シイタゲ、ラーニェ達ヲ殺シタ事コトニハ変ワリナイ！　──報ムクイヲ受ケサセテヤル!!」

　一挙の内に、石竜ガーゴイルはディックス目がけて飛びかかった。

　眼装ゴーグルの男は側にいた手下の襟えりを摑み、前に投げ出す。「はっ？」という呟きは石爪の餌食えじきになった瞬間、絶叫に成り代わった。

　飛び散った血が合図だったかのように、戦闘の火蓋が切られる。

「オレっちとグロスが前に出る！　ドール達は傷ついたやつ等を守れ！」

「なっ──ぎゃあッ!?」

　叫ぶとともに、最も近くにいた獣人を斬り伏せる蜥蜴人リザードマン。助け出した同胞を守る『異端児ゼノス』達も、襲いかかってきた狩猟者ハンター達と武器を交えた。

「くそがァ！」

「くっ……【ファイアボルト】!!」

　瞬く間に広がる凄まじい交戦に一瞬気圧けおされたベルだったが、こちらにも突っ込んでくる相手に応戦を余儀なくされる。

　傷付いた半人半鳥ハーピィを庇うため、大斧を構える赤帽子レッドキャップとフェルズともども、『速攻魔法』も駆使して狩猟者ハンター達を遠ざける。

「おいおい……ちょっとばかし強過ぎるじゃねえか。こりゃ誤算だ」

　他方、うろたえるのは【イケロス・ファミリア】も同様である。

　ディックス以外の手下が戦闘に乗り出すが、彼の言葉通り狩猟者ハンター達は押されていた。弱ったモンスターを狙う目論見も、憤怒に駆られる『異端児ゼノス』達がその怪力を縦横無尽に振りまくことで機能していない。

　取り分け、リドとグロスの戦い振りは烈々であり、一人傍観しているディックスは笑みを歪めた。

「出し惜しみしている暇もねえな……やっぱり、使うか」

　そう言って、左手に持つ槍を担いだディックスは、右手の人差し指を突き出す。


「────」



　元賢者フェルズが、戦慄とともにソレに反応できたのは。

　この場にいる誰よりも長い時を重ねてきた、『経験』に他ならなかった。

　──間に合わん。

　視界の端で緊急退避する大男グラン達、骨だけとなったその体を脅かす絶対零れい度の悪寒。

　戦場の後方で、黒衣の魔術師メイジはローブを翻す。

「──ベル・クラネル、私の後ろに隠れろッッ!!」

　冷静さなど放り捨てたフェルズの呼びかけに、瞠目どうもくするベルは、条件反射で従った。

　側にいたレットとフィアを抱きしめ、両腕を広げる黒衣の背後に飛び込む。

　次の瞬間、




「【迷い込め、果てなき悪夢げんそう】」




　眼装ゴーグルの男は喉を鳴らし、嗤うたった。




「【フォベートール・ダイダロス】」




　紅の波動がその指から放たれる。


「──────」



　戦場を驀進ばくしんする紅光の波。

　禍々まがまがしい輝きを発し闇を喰い荒らす。光速の紅波は爆発させるでも感電させるでもなく、ただ効果範囲内にいた全ての者を一人残らず呑み込み、そのまま後方へと一過した。唯一、耳朶じだにかじり付く怨念めいたおどろおどろしい音響を残しながら。

　フェルズの背後で咄嗟に両耳を押さえたベル達が、何が起こったのかと顔を上げた瞬間、

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　全てのモンスター達が理性を失い、暴れ出した。

「なっ──!?」

「リド、グロス!?」

「みなさん!?　どうして……!?」

　ベルが、赤帽子レッドキャップが、半人半鳥ハーピィが。

　手当たり次第付近ふきんのものを破壊し出す『異端児ゼノス』達に、双眸を剝く。

　瞳を血走らせた蜥蜴人リザードマンも、壊れたように雄叫びを上げる石竜ガーゴイルも、大粒の唾液を散らしながら双剣や爪を周囲に打ちつける。まるで『獣』のように。

　全てのモンスターに共通しているのは、その瞳がディックスのものと同色の紅に染まっていることだ。

　檻を引っくり返す轟音、砕ける石畳、耳をつんざかんばかりの狂騒きょうそう。

　見境なく繰り出される攻撃はあっという間に同胞のもとへ及び、戦場の至るところで同士討ちが始まった。

「な、なにが……!?」

　武装した『異端児ゼノス』はもとより、虐げられ重傷を負っているモンスター達まで暴走の限りをつくす光景にベルはまさしく恐怖した。傷口から夥おびただしい血を散らしながら、それでも周囲への攻撃を止めない。悲鳴と咆哮が渾然となっている。

　繰り広げられる『獣』の宴に、身の毛がよだつ。

「『呪詛カース』……!!」

　放心するベル達の側で、フェルズが苦渋の声を絞り出した。

『呪詛カース』。

『魔法』と同じく詠唱を引ひき鉄がねにして放たれるそれは、炎や雷、氷の放出や能力上昇の付与魔法エンチャントを始めとした通常魔法とは一線を画する。それこそ『呪のろい』と言うべき効果を発揮するのだ。

　混乱、金縛り、あるいは痛覚の付与など。

　直接的な損害ダメージとは無縁の、しかし戦闘において致命的な支障デメリットを負わせる。

　何より厄介なのが防ぐ手立てと治す術すべが限られているということ。防御も治癒も専用の道具アイテムを用いるしか他なく、『耐異常アビリティ』をもってしても逃れることができない。

　無論、モンスターなど丸裸も同然だ。

『魔法』同様、怪物が使用することのできない人類だけの業わざに、リド達『異端児ゼノス』はなす術すべなく直撃を浴びたのだ。

「あ～、大抵これを使っちまえば全部終わり……の筈なんだが」

　暴れ回るモンスター達を愉快げに眺めていたディックスの視線が、正面奥、戦場の端で立ちつくすベル達とフェルズを捕まえる。

「効いてねえ連中がいやがる──そのローブは魔道具マジックアイテムかぁ、魔術師メイジ!?」

「……ご明察だ。呪詛カースや異常魔法アンチ・ステイタスを防ぐ」

　声を張り上げて問うてくるディックスに、フェルズは聞こえないであろう声音で答えた。

　背後に庇ったベル達を『呪詛カース』から救ったのは身に纏う黒衣の力である。今は『愚者』を名乗る魔術師メイジは、「この骨からだに『呪詛カース』が効くかどうかは疑わしいところだが」と呟きを足しながら、笑みを崩さない眼装ゴーグルの男を見返した。

「やつ等の狩りが明るみになっていない原因も、【ヘルメス・ファミリア】からあっさり逃げ出した理由も、あの『呪詛カース』だったか……！」

　フェルズの中で全ての点が『呪詛カース』という線によって繫がった。

　いかなる目撃者もこの『呪詛カース』にかかれば暴走し、自ら手を下さずともモンスターの胃袋の中、ということだ。なまじ助かったとしても、惑乱した後では前後の記憶もおぼつかないだろう。

　そしてアスフィが率いる【ヘルメス・ファミリア】からすぐさま撤退した本当の理由。ディックスは【万能者ペルセウス】の魔道具マジックアイテム──フェルズの黒衣のように『呪詛カース』を防ぐ、あるいは治療する道具を警戒したのだ。仕留め損ねた挙句、己の情報を持ち帰られないように。

　ベルも理解した。

　ディックスの『呪詛カース』は初見時に最も効果を発揮する。

【フォベートール・ダイダロス】。

　幻惑、錯乱の『呪詛カース』。

　超短文詠唱でなお、広範囲及び高威力を誇る必殺。

　対策を持たぬ者を狂騒の渦に叩き込む、初見殺し。

　力つきるまで暴走し続ける呪いの真髄に、ベルは戦慄を禁じえない。

　ディックスの余裕が崩れなかったのはこれだ。

　あらゆる『異端児ゼノス』をも捕獲してきた、彼の切り札だ。

「これを切るからには、仕留め損ねるなんてことはあっちゃならねえんだが……」

　大広間の戦場では、宣告なしに発動された『呪詛カース』から退避できなかった者、または稀少な対呪の魔道具マジックアイテムを持っていなかった者など、一部の狩猟者ハンター達も獣の咆哮を上げていた。人間同士やモンスター達に対し、折れた剣を振り回しながら狂態を演じている。

　目の色を変える人と怪物を他所に、ディックスは告げた。

「まぁ、いい──モンスターどもに喰われちまえ」

　直後、ベル達のもとに複数のモンスターが吹き飛んでくる。

「!?」

　争い合っていた『異端児ゼノス』だ。別の個体に殴り飛ばされ、目の前に転がる。

　錯乱したモンスター達は立ち上がると同時、側にいたベル達に襲いかかった。

『アアアァアアアアアアァアアアァアアアアアァァアアアアアアッッ!!』

「不味まずい!?」

　呪術の魔の手がとうとうベル達にも及んだ。

　遮二無二しゃにむにに、だが一切いっさいの躊躇ちゅうちょなく振るわれる爪牙を避ける。石畳に叩き込まれた一撃がたちまち破砕と炸裂さくれつ音を生み、理性なき眼差しがベルやフェルズ、レット、フィアを穿うがつ。恐ろしい同胞の形相に赤帽子レッドキャップも半人半鳥ハーピィも怯ひるんでしまった。

　重傷を負いながら、それでも我を失い攻撃し続ける狩猟者ハンター達暴徒ぼうとも加わり、あっという間にベル達を中心に乱闘が巻き起こる。


『────ォォッ!?』



「っっ!?」

　本来味方である『異端児ゼノス』故に反撃もままならない。防御と回避しか許されない中、動揺の隙すきを突かれたベルは鷲獅子グリフォンに摑みかかられた。そのまま相手の嘴くちばしが食らいつこうとしたところを、大型級トロールの棍棒こんぼうがベル達をまとめて殴り飛ばす。

「ミスター・ベル!?」

　視界に映るものが凄まじい勢いで横に流れ、戦場の中心へ。

　棍棒の直撃を被り悶もだえ苦しむ鷲獅子グリフォンが緩衝材の役割を果たしたものの、フェルズ達のもとから遠ざけられる。赤帽子レッドキャップの叫び声が、阿鼻叫喚にも聞こえる周囲の雄叫びにかき消される中、ベルは孤立した。

　押しのけた鷲獅子グリフォンの下から何とか脱出し、顔を振り上げた瞬間、


「────」



　得物を振り上げた蜥蜴人リザードマンが、目の前に立っていた。

　──リドさん。

　血走った恐ろしい眼光。天井を突く曲刀シミター。忌避感をもたらす怪物の貌。

　己を屠ほふろうとしている蜥蜴人リザードマンに、ベルの頭の中が真っ白になる。

　その激しくも醜い形相を見上げ──放たれる本物の殺意を受けて──ナイフを握ったベルの手は、しかし、動かなかった。

　転瞬、蜥蜴人リザードマンは曲刀シミターを振り下ろす。

　遅くなる時の流れ。眼前に迫りくる刃が体を断ち切らんとする光景を、ベルが茫然ぼうぜん自失じしつしながら見つめていた、その時。

『グッ!?』

　無色の衝撃が割り込み、蜥蜴人リザードマンを真横へ吹き飛ばした。

「──!?」

　時を取り戻すベルが振り返った先には、左腕の手袋グローブを突き出す魔術師メイジが立っていた。

「許せ、リド……！」

　ベルを救うため遠距離射撃を敢行したフェルズは、そこから大声を放つ。

「【暴蛮者ヘイザー】を止めろ、ベル・クラネル!!」

「えっ？」

「この手の『呪詛カース』は術者が倒れれば解ける！　リド達も正気を取り戻す!!」

　はっとしながらフェルズと逆方向を向くと、そこに立つのは赤槍を携える眼装ゴーグルの男。

　互いを隔てる距離は短い。戦場の中心へと放り込まれたベルが最も近く、その手の届く場所にいる。

　眼装ゴーグルの奥に浮かび上がる赤い瞳と視線をかち合わせたベルは──全身を発火させ、床を殴り飛ばし、立ち上がった。

　状況に翻弄され続けていた少年の体に今日初はじめて、凄烈せいれつたる闘志が宿る。

「来るのか、【リトル・ルーキー】？　俺は、Ｌｖ．５だぜ？」

「……!!」

「ハッタリなんかじゃねえ。喋るモンスターどもの中にはやべえ個体やつもいた。こんなことを続けている内に『冒険』なんてものを繰り返しちまってな」

　立ち上がったベルを面白そうに眺めるディックスは、噓のない言葉を投じる。

　目を見張る少年を脅すように己の高みを掲げていると、

「『呪詛カース』は強力な半面、見返りを伴う！　その男は今、何かしらの代償を負っている筈だ！」

「あぁ、くそ、バラすなよ」

　再び響くフェルズの声に、ディックスは小憎らしそうな笑みを浮かべた。

『呪詛カース』と『魔法』の明確な線引きは、代償を伴うか否か。

　呪いの見返りを支払うように、術の行使中は様々な罰則ペナルティが強制される。

　ベルは眦まなじりを決した。

　右手に漆黒のナイフ、左手に紅の短刀を装備し、発走する。

　戦場を駆け抜け、縦断。

　横から襲いかかってくるモンスター達の手をくぐり抜け、置き去りにし、悠然とたたずんでいる男へ突貫する。

「ディックス」

「いい。お前等はあの魔術師メイジどもを始末してこい」

　側にいる手下へ顎あごをしゃくり、そのまま口角を吊り上げる。

　手下達が離れていく中、暴悪な狩猟者ハンターはたった一人、突き進んでくる少年に向かって槍を構えた。

「やつを倒せ、ベル・クラネル!!」

　魔術師メイジの叫びが轟いた瞬間、ナイフと槍が衝突する。

　甲高かんだかい金属音、舞い散る火花の中で、ベルとディックスは斬り結んだ。











[image: ]






「おい、生存者だ！」

「無事か、返事をしろ!?」

　水晶の光が降りそそぐ『リヴィラの街』。

【ガネーシャ・ファミリア】の本隊から別れた少人数のパーティは、壊滅したダンジョンの宿場街で救助活動を行なっていた。生存者を探しに急行した団員達は、瓦礫がれきに埋もれるドワーフや道端に倒れるエルフを見つけては治療に取りかかる。

「ひ、ひでぇ……」

　そんな中、青年団員モダーカは惨殺された複数の骸を発見していた。

　どれも血の海に沈み、顔など碌ろくに確認できないほど徹底的に壊されている。まるで私怨を振りかざして殺戮さつりくされたかのように。

　命を奪われた者が全て【イケロス・ファミリア】の団員達であることを、彼は知る由よしもない。

　破壊の傷跡が刻まれ、煙が立ち上る街の中で、青年団員モダーカは青ざめながら口もとを手で押さえてしまった。

「……？」

　見るも無残な同業者の屍しかばねを前に立ち竦んでいた青年団員モダーカだったが、不意に、現在地より眺望できる断崖の景色に視線を引き寄せられる。

　彼が見たものは大草原中心、19階層に繫がる中央樹から現れたモンスターだった。

　黒い四足獣に跨またがる、白い塊。遠目なので確信できないが、恐らく黒犬ヘルハウンドと一角兎アルミラージ。

　珍妙な組み合わせの二匹は首を振った素振りを見せると、東の方角へ真っ直ぐ走り出す。

「な、何だアレ？」と戸惑っていた青年団員モダーカは──中央樹の根もとから現れた新たな影を視認し、時を止めた。

「……やばい」

　次に彼の口からこぼれ落ちたのは、その一言だった。

「やばい、やばいっ……やばいやばいやばいっ!?」

「おいっ、どうした!?」

「逃げろ!!　団長達も連れ戻せ!?」

「なに言ってんだ!?」

「調教テイムなんて言ってる場合じゃない!!」

　半狂乱に陥る青年団員モダーカは他の団員達に詰め寄る。

　全身から汗を垂れ流しながら、彼は喉が張り裂けんばかりに叫んだ。

「異常事態イレギュラーがっ──『亜種バケモノ』が現れた!!」




「よしっ、押さえろ！」

「あと何匹だ!?」

　暴れ回る半人半蛇ラミアを、【ガネーシャ・ファミリア】の冒険者が数人がかりで押さえ込む。

　階層東部の大森林。

　武装したモンスターとの交戦は討伐隊の優勢で収束しつつあった。一部を残し、敵の群れの多くが森の奥へと姿を消したからだ。覆面の冒険者達の援護を受ける討伐隊はここぞと攻めかかり、抵抗を続ける敵を無力化していった。

　武装したモンスターは調教テイムをちっとも受け付けず、局所的な格闘がまだ起こっているが、それも僅わずかだ。拘束していない個体は残すところ数匹である。森のモンスターの屍や、灰の塊が辺り一帯に散らばっている中、戦闘はようやく一つの区切りを迎えようとしていた。

「ったく、ギャンギャン騒ぎまくりやがって……頭がくらくらするよ」

「しかしあの金翼の歌人鳥セイレーン……殺傷を目的にした攻撃を避けていたような」

　大朴刀だいぼくとうや木刀を提げるアイシャとリュー、他にもイルタ達【ガネーシャ・ファミリア】の団員が見上げるところ、樹木の枝には金翼の歌人鳥セイレーンがとまっていた。

　最後まで手こずった主要モンスターの一匹である。大出力の怪音波かいおんぱで冒険者達の動きを縫い止めていたものの、少年ベルと分かれたリューの奇襲を受けたことで攻撃が中断され、そのまま乱戦に持ち込まれたのだ。

　第一級並みの潜在能力ポテンシャルを窺わせていたとはいえ、相手取る数が数である。殺人的な高周波を封じられてからは、他のモンスター達と一緒に瓦解するのも早かった。


「っ……！」



　眼下で己を取り囲む冒険者達に、歌人鳥セイレーンは胸を何度も上下させながら片目をきつく瞑つむる。

　もはや拘束されていないモンスターは彼女以外いない。傷付いた翼を折りたたみながら、歌人鳥セイレーンは返り血と思おぼしき赤で醜く彩いろどられた相貌を歪めた。

「ようやく一区切りか……」

　小康を保つ戦場を見渡し、団長のシャクティは息をつく。

（調教テイムさえなければ苦戦することもなかったろうが……いや、言うまい）

　主神ガネーシャの神意しんいだ、と彼女は頭かぶりを振った。

　二手に分かれたもう一方のモンスター達を追わなければ、とシャクティは指示を飛ばそうとする。

「……？」

　そこで、シャクティは振り返った。

　かきわける茂みの音と近付いてくる気配に、目を向ける。

　──黒犬ヘルハウンドに、一角兎アルミラージ？

　交戦するわけでもなく、己の前を二匹のモンスターが通り過ぎた瞬間。


「────」



　彼女は、ソレを見た。

　直後。

　ドンッッ、と。

「……姉者？」

　鳴り響いた鈍重な音に、樹上を見上げていた女戦士アマゾネスのイルタは振り返る。

　視界の奥で、彼女の義姉は木の幹に寄りかかっていた。

　背中と頭をつけ、体重を預けている。

　いや、違う。

　叩きつけられたのだ。

　すぐに、ずるっ、と。

　口から血を吐くシャクティの体が、音を立てて地に倒れ込んだ。


「えっ……？」



　彼女を受け止めた樹木もまたメキメキと嫌な亀裂音を奏で、轟然ごうぜんと倒壊する。

　リューも、アイシャも、他団員も、モンスター達も振り向いた。

　地に伏したまま動かない──再起不能に陥ったシャクティを残し、大森林が震撼しんかんする。

「姉者ぁ!?」

　イルタの悲鳴が打ち上がり、リュー達の瞳が見張られる。

　止まることなく膨れ上がり続ける存在感の塊は、もはや気配を隠す気など更々なく、木の根ごと草地を踏み砕きながら前進してくる。

　はっとする歌人鳥セイレーンが飛び立ったのに誰も気付けない中、ソレは、木々の奥から姿を現した。

「なっ──」

　ソレは岩のような拳こぶしを有していた。

　ソレは見上げるほどの巨軀きょくを誇っていた。

　ソレは強固な鎧を纏っていた。

　ソレは、巨大な両刃斧ラビュリスを持っていた。

　漆黒の皮膚ひふを持つ黒き影は、声を失うリュー達を睥睨へいげいする。

「貴様ァ!?」

　激怒するイルタ、そして【ガネーシャ・ファミリア】の団員が得物を構え突っ込む。

　冒険者達の前に現れた黒き影は──咆哮した。
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「レット、フィア、ここを抜けられるか!?」

　張り巡らされた迷路の奥。

　気が遠くなるほどの年月と数多の人の手によって造られた人造迷宮クノッソスの大広間では、依然として荒れ狂う宴が繰り広げられていた。

「ミスター・ベルの救援ということですか!?　この状況では……！」

「違う、背後の入り口へだ！」

「！」

「18階層まで戻り、残っているレイ達を説得して連れてきてほしい。この際、【ガネーシャ・ファミリア】でも構わない！」

　もう手段も選んでいられない、とフェルズはなり振り構わず叫んだ。

『異端児ゼノス』達の存在が冒険者に知られ波紋が起こったとしても、ここで【イケロス・ファミリア】に敗北するよりまだ良い。

　フェルズの意思に、二匹の『異端児ゼノス』は頷いた。

「18階層からここまでの道順は覚えているか？」

「はい！」

「『鍵』だ。これで『扉』を開けられる」

　球形の魔道具マジックアイテムが素早く受け渡される。小柄な身に不釣り合いな大斧を床に放り出す赤帽子レッドキャップは、座り込んでいる半人半鳥ハーピィを窺った。

「フィア！」

「飛びます……飛んでみせます！」

　下半身に枷を嵌められたままの半人半鳥ハーピィは、傷付いた体に鞭を打ち、翼を広げる。

　なけなしの力で宙を浮く彼女の片足にすかさず飛び付く赤帽子レッドキャップ。二匹の『異端児ゼノス』は理性を失ったモンスター達の頭上を飛び越え、石段の奥へと消えていった。

「魔術師メイジ、今なにをしやがった!?」

「！」

　二匹の姿を見送る暇もないまま、野太い声がフェルズのもとに投げられる。

【イケロス・ファミリア】の狩猟者ハンター達だ。ディックスの迷暴呪詛フォベートール・ダイダロスを免れた都合八人の男女が得物を持って突っ込んでくる。

「一つ聞きたい。君達は何故あの男に従っている？　見た限り、暴政を敷く人間にしか見えないが」

　まともに戦えば数の利に屈する。一斉に襲われれば一溜りもない。

　瞬時に判断したフェルズは、今も争い合う『異端児ゼノス』達の中心にあえて身を躍らせた。

「決まってんだろう、面白えからだ!!　ディックスに付いていけば、金も酒も女も、化物だって好きにして愉たのしめる！」

「……聞くまでもなかったか」

　返ってきた答えに、フェルズはそれ以上何も言わず迎え撃つ。

　近付く者を出鱈目でたらめに攻撃するモンスター達を障害にすることで、敵の行動が阻まれる。暴れ回るモンスター達の脇を何とかかいくぐり、もしくは大型の黒檻の上から跳躍してくる狩猟者ハンター達に、フェルズは接近される前に無色の衝撃波をお見舞いしていった。

「がァ!?」

「くそっ……さっきから何なんだ!?　それも魔道具マジックアイテムか!?」

「なに、『魔力』を弾代わりにして、衝撃波として放っているだけだ」

「限られたモンスターが使用する攻撃性の『咆哮ハウル』と同じさ」と説明する。

　混沌こんとんとした戦場がこの上なく黒衣の魔術師メイジに味方した。フェルズ自身モンスター達に脅かされ被害が出るものの、敵の『魔法』が封じられているのが何より大きい。

　この場での詠唱完成は至難だ。たとえ『並行詠唱』を修得していようとも歌い切れる者はそうはいない。戦場の外で足を止めて暢気のんきに詠唱していれば、逆にフェルズが詠唱無視ノータイムで狙い撃ちをする。

　攻撃用魔道具マジックアイテム『魔咆手マジック・イーター』。

　自身専用に作り出した、愚者フェルズの飛び道具である。

「限りなく燃費が悪いのが難点だが……ベル・クラネルの速攻魔法まほうが羨うらやましい」

『異端児ゼノス』達が暴走する乱戦を利用し、また一人、無法者を地に沈めた。

「ふざけたものを使いやがって……！」

　その黒衣も含め【万能者ペルセウス】並みの多用な魔道具マジックアイテム、あるいは【万能者ペルセウス】以上の埒外らちがいな効力ちからに悪態を吐きながら、獣人の一人がとうとうフェルズの懐ふところにもぐり込んだ。

「近付いちまえばぁ──!!」

　振り下ろされる長剣。

　フェルズはそれを、手袋グローブで鷲わし摑みにした。

「!?」

「君達の言うふざけた魔道具マジックアイテムを作り出すには、複数の発展技能アビリティが必須なんだ」

　渾身の力で振り下ろされた剣身を、いともたやすく受け止めるフェルズ。

　驚愕する相手を他所に、黒衣の魔術師メイジは淡々と事実を告げた。

「Ｌｖ．４だよ、私は」

　肉が腐り落ちてからは『恩恵』の更新もできなくなったが、と。

　過去の主神への恨みつらみを心中で呟きながら、空いているもう一方の手袋グローブを、相手の腹に押し付ける。

「待っ──」

　直後、爆音。

　腹部に炸裂した衝撃波によって、男は砲弾のごとく後方へと吹き飛ばされた。

「あと、これでも『賢者』を名乗っていた。『魔力』と精神力マインドには自信がある」

　紋様が刻まれた手袋グローブを発光させながら、黒衣の魔術師メイジはのたまった。

　四人撃破。ここを切り抜けられれば自分もベルの援軍に──そう考えていた矢先だった。

　背後より見舞われた一撃を、間一髪、フェルズは回避する。

「奇遇だな。俺達もＬｖ．４だ」

「……！」

　禿頭とくとうに黒の入墨タトゥーを刻んだヒューマン、大男グランの大剣が黒衣の一部を切り裂く。更に乱戦の隙間を狙ってフェルズの身を削ってくる女戦士アマゾネスに獣人、ドワーフ。

　ラーニェ達を殺害した、【イケロス・ファミリア】の主力だ。

　窮地であることを自覚しながら、フェルズは両手を振って衝撃波を乱れ打ちした。




　戦場の奥からけたたましい衝撃波の破砕音が連続する。

　激しい重奏を耳にしながら、ベルは目の前の男に幾度も斬りかかる。

「本当にＬｖ．３か、てめえ。どういう『敏捷あし』をしてやがる」

「……！」

　二Ｍメドルを超す紅の長槍を回転させ、眼装ゴーグルの男は容易く斬撃を弾いた。

　口では言うが、ベルの攻撃はディックスの体に掠かすりもしない。ここまでの猛攻が全て往いなされてしまっている。

『異端児ゼノス』達の叫び声を背中で受け、否が応でも焦りが募っていくそんなベルを、眼装ゴーグルの男は勢いよく槍を薙なぐことで後退させた。

　一度、互いの間合いが開く。

「あの魔術師メイジの言っていたことは本当だ。俺の『呪詛カース』は【ステイタス】を一気に落とす」

「……！」

「今も体がだるくてしょうがねえ」

　本当に罰則ペナルティを負っているのか、というベルの芽生えかけていた疑心を見透かすように、ディックスは迷暴呪詛フォベートール・ダイダロスの代償をあっさりと語った。

　相手の本来の実力は第一級冒険者並み。

　もしＬｖ．が一段階ワンランク下降すると仮定したとしても──Ｌｖ．４。

　ベルは顔が強張るのを感じながら、それでもわかっていた能力ステイタスの隔たりに今更怖おじけることなくナイフの柄を握り締める。すぐに、再度突つっ込んだ。

「ちょっと遊んでやるつもりだったが、やるじゃねえか。噂うわさの新人ルーキーは名ばかりでもねぇ」

　だがそろそろ飽きた、と。

　淡々とした口振りで、眼装ゴーグルの男は笑う。

「じゃあ、攻めるぞ？」

　遊んでいた槍の穂先が一転して、殺気を宿し襲いかかってきた。

「!?」

　凄まじい槍の一振りによって、《牛若丸うしわかまる弍式にしき》が左手の中から弾き飛ばされる。

　紅の短刀が宙を舞う最中さなか、捻ねじ曲がった紅の穂先が立て続けに急迫した。

「くっ!!」

　間一髪、避ける。

　白髪はくはつを何本か持っていかれながら上体をひねったベルは、そのまま回転し、逆手に持った《ヘスティア・ナイフ》をディックスへ叩き込む。

「よく動くなぁ、てめえは」

「づっっ!?」

　が、ディックスはすれ違う格好で一回転させた槍の石突きを、ベルの顔に叩き込み返した。

　空振りに終わる己の一撃、痛みに燃える顔面。一瞬世界が揺れたベルだったが、足の踏ん張りを利かせ、体勢を保つと同時に背後へ抜けたディックスに振り返る。

「──!?」

　振り向きざま、目前に迫りくる紅の穂先。

　男の凶笑が視界に飛び込んでくると同時、ベルは『力アビリティ』に任せ、無理矢理動かした《ヘスティア・ナイフ》で横から叩き払う。

「はははははははははははははっ!!」

　逸れた筈の赤槍が反転してベルに食らいつく。ディックスの笑い声とともに宣言通りの攻勢が始まった。

　まるで蛇のようにうねり牙を剝く長槍。《ヘスティア・ナイフ》一振りと体捌きのみで凌しのぐベルを容赦なく攻め立てる。見切れない──敵の攻撃を読み切れない。間断ない槍撃の中に織り交ぜられる粗暴な蹴りがしたたかに体を捉え、尚更判断はんだんを惑わせる。

　洗練さの欠片かけらもない、ひたすら暴力的な男の槍術に、ベルは追い詰められていった。

「そらよっ!!」

　とうとう体勢を崩した瞬間に放たれる、止めとばかりの一撃。

　向かってくる槍の突きに対し──ベルの瞳が鋭く光った。

　──かかった！

　空いていた左手を腰に回し、抜刀と同時に紅の斬閃を解き放つ。

　ディックスの槍を勢いよく切り払った。

「!!」

　煙水晶スモーキークオーツの色鏡レンズの奥で男の両目が見張られる。

　予備武装スペアの《牛若丸》。そして【剣姫】から見よう見まねで学んだ『攻撃の誘発』。

　戦争遊戯ウォーゲーム直前、女戦士アマゾネスの少女も一緒に市壁の上で繰り広げた酷烈な特訓内容を反映させ、ベルは窮地の中であえて隙を晒したのだ。

『止めの一撃は油断に最も近い』。

　憧憬アイズの教えを反芻はんすうしながら、ベルは霞かすむ速度で体を翻す。初代紅刀をもってぎりぎりのところで槍を往いなし、上半身が泳いだ相手の懐ふところへ体をねじ込んだ。

　長柄武器の急所、同時に自装備ナイフの間合い。己の得物の性能を爆発させようとする。

　だが、


「────」



　目を見張っていた筈のディックスの顔が、不敵な笑みを描く。

　ベルの死角、男の背中に隠れていた右手が持つのは、短剣に相当する大型のバトルナイフ。

　槍を持つ側とは逆の手が鈍い鋼の輝きを引き下げ、硬直する深紅ルベライトの瞳を焼く。

　まるでこちらの行動を真似るかのように、ディックスは腰から引き抜いた得物を、凍りつくベルの腹はら目がけ繰り出した。

　完璧かんぺきな罠返しカウンター。すくい上げるかのような、ナイフの刺突。

「っっ!!」

　完璧に虚を突かれたベルは、咄嗟に、全力で、膝を折りたたんだ。

「おっ？」

　目線が下がると同時に、腹部への一撃が胸部に吸い込まれる。

　バトルナイフの切っ先を受け止めるのは、装着した胸甲ブレストプレート。鉄色の兎鎧よろいが甲高い金属音を放ちながらディックスの得物をはね返した。

「はははっ、いい鎧を持ってるじゃねえか!!」

「うっっ!?」

　胸への衝撃にえずく暇もなく、前蹴りによって押し飛ばされる。

　どっと噴き出す汗にまみれながら、ベルはナイフを握る右手で胸甲ブレストプレートを押さえた。

（ヴェルフ……！）

　加工超硬金属ディル・アダマンタイトを混ぜ込んだと豪語していた、相棒ヴェルフ謹製の通算五代目の兎鎧よろい。

　大金をはたいて買った精製金属インゴット製だ、壊すんじゃないぞ、と記憶の中で笑う青年と鎧そのものに心底しんそこ感謝の念を送った。

　敵の必殺を見事に防いだ鎧によって、一命を取りとめる。

「いいぞ、お前。続きだ」

　口角を上げるディックスは攻撃を再開させる。

　バトルナイフをしまい再び槍を駆使する相手に、ベルは今度こそ防戦一方となった。

　──強い。

　能力ステイタスが下がろうが、ディックスの『技』と『駆け引き』は消えない。

　当然だ。彼の戦闘技術は、培ってきた経験は本物なのだから。

　たとえベルの能力ステイタスが、速さという最大の武器が伯仲に迫ろうとも、場数という名の『経験値けいけんち』はかけ離れている。狩猟者ハンターディックス・ペルディクスは、強力な『呪詛カース』がなくとも、掛け値なしに強い。

　槍の柄えで床に殴り飛ばされながら、ベルは痛感する。

　あの第一級冒険者フリュネを前にした時と同じ、抗えない絶望感が手足の先を焦こがしてきた。

「ぐぅっ!?」

　地面に転がった自分へすかさず降ってくる槍を何とか回避するものの、紅の穂先に頰を削られてしまう。

　すぐに立ち上がり一度距離を取るベルだったが、

「熱あつっ……!?」

　頰を犯す激しい熱と痛みに、堪らず体をくの字に折った。

「気を付けろよ？　この槍を迂闊うかつにもらうと……あっさり死ぬぜ？」

　ディックスは笑いながら、捻じ曲がった禍々しい槍を目の前に持ち上げる。

「魔術師メイジに作らせた特注品だ。これにも『呪詛カース』がかかってる。一度傷きずを付けられたら回復薬ポーションだろうか『魔法』だろうが塞がりはしねえ。解呪しない限りな」

「！」

　ベルは驚きを隠せなかった。同時に肝が冷える。

　ディックスの言葉を証明するかのように、拭っても拭っても傷口から血が止まらない。頰を伝って肌や鎧を紅く汚していく。

　一度でも攻撃をもらってしまえば治すことのできない、まさに『呪いの武具』だ。

　傷口を苛さいなむ真紅の呪いに、ベルは歯を食い縛る。

　──でもこの傷、どこかで？

　ちらっと視線を落とし、ナイフの刀身に反射する傷口を目にする。

　記憶の片隅が疼きを上げていることに、ベルは戸惑った。

「怪物モンスターどもはいくら痛め付けようが、その内うち治っちまうからなぁ。商品として出すには、塞がらねえ傷を与えて動けねえようにするのが手っ取り早い」

　さらりと恐ろしいことを述べるディックスの言葉を聞いて、ベルの顔に閃光が走った。

「もしかして……『ダイダロス通り』にいた『バーバリアン』は……」

　孤児院の裏手。子供達に冒険者依頼クエストを頼まれ、彼等とシルと一緒に潜入した地下階段。

　あの暗闇の中で一戦を交えた大型級のモンスターを、ベルは思い出した。

「おいおいおい、てめえ、アレにも会ってたのか！」

　啞然あぜんとするベルに、ディックスはおかしそうに声の調子を上げる。

「そうだぜ、あの大型級デカブツは俺達が捕まえたもんだ。しっかりこの槍で切り刻んでおいたんだが……出荷する前に、手下アホどもを振り払って逃げ出しやがっだ」

「……！」

「追おうにも崩れた地下通路の先に消えてな。放置するわけにもいかねえ、探させていた」

　血まみれであった巨体。血液が凝固しながらも塞がっていなかった無数の傷口。

　漏れる叫喚の中に交ざっていた怒り、苦しみ、悲しみの感情。

　ベルを動揺させた、怪物の『痛哭つうこく』。

　あの『バーバリアン』も『異端児ゼノス』だった──？

「あれで痛い目に遭ったからなぁ、もう大型級デカブツは例外なくブッ殺すことにしたんだが……そうか、片付けてくれたか。助かったぜ、【リトル・ルーキー】？」

　ベルは衝撃を覚えると同時に、目の前で喉を鳴らして笑う人物が、迷宮ダンジョンより、怪物モンスターより、とても恐ろしい存在に見えた。

　リューが語っていた『悪』とは、このような存在なのではないか。

　言いようのない薄ら寒さがベルの体を抱き締める。

「どうして……」

「ん？」

「どうして、モンスター達を、傷付けるんですか……？」

　気付けば、ベルは尋ねていた。

「言っただろう、金がいるって」

「本当に、それだけのために……!?」

　あの『痛哭』を聞いてもなお、金のために『異端児ゼノス』達を傷付けることが、どうしてできるのか。

　怪物の雄叫びが聞こえてくる中、ベルは身を乗り出し、問いただした。

「……」

　ベルのその言葉に、ディックスは一度口くちを閉じた。

　片手で眼装ゴーグルを押さえたかと思うと……にっ、と。

　これまでとは異なった笑みを見せる。

「【リトル・ルーキー】。どうしてダイダロスの系譜が、イカれた先祖の遺言なんぞに従ってきたか……千年も人造迷宮クノッソスに付き合ってきたか、わかるか？」

　不意の質問に、ベルがうろたえていると。

　ディックスは答えを待たずに告げた。

「血が、そうさせるんだ」

「え……？」

「血がよぉ、言ってくるんだよ」

　眼装ゴーグルの上から、その赤い瞳をあらん限りの力で押さえつけながら。

　熱の帯びた声で、男は言い放つ。

「ざわつきやがるんだッ、この馬鹿みてえな迷宮を完成させろってなぁ!!」

「っ──」

「居ても立ってもいられねえ!!　ダイダロスの血が駆り立てやがる！」

　男の、初めての感情的な声音。

　反射的に後退しかけるベルを他所に、ディックスは言い募った。

「このゴミみてえな薄汚え場所で生まれた時からそうだ！　人造迷宮クノッソスが、『手記』に書かれた『設計図』が、俺達を引きずり込んでドロドロに溶かしやがる!!　誰も逃れられねえ、この血の呪縛からは!!」

　ディックスは、笑っていた。

　笑いながら、激憤と怨嗟えんさに満ち溢れていた。

　見せつけられる激情の奔流に、ベルはおののいてしまう。

　──血の呪縛。

　千年前から連綿と続く、奇人ダイダロスの執念。

　神をも超えて、地下迷宮に勝る『作品』を創造しようとした男の果てしない妄執。

　彼の才能と狂気の片鱗は、ディックスの語った通り、血を通じて子孫にも受け継がれるというのだろうか。

「ふざけてんだろう、なァ!?　俺に命令していいのは──俺だけだろうが!?」

　憶測と可能性の間で当惑するベルは一つだけ、わかったことがあった。

　目の前の男、ディックス・ペルディクスは。

　彼の言う血の呪縛に抗おうとするほど、凄まじい『我意』を秘めている。

「……俺はこんな迷宮モノなくなっちまえと思ってる。噓じゃねえ」

　巻き起こった感情のうねりを一通り吐き出したのか、ディックスは薄笑いはそのまま、冷めた声で言う。

「俺は世界中の何よりも、この迷宮めいきゅうが憎い」

　だが壊せねえ。

　血が止めるんだ。ダイダロスの『呪い』が。

　それどころか『作品』を完成させるよう指図しやがる。

　ディックスは淡々と語り、眼装ゴーグルの上からずっと瞳を押さえ付けていた手を、離した。

「一時期、ダンジョンに八つ当たりした時期があったぜ。始祖ダイダロスも、系譜おれたちもおかしくさせたあの地下迷宮が憎くてな。モンスターどもを殺して、殺して、殺して、殺しまくった」

「……！」

「だが、当然満みたされねえ」

　そしてディックスは、ベルの背後、今も暴れ回っている『異端児ゼノス』達を見やった。

「どうすれば俺は満たされるのか……迷宮を作りながらずっと考えていた、その時だったなぁ、喋る化物どもを見つけて、狩り始めたのは。確か……あぁそうだ、威張り散らしていた男神ゼウスや女神ヘラの連中が消えた後だ」

　ディックスはそれから、うつむき、くつくつと笑い出した。

　喉を鳴らして笑う、あの嫌な嗤わらい声に、ベルは再び寒気を覚える。

「普通のモンスターとは違う。泣きやがる、命乞いをしやがる。ダイダロスを狂わせたダンジョンから産まれた、化物どもが、だ。……ははっ、堪たまらねえ」

「──」

　上がった男の顔に貼り付く、これ以上のない禍々しい笑みに、ベルは言葉を失った。

「──俺は見つけたぜ、『呪い』に代わる『欲望』を!!」

　ディックスは勢いよく、右手に持った紅槍を一閃させる。

「あの化物どもを辱しめ、泣かせて、絶望させて、ゴミクズみたいに扱ったところで、俺は初めて満たされる!!　血の飢えを鎮めることができる!!」

「なっ……!?」

「ご先祖様の言葉通り、俺は求めることに純粋になった！」

　男の声は止まらない。

「快感だぜぇ～！　血に勝るってことはよぉ!?　それは自分を超えるってことだ!!　酒も薬でも満たされねえ──最高の快楽だ!!」

　その男の逸した狂気を目まの当あたりにして、ベルは理解してしまう。

　つまり、ディックスが『異端児ゼノス』達に犯していることは既に過程に過ぎず。

　その本当の目的は、己の欲求とその獰猛な加虐性を充足させることにある。

　血の呪いさえ一蹴する、凶暴な『欲望』を。

　彼は自分の求めを──何よりも代え難き嗜虐心しぎゃくしんという名の『我意』を満たすために、行動しているのだ。

　鍛冶貴族クロッゾの血と今も戦っているヴェルフとは違う。彼と比べるのもおこがましい。

　ディックスは血に抗うことを止め──それ以上の『欲望』を解き放ち、怪物モンスター以下の『獣』に成り下がったのだ。

「そんなことのために……!!」

　ウィーネを、『異端児ゼノス』達を──。

　悦楽に溺れる男の姿を見て、ベルは肩を震わせる。

「そんなこと？」

　途端、ディックスから表情が消えた。

「取り消せよ、ガキ」

「──っ!?」

「わからねえだろう、逆らえねえ血の衝動ってものが」

　片手で何度も突き込まれる槍が、必死に躱かわすベルを貫こうとする。

「目玉の奥が焼き切れちまうほど、自分じゃどうにもならねえ『呪い』ってやつがなぁ!!」

　男の激情が込められた薙ぎ払いの一撃を、ベルは受け止めることができず、吹き飛ばされた。




「最初は、金のためだった」

　青空に囲まれながら、イケロスは言う。

「さっきも言ったように、人造迷宮クノッソスの完成には金、金、金……金がかかる。ダンジョンの『深層』からいくらお宝を持ち帰っても、足りねえくらいの大金が」

「……」

「しかも仲間つれが死ぬ危険性リスクも高いと来た。安全で高く儲ける方法があったら、飛び付くだろう？」

　偶然ぐうぜん発見した『異端児ゼノス』を捕獲し、そこから密輸を始めた当時のことを語るイケロス。

　ヘルメスは顔色を変えず、耳を傾けていた。

「ディックスも、最初はそのつもりだったんだけどよぉ……ひひひっ、あいつ、変わっていっちっまったんだ」

「変わっていった……？」

「ああ。都市外そとに出すために、モンスターを痛め付けている内によぉ……悲鳴や泣き叫ぶ姿を見て聞いている内に、目をギラギラと光らせるようになってなぁ」

　自分の中に眠っていた『欲望もの』がわかったんだろうなぁ、と続けながら。

　イケロスは、今では『異端児ゼノス』捕獲の目的と手段が入れ替わってしまっていることを告げた。


「愛しかったぜ？　何かを見つけて救われていくアイツの顔は。歓喜に打ち震えながら、一層凶暴きょうぼうになっていく様サマはよぉ……！」



「……悪趣味過ぎるぜ、イケロス」

「ひひひひっ……!!　神々おれたちじゃこうはいかねえだろう？　生意気な連中だが、俺は俺なりにあのガキどもを愛しているのさ」

　血の呪縛をもはね返すようになった眷族こどもを祝福するように、イケロスは声を風に乗せる。

「ディックスの代で、ダイダロスの悲願も潰えるかもなぁ」

「……」

「あいつはもう、人造迷宮クノッソスの完成なんて眼中にねー」

　イケロスは、その瞳を細めた。

「今のあいつは、俺が大好きな──獣の夢だ」
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（馬鹿なっ……!?）

　アスフィは、戦慄に抱き竦められていた。

　地に投げ出される何対もの手足、紅く染まった草花から涙のように滴る鮮血、粉々に打ち砕かれたあらゆる武具。

　樹上にひそむ彼女の視界に広がるのは、虫の息と化し、倒れ伏した冒険者達の姿である。

　全滅。

【ガネーシャ・ファミリア】の精鋭が、オラリオが誇る第一級冒険者達が、たった一体の『怪物かいぶつ』によって。

　シャクティ同様イルタが瞬殺され、そこからはあっという間であった。

『敵』は動揺する討伐隊の中でも第一級冒険者達を明確に狙い定め、彼等を各個撃破した後は一方的な蹂躙じゅうりんを働いた。片手に持つ巨大な両刃斧ラビュリスで地面ごとめくり上げ、大木のごとき剛腕を振るって薙ぎ払い、その足で冒険者達の小細工を踏み潰した。

　漆黒の皮膚は傷一つ付いていない。

　フッ、フッ、と断続的に吐き出される鼻息が、静まり返った森に響いていく。

　ソレは冒険者が屍のように転がる戦場の中心で、惨禍の王のごとくたたずんでいた。

（黒い、ミノタウロス……!?）

　知らない。あんなものは知らない。

　アスフィの知識には、あんな『怪物』は存在しない。

　激しい動悸どうきが内側より全身を揺さぶる。何かの拍子で今にも呼吸が乱れかねない。必死に物音を立てまいと、魔道具マジックアイテムの『透明状態インビジビリティ』を保つアスフィは震えそうになる手足を押さえ付けることに全神経をそそいでいた。

　アスフィは後悔した。

　情報収集を優先して、この場を離れるべきだったと。

　リュー達に感化され、陰から援護など柄でもない正義感を持ち出すべきではなかったと。

　早く、逃げ出しておくべきだったと。

　視線の先の光景を前に、今も体が言うことを聞かないアスフィは、後悔した。

「何の冗談だい、これは……」

「……」

　森の戦場に立っているのは、黒い『怪物』を除けば二人。

　アイシャと、リューである。

　支援する暇もなく蹂躙劇を見せつけられた彼女達の顔は、これまでにない緊迫感に染まっていた。正面に立つその存在に威圧され、迂闊に動けずにいる。

　他のモンスター達は既にいない。まるでこうなることがわかっていたかのように、一匹残らずこの場を離れて東端の方角へと向かっていった。

（……っ!?）

　逃げなさい、とアスフィは念じた。

　早くここから離れなさい、と彼女達に向かって心の中で叫んだ。

　しかし、エルフの戦士とアマゾネスは。

　アスフィの叫びに背くように、静かに己の得物を構えた。

　彼女達の周囲には【ガネーシャ・ファミリア】の団員達が横たわっている。

　そして、彼等にはまだ息がある。

　瀕死の冒険者達を見捨てまいと、リューとアイシャは黒い『怪物』に武器を向けた。

　アスフィはどうにもならない感情と一緒に、思い切り歯を嚙み締める。


「…………」



　張り詰める森の空間。

　ひりつくような緊張感の中で、リューの体が沈み、アイシャの大朴刀だいぼくとうが鳴り、アスフィの手が腰の囊ホルスターに回される。

　それぞれの胸の中の、三つの鼓動音が重なり合う。


『──ォォ』



　そして。

　黒い『怪物』が一歩踏み出したのが、合図だった。

「ッッ!!」

　リューとアイシャが疾走、それと同時に透明のまま樹上から跳躍したアスフィが、飛針と、爆炸薬バースト・オイルを投げつける。

　虚空より出現した三本の飛針を、装備した手甲であっさり弾き飛ばした『怪物』のもとに、時間差で投げ込まれた爆炸薬バースト・オイルが炸裂した。まともな損害ダメージなど期待しない。だが咲いた爆炎によって相手の視界が潰れた。二手に分かれたリューとアイシャは左右から斬りかからんとする。

　速さを活かし挟撃しようとする彼女達に対し、『敵』は──アイシャを狙った。

「「「っ!?」」」

　爆炎を破って現れる黒き影。

　地を蹴り砕き一瞬で距離を零ぜろにした剛脚に、目の前から姿を消されたリューも、頭上からその光景を見下ろすアスフィも、そして急迫されたアイシャも、戦慄を催す。

　眼前で振りかぶられる両刃斧ラビュリスに、アイシャは大朴刀だいぼくとうを割り込ませた。


「────」



　一瞬後、大朴刀だいぼくとうが粉砕する。

　柄つかを持つ指の骨が罅割れるほどの衝撃。分厚い剣身が一刀のもと叩き斬られ、アイシャの視界に銀の雨が散った。得物一本を犠牲にし攻撃を逸らすことに成功したのは彼女の技量故ゆえだったが、次撃を防ぐ術はない。

　間髪入れず、無造作に振るわれた敵の右掌が、アイシャに直撃する。

「──がっっ!?」

　左腕の上から平手打ちを喰らったアイシャの体がくの字に曲がり、嫌な音を奏でながら吹き飛ばされる。

　大木の幹にぶち当たった彼女は地面に沈み、動かなくなった。

「【麗傑アンティアネイラ】!?」

　リューの叫びに引き寄せられるように、漆黒の『影』はすかさず彼女のもとに身を翻す。

「っっ!?」

　慣性を無視するかのような豪砲のごとき勢いに、リューは神速の反応をもって体を倒した。

　地面すれすれまで前傾する彼女の頭上を一過する両刃斧ラビュリス。恐ろしい風圧によってフードごと覆面が剝ぎ取られ、リューの整った素顔があらわになる。

　エルフの戦士はただで終わるものかとすれ違いざま木刀を一閃させるが──『敵』は片足の膂力りょりょくのみで跳躍し、その攻撃を回避した。

「っ……!!」

　巨軀の着地で轟然と震える戦場、驚愕を振り切りながら瞬時に反転するリュー。

　視界の中央に現れる黒き『怪物』は既にこちらを向き、距離が離れているにもかかわらず、その両刃斧ラビュリスを引き絞っていた。

　──投擲とうてき!?

　否である。

『敵』はリューの予測を裏切り、繰り出した両刃斧ラビュリスを己の足もとに叩きつけた。

　生えていた青水晶が草地と一緒に爆発し、無数の弾丸となって殺到する。

「くっ!?」

　リューはこれも何とか回避するものの──。

「──ぐ、ぁっ」

　彼女の背後で、いくつもの水晶弾が弾ける音と、悲鳴が散った。

「なっ……」

　背後を一瞥したリューは愕然とする。

　地面に倒れていたのはアスフィだった。

　すぐに、リューは理解する。

『敵』が狙ったのは自分ではなく、魔道具マジックアイテムを装備する【万能者ペルセウス】だったのだと。

　匂においか、気配か、姿を透明にしているアスフィの位置を正確に摑んでいた『怪物』は、広範囲の散弾攻撃を撒き散らしたのだ。

　リューの体がまさに衝立ついたてとなってしまい、アスフィの回避行動は遅れてしまったのである。

「アンドロメダ……」

　水晶の散弾を浴び、漆黒兜ハデス・ヘッドは破壊されていた。

『透明状態インビジビリティ』を解除された美女の体が背中から倒れ込んでいる。寸前で身を包んだ純白の耐衝撃布マントを穴だらけにされ、血まみれとなり、壊れた銀製の眼鏡も地面に投げ出されていた。

「……」

　戦闘不能に陥ったアイシャと、アスフィを呆然と見やったリューは、視線を前に戻す。

『怪物』は悪夢の象徴のように厳然とそこに立っていた。

　冒険者を、あるいはモンスターを何人も何体も斬ってきたのか、血塗ちまみれの両刃斧ラビュリスを揺らしながら一歩一歩、震動を伴いながらこちらに近付いてくる。

　リューは無言のまま、腰を落とし、構えた。

　木刀を両手で握り締め、敵に対し半身を取る。

　その姿に、漆黒の『怪物』も足を止めた。

　感情を見通せない双眼でリューを凝視していたかと思うと、静かに、両刃斧ラビュリスを構える。

　たった一人、リューは『怪物』と対峙した。

「……」

　敵の攻撃によって覆面は失われ、エルフの美貌が森に晒される。

　戦意は衰えていない。

　その柳眉りゅうびを吊り上げ、敵を凛然りんぜんと見据える相貌は戦士の顔である。

　だが、顔中から流れ落ちる大量の汗が、彼女の心境を物語っていた。

（久しぶりだ……）

　濃厚な『死の気配』。

　冒険者を止め、ダンジョンから足を洗ったリューが久しく感じていなかった感覚。

　首の皮一枚のところでくぐり抜けてきた、絶対的な死線。

　今いま直面しているそれは、これまで経験してきたどのものよりも濃く、激しい。

　一時の静寂がリューの鼓膜を貫く。

　早まる鼓動の音が警鐘となって頭と耳を揺らす中、手を浅く開き、木刀を強く握り直す。

　次の瞬間、

『──オオオオオッ!!』

「ッッッ!!」

　リューと『怪物』は動いた。

　裂帛れっぱくの咆哮とともに放たれる斬撃を、地を這うことで回避し、木刀を下段から突き出す。

　こちらの攻撃も躱されるが、構わない。リューは足を止めず加速する。

　アイシャの交戦を顧みればわかる通り、敵の圧倒的な怪力の前に防御は下策だ。僅かな接触すら予断を許さない。風のように走り、旋風のように躱す。そして疾風を纏って攻撃を放つ。リューは攻撃と回避に全身全霊を注そそぎ込んで漆黒の『怪物』を迎え撃った。

　相手の凄まじい潜在能力ポテンシャルが常に先制を奪い取る。リューは常に後手だ。

　更に『怪物』は攻撃を見切り、『技』を使う。一部の武装したモンスター達と同じだった。今のリューにはそれが何よりの脅威である。攻撃される度に凄まじい悪寒に襲われながら、それでも怯まない。怯んだ先は敗北であり、死だ。

　巨体の相手に対し常に姿勢を低く保ち、執拗に脚部へ攻撃を加える。

『──ウゥ』

　速度が上がれば上がるほど鋭さと威力が高まるリューの攻撃に、『怪物』は目を見開いた。リューはそれが歓喜の表情にも見えた。この『怪物』は今まで遭遇そうぐうしたどのモンスターとも違う。

　このモンスターが行なっていることは人類に対する『殺戮』ではなく、『闘争』。

　そんな考えが過ぎる。そしてその違いが何を戦闘にもたらすのか、リューは身をもって知っていた。殺戮者と戦士の違いはとどまることを知らない高みへの渇望、そして勝利への執念である。リューはあらわになっている相貌を歪めた。

　そして、分身するがごとく駆け続けるエルフと無類の力を解き放つ『怪物』の戦闘は、一分を待たず決着の時を迎えた。

　長期戦などもとより頭になく、最初から全力で動き続けていたリューが。

　もうここが限界であると悟ったエルフの戦士が、勝負に出たのだ。

「ァあああッ！」

『──!!　オオオオオオオオオオッ!!』

　側面からの突貫。獣のごとき低姿勢で特攻を仕掛けてくるリューに、黒き『怪物』は両刃斧ラビュリスを振り上げる。

　相手の疾走を遥かに超す速度で、その大刃を地に炸裂させた。

『!?』

　直後、発生する爆風によって木刀が宙に舞う中、『怪物』の肩が一驚に揺れる。

　手応えなし。

　空を切った両刃斧ラビュリスはただ地を破砕し、勝利の手応えをその剛腕に伝えてこない。

　一瞬の空白が生まれた『怪物』の体を、次には、影が覆った。

（──もらった）

　リューである。

　両刃斧ラビュリスが振り下ろされる直前、疾走から跳躍を経て宙に躍り出たのだ。

　敵の視線を常に下段に集めていたのは布石。相手の思考を操作し、不意を打ち抜くため。

　リューが最後に切った手札は、空中戦。

　地上戦に対応し続けていた敵の初動が、この時、致命的に遅れる。

　リューの『駆け引き』が『怪物』の力と技を上回った。

「はあああああああああッ!!」

　驚愕する敵てき目がけ、腰に差した二刀の小太刀を抜き放つ。

《小太刀・双葉》。今は亡き極東出身の仲間ファミリアからもらった二刀の太刀。

　リューは『怪物』の命を刈り取ろうと双刃を閃ひらめかせた。

「──なっ」

　しかし──防がれる。

　リューの渾身の双撃を受け止めたのは、角つのであった。

　頭部から生える猛牛のごとき紅き角。

　この角だけは決して折れぬとばかりに、『怪物』は渾身の双撃を真っ向から食い止めていた。

　そこから、必殺を受け止められ宙を泳ぐリューの体を　首の筋肉のみで勢いよく弾き返す。

「ぐぅうっ!?」

　盛大な衝突音を発し、リューの細い体が大樹に叩きつけられる。

　肺から呼気を引きずり出されながらも体勢を立て直そうとする彼女の前に、黒き影は瞬時に肉薄した。

「っ──」

　眼前で振り上げられる両刃斧ラビュリス。回避も間に合わない。

　漆黒の巨軀を見上げるリューは、死を覚悟した。


『────…………』



　だが、斧が振り下ろされる直前。

『怪物』は動きを止め、全く別の方向を見上げる。瞠目したリューも気付いた。森の奥から、モンスターの遠吠えが聞こえてくる。まるで何かを知らせるように。

　沈黙していた黒き『怪物』は斧を下ろし、リューの前から移動を始めた。

　立ちつくす彼女を置き、地を揺らしながら、森の奥へと消えていく。

「……見逃され、た」

『怪物』が完全に姿を消した後、リューは力なく呟く。

　痙攣けいれんして握り締めることのできない手の平を見下ろし、そこからはもう耐えられず、大幅に消耗した体を大樹の幹に寄りかからせた。

　目を眇めながら、階層が形作る青空を見上げる。

　水晶光に照らされる森の戦場には、多くの冒険者達が倒れ、彼女以外動うごくものはいなかった。
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「そんなに俺が許せねえか、【リトル・ルーキー】？」

　終わらない狂騒の中、ディックスは問いかける。

「ただ喋るだけだ。モンスターであることは変わらねえ」

「づ、ぁ……!?」

　ベルの体はぼろぼろに傷付いていた。

『呪いの槍』の刺し傷こそ防いでいるものの、戦闘において優位に立つ男の手で手酷く痛め付けられている。戦端が開かれて時間が経過した今、満身まんしん創痍そういと言ってもいい状態だった。

　ただ、その瞳だけが曇らない光を宿している。

「惨たらしくブッ殺してやることの、何がいけない？」

「ぐっ!?」

「今までお前もそうしてきただろう？　モンスターを仕留めて、金に変える。一緒じゃねえか」

「がっ……!?」

　赤槍の柄えで、満足に動けない少年の体を殴り飛ばす。

　ベルは《ヘスティア・ナイフ》で弾き返すものの、速い斜線となって走る鈍器の全ては防ぎ切れない。足を、腕を、顔を何度も打たれた。

　笑みを浮かべるディックスは遊ぶように、いたぶるようにベルを打ちのめしていた。

　その瞳の光と心を折ろうと、問いかけという名の言葉の刃を繰り出しながら。


「……それ、でもっ……そうだったとしてもっ……！」



「？」

「リドさん達は、あのモンスター達はっ、笑うことができる……！　僕達と同じように、涙を流せる……！」

　ベルは深紅ルベライトの瞳で、ディックスを睨みつける。

「手を、握ることだって……!!」

　その手の平に残る温もりを思い出すように、右手を握り締めた。

「……てめえも、イカれちまったんだなぁ」

　ディックスの笑みが、益々深まる。

　まるで彼の嗜虐心に火がついたように、眼装ゴーグルの奥の赤い瞳がギラギラと輝き始めた。

「さて、どうしちまうか」

「うぐっ……!?」

　肩に振り下ろされた一撃に、ベルはとうとう片膝をついた。

　左手を床に置きながら呼吸を乱す少年の姿を、ディックスは見下ろす。

「そういえば……お前はあの竜女ヴィーヴルにお熱だったな」

　ぽつり、と。

　呟かれたその言葉に、ベルの時が止まる。

「──いいぜ、お前の目を覚ましてやる」

　男はその顔に、酷薄な笑みを刻んだ。


「待っ……！」



「寝てろ」

　強烈な蹴りを顎に喰らい、ベルは石畳に転がった。

　喉を鳴らす男の気配が遠ざかっていく。瞬間的に朦朧もうろうとする意識、揺れる視界に吐き気を覚えながら、それでも唇に歯を突き立て、ベルは床を蹴り飛ばした。

　ふらつきながらディックスが向かった先、大広間の奥へと走る。

　大広間の奥には複数の通路と、複数の最硬金属オリハルコン製の『扉』、更に作業の途中で放り出したと思われる金属が剝き出しの深い縦穴があった。己の遥か後方から暴走する『異端児ゼノス』達の震動が伝わってくる中、薄暗い通路の一つにベルは駆け込む。

　明滅するたった一つの魔石灯。

　揺らぐ闇。

　纏わりつく黒暗をかきわけ、もつれる足を動かしながら、短い石道を抜けると、

「──ベル!!」

　竜の少女が、天井から伸びる鎖で拘束されていた。

「ウィーネ!!」

　壁に手をつくベルの目が見開かれる。

　場所は何もものが置かれておらず、代わりにいくつもの血痕を床に残す小空間。

　両手を鎖で戒められる少女の姿は贄にえという言葉を連想させる。足も枷で固定され前屈みの格好にある上半身は、今のベルと同じ、痛々しい打撲の跡がいくつもあった。

　青銀の長髪を揺らし、青白い肌と鱗うろこをぼろぼろにしながら、ウィーネは涙が溜まった琥珀こはく色の瞳で傷付いたベルを見つめ返した。

　やっと会えた。また会うことができた。

　でも違う、これは違う。

　こんな場所で、こんな姿で、身も心も痛めながら再会するなんて、二人とも望んでいなかった。願っていなかった。

　刹那の内に、数え切れない感情がベルの胸の中に溢れ返る最中さなか。

　元凶である眼装ゴーグルの男は、少女のすぐ側に立っていた。

「【リトル・ルーキー】、問題だ」

　ディックスは薄い笑みを纏いながら、青銀の髪を鷲摑みにする。

「あっ……!?」

　顔とほっそりとした頤おとがいを強引ごういんに上げられ、ウィーネの悲鳴が漏れる。

　瞬く間に怒りが突き抜けるベルは制止の言葉を吠えようとしたが、

「コイツの頭の石を剝ぎ取ったら……どうなる？」

「──」

　少女の額、埋まっている紅石に手を添えるディックスに、心臓を握り潰された。

『ヴィーヴルの涙』。

　巨万の富が約束された紅石。『幸福の石』と言われるほどの神秘の宝石。

　だが、その紅石を奪われた瞬間、竜女ヴィーヴルは凶暴化し、暴走を──。

「止めろぉ!?」

　ベルはなりふり構わず、叫んでいた。

「だ、だめっ、やめて──わたしが、わたしじゃあ無くなっちゃう……！」

「はは、わかってんのか、てめえ」

　走り出す。

　怒鳴り散らしたいほど言うことが聞かない足を前に動かし、少女のもとへ。

　鎖に繫がれ、体を震わし、怯おびえるウィーネのもとへ。

　遠い。果てしないほど遠い。二人の間にあるなんてことのない距離が無限に感じられるほど、絶望的なまでに、遠い。

　ウィーネの名を叫びながら、ベルは手を伸ばした。

　涙をこぼす琥珀色の瞳が、手を伸ばし返すかのように、こちらを見つめた瞬間。




「じゃあな、化物」




　男の手が、少女の紅石をむしり取った。


「────」



　ベルの時が止まる。視界が色を失う。世界が停止する。

　勢いよく引き剝がされた紅石が、少女の額を離れ、光の尾を引いた。

「ぁ──」

　仰のけ反ぞるように天井を見上げる少女の唇から、声の欠片が落ちる。

　琥珀色の眼球の中で瞳孔が収縮し、細い手足が震えた。

「──ぁ、ァ」

　びくんっ、と。

　波のように大きく痙攣させた少女の体から、震えが止まらなくなる。

　束縛する鎖が恐怖するように小刻みに鳴り出した、次の瞬間。

　少女の喉から凄まじい叫喚が迸ほとばしった。

『──ァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?』

　呆然と立ち止まったベルの目の前で、少女の体から解き放たれる絶叫。

　かき鳴らされる鎖の悲鳴とともに始まるのは、肉体の変化だった。既に背中から生えている片翼の後を追うように、盛り上がった青白い肌から対となる大翼が生まれる。

　それだけにとどまらない。少女の手が、足が、膨張を繰り返す。

　止まらない。少女の変形が止まらない。

　奇怪な肉の音を奏で、少女は──『怪物』は変貌した。


「…………ウィー、ネ」



　引き千切られる鎖、粉砕される地面。

　震撼する空間の中心で煙のごとき砂埃すなぼこりを浴びながら、ベルは掠れ切った声をこぼす。

「くははっ、こうなるか」

　剝ぎ取った紅石を持つディックスは笑声を漏らし、素早くその場から離れた。

『──ァア』

　立ちつくすベルが見上げる先で、変貌を終えたそれは、うつむけていた顔を上げる。

　感情のない琥珀色の瞳で、少年の瞳を捉えた直後──咆哮した。


『────────────────────────────────ッッ!!』



　突撃。

　その二本の腕で摑みかかられたベルは、飛翔のごとく真後ろの石道へ押し飛ばされる。

　恐ろしい勢いで視界が流れ、それの巨軀が通路を爆砕する音とともに、大広間の床へと叩きつけられた。

「な、なんだ、ありゃあ……」

　武器を構えていた大男グラン達が、遥か後方より出現したその存在に呆然とする。

「まさ、か……竜の少女ウィーネなのか……!?」

　彼等に追い詰められ、黒衣をぼろぼろにしながら壁に寄りかかるフェルズもまた、慄然とした声を漏らす。

　委細構わず猛り狂い、ただただ暴乱の雄叫びをもって出迎える『異端児ゼノス』達モンスターの先で、その巨大な影はゆっくりと体を起こした。

「……ぁ」

　叩きつけられた石畳から痛みに燃える背中を引き剝がすベルは、目の前にあるその巨軀を見上げ、再び凍りつく。

　尾を含めた全長は、七Ｍメドルを超えようかという体軀たいく。

　両脚が一体化し、下半身は大蛇のごとき胴体へと変形を果たしていた。細い上半身からは灰色の皮膜を有する禍々しい対の翼が生え、不気味なほど不均衡アンバランスに見える。

　鋭さを取り戻し長くなった竜の爪、より歪いびつとなり体の随所を覆う竜の鱗。翼にかかり背中を流れる青銀の長髪と、光り輝くような瑞々しい青白い体の肌だけが少女の面影を残している。

　首の上に乗る頭部。まるで竜の化粧を施したかのように頰はささくれ立ち、顔は硬質化している。その虚うつろな瞳は瞳孔のない白眼と化し、凶暴化した証を示すように血走っていた。

　紅の宝石、第三の眼を失った額は、暗く窪くぼんでいる。

　体を持ち上げ、三Ｍメドルもの高さから見下ろしてくる竜女ヴィーヴルに、ベルは言葉を失った。

「はははははははっ!?　なに呆ほうけた面つらァしてんだ【リトル・ルーキー】！　全部、もと通りじゃねえか!!」

　遅れて大広間に戻った男の大笑が、ベルの耳を震わせていく。

　その通りだ。

　これが『ヴィーヴル』。

　ベルの知識の中にもある、半人半蛇ラミアのごとき体型を持つ、竜種のモンスター。

　竜の、『怪物かいぶつ』。


『……ァ、ァ、ァ、ァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ!?』



　耳をつんざかんばかりの金切り声を発しながら、竜のモンスターはその長い髪を振り乱す。

　肌をも震わせる大音声と、何度も振り上げられる竜の尾が床を砕く振動に、ベルは茫然自失した表情で立ちつくすのみだった。

　そこにはもう、ベルの知る竜の少女ウィーネはいない。

　無邪気な笑顔も、温もりも、涙も失った異形の貌ぼう。

　否定なんてできない。

　正真正銘の『怪物』だ。

「これを見て、さっきと同じことが言えるかぁ、【リトル・ルーキー】!?　えぇ、ベル・クラネル!!」

　亀裂が走ったかのように、ベルの顔が歪んだ。

　ディックスの言葉が悪魔の囁ささやきのように少年の胸を犯す。

　人類とはかけ離れた威嚇的な体軀、血を象徴する残酷な爪牙、獣性を帯びた恐ろしい声。

　醜い。

　なんて醜い。

　人類を闘争に駆り立てる、あの凄まじい嫌悪感と忌避感が体から湧き上る。

　ディックスの言葉は間違っていない。

　この感情は、何も間違っていない。

　本来の姿を取り戻した竜の『怪物』に、ベルは間違いなく──吐き気を覚えていた。


『……るゥゥ……ぅうぅぅぅぅぅぅぅううううううううううっ!?』



「がっっ!?」

　目の前で立ち竦むベルを、暴れ狂う竜の尾が薙ぎ払う。

　鱗に包まれた巨木のごとき尾に殴られ、ベルは埃を巻き上げながら床を滑っていった。打ち付けられた腰の小鞄ポーチから容器の砕ける音が鳴り響き、全損ぜんそんする回復薬ポーションの溶液が漏れ出す。

　ようやく止まったところで、うつ伏せの姿勢のまま口から血を吐きながら悶え苦しむ。

「これでわかっただろう、ベル・クラネル!?」

　彼方から再び投じられる、ディックスの声。

　ぽたぽたと落ちる血で石畳を染めながら、震える腕で体を起こすベルへ、追い打ちをかけるように叫びかけた。

「お前の前と後ろには何が広がってる!?」

　ベルの前には。

『怪物』の本性を曝さらけ出した、醜悪な竜のモンスター。

　ベルの後ろには。

　野獣のごとき咆哮を上げ、暴れ狂う数多のモンスターの群れ。

　人類とは分かり合えず、争い合う『怪物かいぶつ』の光景に挟まれている。

「殺されかけただろう!?　今も、さっきもよぉ！」

　竜女ヴィーヴルに、蜥蜴人リザードマンに。

　凄まじい咆哮をもって、凶暴な眼まなこで射竦められ、殺されそうになった。

　力と殺意を振るわれた。

「それが化物ばけものだ！　それが『怪物かいぶつ』だ!!」

　ディックスは嗤う。揺るがない真実を掲げて。

「目を覚ませよ、ベル・クラネル!!　お前もこっちに来い！」

　愉悦を孕んだ男の笑い声がどこまでも響いていく。

　ベルの震える瞳が見開かれ、視界に映る石畳を血の斑点が汚していく。

「はははっ、本当に趣味が悪いぜ、ディックスのやつ」

　ディックス同様、その光景を遠くから眺める大男グラン達もまた愉快げな笑みを張り付ける。フェルズに止めも刺さず、成り行きを見守っていた。

「ベル・クラネル……！」

　必死に立ち上がろうとするフェルズは、苦渋に染まった声を絞り出す。


『……るゥゥゥゥゥッ……ウぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……!!』



『怪物』達の狂騒が、竜女ヴィーヴルの唸り声が。

　遠くなったベルの耳に残響する。

　瞳が揺れる。視点が定まらない。吐き気に溺れそうだ。口の中が鉄の味にまみれている。

　灼熱しゃくねつの痛みと嫌悪感に攪拌かくはんされながら。

　周囲を『怪物』達に囲まれながら。

　ベルは──鳴り響く鼓動の音を聞いていた。

「どうせ、成り行きでここにいるんだろう！　正直になっちまえ！」

　体を打ちすえる男の声に、ベルは項垂うなだれる。

　そうだ、成り行きだ。

　異形の少女を見つけて、【ファミリア】を巻き込んで、巻き込まれて。

　全部全部、成り行きだ。

　もしかしたら、自分で決めたことは、何もなかったのかもしれない。

　状況に流されるがままで、何一つ決断していなかったのかもしれない。

　だから、これは代償だ。

　今が、支払う時だ。

　答えを出す──その時だ。

　ベルは歯を食い縛り、手を握り締め、渾身の力で立ち上がった。


『……ウうぅっ……!?』



　ベルは見据える。

　今も体軀を振り回し、暴れている竜女ヴィーヴルを。


『……るぅぅ……！』



　本来、凶暴化した『ヴィーヴル』の行動は一貫している。

　奪われた『ヴィーヴルの涙』を取り返そうとより攻撃的になり、暴虐の限りをつくすのだ。

　だが、モンスターは今も、紅石を持っているディックスのもとに向かおうとしない。


『……べるぅぅぅ……』



　それよりも大切な何かを、探しているかのように。


『べるぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……！』



　探している。

　あんな姿になってもなお、ベルのことを探している。

『怪物』に成り果てた今も、少年のことを求めている。

　ベルは拳を握り締め、前に進み出した。

「……ィ、ーネ」

　口もとの血を拭い、傷付いた体を引きずり出す。

「ウィーネ……！」

　喉を震わせながら、少女の名を呼んだ。


『────────────────────アァ!?』



　近付いてくるベルに対し、竜女ヴィーヴルは巨尾を翻す。

　まるで仲間を殺された悪夢にうなされるように、人間の悪意を恐れるように。

　少年の体を薙ぎ払った。

「おいおいっ、何とかしねえとそのまま死んじまうぞォ!?」

　ディックスの哄笑が響いてくる中。

　再び床に転がったベルは立ち上がり、竜女ヴィーヴルに歩み寄っていく。

「……ウィー、ネ」

　弾き飛ばされる。


「ウィー……ネ」



　叩きつけられる。


「ウィー、ネッ……！」



　それでもなお、ベルは暴れ狂う竜女ヴィーヴルに再三近付いていく。

『アアッッッ!?』

　ぼろぼろになって自分の前に立つ人間に、モンスターはとうとうその腕を振り下ろした。

　鋭く輝く竜の爪。袈裟けさに振り下ろされた左手が、ベルの右肩に叩き込まれる。


「────ぁ」



　振り下ろしの直撃を浴びたベルの体が、あまりの重さに沈み込む。

　踏み締めるブーツが足もとを砕き、石板を陥没させた。

　肩口に見舞われた竜の爪は──しかし、止まっていた。

　ベルの肩の肉の半ばまで食い込み、そこから進まない。

　ギギギ、と音を立てながら震えている。

　仲間ヴェルフの鎧が竜の爪に嚙み付き、静止させていた。

「……じょう……ぶ」

　ベルは、顔を上げた。

　すぐ近くで、己を見下ろしている竜の『怪物』を見上げる。

「……だい、じょうぶ、だよ？」

　ベルは、笑った。

　痛みに耐えながら、瞳に涙を溜め、精一杯笑った。

　出会った時と同じように。

　いつかの時と、同じように。


『──────』



　竜の『怪物』が、震える。

「僕は、いるよ……」

　肩に食い込んだ少女の爪を、血が流れるのも厭いとわず、右手で握り締める。

　血を吸った爪ごと、その指を包み込む。

「大丈夫だよ、ウィーネ……」

　硬直する異形いぎょうの体を、そっと抱き寄せた。

　冷たくなった体を、醜悪な顔を、胸の中でかき抱く。

「──」

　その光景に、ディックスは立ちつくし、大男グラン達は息を呑み、フェルズは言葉を失う。

　少年の姿を視界に捉えたモンスター達もまた、一瞬、体を痙攣させた。

「大丈夫だから……」

　嫌悪と忌避の感情を認め、受け入れながら、それ以上の想いで強く抱き締める。

　いつも少女が胸の中で聞きたがっていた、色褪いろあせない鼓動の温もりを伝える。

　ベルは青銀の髪に口もとを埋め、涙を流しながら、囁いた。

『ぁ……』

　瞳孔を失った琥珀色の瞳もまた、透明の滴を流す。

　一筋、二筋と、止まらない。双眸から溢れていく。

　泣くことを知らない筈の『怪物』が、涙を流した。


『ぁ……ァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?』



　ベルの体を突き飛ばし、竜女ヴィーヴルは再び恐慌に陥る。

　その長軀を嵐あらしのように振り乱しながら、少女の心と『怪物』の本能がせめぎ合うかのように、涙とともに慟哭どうこくを散らした。

「ウィーネ……！」

　床に腰を落としたベルは顔を悲痛に歪める。

　苦しむ少女のもとへ、もう一度走り出そうとしたその時、

「──白けたぜ」

　紅の槍が背後を襲った。

「っ!?」

　体を投げ出すことで咄嗟に回避したベルは、足を回転させ、槍を持つ男と相対する。

　眼装ゴーグルで瞳を隠すディックスは、苛立いらだった表情でベルを睨んでいた。

「何やってんだよぉ、てめえは。期待外れもいいところだぜ。そのナイフで化物の腹を捌さばけば良かっただろうが」

　唾を吐き捨てながら、ディックスは片手で突きを見舞う。

　息を切らすベルは《ヘスティア・ナイフ》を抜いて、連続で放たれる穂先を防いだ。

「言っただろう？　化物は、化物だ！」

「……！」

「化物に気をおかしくして、どうするつもりなんだ、ええ!?」

　繰り広げられる刺突の舞いの中で、ディックスは激昂げきこうした。

「化物を助ける義理が──価値がどこにある!!」

　瞬間。

「ッッッ!!」

　ベルの双眼が光を灯す。

　見開かれたその瞳で槍の軌道を見切り、なけなしの力を振るって──穂先を切断した。

「なっ──」

「誰かを救うことに、人ひとも、『怪物かいぶつ』も関係ない!!」

　呪詛じゅそを宿す穂先が錐揉もみし、高い音を鳴らして彼方へと転がった。

　驚愕するディックスを前に、ベルは決然とした眼差しで言い放つ。

「助けを求めてる!!」

　それだけは救うに足る真実であると吠え、少年は神かみの刃やいばを構えた。

「十分じゅうぶんだ!!」

　他の誰でもない、誰の言葉でも意志でもない。

　少年自身が決断した答えと、想いの丈が大広間に響き渡る。

「ベル・クラネル、君は……」

　その少年の咆哮に、フェルズは静かに呟いた。

　同時に、暴れ回る『異端児ゼノス』達にも変化があった。

　あるモンスターは肩を揺らし、あるモンスターは何度も胸を上下させ。

　ある石竜ガーゴイルはその石の瞳を大きく開き。

　ある蜥蜴人リザードマンは、その雄黄ゆうおうの眼まなこから水の粒を落とした。

「──お前、偽善者だな!!」

　そして、ベルの宣言に対しディックスは。

　口を大きく裂き、獰猛な笑みを浮かべながら再び襲いかかった。

「ならお前は人も怪物モンスターも救うってのか!?　誰も彼かれも助けるってか!?」

「っ……!!」

「無理だろォそりゃあッ!?　ガキでもわかるぜ！」

　反吐へどが出ると言わんばかりに、ディックスは嘲笑を向ける。

　穂先カースを失った長い槍の柄えと、バトルナイフを装備し、もう満足に戦うこともできないベルを容赦なく攻め立てる。

「ベル・クラネル、てめーは兎うさぎなんかじゃねえ！　てめーは、蝙蝠こうもりだ!!」

「っ!?」

　その決定的な言葉でベルの頰を殴るとともに、長脚を大きく振り上げ、少年の体を蹴り飛ばした。

「うっ……!?」

「あぁ、つまらねえ……要は、頭の足りねえただのガキだったか」

　床に倒れるベルに、ディックスは槍の柄えで肩を叩きながら近付く。

　心底失望しつぼうしたように声を落としながら、槍を一回転させる。

「もういい。くたばれ」

　切断され鋭利に尖とがった槍の柄えを、ベルに向けて打ち出した。

　だが、まさに槍がベルを貫こうとした直前。

「ありがとう──」

　ディックスの背後で、赤緋せきひの鱗に包まれた尾が揺らめいた。

「──ベルっち」

　長直剣ロングソードを大上段に構える蜥蜴人リザードマンが、瞳を血走らせながら、勢いよく腕を振り下ろす。

「なっ──ぐぉ!?」

　はっと気付くとともに何とか直撃を躱すディックスだったが、その背中から血が飛び散る。

　獣のように後退し間合いを取る眼装ゴーグルの男は、信じられないものを見るかのように叫んだ。

「て、てめえっ!?」

　窮地を救ったその蜥蜴人リザードマン──リドの姿に、ベルもまた驚愕する。

　リドの瞳は未いまだに紅く染まっており、『呪詛カース』の影響下から脱していないのは明らかだ。

　しかし。

「ちくしょう、嬉しいなぁ、嬉しいぜ……訳のわかんねえ力なんて吹き飛んじまうくらい！」

「っ……!?」

「人間の言葉っていうのはっ……こんなにっ、体を熱くさせてくれるんだな……！」

　胸に宿る熱を足場に、己を奮い立たせ、呪いをはねのけるように。

　リドは嚙み締める牙を割れんばかりにギリギリと鳴らし、刀剣の柄を握り締め、怪物の形相とも取れる引きつった泣き笑いを浮かべていた。

　雄黄ゆうおうの眼まなこから、涙腺が壊れたかのように涙がこぼれ落ちていく。

「ごめんな、ベルっち……ありがとう」

　これまでのことに対する謝罪と、感謝の言葉を搾り出した後、リドは前方を睨み付けた。

　未だ『呪詛カース』によって強制される暴力性を、怪物モンスターの咆哮を、ディックスに差し向ける。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「ッ!!」

　その姿に胸を奮わせるベルもまた、力を振り絞り、蜥蜴人リザードマンの後に続く。

　一人と一匹が肩を並べ、暴悪な狩猟者ハンターに激しく斬りかかった。

「ふざけんなッ……なに正気に戻ってんだよォ、化物がぁ!?」

　ディックスの苛立ちの声。ともすれば、動揺の声音。

　事実、彼は窮地に陥っていた。

　満身創痍のベル、未だ完全に『呪詛カース』から解放されていないリド。両者ともに実力が十全に発揮できないとはいえ、二対一。蜥蜴人リザードマンに限っては剣技の精彩は著しく欠いていても、第一級冒険者並みの怪力──ディックスと同等以上の潜在能力ポテンシャルは健在だ。迷暴呪詛フォベートール・ダイダロスの代償によって能力ステイタスが著しく下降している彼に対抗できる道理はない。

　かといって力を取り戻そうと『呪詛カース』を解除すれば、錯乱している全ての『異端児ゼノス』が正気を取り戻し、一斉にディックス達狩猟者ハンターに牙を剝く。

　愚かな偽善者が手たぐり寄せた、たった一つの異常事態イレギュラーが、男の退路を絶った。

「ディックス!?」

　押されていくディックスの姿に、大男グラン達も焦った叫び声を上げる。

　彼の『呪詛カース』だけが【イケロス・ファミリア】の優位を保つ唯一の術だ。頭目の救援に向かわんと、彼等は大広間の奥へ走り出した。

「──があっ!?」

　そこへ、女戦士アマゾネスの無防備の背中に凄まじい衝撃波が叩き込まれる。

「させん……！」

「て、てめぇ!?」

　女戦士アマゾネスが顔から地面に突っ込むのを他所に大男グランと他の仲間が振り返ると、そこには左腕を突き出したぼろぼろの魔術師メイジが立っていた。

　怒れる狩猟者ハンターに向かって、フェルズはぐぐぐっと右腕も突き出し、衝撃波を乱れ撃つ。

「くそったれがっ、お前等はあの魔術師メイジをブチ殺せ！　俺は他の連中を連れてディックスのところへ行く！」

　大男グランは返事を待たず、獣人とドワーフの狩猟者ハンターを壁代わりに駆け出した。フェルズの攻撃によって倒れていた他の仲間を蹴り起こし、モンスター達が暴れ回る戦場を迂回していく。

　だが、次の瞬間。

　グシャッという生々しい音の後、大男グランの視界の半分が消えた。


「ぁ、あぁ……？」



　真横から振り下ろされた一撃によって、顔の左半分を抉えぐり落とされたと、大男グランが気付くのには時間を要した。

　当惑の呟きとともに引きつった動きで首を回し、残った片目を向けると、そこには肩で息をする石竜ガーゴイルの姿があった。

『ァ、ガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

「な、なんでっ──ぎゃあああああああああああああああああああああああああ!?」

『呪詛カース』に支配されている筈の『異端児ゼノス』が、理性を失ったまま狩猟者ハンター達に殺到する。

　リドと同じように呪いに抗うグロス達は、悲鳴を上げる大男グラン達やフェルズの息の根を止めようとするドワーフ達を、鏖殺おうさつするがごとく出鱈目に襲いかかった。

『シャアアッ!!』

「ふッッ!!」


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　大広間のあらゆる戦況が一変する中、ベルとリドの連携にディックスは追い詰められていく。

　右から蜥蜴人リザードマンの双剣が振るわれ、左から少年のナイフが突き込まれる。

　素早く位置を入れ替えながら、交互あるいは同時に繰り出される攻撃の数々に、凌ぎ続けている槍の柄えとバトルナイフが軋きしんだ。耳に届いてくる大男グラン達の悲鳴が一層ディックスの焦燥を駆り立てる。

　常に傲岸ごうがん不遜ふそんであった男の顔に、初めて汗が伝った。

　そして──彼は気付く。

「──」

　ベルの振る左手の《ヘスティア・ナイフ》、同じくリドが振るう長直剣ロングソードと曲刀シミター。

　都合三振りの刃が乱れ斬りを見舞ってくる中に、紛れ込んでいるその音を。

　リン、リン、と。

「──おい」

　剣の風斬り音に隠れながら奏でられる、微細な鐘チャイムの音。

　激しい戦闘音に塗り潰されていた音の源は、ベルの拳。

「──おいっ」

　帯びるのは純白光、集束するのは光の粒子。

　眼装ゴーグルに反射するその輝きを目視し──ディックスはあらん限りに絶叫した。

「──なに溜めてんだッてめえええええええええええええええええええええええええッ!?」

【英雄願望アルゴノゥト】。

　高速戦闘下での並行蓄力チャージ。

　蜥蜴人リザードマンとの一戦で身に付けた『技』を、彼との共闘の中で爆発させる。

『グルアッ！』

「っ!?」

　取り乱したディックスの一瞬の隙を、リドの曲刀シミターが突く。

　間一髪回避するものの、体勢が崩れた彼の間合いを、超速の肉薄が掠め取った。

　ザッッ、と音を立ててディックスの懐に踏み込まれるベルの左足。男の顔が凍結する。

　二十秒分の蓄力チャージ。

　ベルは雄叫びとともに、拳砲を繰り出した。




「ああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」




　炸裂。

「──がぁああああああああ!?」

　白き稲光のごとき閃光が爆砕し、戦闘衣バトル・クロスに包まれたディックスの胸部を捉える。

　凄まじい衝撃に打ち抜かれた男は、猛烈な速度で遥か後方に積まれていた黒檻の一角に突っ込んだ。

「あっ、ぐッ……!?」

　ディックスが吹き飛ぶと同時、ベルは激痛に蝕むしばまれる右手を押さえる。

　蓄力チャージを付与した武器をも破壊してしまう【英雄願望スキル】の反動。僅かな時間ならいざ知らず、長い蓄力チャージはベルの拳を破壊したのだ。

　皮が破け出血し、骨が砕けた己の手を、ベルは歯を食い縛りながら握り締める。

「ァ──」

　一方、リドや『異端児ゼノス』達の瞳に宿っていた紅の光も完全に消え去っていた。

「……ワ、私達ハ……」

「グロス……！　『呪詛カース』が解けたか！」

　迷暴呪詛フォベートール・ダイダロスから解放される『異端児ゼノス』達の姿に、フェルズが安堵の声を上げる。

　破壊衝動に支配されていた彼等の手で全滅した狩猟者ハンター達の側で、グロスや他のモンスター達は頭を振り、落ち着きを取り戻していった。

「やったんだな、ベルっち！」

「……」

　正気を取り戻し沸くリドを他所に、いや違う、とベルは一人だけ直感していた。

　撃破したことで『呪詛カース』が解けたのではない。

　ディックスは攻撃が当たる直前、自ら解呪したのだ。

　避けようのない決定打を回避するために、『呪詛カース』の代償を取り除いて本来の能力──Ｌｖ．５の耐久力をもって、ベルの【英雄願望アルゴノゥト】をぎりぎりのところで耐え凌いだのである。

「がっっ、ぁ……痛いてえええええええええええええええええええ……!?」

　油断なく見据えるベルの視線と、ばっと振り向くリドの視線の先、壊れた黒檻の中に埋もれるディックスが苦鳴を放つ。

　ベルが渾身をもって叩き込んだ蓄力チャージの一撃は確実にディックスの痛手となっていた。殴られた胸骨に罅が入ったのか何度も咳せき込むと同時に吐血し、その身を小刻みに震わせている。檻の山に衝突したことで、随所からの出血も激しい。

「くそっ、ちくしょうッ……!?　ブッ殺してやる……!?」

　両手に持った槍の柄えを杖つえのように突き立てて、檻の中から立ち上がったディックスは、罅割ひびわれた眼装ゴーグルの中から充血した赤眼を露出させながら憎悪の声を漏らす。

「それはこっちの台詞だ」

「っ!?」

　ディックスに接近したリドが、剣呑な眼光を晒しながら得物を振り下ろす。

　寸前のところで回避した眼装ゴーグルの男を、リドは容赦なく追い打ちした。

「同胞達にしてきたことを償ってもらうからな!!」

「お、おいっ、止せ！」

　怒りを剝き出しにしながら襲いかかるリドから、ディックスは飛び退りながら逃げ惑う。ベルもまた、未だ視界の端で苦しむ竜女ヴィーヴルを救うため、激痛と疲労に喘ぐ体を叱咤しったして参戦した。

「待てっ、待てって。死んじまうだろうがっ。そんなことしたらっ」

　ベルとリドの攻撃を、ディックスは必死に躱しては防ぐ。

　それまでの暴悪な態度は鳴りをひそめ、小物のような言動で後退を続けていった。

　ゆっくりと、悶え苦しむ竜女ヴィーヴルや、広間の隅にある複数の『扉』に近付いた時、

「そんなことしたら──」

　うつむいていたディックスは、笑みが浮かぶ顔を振り上げた。

「──壊れちまうぜ？」

　飛びかかろうとした二人の前に突き出されるのは、一つの紅石。

「「ッ!?」」

　攻撃を強引に中断するベルとリド。

『ヴィーヴルの涙』。今も苦しむウィーネを救うための唯一の鍵。

　不自然に停止した二人を、ディックスは嗤いながら折れた槍の柄で打ち払う。吹き飛ばされる二人に対し、そのまま右手に持つ紅石を掲げた。

「そんなに大事か？　なら返してやる！」

　そして彼が石を投じた先は、増設作業が終わっていない剝き出しの縦穴。

「っ!!」

「くッ!?」

　ベル、リドともに目の色を変えて疾走する。

　身体能力にものを言わせたリドがあっという間に縦穴へ落ちていく紅石に追い付き、ためらいなく身を投げ出す。

　彼が紅石を摑み取るのを前にしながら、遅れて足を踏み切ったベルは石ともども落下する蜥蜴人リザードマンに飛び付き、その長い尻尾しっぽをぎりぎりのところで捕まえた。

「思い通り過ぎて笑えてくるぜ！」

　縦穴の縁で必死に蜥蜴人リザードマンの巨体を支える少年を他所に、ディックスは伸ばした指を竜女ヴィーヴルへ突きつけた。

「【迷い込め、果てなき悪夢げんそう】」

　超短文詠唱の後、禍々しい紅波がウィーネに照射される。

『──アアアアァ!?』

「なっ!?」

　上半身を仰け反らせ、絶叫する竜女ヴィーヴル。ベル達のもとへ急ぎ向かおうとしていたフェルズやグロス達がその淀よどみない一連の流れに驚倒する。

「仕上げだ」

　最後に、ディックスは罅割れた眼装ゴーグルを脱ぎ捨て、『Ｄ』という形の記号が浮かぶ左眼をあらわにする。

　側にある『扉』と共鳴させ、勢いよく開口させた。

「そら、行っちまえ」


『────ッッ!?』



　暴走する竜女ヴィーヴルは開いた扉の先、急段差の果てしない上り階段を駆け上がっていった。

「貴様、何ヲシタ!?」

「俺の『呪詛カース』は人数を制限する分には見せてやる幻覚も多少操作できる。──ベル・クラネル、あの竜女ヴィーヴルは今頃いまごろお前の幻影を追いかけてるぜ！　この先は地上への直通だ！」

　前半は逆上するグロス達に、後半は何とかリドを引き上げたベルに、声が向けられる。

　最後の返報とばかりにディックスは口端を裂いた。

「あんな化物が地上に出たら、すぐ始末されるだろうなぁ！」

「っ……!?」

　息を呑む少年の姿に満足したように、ディックスは『眼』を用いて別の『扉』を開ける。

「ディックス・ペルディクス!!」

「おっと！　俺に構ってないで、早く追いかけてやれよ！　はっ、ははははははははははははははははははははっ!!」

　フェルズの放った衝撃波を躱し、ディックスは『扉』の奥へ進み哄笑を響かせていった。

「クッ……!?」

　石の翼を広げるグロスが突っ込んだが、寸前で『扉』が勢いよく閉ざされる。

　最硬金属オリハルコン製の『扉』が閉ざされ、ディックスの追跡は事実上不可能となった。


「っっ──リドさん、紅石いしを！」



「ベルっち!?」

　ベルはリドの手から紅石を取り上げ、ウィーネが消えた急階段を駆け上っていく。

　焦熱に体を焼かれながら、暴走する竜女ヴィーヴルを追いかけた。

「不味いっ……リド、グロス、後は頼んだ！」

『異端児ゼノス』の露顕ろけん、ひいては今も混乱中の都市にモンスターという爆弾が出現する事態を危ぶむフェルズもまた走った。

　この場を『異端児ゼノス』達に任せ、ベルの後に続く。

「リド、グロス！」

　それに一歩遅れて、歌人鳥セイレーンのレイが率いる残りの『異端児ゼノス』が大広間に到着した。

　解放された同胞達、更に倒れ伏し物言わなくなっている狩猟者ハンター達の姿に、レイ達ともども赤帽子レッドキャップのレットと半人半鳥ハーピィのフィアが驚きを浮かべる。

「──！　レイ、『鍵』ハアルカ!?」

「えっ？」

「敵ノ頭アタマガ迷宮ノ奥ニ逃ゲタ！　奴ハ危険ダ、逃ガスワケニハイカナイ!!」

　大広間の奥から叫びかけるグロスに、瞠目したレイは背後を振り返った。

　彼女達をここまで導いた半人半鳥ハーピィ、そして赤帽子レッドキャップが『鍵』の魔道具マジックアイテムを彼女に見せる。

「レイ、『鍵』は一つしかありません。複数に分かれてこの迷宮を自由に行き来することができない」

「……でハ、この『鍵』ハ遅れて来る『彼』ニ」

　レットと素早く言葉を交換し、『鍵』を小型のモンスター達に持たせた。

　道を引き返す彼等と分かれ、大広間に残ったレイ達はリド達と合流する。

「レイ、冒険者達はどうなった？」

「何とカ切り抜けましタ。犠牲者ハ……恐らク出ていないト思います。こちらノ方ほうハ？」

「見テノ通リ、同胞達ハ助ケ出シタガ……紅石イシヲ奪ワレタ竜娘ウィーネガ暴走シタ。愚者フェルズト……アノ小僧ガ追ッテイル」

　地上に向かってしまったウィーネにレイ達が声を失う中、リド達は素早く意見を出し合う。

「捕マッテイタ同胞ハ限界ダ。モウ動ケン。安全ナ場所デ休マセナケレバ」

「でハ、同胞達ヲ守るものと……」

「……オレっち達も、ウィーネを追いかけるぞ」

『呪詛カース』による暴動が止めとなって力つきているモンスター達と、ウィーネやベル達が向かった地上への経路をグロスとレイ、リドはそれぞれ見やる。

　リドの発言に対し、金翼の歌人鳥セイレーンと灰石の石竜ガーゴイルは目を向けた。

「ベルっち達に任せ切りでいいのか？　ずっと助けてもらうだけでいいのか？　オレっち達が地上に出たら余計ないざこざを起こすかもしれねえ……でも、何かあった時、今度はオレっち達がベルっちと、ウィーネを助けねえと」

　最悪の想定も視野に入れ、今度は自分達があの少年と、彼の大切なもののために、身を挺さなければと。

　リドは強い眼差しで、押し黙るグロス達を見つめ返した。

「……ついでに、念願の地上も見れるんだぜ？」

「馬鹿者ッ、コノ非常時ニ……」

「ですガ、行くのでしょウ？」

　最後の最後でおどけた物言いをするリドを叱りつけるグロスだったが、その胸中を見抜いているかのようにレイが横から笑いかける。

「ベルさんヲ森デ見かけた時、もしかしたらト期待してしまった私ガいた……そして、あの少年ヒトガ同胞ヲ救ってくれたト知って……今、私ハとても嬉しイ」

　頰を染め、微笑ほほえみながら、拙つたない人語で金翼の歌人鳥セイレーンは心の内を語る。

　そしてそれは頭目リド達の話を聞いていた他の『異端児ゼノス』達も同じだった。

　雄叫びや甲高い声を上げ、後を追いかけようと意志を伝えてくる。

　口を閉ざしていたグロスは、やがて背の翼を広げた。

「……愚者フェルズハトモカク、アノ小僧ニ任セテオケン」

　怪我けがの状態を見て場に残るモンスターとそうでないモンスターを振り分けた彼は、翼を打って宙を浮き、地上への階段に向かう。

　笑みを交わすリドとレイも、彼の後に続いた。

「なぁ、グロス？　やっぱり人間にも、信じられるやつがいるだろう？」

「……マダダ。モシモノ事ガアル、信用スルニハ……」

「素直じゃねえなぁ」

「石竜グロスハいつもこんな調子ですからネ」

「黙レッ」

　三匹肩を並べて、リド達は『異端児ゼノス』を引き連れ階段を駆け上がり始めた。




　一方、この時。

　全滅した【イケロス・ファミリア】の中で、人知れず姿を消した男がいた。

『異端児ゼノス』に見つからないよう石畳を這いずり、石段を転げ落ちて。

「ディックスゥ……どこいったんだ、たすけてくれぇ……ちくしょう、バケモノども……ゆるさねえ……」

　右手には加工された精製金属インゴット、左手には切断された紅槍の穂先。

　左眼ごと顔表面の半分を失ったヒューマンの大男は正気を失い、譫言うわごとのように言葉を吐きながら、ずるずると迷宮の中を進んでいった。
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　赤い滴が音を立てて垂れていく。

　背後に点々と血の跡を残しながら、男は薄闇に包まれた人造迷宮クノッソス内を進んでいた。

「あぁ、くそったれ、痛え……！」

　出血する体を押さえるディックスはその顔を獣のように歪め、悪態をつきながら、通路の一角に作られた精緻な彫像を蹴り壊す。

『ダイダロスの瞳』で人造迷宮クノッソスを自由に移動できるディックスは、大広間から逃げた後、移動を続けていた。『設計図』が記載された『ダイダロスの手記』を嫌というほど読まされてきた彼が、複雑怪奇なこの領域で迷うことはありえない。

　まずは体を落ち着けて傷を癒いやそうと、治療道具一式が揃そろう派閥ファミリアの地下本拠ホームを目指している。

「化物ども、それにあのガキ……！　絶対にブッ殺してやる……！」

【イケロス・ファミリア】は彼を残し全滅だ。捕獲していた『異端児ゼノス』達も奪い返された。

　この醜態と屈辱は何倍にもして返してやると、ディックスは荒い息をつき、血走った瞳で薄闇の先を睨みつけた。

「……？」

　ディックスは、不意に動きを止めた。

　もはや住み慣れた迷宮が、いつもと違うように感じられたのだ。

　空気が震えているような、静寂が警告を告げているような、まさに本当の地下迷宮ダンジョンに身を置いているかのような感覚。長い等間隔で灯されている魔石灯の光が、燭台しょくだいの火のように揺れている。

　最硬金属オリハルコンの『扉』を何枚も越え、追っ手の存在すら気にかけず、逃亡を続けていたディックスはこの時、背筋に冷たいものが走るのを感じた。

　噓だ、馬鹿な、『扉』は閉めた、そんな筈が──。

　背中に突き刺さるこの視線は錯覚だと、加速する動悸に罵倒するディックスは、気付けば走り出していた。

　痛みを訴える四肢を無視し、荒い呼吸を野放しにしながら、身を襲う悪寒から逃れようと距離を取る。だが、離れない。体から滴る血液に気付き血痕を残すまいと止血をするが、悪寒の源みなもとは迷路に残る臭いでも辿っているのか、ディックスが知覚する一定の間合いから決して遠ざからなかった。

　ディックスが通過した『扉』を閉めれば、また別の『扉』の開く音がどこからか響いてくる。まるで追い詰めるかのごとく、姿の見えない追跡者の影は刻一刻とこちらへと近付いてきていた。


「っっ……!?」



　記憶にある順路を辿っているにもかかわらず、どこまでも同じ景色が視界に飛び込んでくる。錯覚と幻惑の坩堝るつぼが、ディックスの意識を焦りと恐怖に染め、蝕むしばんできた。

　ダイダロスの妄執が、名工の思い描いた混沌の世界が、その本性を現す。誰をも平等に惑わす人造迷宮は一人の男を終わらない悪夢の中に引きずり込んでいた。追跡者の存在が後ろから近付いているのか、それとも前から迫せまっているのか、ディックスにはもはやわからない。

　ディックスに既に余裕はなかった。

　たとえ何らかの障害が現れようとも己の『呪詛カース』で退けようという安易な目論見もくろみは、木こっ端ぱ微塵みじんに打ち砕かれている。それほど今の状況は──彼に迫る何かは常軌を逸していた。頭の中を真っ赤に染める警鐘をもたらしていた。

　ディックスは、矜持も体裁も捨てて走り続ける。

　そして。


「────」



　ディックスの足が、止まった。

　視線の先、何の変哲もない一本道を前に、停止を余儀よぎなくされる。

　冷ひえ冷びえとした石の通路。先を見通すことのできない充満する薄闇。

　その闇が、揺らいだ。

　あらわになっているディックスの赤い瞳が凍りつく。

　それはまるで、深淵の最奥で生贄いけにえを待つ、迷宮の王のように。

　漆黒の『怪物』──黒き猛牛は、闇を引き千切り、ディックスの目の前に現れた。

「……おい……ふざけんな」

　ディックスの失敗は、怒りと憎しみにかまけて冷静な判断を失っていたこと。

　敵の手にある『鍵』の存在を失念していた。

　何より、彼の唯一の誤算は──その『存在』を知らなかったことだ。

　フッ、フッ、と荒い鼻息がディックスの耳朶を打つ。

　一歩、一歩、破滅の足音とともに迫りくる影に両の足は動かない。

　岩のような左手に握り締められる血塗れの両刃斧ラビュリスが、剣呑な光を放った。


「聞いてねえぞ、こんな化物おおおおぉぉ────!?」



　絶叫じみた罵声を放ちながら腕を振り上げたディックスに、漆黒の影が覆い被さる。

　次には──ドンッ!!　と。

　それで終わりだった。

『呪詛カース』の使用など許されず、男はあっさりと振り下ろされた断頭台の餌食えじきとなった。

　惨みじめで、何よりあっけない暴悪な男の死であった。

　飛び散った鮮血、潰れた肉塊の横を通り過ぎ、『怪物』は進む。

　同胞のもとに馳せ参じるように。

　飽くなき闘争なにかに飢えるかのように。
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「ベル・クラネル！」

　どこまでも長大な階段。石の段差は無限に続いているのではないかと錯覚するほど延々に上方へと伸びている。ダンジョンの深度から逆算すれば都合十七層分もの距離が存在する地下階段を駆け上がっていたベルは、黒衣をなびかせるフェルズに追いつかれた。

「そんな体で無茶をするな。酷使の域を超えているぞ」

「フェ、フェルズさん……」

　大広間の戦闘で深手を負っているベルは警告されてしまう。

　事実、思うように体が動かず、後発のフェルズに並ばれてしまった。

「走ったままでいい、少し待て」

　呼吸を乱すベルに、フェルズは手袋グローブに包まれた手を添える。

「【ピオスの蛇杖つえ、ピオネの母光ひかり。治癒の権能をもって交わり、全てを癒せ】」

　足もとに広がる白の魔法円マジックサークルに、魔導士の杖のように発光する手袋グローブの紋様。そして易々と唱えられる『並行詠唱』。

　ベルが驚いていると、詠唱を終えたフェルズは『魔法』を発動させた。

「【ディア・パナケイア】」

　様々な色彩の光玉がベルを包み込み、次には体中に負っていた傷、壊れた拳、更には疲労感までが消失した。

「これは……！」

「万能薬エリクサーと同じ、いわゆる全癒魔法というやつだ」

　高位の回復魔法により、ベルの体が文字通り全快する。

「ありがとうございます、フェルズさん！」

　漲みなぎる活力を取り戻したベルはフェルズに礼を告げ、一気に加速した。

　兎を彷彿させる速度で階段を八段飛ばしで駆け上がっていく少年に、先行されたフェルズは取り残される。

「マジか……！」

　その目を見張るほどの速度に、つい神々の言葉が口を衝ついて出た。「追いつけん……！」とこぼす魔術師メイジを置き去りにして、ベルは懸命に両腕を振っていく。

「ウィーネ……！」

　やがて響いてくる、石材が砕ける音。

　遥か視界の奥でうっすらと瞬く光は、モンスターがとうとう地上に進出したことを告げていた。
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　西側の市壁に近付いていく日の光が、あと数時間も経てば夕刻が訪れることを教えてくる。

　未だ青空が広がる中、【ヘスティア・ファミリア】の面々は都市南東部、『ダイダロス通り』の中に入っていた。

「駄目です、全く見つけられません……」

「土地勘がないやつにしたら、ダンジョンよりよっぽどダンジョンしてるぞ、ここは」

「ヴェ、ヴェルフ様、何をおっしゃっているのか私わたくしにはよく……」

　黒ずんだ煉瓦通りを塊となって移動する中、左右の景色へ顔を振る命ミコト、片手で頭を押さえるヴェルフ、ほんのりと汗ばんでいる着物姿の春姫ハルヒメが口々に喋る。

「サポーター君、やっぱり人に聞いても駄目だ。それらしい話があっても、色んな噂が交ざってる」

「そう簡単にことが運ぶとは思っていませんでしたが……」

　迷宮街の住人に聞き込みを行なっていたヘスティアとリリは顔を寄せ合う。

【ソーマ・ファミリア】を出た後、ザニスの情報通りにリリ達は『ダイダロス通り』に訪れた。モンスターの影がちらつく場所を根こそぎ当たろうとした彼女達だったが、あまりに難解な貧民街スラムの構造に迷うことの方がざらだった。

　上にも下にも伸びる階段、絡み合うように入り交じったいくつもの小径。煉瓦造りの建物が多い中、密集した建築物の大きさや高さに一切の均一性はない。まるでだまし絵の中に迷い込んだようだ。有限の街の中に無限の通り道と階段を閉じ込めたかのような、そんな錯視感に惑わされてしまう。

「ベル君もそうだと思うけど……『ダイダロス通り』にはいい思い出があまりないんだよなぁ」

　過去を振り返るように煉瓦造りの塔を仰ぐヘスティアは、蒼みがかかった瞳を細めた。

　異なる道に入っては、赤線で記された『道標アリアドネ』を逐一確認し、ヘスティア達は街の中をさまよっていく。

「──！」

「おい……今の」

　その異変に、最初に気付いたのは命ミコトとヴェルフだった。

　鋭く振り返った彼等にぎょっとするヘスティアを他所に、狐人ルナールの春姫ハルヒメの耳がぴんっと立ち上がり、リリも遅れてはっとする。

　ヘスティアが眷族達の様子にうろたえていると──数多くの悲鳴が、たちまち連鎖した。

「!!」

「行くぞ！」

「はい！」

　主神が状況を察するのと同時、ヴェルフと命ミコトを先頭にして【ヘスティア・ファミリア】は走り出す。叫び声と一緒に逃げてゆく住民達と激しくすれ違いながら、流れのもととなっている騒ぎの中心地へ急行した。

　そして何度目とも知れない角を曲がった瞬間。


「なっ……！」



「モンスター!?」

　ヴェルフ達の視界に飛び込んできたのは、半人半蛇ラミアのごとき醜悪なモンスターであった。

　迷宮街の中でも外れ。並ぶ民家に囲まれた幅広の通りで、建物の一角が破壊されている。何枚もの壁を破ってきた証左のように、モンスターの青白い肌や鱗には無数の石片が引っかかっていた。

　膨大な煙が舞う周囲には、まだ逃げ遅れた一般人が大勢残のこっている。

　無論、この場にいる派閥や冒険者は【ヘスティア・ファミリア】のみだ。


「敵の住処アジトから脱走してきたモンスター……ってことで、当たり、か？」



「……ま、待ってください、あれは」

　路上に倒れ込み、全身を震わせているモンスターのただならぬ雰囲気を警戒し、ヴェルフが背から大刀を引き抜く中、長刀《虎鉄こてつ》を構える命ミコトが動揺した声を漏らす。

　騒ぎを聞き付けた時点で行使していた彼女の【八咫黒鳥スキル】は、見覚えがないにもかかわらず、前方のモンスターと遭遇経験があることを告げていた。

　やがて、煙の奥でゆっくりと顔を上げた怪物の姿を見て、硬直するリリはその名を呟く。

「……ヴィーヴル」


『──っっ!?』



　ヴェルフ、命ミコト、春姫ハルヒメ、ヘスティアが一斉に息を呑んだ。

　そして、彼女達は見てしまう。

　不自然に空洞となった──ある筈の紅石が失われた─その額を。

「まさか……!?」

　視線の先の竜女ヴィーヴルの身に何が起こっているのか悟った瞬間、モンスターは、動いた。


『────────ッ!?』



　絹を裂くような甲高い叫喚を上げ、ヘスティア達のもとへ突っ込んでくる。

　咄嗟に反応したヴェルフと命ミコトが、大刀と刀を交差させ障壁のごとく押し止めようとするが、

「ぐ、おおおっ!?」

「うあっ!?」

　弾き飛ばされてしまう。

　凶暴化した竜女ヴィーヴルの突撃は凄まじく、Ｌｖ．２の冒険者を二枚並べたところで完全には阻めない。勢いは殺したもののヴェルフ達は民家に突っ込み、街の住民達の悲鳴が一段と大きくなった。

「ヘスティア様……！」

「く……っ!?　春姫ハルヒメ君！」

　側にいたリリに道の脇へ押し倒されていたヘスティアは、竜女ヴィーヴルの前で倒れている狐人ルナールを見つけ叫んだ。

　衝撃の余波を食らい擦り傷だらけになった春姫ハルヒメは震えながら上体を起こし、呆然と目の前のモンスターを見上げる。

「ウィーネ、様……？」

　紅の光に包まれた、琥珀色の瞳。

　より竜の少女と触れ合ってきた春姫ハルヒメは確信とともに、その名前を口にする。

　変わり果てた姿に、翠みどりの双眸に涙が溜まった。


『ァァァァァァァァァァァアッ!?』



　変貌した竜の少女は幻影を追いかけるように長大な体軀を翻した。

　亜人ドワーフの胴体ほどもある竜の尾がしなり、その場から動けない春姫ハルヒメのもとに迫る。「春姫ハルヒメ殿!?」と命ミコト、そしてヘスティア達の叫びが響き渡った、その時。

「──ウィーネ!!」

　風のように疾走するベルが、場に飛び込んだ。

「ベル君!!」

　ウィーネが破った穴から現れたベルは、半ば体当たりするように竜の尾に飛びつき、鎧の手甲をもって弾くことで軌道を変えた。尾は春姫ハルヒメの頭上を横切り、空振りに終わる。

　ヘスティア達の驚愕と歓呼の声を耳にしながら、少年は背中を晒し、狐人ルナールの少女の前に立った。

「ベル、様……！」

「春姫ハルヒメさん、下がっていてください！」

　まだ涙ぐむ春姫ハルヒメの悲痛な声に、ベルは身を切られたかのような表情を浮かべて叫ぶ。

　すぐ動けない彼女を駆け付けた命ミコトが支え、ヘスティア達のもとまで引っ張っていった。

（最悪の状況は防げたけど……！）

　隠されていた人造迷宮クノッソスの出入り口の一つから飛び出したベルは、破壊しながら迷宮街を進むウィーネの足跡そくせきを辿り、彼女に追い付くことができた。

　しかし、既に多くの人々、多くの目にウィーネの姿を見られてしまった。足が竦んで動けない一般人を周囲に認め、手の平に汗をかく。

　これからどうする？　どうすればいい？

　いや──まずは彼女の額に紅石を戻し、暴走を止めることが先決だ。

　苦しんでいるウィーネを助け出さなければと、手の中にある紅石を握る。

　こちらの突進の反動で姿勢を崩されていたウィーネと、ベルは正対した。

　──その時だった。




　一条の閃光が飛来する。





「──────」



　ベルの後方、頭上の方角。

　視界の端より現れた閃光──黄金おうごんの穂先を持つ一本の長槍──が、まさに雷のようにウィーネの左手に命中し、これを穿った。

『ァ──アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?』

　貫かれた左手ごと槍の恐ろしい勢いに引っ張られる形で、建物に激突する。

　槍が地中に深く食い込むことで、絶叫を散らすウィーネはその場に縫い付けられた。

　突然の出来事に、ベルの思考は一瞬停止した。

　息をすることも忘れ、今目めの前で起きたことを高速で精査する。

　恐らく、何者かがベルの後方より、恐ろしい『力』をもって長槍を投擲したのだ。

「──あれが、今回の騒動のもとということかな？」

　遠方で落ちたその声を、ベルは確かに聞き取った。

　そして──大歓声が巻き起こる。


『──────────────────────────────────ッッッ!!』



『やった、やったああああっ！』

『冒険者様ぁ!!』

　その声が、その歓喜が、その興奮が。

　ベルの背後に現れた存在のほどを物語っている。

　言葉をなくすヘスティア達の沈黙が、何が現れてしまったのかを暗示している。

　ベルは、心臓の音を聞いていた。

　視界を揺るがすほどの、凄まじい警鐘の音を耳にしていた。

　どっ、どっっ、どっっっ、と加速と衝撃が止まらない早鐘に呑み込まれながら、ベルは、ゆっくりと後方を振り返る。

「……」

　最初に目に映ったのは、剣つるぎを持つ金髪金眼の女剣士。

「まだ住民達の身に被害は及んでいないようだな」

「ほう、儂等わしらより早く来とった者がおるか」

「あら、あれって……？」

「アルゴノゥト君だぁー！」

「またあの兎野郎か……」

　次に飛び込んでくるのは、長杖を携えるハイエルフ、大だい戦斧せんぷを担ぐドワーフ、双刀と大双刃を提げるアマゾネスの姉妹、金属靴メタルブーツを装着した狼人ウェアウルフ。

「竜女ヴィーヴル……例の『有翼のモンスター』とも合致する、か」

　最後に、槍を投擲した張本人である小人族パルゥム。

　密集する建物の上に集結し、ベルと竜女ヴィーヴルを見下ろしていたのは──都市最強の冒険者達。

【勇者ブレイバー】フィン・ディムナ。

【九魔姫ナイン・ヘル】リヴェリア・リヨス・アールヴ。

【重傑エルガルム】ガレス・ランドロック。

【大切断アマゾン】ティオナ・ヒリュテ。

【怒蛇ヨルムガンド】ティオネ・ヒリュテ。

【凶狼ヴァナルガンド】ベート・ローガ。

　そして、【剣姫けんき】アイズ・ヴァレンシュタイン。

　前回の『遠征』を終え、全幹部の能力ステイタスは──Ｌｖ．６に突入した。

　双頭の派閥と完全に肩を並べ、語り継がれるであろう次代の英雄の座をほしいままにした、迷宮都市の最前線。

　都市最大派閥、【ロキ・ファミリア】。

「あのモンスターって、18階層の事件と関係あるの？　枷みたいのはついてるけど、武装してる？」

「それはわからないが……ギルドはこれを予想して多くの【ファミリア】に待機命令を出したのかもしれん」

「ちッ、だったら先に言っとけっての」

　女戦士アマゾネス、王族ハイエルフ、狼人ウェアウルフの会話が時を凍てつかせるベルの耳を素通りしていく。

　おかしい、速過ぎる。

　ここは迷宮街『ダイダロス通り』。騒ぎを聞きつけ急行したとしても、あまりにも間隔が短過ぎる。その証拠に彼等以外この場に到着している冒険者はいない。

　まさか──見抜いていた？

　地上に待機を言い渡された時点で、あらゆる趨勢すうせいと可能性を？

　ベルは戦慄の眼差しで、今も悠然とこちらを見下ろす小人族パルゥムの勇者を見つめた。

「団長、あのモンスターは……」

「額の紅石いしがなくなっている。早急に処理する」

　彼等がここにいる理由は、たった一つ。

　都市に現れた怪物モンスターを、排除するため。

　都市を熱狂させた偉烈が今、蘇るかのように、住民の叫喚が通りを埋めつくす。

　体が前へよろめきそうになるほどの歓声に次ぐ歓声。ヘスティア達の顔から血の気を失わせるほどの、轟き渡る声々。

　民衆にとって強さと憧あこがれ、希望の象徴である冒険者達の姿は。

　今のベルの目には、絶望にしか見えなかった。




「なんだよ、ロキの眷族ガキどもが来ちまった」

『ダイダロス通り』の中でも高所、煉瓦造りの塔の屋上。

　迷宮街を一望できるこの場所から、イケロスとヘルメスは騒ぎに気付き、成り行きを見守っていた。

「面白えことになるかと思ったんだが……終わりだなぁ」

「……だろうね」

　ヘルメス達の眼下、アイズ達第一級冒険者の背後には、第二級以下の【ロキ・ファミリア】の団員も展開している。都市最大派閥の登場によって全てが決したと、イケロスはつまらなそうに肩を竦めた。

「俺の眷族ガキどももほとんどくたばっちまったようだし……これで事件も解決か」

　良かったなぁヘルメス、と軽薄な笑みを投げかけるイケロスに対し、ヘルメスは無言で、凍りつく少年の横顔を見つめていた。




（──アイズ、さん）

　熱気がとどまらない最中さなか。

　ベルは、こちらを見下ろすアイズと視線を交わしていた。

　憧憬しょうけいの少女はベルだけを見つめている。

　その金色こんじきの瞳は、問いかけている。

　どうしてそこにいるの？　と。

（ぅ、ぁ──）

　途端、男ディックスの言葉が脳裏に蘇る。

　蝙蝠──偽善者。

　愚かな選択をしたベルを男はあざ笑ってくる。

　耳の中に残響するその哄笑は、問いかけてくる。

　お前はこれからどうするんだ？　と。

『アアアアアアァ……!?』

　聞こえてくる竜女ヴィーヴルの悲鳴。

　深く食い込んだ長槍によって拘束される竜の少女。

　ベルの思考が混濁こんだくする。視界が激しく明滅する。

　己が立つ場所は真の境界線。前と後ろ。前進か後退か。

　憧憬と怪物、仲間と天秤、英雄と罪人、祖父と少女、謝罪と懺悔、約束と裏切り、本物と偽物、岐路と選択、決断を決断を決断を。

　胸に灯る想い、少女の笑顔と涙。

　差し伸べた手は、差し伸べた温もりは、彼女を守ると決めたあの誓いは──。

　あらゆる想いが渾然となり、ベルの胸の中をかき回す。

　永遠に凝縮された、一瞬の中で。

　ベルは。

　ベルは。

　ベルは──。





『おおおおおおおおおおおおおおおおおぉ────…………？』



　轟き渡っていた民衆の歓声が、収まっていく。

　代わりに、熱狂の渦は戸惑いのざわめきに変貌していった。様子を窺っていた下位の冒険者達の表情も同様で、不審に染まる。

　迷宮街を震わせる喧騒は姿を消し、静寂が満ちるようになった。

「あぁ？」

　その光景に、狼人ウェアウルフは眉をひそめる。

「ちょっと……何よ、あれ」

「ア、アルゴノゥト君……？」

　アマゾネスの姉妹はうろたえる。

「儂わしの目の錯覚か、あれは？」

「フィン……」

「……何のつもりかな？」

　ドワーフ、ハイエルフ、小人族パルゥムは冷然と目を細める。


「────」



　憧憬の少女は、その金色こんじきの双眸に、驚愕を宿す。





「…………ッッ!!」






　ベルは、相対していた。

　悶え苦しむ『怪物』に背を向けて、それを討伐せんとする人間達と。

　まるでモンスターを庇い、冒険者達から守ろうとするかのように。

　顔からいくつもの汗を滴り落とし、呼吸を震わせ、蒼白になりながら。

　逆手に漆黒のナイフを構え、アイズ達の前に立ちはだかっていた。





（馬鹿ばかっっ……!?）



　リリ、ヴェルフ、命ミコト、春姫ハルヒメが声を失う中。

　ヘスティアは、あらん限りに目を見開く。




「……!!」

　石竜ガーゴイルのグロスもまた、その光景に石の双眼を見張る。

「何やってるんだよ、ベルっち……」

　人目から隠れ、付近の路地裏に駆け付けてきたリドと『異端児ゼノス』達は、広がっていた光景に立ちつくす。彼等と合流していたフェルズも愕然としていた。




「──ひっ、ひひっ!?　いひひひひひひひひひひひひひっ……!?」

　そして、男神イケロスは。

　眼下の光景に、引き付けを起こしたかのように肩を震わせ、狂喜する。

「見ろよぉ、ヘルメスゥ!?　傑作だぁ！」

　げたげたと笑い声を上げ、紺色の髪を振り乱しながら、その神の瞳を輝かせる。

「今は生意気なガキばかりになっちまったと思ったが……まだ、あんな馬鹿な眷族ガキもいたんだなぁ」

　歓喜に身を委ねながら笑い続けるイケロスの隣で。

　口を噤つぐんでいたヘルメスは、寂さびしそうに、笑った。

「君は、本当に愚かだな……」




　民衆、冒険者、モンスター、神々の視線の先。

　少年はただ一人、破滅の中へ身を投じる。

『怪物』の少女を救うため、ベルは【ロキ・ファミリア】と対峙した。

















　都市南東部、『ダイダロス通り』の一角は不自然な静寂に包まれていた。

　青空の下に広がるその光景は異質なものである。

　通りの中央に位置する場所には、建物に突っ込み槍やりで縫い止められた竜女ヴィーヴル、更にそれを庇かばうように武器を構えるベル。通りの脇にはヘスティア達、そこから離れた後方には住民達がおり、そして彼等のすぐ背後には屋根の上でたたずむ【ロキ・ファミリア】が集っている。

　破壊された瓦礫がれきからもうもうと砂煙が立ち上る中、竜女ヴィーヴル以外の全すべての者と向かい合う少年に、奇異の視線が殺到していた。

「で……どうすんのよ、あれ」

　あたかも自分達と敵対するように構えるベルに、ティオネはその豊満な胸を揺らしながら溜息ためいきをつく。彼女の隣にいる妹のティオナは未いまだうろたえながら、ベルとアイズ、更に首脳陣フィンたちの間で視線を往復させていた。

「ど、どうしよっか？」

「無視すりゃいいだろ。何を考えているのか知らねえが、関係ねえ。さっさとやるぞ」

　ベートがくだらなそうに答え、足を一歩踏み出す。

　モンスターを片付けようとする狼人ウェアウルフの青年に、【ロキ・ファミリア】の他の冒険者達も続こうとした瞬間──【ファイアボルト】、と。

『っ!?』

　ドンッ！　という激しい発射音とともに、炎雷が空中へと打ち上がる。

　屋根から飛び降りようとしていたベート達の足が止まった。突然の号砲に『ダイダロス通り』の住民は驚いて一様に耳を塞ふさぐ。

　小鞄ポーチに紅石を押し込んだベルは、左手を天に突き上げ、速攻魔法を撃ち放っていた。

　威嚇いかくするように、それ以上動くなと警告するように。

　依然、大量の汗を流しながら。




「──あァ？」




「っっ!?」

　直後であった。

　ベートから、【ロキ・ファミリア】から、民衆から凄すさまじい感情のうねりが膨れ上がる。

『なんのつもりだ』──彼等の無数の視線がベルにそう問いただしていた。

　モンスターを庇う少年に非難の眼差まなざしがそそがれるとともに、凄まじい『嫌悪』と『敵意』が今にも首をもたげようとしている。それはもはや排斥の一歩手前と言っていい。戸惑うアイズやティオナ、傍観するフィン達、そして固唾かたずを呑のんでいる【ヘスティア・ファミリア】の姿がベルの視界に映る。

　右手に持つ《ヘスティア・ナイフ》が震え、発汗と動悸どうきは最高潮に達しようとしていた。

　──終わる。

　ここで発言を間違えれば、終わる。

　ベル・クラネルは、人類の『敵』になる。

　次の一言で──。


「…………ぼ」



　乾いた舌がもつれる中。

　ベルは己おのれを見据える人々に向かって、声を発する。


「…………ぼ、僕の、獲物えものだ」



　口から出てきたのは、そんな言葉だった。

「この竜女ヴィーヴルはっ、僕の獲物だ……！」

　峻烈しゅんれつな空気が霧散し、面食らうベート達に、ベルは声を張り上げる。

「だから、手を出すな……!!」

　追い込まれた瀬戸際で取ったベルの行動は、意地汚い冒険者を演じること。

　このモンスターの『魔石』も怪物の宝ドロップアイテムも自分のものであると、口を開けるヘスティア達や啞然あぜんとする人々に主張し、右手に持つナイフを振り払った。


『─────ッ!?』



「っ！」

　そこで、何度も身を揺すっていた竜女ヴィーヴルがとうとう槍を引き抜き、拘束から脱出する。

　鮮血を散らしながら、痛みと人間達から逃れるように冒険者達とは逆方向に進行した。

　民衆に背を向けたベルは、脇目も振らず追いかける。

「えーと……つまり、どういうわけ？」

　ティオナが首を傾かしげていると、アイズが唇を開く。

「冒険者の間で、獲物モンスターを横取りするのは、規則ルール違反……」

「あー……竜女ヴィーヴルって稀少種レアモンスターだね、そういえば」

「ふざけやがって……それもダンジョンの中の話だろうが。こんなところにまで持ち込んでくるんじゃねえっての！」

　アイズの発言にティオナが納得した素振りを見せ、ベートが片手で己の灰髪を搔かき毟むしる。

　緊急時にもかかわらず利己的な言動をした少年にベートだけでなく、他団員や住民からも悪態や反感が見る見る内に募った。

「団長……」

「子供の我儘わがままに付き合う必要はない。あの竜女ヴィーヴルを追跡しろ」

　通りの奥へと向かっていくベル達を見つめながらティオネが振り向くと、フィンは顔色一つ変えず淡々と指示を下す。

　彼の命令に従い、他団員達が建物から飛び降り、あるいは屋根伝いに走り出すと、

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

「!?」

　それを阻むように、モンスターの雄叫おたけびが空へと響き渡る。

　次の瞬間、通りに現れたのは二十を超える武装したモンスターであった。

「武装したモンスター！」

「やっぱり、街リヴィラが壊滅した騒ぎと無関係じゃないみたいね……」

　荒い足音を鳴らして路地裏から飛び出してきた蜥蜴人リザードマン、迷路のように入り組む小径から宙に躍り出る石竜ガーゴイル。二匹のモンスターに率いられ、地上と空に続々とモンスターがのさばる。

　再び住民達から起こる混乱と悲鳴、冒険者達の一驚。それらを他所に怪物の群れは進路を遮さえぎるように──あるいは自らを囮おとりにするように──【ロキ・ファミリア】の前に立ちはだかった。




「リド、グロス……！」

　──一方、制止を振り払って飛び出していった『異端児ゼノス』達を、フェルズは路地裏で呆然ぼうぜんと見送っていた。

「もウ、止めないでくださイ、フェルズ」

「レイ……！」

「私達ハ決めました。あの少年ヒトト、同胞ウィーネを助けるト。ここで彼等ヲ見捨ててしまったラ……悲願ユメヲ求める資格なんてなイ」

　嚙かみ切った翼の先端を使って血化粧をし直す金翼の歌人鳥セイレーンは、フェルズに笑みを向け、自らも飛び立っていた。舞い落ちてくる金の羽根と蒼穹そうきゅうを見上げながら、黒衣の魔術師メイジは手袋グローブを握り締める。

「くそっ……私の情がもう君達に移っていることは知っているだろう！」

『異端児ゼノス』達を援護するため、フェルズもその場から移動を始めた。




「フィン、どうする？」

　弓矢による応戦が開始される中、リヴェリアはフィンに指示を仰あおぐ。

「……可能な限り、生け捕りにしろ」

「生け捕りぃ？」

　怪訝けげんな声を出すベートに、小人族パルゥムの首領は「ああ、気になることがある」と頷うなずいた。

「まずはティオネ達たち前衛を中心にして迎撃。『魔法』の使用は極力避けろ。街に被害が出る」

「了解しました！」

「わかったー！」

「かったりい……」

「後衛の魔導士達は避難の傍かたわら住民を守れ。市民の安全が最優先だ。行け」

『はい！』

　命令が矢継ぎ早に出され、指示を受け取った者達からすぐさま行動を始める。

　ティオネ、ティオナ、ベートを皮切りに、次々と団員達が走り出していく中、フィンは他の者と同じように屋根から飛び降りようとしていたアイズへ声を投げた。

「アイズ、君はここに残れ」

「……？」

「リヴェリアは結界の準備。ああは言ったけど、住民達はすぐには動かないだろう」

「……過多な名声も困りものだな。わかった、万が一もある」

「頼んだ。ガレス、悪いけど今から言うところに網を張っておいてくれないか」

「ふむ？　別に構わんが……あの武装したモンスターの相手は大丈夫か？」

「ああ、ベート達だけで十分だろう」

　アイズの不思議そうな視線を無視し、フィンはリヴェリアとガレスにも指示を出す。

　都市最大都市ロキ・ファミリアの戦闘を一目見ようという興奮、何より絶大な安心感を抱いて中々避難しようとしない眼下の市民達を見て、リヴェリアは嘆息し、飛び降りるとともに詠唱を開始した。

　ガレスは斧おのを担ぎ、フィンが指定した場所へと向かい出す。

「……フィン」

「ああ、ごめんごめん、アイズ。君は念のためだ」

　じー、と見つめてくるアイズに、フィンはすぐに謝る。

　表情が乏しく、言葉少なな【剣姫】の感情の動き──不服や、あるいは不満──も察しているかのように、苦笑を返した。

「……何か、あるの？」

「親指が少し、ね……」

　念のため、という言葉にアイズが神妙な顔で問い返すと、フィンは親指の腹を舐なめる。

　既に少女と自分しかいない屋根の上で、小人族パルゥムの首領は顔を上げる。

　彼の視線の先で、冒険者達はモンスターの一団と接敵した。




【ロキ・ファミリア】と『異端児ゼノス』の戦闘が、幕を開けた。
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　八Ｍメドルもの幅のある大通りを一杯に使用し、各交戦が開始される。

　冒険者達を押し止めようとする『異端児ゼノス』達は市壁を背にする東側から押し寄せ、巨塔バベルに近い西側から疾走する【ロキ・ファミリア】と通りの中央地帯で激突した。

　獣人の青年団員が相手取る大型級トロール、ヒューマンの少女が迎え撃つ半人半蛇ラミア、エルフの麗人が矢で狙ねらう鷲獅子グリフォン。それぞれの武装をもって瞬く間に剣戟けんげきの音がかき鳴らされた。

『グオオオオオッ！』

「蜥蜴人リザードマン、ね……」

　怪物モンスターの仮面を被かぶるリドと、アマゾネスのティオネが戦闘に入る。

　前者が持つのは長直剣ロングソードと曲刀シミター、後者が装備するのは一対の湾短刀ククリナイフ。互いに二振りの得物を扱う者同士、激しく斬り合った。

『……ッ!?』

　だが、すぐにリドの心中は大荒れする海原のように波立つことになる。

　黒の長髪がなびくと同時、霞かすむ速度をもって繰り出される怒濤どとうの刀舞。高速で振るわれる全ての斬閃が一撃必殺であり、リドがそれらを全力で弾はじき切ることで、聴覚の許容を超える凄まじい金属音が鳴り続けた。

　更に流れるように使用されるのは女戦士アマゾネス独特の体術である。しなやかな褐色の足が鞭むちのようにしなり、リド自慢の硬質な赤鱗せきりんを打ったかと思えば、あっさりと砕いた。相手の素足には傷一つ付いていない。

　網のごとく錯綜さくそうする双刃、肘と蹴打も交えられた超肉弾戦。

　攻撃を防ぐ己の武器や手甲を信じられない衝撃が打ち抜き、肉体まで貫通する。

　本物の怪物モンスターである蜥蜴人リザードマンの目から見ても、彼女の獰猛どうもうな体術は猛獣を彷彿ほうふつさせ、二刀の湾短刀ククリナイフは鋭い牙きばを連想させた。

　戦況はあっという間にリドの防戦一方へと傾く。

「へぇ……」

　一方で、自分の攻撃を凌しのぎ、決定打をすれすれで回避し続ける蜥蜴人リザードマンに対し、ティオネは瞳ひとみを細めた。

　リドの扱う剣技──『技』と『駆け引き』を探るように、攻撃の速度を一段上げる。

（つ、つえー……!?）

　リドのその雄黄ゆうおうの眼まなこが揺れる。

　彼は、今日一日の中で戦闘した冒険者達──豪傑シャクティを除く【ガネーシャ・ファミリア】の第一級冒険者や眼装ゴーグルの男ディックス──には真っ当な白兵戦ならば勝つ自信があった。それは誇張でもなければ虚勢でもない。同族モンスターの『魔石』を食らい続けてきた『強化種きょうかしゅ』の潜在能力ポテンシャル、今日まで磨き続けてきた野生の剣技が、彼等には負けないという自負を与えたからだ。

　だが、この相手には微塵みじんも勝てる光景ヴィジョンが思い浮かばない。

　鋭い女戦士アマゾネスの眼光を前にして、今まさに怪物モンスターの自分が獲物側に回っていることを、リドは自覚せざるをえなかった。

　──【フレイヤ・ファミリア】と、【ロキ・ファミリア】。

　──リド、彼等にだけは関わるな。

　──彼等だけは敵に回してはいけない。

　リドの脳裏に蘇よみがえる、暗い迷宮ダンジョンの中で交わしたフェルズとのやり取り。

　これまで大袈裟おおげさなまでに両派閥との接触を回避させてきた魔術師メイジの警告を、フェルズの真意を、リドは身をもって理解した。

（でも──やられる訳にもいかねえんだよ！）

　眼まなこを吊り上げるリドは、敵の攻撃を巧みに受け流し反撃に出る。

　小振りかつ素早い斬撃で間を繫つないだ後、渾身の力をもって長直剣ロングソードと曲刀シミターを繰り出す。

　当然、ティオネはこれをあっさり防ぐが──すかさず、リドの腰から生える太い尾が彼女を強襲した。

「！」

　尻尾しっぽによる第三の連撃が、驚愕きょうがくするティオネの両手から二刀の湾短刀ククリナイフを弾き飛ばす。

（どうよ!?）

　止めとばかりにリドが曲刀シミターを放った瞬間──ティオネの姿がかき消えた。

　直後、知覚を許さない速度でリドの横顔は鷲摑みされ、側に建つ民家に叩たたきつけられる。

『──ガッッ!?』

　黒ずんだ煉瓦れんがの壁面を粉砕し、文字通り壁の中に埋まるリドは、その片眼をこぼれ落ちんばかりに見開いた。

「……ただの蜥蜴人リザードマンじゃないみたいね」

　細腕一本で蜥蜴人リザードマンの巨体を持ち上げ壁に埋めた張本人は、淡々とした口調で、鷲わし摑づかみにしている顔面をギシギシと鳴らす。

　堪たまらず薙ないだ尾によってティオネはあっさり飛び退いた。解放されるものの、壁面から体を引き剝はがしたリドの足はもはや蹌踉そうろうとしていた。


『────────────────────────────ッッ!!』



「うるせえな……」

　──リドとティオネから離れた一角、頭上より放たれる怪音波に、ベートは頭から生える獣の耳を伏せる。

　矢を始めとした攻撃を軽々と躱かわし、広範囲に及ぶ高周波を放つ醜悪な貌かおの歌人鳥セイレーン。距離を置いたベートの位置でさえ平衡感覚を壊そうかという破壊力だ、直撃を浴びる複数の他団員が耐え切れず地に手をつき、耳から血を垂れ流す。

　ベートは瞳に殺気を灯し、地を蹴けった。

『!?』

　左下方からの急迫に、歌人鳥セイレーンのレイははっとする。あたかも月さえも喰くらおうとする餓狼がろうのように宙を翔かけるベートに、彼女は攻撃を中断し全力の回避行動を取った。

　間一髪のところをすれ違い、頰ほおを掠かすめた拳こぶしに彼女が冷や汗をかく一方、奇襲を回避された狼人ウェアウルフはそれを見越していたように、目前に迫りくる建物の壁面を蹴り付ける。

　跳弾のごとく、再度肉薄した。


『────』



　飛行強化種モンスターであるレイが背後を取られる。驚倒する暇もない。

　ベートは笑いながら、太陽光を反射する精製金属ミスリル製の金属靴メタルブーツを繰り出した。

「落ちろ」

　翼を持たぬ者でありながら、有翼のモンスターを撃墜する。

『ッッ!?』

　振り上げられた左足が叩き込まれ、レイは隕石いんせきもかくやという速度で落下した。

　背を激打され呼吸困難に陥おちいり、受身も取れず石畳いしだたみを爆砕する。

　一撃で終わりであった。

「フィンも面倒くせえことを言いつけやがって……」

　生け捕りという指示に愚痴ぐちを吐きながら、着地したベートは攻撃を加減したレイに歩み寄る。手を焼かされていた他団員達みかたからも戦々恐々とした視線を浴びながら、彼は陥没した地面に横たわる彼女の体を、足でぞんざいに蹴り転がした。

　戦闘衣バトル・クロスに包まれた形のいい胸が揺れ、金翼の歌人鳥セイレーンは仰向あおむけとなる。

「あぁン？　てめえ……」

　地に叩きつけられたことで、レイの血化粧は一部拭ぬぐわれていた。

　くすんだ色の金の長髪、空を彷彿させる青い瞳、そしてエルフにも劣らぬ見目麗しい相貌。

　レイの隠されていた容姿に、片眉まゆを上げていたベートは笑みを作る。

「はッ、モンスターのくせに随分まともな面つらしてるじゃねえか」

　そして、持ち上げた右足を、容赦なくレイの腹に振り下ろした。

『……ぁ!?』

「だが、化物バケモノは死ね」

　靴裏を見舞われた歌人鳥セイレーンの下半身が跳ねる。ベートはその笑みに侮蔑と怒りを込め、慈悲なく人と『怪物』の隔たりをレイの身に叩き込んだ。

　仰臥ぎょうがするレイの瞳を焼く、美しくも残酷な太陽の光。

　待ち望んでいた筈はずの地上の光までも、彼女に過酷な現実を突き付ける。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「次から次へと、うるせえぞ」

　レイを踏み付けるベートに、石竜ガーゴイルが宙から飛びかかった。

　怒いかるグロスは飛び退すさったベートに攻めかかり、切り裂こうと腕を伸ばすものの、一瞬の間に横切った足刀に石の爪つめを破砕される。

　視界に石爪の破片が散り、時を止める石竜ガーゴイルへと、ベートは続く回し蹴りで金属靴メタルブーツを炸裂さくれつさせた。

『ゴァッ!?』

「場違いなんだよ、てめー等は」

　陰気臭い地下にこもっていろと、凶暴な狼人ウェアウルフは蹴り飛ばした石竜ガーゴイルを追撃した。

「よっ、と！」

『ッ!?』

　空へ逃げることも許されず石竜ガーゴイルが必死に乱打を凌ぐ最中、ティオナは相手取っていた赤帽子レッドキャップから得物を奪う。小柄な身に不釣り合いな大斧が、器用に操あやつられた大双刃によって宙に舞い上げられた。

　──小怪物ゴブリンだけど、Ｌｖ．４くらい？

『強化種きょうかしゅ』と思おぼしき赤帽子レッドキャップに対し、すごいけど変なの、とティオナは心の中で素直な感想を呟つぶやきながら、姉ティオネとはまた異なった体術で蹴りを放つ。

「ほいっ！」

『グゥ!?』

　周囲の個体と比べ実力を感じさせた手練モンスターを、瞬まばたきの間に戦闘不能にさせた。

「ベートじゃないけどさぁ～、大双刃ウルガじゃあ加減が難しいんだよねー」

　片手に持った大型武器を肩に担ぎながら、ティオナは争い合う冒険者達とモンスターの間をてけてけと小走りする。獲物を探す彼女は「暴れ足りなーい」とぼやいてしまった。

『キィー!!』

「え～っ、アルミラ～ジぃ～？」

　吊り上げられたくりくりとした赤い瞳に、綿のような白い毛並み。

　片手を振り上げた一角兎アルミラージが『仲間の仇だ！』と言わんばかりに飛びかかってくる。

　とある少年をどうにも彷彿させるモンスターに、ティオナは気が進まず、片腕を突き出してデコピンをかました。

『ギュ!?』

　バカァン！　と信じられない音が打撃された額から鳴り、瞳をかっ開いた一角兎アルミラージはごろごろごろっと後転を繰り返し壁にぶち当たる。

　目を回した一角兎アルミラージ──アルルは『キュウ……』と鳴いてあっさり気絶した。

　相棒の黒犬ヘルハウンドは、彼女を置いて建物の角に身を隠すのだった。




「不味まずい……！」

　高層の集合住宅から戦場を見下ろしていたフェルズは焦心に駆られた。

　一匹、また一匹と『異端児ゼノス』達が【ロキ・ファミリア】によって倒されていく。相手方はティオネ達たち幹部以外の他団員の実力や連携も高い。18階層からの連戦が祟ってか、半人半蛇ラミアや大型級トロール、傷付いた半人半鳥ハーピィ等は次々に力つきていった。

　予想できていた。やはりこうなってしまった。フードの奥で剝むき出しの歯を嚙むフェルズは顔を上げ、屋上から周囲の景色を見回す。

「現在地は『ダイダロス通り』の片隅、闘技場や東のメインストリートからまだ近い……！」

　迷宮街の建物の隙間すきまから円形闘技場アンフィテアトルムを視認し、フェルズは決心した。

「すまない、ウラノス……使うぞ！」

　黒衣から金属製の短杖ワンドを取り出したフェルズは、先端を北の方角へ向けた。




「……地震？」

　どしゃっ、と音を立てて地に倒れた蜥蜴人リザードマンを前に、ティオネは足もとを見下ろす。

　ベートも石竜ガーゴイルを下し、立っているモンスターはあと僅わずかの中、その震動は地面から伝わってきた。強くなっていく──いや近付いてくる震動に、まさか、と【ロキ・ファミリア】が心の声を一つにした瞬間。

　地面が勢いよく割れ、光り輝く金属質の巨塊が出現した。

「うわぁー!?　何コレー!?」

　仰天するティオナに次いで、他団員も驚きの声を上げる。

「金属系のモンスター!?」

「新種か!?」

　冒険者達の言葉通り、それは銀を連想させる金属で形成されていた。

　いかなる大型級モンスターより太い腕、太い足。首の位置で小山のように盛り上がる頭部と、目と思しき部位パーツ。額にはどの種族の言語にも属さない漆黒の刻印が存在する。三Ｍメドルに及ぼうかという巨体は左右非対称であり、まさしく金属の塊を繫ぎ合わせたと言っていい。深層域に棲息する岩石のモンスター『フレイムロック』に通ずる歪いびつさがあった。

「人形兵ゴーレム……怪物祭モンスターフィリアの事件を受けて地下水路に配備させた、私の魔道具マジックアイテムだ……！」

　フェルズは自棄ヤケクソになったかのような口調で、己の切り札について独白する。

　製作者の『魔力』を短杖ワンドで飛ばすことで遠隔操作も可能だが、基本は自動制御オート。与えられた簡潔な指示をこなす金属の戦士だ。

　己の意思を持たぬ忠実な兵士──『賢者』を名乗っていた愚者フェルズのみしか未だ到ることのできない、至高の魔道具マジックアイテムでもある。

『異端児ゼノス』を助け出すため、フェルズは短杖ワンドを振って金属の戦士に指令を出す。

「何よコレ、こいつ等の仲間!?」

「知るかっての！」

　暴れ出した人形兵ゴーレムに、ティオネとベートはすかさず接近し、攻撃を叩き込んだ。

「っ──硬い!!」

「超硬金属アダマンタイトか!?」

　だが、二刀の湾短刀ククリナイフは先端の刃が欠け、金属靴メタルブーツもその硬質な衝撃を足に伝播でんぱさせる。

「その通とおり……！」

　遥はるか頭上でフェルズは、肉と皮が残っていれば引きつっていたであろう会心の笑みを返す。

　人形兵ゴーレムを構成する材料は全て超硬金属アダマンタイト。しかも深層域で取れた超純度の最上品質。第一級冒険者の武器といえども容易に破壊できるものではない。価値をつければ総額十億ヴァリスを超える、まさにフェルズが一生取とっておきたかった隠し玉なのだ。


『──────!!』



　震えながらほくそ笑む魔術師メイジの眼下で、ティオネとベートの攻撃を弾き返し、なお傷一つ付いていない人形兵ゴーレムは冒険者達に襲いかかる。その動きは鈍重そのものだが、超硬金属アダマンタイトの硬度と重量によって振り回される手足は凶器かつ脅威だ。

　団員達が攻めあぐね、あるいは盾ごと吹き飛ばされ、ベート達も舌打ちを放っていると、

「──そうそうっ、こーいうの待ってたんだよ!!」

　ティオナが瞳を輝かせながら、満面の笑みを浮かべる。

　びくっと硬直するフェルズの視線の先で、風向きが変わった。

「みんなー！　どいてどいてー!!」


「あンの馬鹿ばかっ……！」



「おい、側に転がってる化物どもを蹴り飛ばせ！」

　両手に持った大双刃を頭上で風車のごとく回転させるティオナの姿に、ティオネが悪態をつき、ベートが罵声じみた叫びを飛ばす。その声には一様に余裕がない。

　他団員達もまた、逃げろー!?　来るぞー!?　と呼び合いながら全力で退避した。

　民衆──そして先程から場を動けずにいたヘスティア達──が何事かとうろたえる中、フィンは苦笑し、リヴェリアは溜息をつき、アイズは少し羨うらやましそうに眺める。

　人っ子一人いなくなった通りの真ん中で、ゆっくりと反転する人形兵ゴーレム。

　己と相対し、真まっ直すぐ襲いかかってくる金属の戦士に、ティオナは天真てんしん爛漫らんまんな笑みを弾けさせ──大双刃とともに突っ込んだ。





「いっっくよおおおぉ────ッ!!」






　そして、両断する。


「────────」



　民衆、ヘスティア達、地に倒れている『異端児ゼノス』が、一斉に顔を引きつらせる。

　斜め一閃された大双刃。

　きらめく無数の破片を散らしながら、超硬金属アダマンタイトの巨体ボディが轟然ごうぜんと地面に沈んだ。

　真っ二つとなった虎の子の人形兵ゴーレムに、フェルズは風化する石像のごとく放心する。

『……、……、……！』

「えっ、まだ動くの!?」

　断たれてなおギギギギッと腕を伸ばしてくる上半身に、驚いて振り向きざま斬りつけるティオナ。

　刃が額に位置する刻印の一部を削り取った瞬間、人形兵ゴーレムの眼光は消え、腕を地面に落とすとともに完全に沈黙した。

「あー、顔が弱点だったんだ！　やったよフィンー！」

「馬鹿ティオナ!!　団長は生け捕りにしろって言ったでしょう!?」

「あ」

　右手をぶんぶんっと振る妹に姉の雷かみなりが落ちる。狂戦士バーサーカーの本質を発揮したティオナはその場で固まった。

　特注品オーダーメイドである大双刃──柄の上下に連結された二振りの巨剣。数多あまたある冒険者の武装の中でも規格外の規模サイズを誇る超大型武器が、ティオナの手の中で輝きを放つ。

　やがて、静まり返っていた住人達は再び熱狂を取り戻した。

「は、はははっ……駄目だ、ウラノス、やはり彼等の方が化物だ……!?」

　何とか衝撃から立ち直ったフェルズは、空笑いをするしかなかった。

　都市最大派閥ロキ・ファミリアの力をまざまざと見せつけられ、畏怖の感情に支配される。

　と、そこへ、

「またフィンの読み通りか。相変わらず、冴さえておる」


「────」



　フェルズの背後から、ドワーフの低い声が投じられる。

　大だい戦斧せんぷを携えるガレスだ。

『異端児ゼノス』達の登場の時機タイミング、更にその規模を踏まえ、調教師テイマーに準ずる統率者──あるいは協力者の存在を嗅かぎ取った首領フィンの指示を受け、周囲一帯に網を張っていたのだ。

　いつの間に忍び寄ったのか、ガレスは戦場を俯瞰ふかんしていた不審者フェルズの背に問いかける。

「お主ぬしがモンスターどもの親玉か」

「……」

「人か、それとも怪物モンスターか……まぁ、そのローブを剝ぎ取ればはっきりするじゃろう」

　第一級冒険者の威圧感に対し、逃げる算段もつけられず凍りつく。

　フェルズは漆黒のローブの下で、もう感じることのできない汗の感覚を鮮明に思い出した。





「……っ！」



『異端児ゼノス』達の悲鳴と高まる民衆の声援を耳にしていたヴェルフは、大刀を握り締める。

【ヘスティア・ファミリア】はこの通りから動けずにいた。ベル達を追おうにも、『異端児ゼノス』達が進路を阻むように出現したことで先へ進めなかったのである。何より、【ロキ・ファミリア】の凄まじい戦いぶりに圧倒されてしまっていたのだ。

　ぼろぼろに打ちのめされた『異端児ゼノス』達の多くが、流血しながら地に這はいつくばっている光景を前に、鍛冶師スミスの青年はもう限界とばかりに足を踏み出す。

「いけません、ヴェルフ様!?」

　そんな彼の腰に、リリが飛び付いた。

「離せ、リリスケ!!　あのままじゃあ、あいつ等らは……！」

「駄目です！　ベル様の時は有耶無耶うやむやになりましたが、また庇う真似をすれば【ヘスティア・ファミリア】は……!?」

　リリも恐怖と戦っていた。

　その恐怖は、糾弾されるだろう【ファミリア】の未来、そして『怪物』より恐ろしい第一級冒険者達の比類なき力に対してのものだ。

　震えながら迫害と報復を危ぶむリリの姿に、ヴェルフは唇を嚙む。

「……いい、行ってくれ、ヴェルフ君」

「ヘスティア様!?」

「全て女神ボクの命令だということにすればいい。眷族きみたちは主神に逆らえなかったってね。神々の『娯楽』……酔狂だと捉とらえてもらえれば、まだ風当たりは軽く済む筈だ」

　その言葉と、何より少女ウィーネの同胞に向けられる女神の慈心にリリも背くことはできなかった。ヴェルフの着流しを離し、自らも覚悟を決めたように道具アイテムの詰まった小鞄ポーチに手を回す。

「……自分の重圧魔法まほうで、冒険者達の身動きを封じます。その間に『異端児ゼノス』の皆さんを」

「命ミコト様……」

「春姫ハルヒメ殿の『階位昇華まほう』も自分に貸して頂けますか？　はっきり言って、第一級冒険者達を押さえ付けておく自信がありません……」

「……わかりました！」

　命ミコトがヴェルフの隣に並び、刀を鞘さやに収める。春姫ハルヒメも力強く頷いた。

　緊迫する空気に誰だれもが汗を流す中、詠唱を気取られぬよう命ミコトと春姫ハルヒメが一度路地裏に身をひそめようとした、その時。




　雄叫びが轟とどろいた。





「──────」



　アイズ、フィン、リヴェリア、ティオナ、ティオネ、ベート、そしてガレス。この戦闘域にいる全ての第一級冒険者がそれぞれの行動を中止し、同じ方角を見やった。

　確かに震えた空に、ヴェルフや命ミコト達も動きを止める。

「今、のは……？」

　住民達の喧騒けんそうは、ぴたりと止まっていた。

　交戦中の【ロキ・ファミリア】の団員達も静止する他方、非戦闘員の春姫ハルヒメでさえ立ちつくし、まるで本能そのものが怯おびえるかのように獣の尾が絶えず微動している。女神であるヘスティアも、その瞳を見張っていた。

　やがて……どんっ……どんっ……と。

　自己の存在を主張するように、地を揺らし、不穏な重音が響き渡ってくる。

　確かめずともわかる何かの足音。徐々に近付いてくる音響が聞こえてくるのは、竜女ヴィーヴルが現れる際に破壊した壁面跡、その先からだ。

　今もまだ煙が立ち上るそこへ、全ての者の視線が集まる。

　多くの異端児モンスター達が倒れ伏し、通りから一切いっさいの音が姿を消す。

　間もなく。

　煙の奥に浮かんだ影は、瓦礫を踏み砕く音を放ち、とうとうその姿を現した。

「──なっ」

　呟きを漏もらしたのは、冒険者の一人だった。

　迷宮の闇やみの奥から生まれたかのような漆黒の体皮。二Ｍメドルを上回る巨軀きょくは岩のような筋肉で覆われており、更にその上に纏まとうのは冒険者の鎧だ。

　はち切れんばかりの胸鎧ブレストアーマー、肩当て、手甲、腰具、脚装。

　その巨体が収まり切らない全身型鎧フルプレートの部位パーツを、軽装のごとく身に付けている。片手に提げるのは巨大な両刃斧ラビュリスであり、更に鎧の背にも異なった大斧を取り付けていた。どちらの斧も返り血によって真まっ赤かに汚れている。

　頭部から生える双角の色は紅。

　その威容から連想される単語は、猛牛。

　ギルドの資料に載ってもいなければ、あの【ロキ・ファミリア】でさえ遭遇したことのない『未知』の『怪物』がそこにはいた。

　常に泰然としていたフィンが組んでいた腕を解き、顔の色を変え身を乗り出す。

　彼の親指は、引きつるように痙攣けいれんしていた。

『──』

　フッ、フッ、と荒い鼻息を吐き出す『怪物』は、ぐるりとその太い首を巡らせる。

　倒れる異端児モンスター達、そして冒険者の姿を視界に捉えた瞬間。

　雄叫びを放った。



















『ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』




　静寂をぶち破る、弩級どきゅうの咆哮ほうこう。

　砂塵さじんを舞い上げるほどの音塊が轟き渡った直後、『ダイダロス通り』の住民達は白目を剝き、一斉にばたばたと倒れ込んだ。


「────ぁ」



「サポーター君っ、春姫ハルヒメ君!?」

　民衆に続いてリリと春姫ハルヒメまでもが両膝ひざを折り、蒼白となって地に座り込んでしまう。

　ヘスティアが叫ぶ中、ヴェルフも、命ミコトも、【ロキ・ファミリア】の団員達も、その身を一杯に仰のけ反ぞらせる。

　尋常ではない『咆哮ハウル』。

　生物の心身を原始的恐怖で縛り上げる怪物かいぶつの恐嚇うた。

　己と戦う資格のない者を行動不能──強制停止リストレイトに追い込む雄叫びだ。

　ヴェルフと命ミコトは片膝をつく。彼等が見下ろす自身の手の平は震え、階位レベルを一段階昇華しょうかさせた身であっても満足に動けない。【ロキ・ファミリア】の中でも戦意が折れかける者が続出し、咄嗟とっさに剣を地に突き立てることで踏み止まった。

『ッッッ!!』

　資格のある者だけが戦場に残る中、『怪物』は発走する。

　黒き巨影が驀進ばくしんする先は、ティオネだった。

「！」

　波濤のごとく押し寄せるモンスターに、ティオネは眦まなじりを吊り上げる。

　二刀の湾短刀ククリナイフを構え、迎撃の構えを取った。

「避よけろ、ティオネ!!」

　フィンの激声が唸うなる両刃斧ラビュリスにかき消され、銀の大刃はそのまま──ティオネの僅か一Ｍメドル手前、地へと振り下ろされる。

　爆砕と衝撃、そして浮遊感。

　ティオネの双眸そうぼうが驚愕に染まった。

　舞い上がる石と土砂で視界を塞がれる中、地から足が離れ一切の回避行動を奪われる。すかさず彼女のもとへ、狙い澄ましていたかのように左腕による大薙ぎが繰り出された。

　咄嗟に湾短刀ククリナイフを交差させ防御するが、その平手打ちの前に、二刀の武器は何の役にも立たなかった。

　破砕される。

「──がぁっ!?」

　防御を貫通し体側面に吸い込まれた一撃が──奇くしくも女傑アイシャと同じ状況で──ティオネを民家の一角へ薙ぎ飛ばした。

「ティオネ!?」

　僅か数瞬の出来事、しかし冒険者達の意識と時間を奪うに足る十分な光景。

　妹ティオナの叫びが散る間に、『怪物』の巨軀は棒立ちとなる他団員に向けて猛威を振るった。

『ゥオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　地を圧砕する踏み込みと同時に、握り締められた左拳が旋風のごとく半回転する。異端児ゼノス達の側にいた冒険者達は例外なく巻き込まれ、ティオネと同様に一斉に薙ぎ払われた。

　骨を砕かれ、血を吐き、範囲外にいた他団員とも衝突し、絶叫する。

「うぁあああああああああああああああ!?」

　男性団員の叫びが空に木霊こだまし、そのまま蹂躙じゅうりんされる【ロキ・ファミリア】の大半が戦場から一掃された。

「にゃろお──!!」

「クルス、てめえ等はどけ!!　邪魔だ！」

　大双刃を引き下げティオナが突貫し、続くベートがありったけの罵声で叫びかける。

『咆哮ハウル』の影響下から脱せない冒険者ともども怪我けが人を引きずり他団員達が退避していく中、荒ぶる猛牛と第一級冒険者達は衝突した。

　両刃斧ラビュリスの剛撃に大双刃は屈しない。瞠目どうもくさせるほどの重みを受けつつティオナは斧を弾き返し、すかさず地を這うベートの攻撃が敵の足を打撃した。

　体勢が一瞬崩れる『怪物』。Ｌｖ．６の二人がかりで、敵を押さえ込む。

「エルフィ、倒れた住民達を全員避難させろ！　急げ!!」

「は、はいっ!?」

　フィンは眼下、顔を蒼あおくさせ立ち竦すくんでいる魔導士達たち後衛に声を放つ。首領の指示に肩をはね上げる少女達は気絶した住民を抱え、避難行動を加速させた。

「フィン、『魔法』の援護は!?」

「駄目だ、詠唱の時点で敵の注意が住民側こちらに向く。君の結界でもあれの突撃は防げない」

　地上から振り仰いでくるリヴェリアに、少なくとも避難が終わるまで待機しろ、とフィンは告げる。

　魔法円マジックサークルを広げ、既に完成させた『魔法』を待機状態に移行させているハイエルフは、今にも舌打ちをつきそうな表情で前方の戦場を睨にらみつけた。

「黒い、ミノタウロス……？」

「いや……深層種ブラックライノスの『亜種』だろう」

　ティオナとベートの波状攻撃も意に介さず暴れ続ける『怪物』を、アイズはじっと注視する。今にも飛び出していきそうな彼女を視線で制しながら、フィンは『深層』から発生した『異常事態イレギュラー』だと考察した。

　あれも、他の武装したモンスターと同じ『強化種きょうかしゅ』でもあると。

「……ア、アステリオス……」

　地面に倒れている『異端児ゼノス』達が、漆黒の影に顔を上げる。

　傷付いたリドは、その最後の同胞の名を呟いた。

「……ふざけやがって」

　──一方、粉砕された瓦礫の中。

　民家から背中を引き剝がし、血の混じった唾を吐くティオネは、目もとを覆う前髪を無造作にかき上げる。

　次には、かっっとその眦を引き裂いた。

「調子に乗ってんじゃねえぞッ、牛野郎ッッ!!」

　折れた肋骨ろっこつにも構わず、莫大な怒声が放たれる。

　およそ人の肉声とは思えない大音声に、ティオナ達が何事かと反応するのを待たず、ティオネは徒手空拳のまま爆走する。

　ティオナとベートをはね飛ばし、一対一、黒き猛牛に向かって左拳を振りかぶった。

　待ち構える『怪物』もまた、同じように左の大拳を背に引き絞る。

「らぁあああああああああああああああああああああああッ!!」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　鉄塊のごとき敵の拳に対し、ティオネは己の拳をぶち当てた。

　耳を塞ぎたくなるような鈍重な殴打音が発生する。

　凄まじい反動によって反り返る怪物の拳、対して砕けるティオネの拳。

　血を吐きながら指骨が折れたその左手を、握り潰つぶし、ティオネは再び拳打を見舞った。

『!?』

　極厚の腹筋に初めての直撃を許し、猛牛の体が後方に揺らめく。

「挽ひき肉にしてやるッッ!!」

　ティオネは止まらなかった。

　身を過熱する憤激がそのまま力に転化されたかのように、怒濤の連撃ラッシュを敵の巨軀に叩き込む。踵かかと、肘、膝、拳。体術が織り混ぜられた猛舞によって黒の長髪が蛇のようにうねり、鋼のごとき『怪物』の肉体を揺るがしていった。

『──ヴゥヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　黒き猛牛も怯ひるむことなく、真っ向からの乱打戦を受けて立った。

「ちょ、ちょっとティオネー!?」

「うるせぇ、黙ってろッ!!」

　押し飛ばされたティオナが呼びかけるものの、ティオネは怒声を上げて聞く耳をもたない。

　その姉の姿に、ベートともどもティオナはげんなりした。

「駄目だ、キレてる……」

　本性を現し、ティオネは妹以上の狂戦士バーサーカーに成り果てる。

　敵の強固な体皮によって拳の皮が破れようが、足の骨に罅ひびが入ろうが、一向に止まらない。反撃のことごとくを躱し、滅殺の意志をもって目の前の敵を打ち砕かんとした。

　その二つ名の通り、髪を振り乱し怒り狂う。

「シッッ!!」

　そして敵の巨腕をかいくぐったティオネの左足が、渾身の一撃を猛牛の顔面に決める。

『深層』の大型級モンスターであろうと頭部を爆砕させる上段蹴り。

　体を浮かせ必殺を見舞ったティオネは、その吊り上がった瞳を、次には見開いていた。

　頰骨に蹴撃を叩き込まれてもなお、黒い猛牛ミノタウロスは耐え切っている。

（こい、つ──）

　応こたえない。

　どう鍛えても冒険者が獲得することのできない『怪物』生粋きっすいの打たれ強さと、強靭性タフネス。攻撃を見舞ったティオネの手足を壊すほどの堅牢さとともに、今もその二本の剛脚で力強く地を踏みしめている。

　漆黒の猛牛は頰にめり込んだ彼女の左足を鷲摑みにし、そのまま投擲とうてきした。

「っっ!?」

　再び壁に叩きつけられようかという間際まぎわ、大双刃を放り投げたティオナがその体を受け止める。が、結局民家みんかを爆発させた。

「もうっ、何やってんのー!!」

「余計な真似すんじゃねえ!!　黙ってろっつってんだろ!!」

　姉妹仲良く壁を粉砕し、ギャーギャーと騒ぎ散らすティオナ達を他所に、ベートが一人交戦する。ティオネに負けず劣らずの蹴り技を放つ狼人ウェアウルフに、咆哮する猛牛は両刃斧ラビュリスをもって応じた。激しい攻防戦を繰り広げる彼のもとに、ティオナもティオネも罵詈ばり雑言ぞうごんを投げ合いながら加わる。

　大双刃が両刃斧ラビュリスと激突し合い、金属靴メタルブーツが相手の攻撃を蹴り上げ、怒拳が鎧の上から巨軀を叩く。

　互いに一歩も引かない冒険者達と『怪物』の激戦を周囲で見せつけられる【ロキ・ファミリア】の団員達は、それを見てしまった。

「わ、笑ってやがる……」

『怪物』の猛々しい笑みを。

　頰を裂き、白き巨歯を剝いて、確かに笑っている猛牛の歓喜を。

　第一級冒険者三人を同時に相手取り、攻撃を何度も食らいながら、それでも凄まじき『闘争』に身を震わせている。

　黒き猛牛は昂たかぶりをぶちまけるように咆哮を放った。

（なんかさぁ、これって……！）

　肌をびりびりと震わせる雄叫びを浴びながら、ティオナは大双刃を振るう。

（知ってんぞ、この感覚……!!）

　こちらの攻撃を歯牙にかけない相手に舌打ちをしながら、ティオネは両刃斧ラビュリスを避ける。

（こいつ、まるで……!!）

　小さき『階層主』と交戦している錯覚に襲われながら、ベートは金属靴メタルブーツを繰り出す。

　あまりの出鱈目でたらめ振り。

　そしてどこか記憶と被る、かすかな面影。

　若い冒険者達は、とある男の存在を思い浮かべてしまった。




「……」

　オッタルは、『バベル』最上階よりその迷宮街の一戦を目にしていた。

「あのミノタウロスに、覚えがあるの？」

　壁一面に張り巡らされた長方形の硝子がらす。都市の最も高い場所から街の全景を見晴らすことのできるその窓際に立ち、迷宮街を凝視している己の従者に、フレイヤは問いかける。

「あれは……いえ、ですが……まさか」

　主神の問いに対し前を向いたまま、オッタルは顔色を変えず、淡々と言葉を濁した。

　そんな武人の隣に並び、片手に持った葡萄酒ワインに口付けるフレイヤは、【ロキ・ファミリア】とモンスターが広げる戦場から視点を移す。

　遥か遠方にもかかわらず、神の銀瞳が射抜くのは今にも色が揺らぎそうな透明の光。

　進路を破壊しながら迷宮街を脱しようとする竜女ヴィーヴルと、それを追いかける少年の姿だった。

「ヘルン」

「はい」

　離れた位置で跪ひざまずいている少女に、フレイヤは背を向けたまま声をかける。

「ダンジョンに向かわせたアルフリッグ達から、報告は？」

「まだ、帰られていないようです」

「そう……今からあの暴走している竜女ヴィーヴルを、追える？」

「……間に合わないかもしれません」

　眷族の正直な意見に、「構わないわ、行って」とフレイヤは指示を出す。

　少女が一礼して部屋を退出する中、ぽつりと唇から呟きが漏れた。

「あんなモンスター達がいるなんて、ね」

　本当に下界はわからない、と銀髪の美神は微笑した。




「──だからよぉー、あのモンスターどもはうちの眷族ガキどもが捕らえていたものなんだ」

　空に溶けていく男神の軽薄な告白に、ガレスは眉をひそめていた。

「密輸して金を稼いでいたんだが、あの通り逃げ出しちまったのさ」

「それを信じると思っておるのか？」

「何だったら、今から言う『ダイダロス通り』の地下へ行ってみるといい。モンスターどもを閉じ込めておいた檻おりがわんさか置いてある」

　このイケロスが一人でガレスとフェルズのいる屋上に現れたのは、つい先程のことだ。漆黒の猛牛が現れ目を奪われているガレスにたたみかけるかのように、突如として自首を始めたのである。

「だから、その真っ黒クロスケを見逃してやってくれよ～」

「……」

「そいつはうちの眷族ガキどもとは無関係だ。巻き込まれただけだって」

　未だこちらに背を向け動けずにいる黒衣の人物に、イケロスはちょいちょいと指を向ける。

　噓うそは言っていないが、本当のことも言っていない。数十年前から主神ロキに鍛えられているガレスはイケロスの軽薄な笑みを見透かし、先程から思っていた疑問を投じた。

「何故なぜそれを、この場所で、儂わしに打ち明ける？」

「俺おれは敗けちまったからなぁ……勝者のお願いってやつを聞いてやってるのさ」

　その言葉の後だった。

　黒衣の人物は問答の隙すきを突くように、屋上から飛び降りる。

　落下していく相手を、溜息をつくガレスはもはや追おうとはしなかった。

「……詳しいことは後で聞く。付いてきてもらうぞ」

「ああ、優しく運んでくれよ？」

　ニヤつくイケロスの言葉を無視し、ガレスは彼の襟首えりくびを摑む。

　遥か視線の先で激化していく戦闘に、もはや一秒が惜しいと、男神の叫び声を聞きながら宙に身を躍らせた。

「どうやら、行ったみたいだ」

「……すまない。助かった、神ヘルメス」

　──路地裏に身を隠し、頭上を去っていくガレスの姿を確認したフェルズは、目の前にいるヘルメスと向き直る。

　塔の上から、戦場だけでなくフェルズとガレスの接触を視認していたヘルメスは、イケロスと一方的な取引きを交わして彼を差し向けた。ウラノスの片腕として面識があった魔術師メイジを、男神を差し出すことで救い出したのである。

「なぁに、今の状況にはどうしたって君の力が必要だ、『賢者』」

「……今は愚者フェルズだ、神ヘルメス」

　忸怩じくじたる思いで告げる黒衣の魔術師メイジに、優男の神は肩を竦める。

　さしものヘルメスも無駄口はそれまでにし、本題を切り出した。

「じゃあ、フェルズ。助けた見返りとして俺の願いを聞いてほしい……ベル君は今、一人だ。どうか助けに行ってくれ」

「しかし……それでは『異端児ゼノス』達が」

「あの黒い猛牛ミノタウロスのおかげでどうにかなりそうじゃないか。それに見たところ、【勇者ブレイバー】はモンスター達の生け捕りを狙っている。最悪の結末を迎えることはない筈さ」

　言葉巧みに交渉を持ちかけるヘルメス。

　やがて、彼は被っている帽子の下で瞳を薄く細めた。

「オレにも色々後ろめたいことがあるだろう？　ウラノスの右腕」

「……」

「罪滅ぼしというわけじゃないが……どうか願いを聞いてくれないかな？」

　黙りこくる魔術師メイジに、ヘルメスは顔を寄せて囁ささやく。

　思考の時を置くフェルズは、おもむろに手を差し出した。

　ヘルメスの手の平に、黒衣の袖そでから眼晶オクルスより小さな黒玉を複数落とす。

「緊急時には、これを使ってほしい。割れば使用できる」

「……わかった、オレはヘルメスだ。約束は守ろう。ルルネ」

　路地裏の奥に姿を隠していた犬人シアンスロープの少女に、ヘルメスは黒玉を預けた。

　それを見届け、フェルズは神意しんいに従って動き出す。

「ベル君と竜女ヴィーヴルは南下していった。恐らく、『ダイダロス通り』を抜けて復興途中の歓楽街に向かった筈だ」

「了解した」

　塔から見下ろしていたヘルメスの情報をもとに、フェルズは南東に進路を取るのだった。
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　激しい交戦が続く。

　第一級冒険者達と漆黒の猛牛ミノタウロスの戦闘は熾烈しれつを極めた。一進一退の攻防が秒刻みの間に何度も繰り返され、周囲で他団員達が呆然と立ちつくしてしまうほど。だが、冒険者達には数の利があった。怒いかるティオネを無視してようやくまともな連携が機能し始めると、次第にモンスターは押されていく。

　趨勢すうせいが傾こうかという、まさにその時だった。

『怪物』の一つの行動が、戦況に決定的な変化をもたらす。

『ヴウウウウウウッ！』

　何度目とも知れない攻撃を身に受けた瞬間、漆黒の猛牛ミノタウロスは右手を背に回す。

　その太い五指が摑み取るのは、鎧に取り付けられていたもう一振りの大斧だ。

　──双斧装備ダブル・アックス？

　ここにきて戦闘型バトルスタイルを変更する漆黒の猛牛ミノタウロスに、ティオナ達の顔に緊張が走る。


「────」



　そして、それの危険性にいち早く気付いたのは、【ロキ・ファミリア】の誰でもなく──ヴェルフだった。

「──逃げるぞ!!」

「えっ!?」

「やばい!!」

『咆哮ハウル』の影響からようやく脱しつつある体を無理矢理動かし、気絶しているリリを抱え、ヘスティアの手を引っ張る。命ミコトが春姫ハルヒメを抱いて続く中、ヴェルフは後方、リヴェリアが杖つえを構える【ロキ・ファミリア】陣地まで全力で走った。

『ッッ!!』

　肩と腕の筋肉を隆起させるモンスターは、右手に持つ血塗ちまみれの大斧を振り下ろす。

　正面、ティオナの大双刃が受け流そうと剣身を接触させた瞬間──放電が発生した。

「「「!?」」」

　大斧を受け止めたティオナが光の飛沫ひまつに包み込まれ、左右両隣にいたティオネとベートも余波を被る。

　驚倒するティオナ達の視界に映るのは、バチッ、と斧の刃の上を踊る夥おびただしい電流。

　瞬く間に付着していた血糊ちのりが弾き飛ばされ、その美しい金色こんじきの装飾があらわになる。

　この時、ティオナ、ティオネ、ベート、他の冒険者達も一斉に気付いた。

　血塗れの大斧の正体は──『魔剣』だ。

　顔を歪ゆがめるフィン、瞠目するアイズ、魔導士として驚異的な速度で杖を構えるリヴェリア。仲間ファミリアのことだけを優先させたヴェルフは歯を食い縛り、戦場に残された【ロキ・ファミリア】の団員達は凍りつく。


『ォォ──』



　まさかの電撃を食らい、一瞬の行動停止に陥るティオナ達の眼前で、漆黒の巨影は再び右手の大斧を振り上げる。

　空を衝く大上段。ティオナ達をまとめて吹き飛ばす『砲撃』の構え。

　フィンが声を張り上げ、リヴェリアも聞くが早いか『魔力』を解き放った。

「リヴェリア、結界を張れ!!」

　疾走してきたヴェルフ達が魔法円マジックサークル内に飛び込むとほぼ同時。

　リヴェリアの『魔法』──ドーム状の巨大な結界魔法が発動する。

『──ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　そして裂帛れっぱくの咆哮とともに、砲撃は敢行された。

「──クソが!?」

　痺しびれる体を押して片足を振り上げたベートの金属靴メタルブーツが斧型の『魔剣』に触れた瞬間、凶悪な雷光が迸ほとばしった。

　視界を黄金に塗り潰す放電現象。多頭竜ヒドラのごとく無数にうねる雷撃の牙が通り一帯を埋めつくし、破壊の渦うずを巻き起こす。至近距離で直撃したティオナ達はもとより、通りにいた冒険者達に回避する術すべはない。全員、雷いかずちの砲撃の中に呑み込まれた。

　突き進む雷砲はそのままリヴェリアの結界と接触し、轟音ごうおん、激しい閃光スパークが生まれる。意識を失う民衆、若い魔導士達、フィンとアイズ、そしてヴェルフを覆う緑光領域は揺らぐことなく砲撃を耐え凌いだ。

　耳をつんざく音が消失し、視界が晴れたその先には……破壊しつくされた通りの姿があった。全壊する両端の民家、竜の爪痕のように抉えぐれた石畳、それら光景の随所には身を焼かれ煙を上げる冒険者達が転がっていた。

　死屍しし累々るいるいと言っていい光景だが、奇跡的に全員息いきがある。

「し、痺れてるぅ～!?　『麻痺まひ』ぃ～!?」

「ち、くしょう……!?　全部防ふせげ、糞狼くそおおかみ!!」

「ブチ殺すぞっ、糞アマゾネス……！」

　砲撃の直前、身を顧みず突き出されたベートの金属靴メタルブーツが至近距離の位置で食い止め──精製金属ミスリル製の長靴ブーツが電撃を吸収し──威力を大幅に減少させたのだ。だが当然、大出力かつ点にとどまらない大規模な放電の全てを防ぎ切ることはできなかった。

　吹き飛ばされ転げ回った挙句、焼け焦こげている第一級冒険者達は通りの一角で膝を突き、唯一ぴんぴんしながら罵り合っていた。

　砲撃を耐え抜いたものの、その体には電流が音を鳴らしながら茨いばらのように巻き付き、身動きが取れずにいる。

「……」

　異端児モンスター達が倒れ伏す東側を除き、漆黒の猛牛ミノタウロスが立つ通りの中央地帯から西側は、もはや見る影もない。

　瓦礫の山と化した通りの光景と、こちらを見据えてくる『怪物』に、フィンは瞳を細めた。

「生け捕りはもういい──」

　黄金こがね色の髪を揺らし、小人族パルゥムの首領は口を開く。

　一人でたたずむ屋根の上から、彼は、告げた。




「──やれ、アイズ」




　次の瞬間、とんっ、と。


『────』



　ブーツの細い音を鳴らし、金髪金眼の剣士は、『怪物』の背後に着地した。

「わかった」

　銀の剣つるぎを引き抜くと同時、彼女は呪文うたを口ずさむ。

「【目覚めよテンペスト】」

　響き渡る玉音の声音。

　超短文詠唱を経て発動される少女の『魔法』。

『──ヴオオオッ！』

　背後を取られた猛牛ミノタウロスが振り向きざま、右腕の『魔剣』を繰り出す。

　急迫する雷の斧に対し、金髪金眼の少女は静かに、その魔法名を唱えた。

「【エアリエル】」

　風が鳴る。

　少女の体を気流が取り巻いた瞬間、神速をもって、剣つるぎが走った。

　敵の右腕を──切断する。


「──────────」



　ヘスティア達、『異端児ゼノス』、そして漆黒の猛牛ミノタウロスが時を止める。

　風を纏った剣閃によって、『怪物』の右腕が『魔剣』を持ったまま宙を舞い、破壊された石畳の上に突き刺さった。

　電撃の波が地面に発生するとともに、モンスターの巨軀が空に向かって仰け反る。


『────────────────────────ッッ!?』



　絶叫が打ち上がり、上腕の半分より下が消え失せた猛牛ミノタウロスの腕から血飛沫ちしぶきが迸った。

　気流の鎧に守られるアイズの身に返り血は届かない。全て風が吹き飛ばす。

　魔法【エアリエル】。

　使用者の全身と武装を強化する、風の付与魔法エンチャント。

　他派閥であるヴェルフと命ミコト、ヘスティアにはそれだけしかわからなかった。

（──アイズ・ヴァレンシュタイン）

　冒険者以外でただ一柱ひとり、『咆哮ハウル』に屈することのなかった女神ヘスティアはこの時、少女のその姿に見惚みとれてしまった。

【剣姫】アイズ・ヴァレンシュタイン。

　名実ともに都市屈指の冒険者。オラリオ一の女剣士。

　少年ベルの憧憬しょうけい。

　風を従え、金の長髪を撫なでられる、まるで英雄譚の『精霊』のごとき雰囲気を放つ少女は、少年が憧あこがれる存在として確かに相応ふさわしいと女神が一瞬認みとめてしまうほど、美しいものだった。

『怪物』の叫喚きょうかんによって震撼しんかんする戦場の中で、ただ一人凛然りんぜんと在ある少女は、剣を鳴らす。


『ッッ────オオオオオオオオオオオオオオ!?』



　双眼を見開く猛牛ミノタウロスは、逆襲とばかりに残った両刃斧ラビュリスを振り下ろした。

　数々の冒険者を再起不能に追い込んだ一撃。断頭台のごとき『怪物』の必殺。

　それを、アイズは細剣の一振りで弾き返す。

　不意打ちから敵の腕を奪った驕おごりも油断もない。

　金色の双眸を細め、愕然とする一匹の『怪物』を見据える。

「いくよ」

　ただ全力をもって、少女は風かぜと剣つるぎの調べを奏でた。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～アァッ!?』



　仮借のない、連続斬撃。

　縦横無尽に走り抜ける無数の斬閃をもってアイズは敵の巨軀を斬り刻む。

　袈裟斬り、斬り上げ、回転斬り、振り下ろし。片腕を失った猛牛ミノタウロスは全ての攻撃を防げない。凄まじい強度を誇る漆黒の体皮が、身に付けている重装が、ずたずたに斬り裂かれていく。

　小細工なしの真っ向からの斬撃の嵐あらしに、猛牛ミノタウロスの足が初めて後退した。

「やっぱりアイズのあの『魔法』、ずる～いっ!?」

「今更だろう、間抜け……」

　ベートよりも速く、ティオナより重く、ティオネより手数に優れる。

　風の恩恵ちからが生み出す【剣姫】と謳うたわれる一つの由縁に、傍観しか許されない女戦士アマゾネスの少女は悔しがり、口で言う狼人ウェアウルフの青年もまた舌打ちを放った。

　やがて防御を止め果敢に反撃に乗り出すモンスターと、アイズは激しく斬り結ぶ。

　剣撃と斧撃の打ち合い。火花は発生せず風の凄まじい清流音がただ響く。その気流のうねりに屈しない猛牛ミノタウロスの怪力はやはり並外れ、敵の一撃の間に三つの斬撃を見舞うアイズの剣技はそれ以上に神懸かっていた。

　少女は加速する。

　視界から眼前の敵以外の全てを取り除き、表情が消えていく。

　更なる高みを目指すように、更なる進化を遂げるように、斬撃の鋭さが増していく。

　剣の銀光と風の嘶いななきが発生する度に、敵の巨軀は血を吐き散らした。

「あ、あれが……」

　一度は見惚れていた筈の女神ヘスティアが今や顔を引きつらせ、息を呑む中。

　青ざめる命ミコトは、喉のどを震わせる。

「あれが……『戦姫せんき』」

　過去、誰かが言った。

『戦姫』と。

　少女の皮を被った殺戮者モンスター・スレイヤー。怪物の屍しかばねで作り上げられる無数の頂き。飽きることなく迷宮の奥へもぐり続ける、命知らず。

　夥しい鮮血を舞い上げながら、それでも風の鎧によって一人美しく在あり続ける少女の姿に、ヴェルフも、【ロキ・ファミリア】の団員達でさえも、畏怖と恐怖を覚えていた。

　一際ひときわ高い風の雄叫びが、戦場に轟く。

「！」

　揺らぐ巨体。崩れる敵の体勢。

　何度目とも知れない傷を刻み込まれ、とうとう隙を晒さらした猛牛ミノタウロスに、アイズが眦を決する。

　石畳を砂利のように蹴立てる加速とともに、全身を一杯に使った止めの袈裟斬りが放たれた。

『──オオッ!!』

「!?」

　だが、次の敵の行動にアイズは驚愕を表す。

　間に合わない両刃斧ラビュリスでの迎撃を捨て、猛牛ミノタウロスが振るったのは頭部──雄々しく生えた角だ。その紅の角は風を纏ったアイズ渾身の斬撃をはね返してみせる。

　隙を晒し返す格好となった少女に、猛牛ミノタウロスは地を陥没させるほどの踏み締めをもって、両刃斧ラビュリスの一撃を炸裂させた。

「ッッ!?」

　風が爆はぜる。

　防御のため構えられた銀剣の気流まもりが、純粋な力によって打ち砕かれた。

　あまりの衝撃に両足で地を削ったアイズは、勢いが止まったところで己の剣を見下ろす。

　風の付与魔法エンチャントを破壊された剣は、震えていた。

　あまりの衝撃によって痺れているアイズの手が柄を握り締めることができないのだ。感情の乏しい表情の中で目を見張る少女は、正面に向かって顔を上げる。

　血で全身を染めながら、フッ、フッ、と荒い鼻息を漏らす猛牛ミノタウロスは、笑った。

　この状況でなお猛々しく、荒々しく、不敵に。

　瞳を見張っていたアイズもまた、その柳眉りゅうびを吊り上げた。

「【目覚めよテンペスト】」

　痺れた片腕の上から【エアリエル】を纏い直すアイズは、風の力で強引ごういんに装備を固定する。

　怯まない強者に咆哮を上げる猛牛ミノタウロスは、疾走するアイズを迎え撃った。

　再度火蓋が切られた斬り合いに、ヘスティア達が仰け反っていると、

「ぬんっ！」

『グッ!?』

　目に見えて拮抗きっこうするようになったアイズと『怪物』の戦闘に、横槍が入った。


　重装を纏ったガレスだ。ようやく戦場に戻った彼は付近の建物に男神イケロスを放り捨て──「本当に今時のガキはよぉー……」と呻うめかせながら──、頭上から猛牛ミノタウロスの背に大戦斧を見舞ったのである。



「アイズ、挟はさめ」

「……！　ガレス、私は──」

「そんな手で危ない橋を渡らせられるか。我儘はいい加減にしておけ──のう、フィン？」

　そのガレスの声に応えたのは、『怪物』に投じられた一本の長槍だった。

『……!?』

「流石にね。まぁ、ガレスが来たなら僕が来る必要もなかったかな」

　回収した槍を投擲し、猛牛ミノタウロスの肩に突き刺したフィンは肩を竦めてみせる。彼もまた、アイズの状況を見極めるや否や、全体の指揮を一時放棄し前線まで上がったのだ。

　フィンにも見つめられ、アイズは渋々頷いた。猛牛ミノタウロスを歴戦の第一級冒険者三人が取り囲む。

　モンスターは深手でなお抵抗していたが……間もなく、どんっ、と。

『……！』

　ぼろぼろに傷ついた満身まんしん創痍そういの姿で、地に片膝を突いた。

「アステリオス……！」

　銀の剣、大戦斧、長槍を持つ冒険者達の前で屈する猛牛ミノタウロスの姿に、リドは目もとを歪める。

　とうとう最後の同胞までやられてしまった。周囲でグロスやレイ、他の『異端児ゼノス』達が身じろぎする気配を感じながら、冒険者達の背中を見据えていると──通りの真ん中に、三つの黒玉が投げ込まれた。

「！」

　落ちた衝撃でたちまち罅割ひびわれ、玉の中から大量の黒煙が噴き出す。

　瞠目するリド、グロス、レイにはそれがなんなのかすぐにわかった。

　フェルズの魔道具マジックアイテムだ。

「！」

「煙幕……！」

「この煙、絡からみついてくるぞ!?」

　自分達だけでなく周囲一帯をたちまち覆いつくす黒煙にアイズ、フィン、ガレスも驚愕を見せた。そして、第一級冒険者達より数秒早く反応してみせたリド達は、閃ひらめくように互いの視線を交わし合い、なけなしの力をかき集め、三匹三様に動き出す。


『────────────!!』



　石竜ガーゴイルが吠える。

　響き渡る怪物モンスターの雄叫びに他の『異端児ゼノス』は耳を揺り動かし、猛牛ミノタウロスもばっと顔を上げた。

　そして雄叫びが終わらない内に、歌人鳥セイレーンが宙に羽ばたき、最大出力の怪音波を放つ。

「「「!?」」」

　第一級冒険者達のみに狙いを定めた殺人的な高周波。背後から浴びせられたそれに、アイズ達の動きが止まる。

　視覚、そして聴覚。

　この二つを潰され、第一級冒険者と言えど一瞬の隙を見せた。

（──！　猛牛ミノタウロスの気配が……！）

　消えた。

　視覚と聴覚を失い周囲の情報が著しく制限される中、目の前にいた筈の『怪物』の気配が闇に溶けるように消えたことに、アイズは困惑する。

「あれは……!?」

　──他方、アイズ達もろとも通りを埋めつくしていく黒煙に、女神ヘスティアは見覚えがあった。

　フェルズと月夜の邂逅かいこうを果たした数日前、ウラノスのもとに運ぶため黒衣の魔術師メイジが裾すそから放出したあの黒い霧だ。間もなくヘスティア達の目の前にも黒玉が投げ込まれ、とうとう辺り一帯は漆黒の濃霧に閉ざされた。

「っ！」

　怪音波のせいでフィンとガレスの指示こえも聞こえない中、アイズは風エアリアルの使用を断行した。

　出力が高まった風の気流が、纏わりついていた濃霧を吹き飛ばす。

　生き物のように絡み付く煙が瞬く間に拡散すると、やはり、目の前から猛牛ミノタウロスは忽然こつぜんと姿を消していた。

（──許してくれよ）

　そして。

　晴れた霧の先にアイズ達が現れた瞬間、リドは風船のように膨張させていた胸部を解き放つ。姿を消した猛牛ミノタウロスに気を取られていたアイズ、ガレス、フィンは高速でこちらを振り向くが、遅い。

　リドの口腔から火炎が吐き出された。

「蜥蜴人リザードマンが炎を……!?」

　ガレスの一驚を他所に、アイズはそれも風で防ごうとするが、リドの狙いは彼女達ではなかった。

　炎を吐き続けながら顔を真横に薙ぎ、広域に火炎放射を広める。

「!?」

　通り両端の民家に燃え移るそれを、アイズ一人の風だけでは防ぎ切れない。

　貧民街スラム故に火種が多いのも災いした。木材や魔石製品の発火装置に引火し、すぐに辺り一面は火の海と化す。

『グオオオオオオオッ！』

　上空から石竜ガーゴイルの声が響いた瞬間、蜥蜴人リザードマンも歌人鳥セイレーンも攻撃を止め、一目散に逃げ出した。

　既に他のモンスターも路地裏に飛び込んでおり、『異端児ゼノス』達の大撤退が行われる。

「……！」

「……人手が足りない。先にクルス達を助ける」

　一瞬追跡しようとし、踏み止まるアイズに、フィンもまた一杯食わされた顔で命じた。

　通りには痺れて動けないベート達を始め、猛牛ミノタウロスによって倒れている団員が大勢いる。動ける者はフィン達を含め、ごく少ない。

「何がどうなっている……！」

　住民達を守るため結界を維持しているリヴェリアも動けずにいた。

　視界を覆う怪しげな濃霧によって判断がつかず──霧の有害性を危ぶみ──『魔法』の解除ができない。守るべき者達が彼女の枷かせとなってしまったのだ。

　止むなく首領フィンが前線に上がり指揮系統が停止したことが、後手に回ってしまった一番の要因だった。

　冒険者達はフィンの指示の下、素早く態勢を立て直す。ガレスがティオナ達や男神イケロスをまとめて救い出し、アイズも救助活動に勤しんだ。無傷の魔導士達たちがリヴェリアとともに氷結の魔法や水流の魔法を行使し、消火を最優先に動いていく。『異端児ゼノス』か【ロキ・ファミリア】か、どちらの味方につくべきか終始迷っていたさしもの女神ヘスティア達も、それに協力した。

　十分後、高位魔導士達の活躍で被害は通り一帯だけにとどまり、火の手は完全に消失する。

　石造りの通りは黒い煙が立ち上る、焼け野原と化していた。

「フィン、あの猛牛ミノタウロスは……」

「……地下だ」

　悲しげな表情を隠せないまま、通りの中央までアイズが赴おもむくと、フィンは地面を見下ろす。

　そこには、隆起した石畳が割れ目のような口を開けていた。

「これは……」

「金属の巨人が出てきた穴だ。あの『怪物』はここから地下水路に下りたんだろう」

　フェルズの人形兵ゴーレムが出現した穴を見て、アイズは驚く。

　表面を焼かれた石畳の下、見える暗い水路には確かに血痕が残っていた。あの最中さなかで漆黒の『怪物』は気配を断って穴に飛び込んだのである。

「……追う？」

「ああ、頼むよ……。ただ、あの最後の逃げっぷりからして、武装したモンスターはやっぱり相当な知能がある。単独で深追いはしないでくれ」

　アイズの質問に答えるフィンは、切断された猛牛ミノタウロスの片腕も消えていることに嘆息する。

　ややあって、ようやく他の冒険者やギルド職員が慌あわただしく到着した。

『咆哮ハウル』を浴びた者達の治療が進められていく中、フィンは失態とばかりに空を仰いだ。

「見誤った、か……やられてしまった」
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　迷宮街から起こる激しいモンスターの咆哮、爆発音、何より避難してきた住民達の通報によって、騒ぎが小康状態にあったオラリオは再び混乱を取り戻した。

　ロイマンを始めとするギルド上層部が青ざめ、各【ファミリア】の急行と救援が直ちに言い渡される中、『ダイダロス通り』が存在する都市南東第三区画に多くの冒険者達が集結せんとしていた。

「くっ……!?」

　市壁付近まで身を落とした太陽に、横顔を焼かれる。

　ベルは走っていた。

　路地を破壊しながら突き進む竜女ヴィーヴルを追って。

「ウィーネ！」

　ベルの叫びも、悲鳴を上げて進む竜の少女には届かない。

　壁を壊し階段に乗り上げながら南下していく竜女ヴィーヴルとベルは、とうとう迷宮街の入口を越えて貧民街スラムを飛び出してしまう。

「ひっ……!?　いやぁああああああああああああああああ!?」

「ちょっと、冒険者！　こっち、こっちよ!?」

　暴走するモンスターを目にし、亜人デミ・ヒューマン達が金切り声を上げ一目散に避難していく。

　迷宮街を抜け出たことでたちまち街路には人が増え、喧騒や悲鳴の量にも拍車がかかった。娼婦しょうふらしき格好をした女性達が次々に冒険者を呼び込んでいく。

　ベルの顔が焦あせりに染まった。

「ウィーネ、止まって!?」

『アアアアアァァ!?』

　迷宮街から何度もその体に飛びつき、捉えているものの、激しい蛇行によって振り落とされてしまう。歪いびつな竜の鱗を摑んでは切り裂かれるベルの手は既にぼろぼろだ。何度呼びかけても効果はなく、紅石を額に戻そうにも困難を極めた。

　その細い上半身に縋すがり付いたベルが絶え間ない震動に翻弄ほんろうされ、路地沿いの商店の看板にぶち当たって再び地面を転がった。その光景が更に周囲から悲鳴を買ってしまう。

（もう、呪詛カースは解けてる筈なのに……！）

　ウィーネの双眸からは、既に禍々まがまがしい紅の光は消えていた。

　男ディックスの『呪詛カース』からは解放されている筈なのだ。にもかかわらず、竜の少女は暴走を続けている。

　ベル自身、頭あたまから血を流しながら、風穴が空き血まみれとなったウィーネの左手を見やる。

　──ウィーネを貫いた長槍。

　恐らく、勇者フィンが投じた長槍が、不幸にも少女の恐怖を喚起させてしまったのだ。

　同じ槍を持つディックスの仕打ちを、嘲笑を、悪意を。

　紅石を失いまともな判断もできず、人類の全てに背を向け、逃げ惑うほどの悪夢を。

　男の呪のろいは、なくならない。

「いたぞ、ここだ!!」

「!?」

　ウィーネを止められないまま、とうとう冒険者達が姿を現してしまう。

　半人半蛇ラミアに似た大型級モンスター、稀少種レアモンスターである『ヴィーヴル』の暴走状態に冒険者達は一度は怯むものの、これ以上進ませまいと得物を構える。

　短弓ショートボウに番つがえられる矢、握り締められる投槍ジャベリン、宝石が輝きを放つ杖。

　路地正面、側面に躍り出る冒険者達にベルは喉が張り裂けんばかりに叫ぶ。

「止めっ──!?」

　ベルの叫びは、冒険者達のかけ声にかき消された。

　投槍ジャベリンが竜尾の下半身に突き刺さり、矢が肩を射抜き、火炎魔法が直撃する。竜女ヴィーヴルの体から無数の鱗うろこが剝がれ落ちた。


『──────────────ァァ!?』



　ウィーネから悲鳴が迸った。

　冒険者達の容赦のない攻撃に苦しみ、敵意から逃れるように一層の加速が行われる。

　正面にいた冒険者達を吹き飛ばした。


「ッッ……!?」



　ベルの歯が割れんばかりに食い縛られる。

　竜女ヴィーヴルの進路に続々と集まる冒険者を視界に──葛藤と迷いを振り払い、彼等に向かって右腕を突き出した。

「【ファイアボルト】!!」

　攻撃を加えようとしていた冒険者達に、速射魔法が着弾する。

「なぁ!?」

「!?」

「うおおおおおおおお!?」

　足もとに、武装に、体に。

　炎雷が炸裂し、背中から倒れ込む冒険者達のもとで大量の火の粉が舞う。

　ベルはウィーネを追いかけながら、冒険者達に、味方である筈の同じ人類に攻撃の矛先を向けた。

「【リトル・ルーキー】、てめえ!?」

　炎雷を連射し邪魔するベルに、冒険者達が顔を真っ赤にして叫び散らす。

　下級、上級冒険者、派閥全て関係ない。ただ一人攻撃を加えてくる新人冒険者ルーキーを罵った。

　建物の上階から様子を窺うかがう女子供も驚愕に目を見張り、己の蛮行を目撃される。

　血迷ったか、そんなに怪物の宝ドロップアイテムが欲しいのか、こんな時に、何のつもりだ。同業者達から浴びせられる罵詈雑言に胸が軋きしみ、手が震えるが、それでもベルは『魔法』を撃ち続けた。竜女ヴィーヴルを守り、追いかけ続けた。

　やがて終わりのない逃避行が突入するのは歓楽街、復興区。

　以前【フレイヤ・ファミリア】の手によって壊滅に追い込まれた【イシュタル・ファミリア】の元領域テリトリー。歓楽街の中でも特に深い破壊の爪痕を残すこの場所は廃墟然とした建物が未だ多く残っており、一般人の立ち入りは禁止されている。半壊した娼館、蹴り倒された樽たるに燃やされた路上。主のいなくなった女神の宮殿ベーレト・バビリが見下ろす城下町はすっかり寂さびれてしまっていた。

　網目状に錯綜する廃れた路地を出鱈目に走り抜ける。

　ベルとウィーネの行く先々で、先回りした冒険者達が待ち構えていた。

「……？」

　ふと、そこでベルは違和感を覚えた。

（……攻撃をしてこない？）

　上がることのない武器の風切り音、止まった追撃の手。

　冒険者達はウィーネの進路を塞ぐように姿を現すか、あるいは威嚇射撃を行なってくるものの、目に見えた攻撃を仕掛けてこなくなった。

　まるで諦あきらめたかのように──。

（──いや、違う）

　安易な憶測を蹴り飛ばすとともに、悪寒が背筋を貫く。

（誘導されて……!?）

　次の瞬間、ベルの顔から色という色が失われた。

「ウィーネ、行っちゃ駄目だ!?」

　特定の場所に誘おびき出されている。

　それを悟ったベルはなり振り構わず叫んだ。

　進路正面に現れるヒューマン、大盾を構えるドワーフ。行く手を遮る彼等から逃れるように竜女ヴィーヴルは路地を曲がっていく。咄嗟に尾を摑もうと手を伸ばすものの、横から射られた矢によって阻まれる。

　邪魔をするなとばかりに、屋根の上から獣人に狙撃された。

「っ……!?」

　そして、ベルの願い虚むなしく。

　薄暗い路地が一気に開け、黄昏たそがれようとしている空の光が視界を包み込んだ。

　広い空間と壊れた廃墟が作り出す、すり鉢状の広場。

　勢いよく飛び出した竜女ヴィーヴルは鉄柵さくを粉砕し、消えた足場によって深い段差の底へ落ちていく。

　音を響かせ石畳を砕いた彼女が辿たどり着いたのは、広場の中央。顔を上げれば、廃墟の上に立つ無数の冒険者が見下ろし、周囲を取り囲んでいる。

　冒険者達の徒党。【ファミリア】同士の連携。

　広場を包囲する魔導士達が、既に完成している『魔法』を待機状態から発動へと移行する光景に、ベルの鼓動ががなり立てる。

　一歩も止まることなく、自らも広場へ飛び込んだ。

「【リトル・ルーキー】、止まれ!?」

「イカれてんのかテメエは!?　死ぬぞ！」

　広場に着地したベルに冒険者達が警告交じりの怒号を放つ中、

「構うなァ、撃っちまえぇ！」

　正気を失ったかのような大男の声が、包囲網の中から上がり、引ひき鉄がねとなった。

　無数の魔法光が立ち上り、一斉砲火が巻き起こる。


「────」



　広場の中心に殺到する砲撃の光。

　瞠目する竜女ヴィーヴルの顔が照らし出され、瞬く間にその体を覆いつくした。

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァ!?』

　怪物モンスターの絶叫が炸裂する『魔法』の中にかき消される。

　爆風の中に、少女の姿が消えていく。


「───────っっ!?」



　ベルは突き進んだ。

　猛火に、電撃に、氷風に、真横から体を煽あおられながら、広場の中央を目指して走る。

　肌が焦げ、髪を焼かれ、皮膚ひふが霜焼けようが、砲撃の渦に呑み込まれる少女のもとへ急ぐ。

　言葉にならない叫びが飛び散っていた。

　吐き気がするほど時間の流れが緩慢になっていた。

　閉じ込められた時の世界の中で、ベルは腕を伸ばす。

　砲撃の残滓ざんしが舞い上がる中、竜の怪物は全ての鱗を失い、空を仰いでいた。

　体中から煙を上げ、炭化させた手足の先を朽ちさせながら、儚はかない青銀の長髪を揺らす。

　近付いてくる少年のことを見つけ、虚うつろな瞳で、唇に音を乗せた。

　べる、と。

「ッッッ!!」

　渾身の力で伸ばしたベルの手が、少女に届こうとした瞬間。




　紅の穂先が少女の胸を貫いた。





「──────────」



　彼方より投じられた槍の穂先。

　呪詛のろいが込められた、怨念の槍。

「はっ、ひゃははははあはははははははは!?　仕留めた、仕留めたぜぇえ!?」

　大男は笑う。正気を失いながら嗤わらう。

　顔の半分を失った男の哄笑が、止まった時の流れを打ち砕いた。

　ベルの目の前で、串刺しにされた少女の体が、ゆっくりと傾いていく。

「──ウィーネッ!?」

　少年の涙と絶叫が散った瞬間──地面が崩壊した。

「なんだ!?」

「崩れるぞ！」

　一斉砲火が炸裂した中心地を起点に、広場が崩れていく。

　足場が消え、自らも落下しながら。

　ベルは、暗い闇の底へ落ちていく少女の体を摑み、抱き寄せた。
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　冒険者と魔導士達は顔を腕で覆いながら、眼下の光景に動きを止めていた。

　崩落した地面。

　舞い上がる膨大な砂煙。

　中心地には大きな穴が空き、空間のもともとの形状もあって人工の蟻地獄ありじごくのような様相を呈している。石畳が今も思い出したようにガラガラと音を立てて穴の中へと落下していった。

　奇人ダイダロスが設計し、歓楽街に張り巡らされた『秘密の地下道』。地下の抜け道によってもともと空洞となっていた広場が、一斉砲撃の衝撃に耐え切れず崩れ落ちてしまったのだ。

　冒険者達から喉を鳴らす音が響く。

　少年も、竜女ヴィーヴルも深い穴の底へ消えてしまった。

「はははははははははははっ!?」

　そんな彼等を他所に、壊れた笑い声を上げる大男がいた。

【イケロス・ファミリア】のグランだ。狩猟者ハンター達の中で唯一生き延びた彼は、『鍵かぎ』を使って人造迷宮クノッソスから地上に出て、理性を失ったまま恨みを果たそうと男ディックスの槍をウィーネに投擲したのである。

「やったぜぇ、ディックスぅ!?　バケモノを仕留めた、仕留めたんだよ!?　俺がァ──」

「ッッ!!」

　錯乱した大男グランを、頭上から急降下した石竜ガーゴイルの爪が圧砕する。

【ロキ・ファミリア】から逃れ、上空から砲撃の閃光を目にしたグロスは有翼のモンスター達とともに広場に急行していた。そして、その光景を見てしまった。

　冒険者達の驚愕を集める中、今度こそ狩猟者ハンターの命を絶った石竜ガーゴイルは、ベルとウィーネが落ちていった穴の奥を見つめ、体を震わせる。

『ッ──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

「有翼のモンスター!?　こんなにいやがるのか!?」

「ちくしょう、逃げろ!?」

『異端児ゼノス』達は、暴れた。

　傷だらけの体を叩き、最後の力を振り絞って、悲鳴を上げる冒険者達に襲いかかった。

　少年と少女の最後の時間を、邪魔させないように。
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　残された時間を知らせる砂時計のように、砂利や石片が降りしきってくる。

　薄闇に包まれ、崩れた瓦礫に囲まれる地下通路の空間。

　頭上に空いた穴の先に広がる、茜あかねの空に見下ろされながら、ベルは力が失われた少女の体を抱いていた。

「ウィーネッ……ウィーネ!?」

　瞳に涙を溜ためながら、少女の胸を穿うがつ呪槍を摑む。

　呪いの力が少女の体を今も蝕むしばんでいる。ベルは槍の穂先を引き抜き、打ち捨てた。

　カラァン、と鳴る乾いた音。びくっと痙攣する青白い体。

　ベルは小鞄ポーチの中から紅石を取り出し、がらんどうとなっているウィーネの額に嵌はめた。

　紅石は細い光を取り戻すものの、少女は動かない。

　それどころか──ぼろっ、と音を立てて。

　長い竜の尾が、灰となって崩れていく。

「っ……!?」

　槍に穿たれた胸の奥。

　傷口の先に見える、血にまみれた紫紺しこんの結晶には、罅ひびが生じていた。

　罅が走る度に、先端から少女の灰化が進んでいく。

「駄目だっ……駄目だぁ!!」

　泣き喚わめく子供のように、ベルは同じ言葉を繰り返し叫んだ。

　駄目だ、こんなの駄目だ、いなくなっては駄目だと。

　少女の体をかき抱きながら、瞑つむった目から止まらない涙をその青白い頰に落としていく。

「……ベ、ル？」

「！」

　耳朶じだにかかった吐息のような囁きに、ベルははっと視線を向ける。

　うっすらと瞼を開け、琥珀こはく色の瞳に光を戻しながら、ウィーネは目覚めていた。

　硬質化し、ささくれ立った頰はそのまま。

　今にも消えそうな眼差しで、ベルのことを見上げてくる。

「ウィーネ……！」

「……ベ、ル……ごめん、ね？」

　ウィーネは血を流すベルの顔を見つめ、掠れた声で謝ってくる。

　徐々に近付いてくる灰の音を聞きながら、ベルは何度も顔を横に振った。

　笑みにもなっていない笑みを浮かべながら、涙滴と一緒に笑いかける。

「大丈夫っ、だいじょうぶ、だから……！　僕は平気だから……!!　だから、ウィーネ──」

　──消えないで。

　肩を抱き締める手に力を込めながら、ベルは懇願する。

　体が揺れ、少年の胸に額を当てるウィーネは、幸せに抱かれるようにほのかな笑みを浮かべ、琥珀色の瞳を潤うるませた。

　ぴしっと薄い胸が音を奏で、とうとう竜の胴体が全て崩れ落ちる。

「……夢を、みるの」


「えっ……？」



　人の上半身を残すウィーネは、目を見張るベルの顔を見上げる。

「だれも、わたしをたすけてくれない……こわい夢」

　灰の砂をこぼしながら。

　命の時間を失いながら、ウィーネは震える手を持ち上げる。

「でも、ね？」

　ベルの頰にそっと添えられた右手が、触れた途端、崩れ落ちる。

　嗚咽おえつの中に消えそうな声で、ウィーネは言った。

「こんどは……たすけにきてくれたひとが、いたんだよ？」

　ベルの瞳が、一杯に見開かれる。

「うれしい……」

　目を瞑り、透明な滴が頰を伝った。

　唇を綻ばせながら、たった一つの『夢』に、ささやかな憧憬しょうけいに抱き締められる。

　異形いぎょうの少女は、この時、確かに満たされていた。

　灰がこぼれ落ちていく。

　少女の体の形が消えていく。

　呆然とするベルの目の前で、ありがとう、と。

　ウィーネは泣きながら、花のように微笑ほほえんだ。

　そして、




「ベル……大好き」




　消えた。

　崩れ落ちた。

　音を立てて、ベルの指の隙間から、大量の灰が流れ落ちていく。

　少女の温もりが、消え去っていく。


「────」



　時を止めるベルの頰を、枯れない涙が静かに伝っていく。

　舞い上がる灰の粉。

　灰の輝きの中に、少女との思い出が浮かんでは反射し、きらめき、消えていく。

　出会い。

　怯え。

　悲しみ。

　戸惑い。

　触れ合い。

　感謝。

　名前。

　喜び。

　笑顔。

　抱擁。

　涙。

　胸の中からこぼれ落ちていく灰の中で、美しい紅の宝石だけが、砕けることなく遺された。


「ぁ、ぁぁ──」



　感情が壊れる。

　心に穴が空く。

　喉が震え、慟哭どうこくが迸ろうとした、次の瞬間、



















「【未踏の領域よ、禁忌の壁よ。今日この日、我が身は天の法典に背く──】」




　詠唱が鳴り響いた。

「!?」

　涙を飛ばしながら振り向く先、ベルの背後に立つのは、黒衣の魔術師メイジ。

「【ピオスの蛇杖つえ、サルスの杯さかずき。治癒の権能をもってしても届かざる汝なんじの声よ──どうか待っていてほしい】」

　広がるのは白の魔法円マジックサークル。放出されるのは人智を超えた『魔力』の輝き。

　ベルが目を見開く先で、フェルズは高らかな呪文うたを紡つむいでいく。

「【王の審判、断罪の雷霆ひかり。神しゅの摂理に逆らい焼きつくされるというのなら──】」

　地下通路に満ちる純白の魔力光は頭上の穴を越え、一条の光輝となって天へと昇る。

　黄昏たそがれの空に突き立つ光の柱を、オラリオにいる誰もが目撃した。

「この光──フェルズ!?」

「ッ……!?」

　足もとから放たれる光に、冒険者達を広場から撤退させたレイとグロス、そして彼等に運ばれてきたリドが瞠目する。

「ヘスティア様!!」

「神の送還……？　いや、違う!?」

　眷族の容態を窺っていたヘスティアも、ヴェルフに示されその光柱を目にした。

「フィン……」

「歓楽街の方角……ベル・クラネル、いや、竜女ヴィーヴルか？」

【ロキ・ファミリア】の冒険者達もまた天を仰ぐ。

「使うのか、フェルズ……」

　老神は瞑目めいもくし、

「何度か見たことがあるわね、あの光」

　銀髪の美神は巨塔から微笑み、

「何が起こるんやろうなー」

　朱髪の女神は屋根の上で胡座あぐらをかき、

「奇跡きせきに違いないさ」

　旅行帽を被る男神は、瞳を細めた。

「【──自ら冥府めいふへと赴こう】」

　詠唱が加速する。

　魔法円マジックサークルが更なる光を放ち、ベルの顔とその黒衣を染め上げた。

「【開け戒門カロン、冥界ときの河かわを越えて。聞き入れよ、冥王おうよ。狂おしきこの冀求せんりつを】」

　響く荘厳の調べ。神聖なる旋律。

　それは、下界の理ことわりをねじ曲げる悪業。

「【止まらぬ涙、散る慟哭うたごえ。代償は既に支払った】」

　超長文詠唱からなる禁忌の『魔法』。

　決定された運命を覆し、絶対の不可逆に叛逆はんぎゃくする秘技。

「【光の道よ。定められた過去を生贄いけにえに、愚かな願望ねがいを照らしてほしい】」

　古いにしえの『賢者』にのみ許された、『蘇生魔法』。

「【嗚呼ああ、私は振り返らない──】」

　詠唱の完成、『魔力』の臨界。

　フェルズの全精神力マインドと引き換えに、その求めの歌は捧げられた。




「──【ディア・オルフェウス】」




　光の柱が砕け散る。

　代わりに、地下空間が無数の白光に包み込まれた。

　雪のごとき光の宝玉。瞳を見開くベルの眼前に集まり、螺旋らせんをなし、甲高かんだかい清音とともに収束する。

　最後に魔法円マジックサークルの下から生まれた青白い光が、ベルの胸の中へ吸い込まれた。

　次の瞬間、硝子が砕け散るかのような音響が閃光とともに弾ける。

　一際眩まばゆい光に世界が白く染まり、反射的に目を瞑ったベルは──腕の中に蘇っている重みと、温もりに、体を震わした。

　恐る恐る、祈るように瞼を開けると……目を閉じる竜の少女が、胸に身を委ゆだねていた。

「ぁ──」

　掠れた呟きを漏らし、たちまち視界をぼやけさせながら、頰に片手を添える。

　冷たい。けれど温かい。鼓動の音が伝わってくる。息吹の音だ。

　細い人の四肢。竜の翼は消え、地面に積もる灰の山が少なくなっている。

　額に埋まる紅の宝石が、ベルの瞳を照らすように輝いた。


「…………初めて、成功したよ」



　どしゃっ、と鈍い音を立てて。

　ベルの背後で、黒衣の魔術師メイジが精も根もつき果てたように、尻餅しりもちをつく。

「八百年、か……全く、魔法数スロットを埋めるだけの無駄な希望まほうだと、恨んでさえいたが……」

　振り向くベルと見つめ合い、そのフードの奥で微笑むような気配を漏らしながら。

　フェルズは、虚空を仰いだ。

「あぁ……意味はあったんだなぁ」

　声を詰まらせるフェルズの姿に、ベルの双眸から涙がこぼれ落ちる。

　竜の少女に視線を戻し、もう一度頰ほおの温もりに触れ──一杯に、一杯に、抱き締める。

　閉じられた少女の瞼からも、透明の滴が溢あふれた。





[image: ]






　日が西に沈んでいく。

　天に突き立った光の柱は跡形もなく消えていた。

　一時は白く塗り潰された世界が鳴動めいどうすることもない。人々の混乱と神々のざわめきだけを残し、都市には黄昏たそがれの空が戻っている。

　白亜の巨塔の影が掠める迷宮街の一角。

　夕暮れの光に、その黄金こがね色の髪を照らされながら、フィンは報告を聞いていた。

「ごめん、フィン……途中で水路が壊されてて……追えなかった」

「歓楽街に降り立った有翼のモンスター達も、崩落した広場から地下通路へ下りて……消息を絶ったそうだ」

「そうか……ベル・クラネルと、竜女ヴィーヴルは？」

「今はまだ、行方ゆくえ不明だ。ただ竜女ヴィーヴルと一緒に落下した地下通路には……血痕と、モンスターの死骸らしき灰が残っていたらしい」

　アイズとリヴェリアの話を聞き、黙っていたフィンは親指の腹を舐めた。

　リヴェリアの報告が気にかかっているアイズを脇目に、「わかった、ご苦労」と頷く。彼女達を解放した小人族パルゥムの首領は、戦場となった通りを眺める。

「結局、逃げられたか……」

　損傷や焼け跡が残る街並みを見渡しながら呟く。

　やがて、他の冒険者達とも協力して怪我人や壊れた建物を撤去する【ロキ・ファミリア】に指示を出し始める。

「……」

　彼のその姿を見つめていたアイズは、手を見下ろした後、無言のまま頭上を見上げる。

　赤い日の光が都市に降りそそいでいた。




　ベルは、夕日が届かないその物陰の光景を、黙って見つめていた。

「ウィーネ、ウィーネ……！」


「やった、よかったぁ……！」



　都市の地下通路、そこから進んだ先に辿り着いた、用水路の入り口。

　隠し扉の先にあったこの場所は隧道ずいどうを描き、存外に広く、橋の下の空間を彷彿させた。どこか見覚えがあるような気がしたが、今のベルには思い出せない。

　ベルとフェルズ、ウィーネ、そして広場に辿り着くことができた『異端児ゼノス』達は、冒険者の手がまだ広がっていないこの用水路に身をひそめていた。

　視線の先では、リドやグロス、レイ、他にも半人半蛇ラミアや大型級トロールに囲まれているウィーネの姿がある。彼女はまだ目を覚まさず眠っているが、『異端児ゼノス』達はみな落涙し、身を震わせながら同胞の無事を喜んでいた。

「……フェルズさん」

「どうした、ベル・クラネル？」

　自分と同じく、『異端児ゼノス』の輪の外にいる魔術師メイジにベルは問いかける。

「地上まで来てくれた『異端児ゼノス』達は、あれで全部なんですか……？」

「いや、まだ全ての『異端児ゼノス』と合流できていない。君は聞いていなかったかもしれないが、【ロキ・ファミリア】から撤退する際にばらばらに逃げ、あるいははぐれてしまった者もいるようだ。都市のどこかに身を隠しているか、あるいは……」

　言葉を濁すフェルズに、ベルは口を噤つぐむ。

　視線の先にいるリド達は両の手で数えられる程度の数だ。ベルとウィーネが去った後、迷宮街で奮闘してくれたという『異端児ゼノス』達の安否が気にかかる。

　ベルは思考をさまよわせながら、再びウィーネを囲む『異端児ゼノス』達を見やった。

「ベル・クラネル……」

　行使した『魔法』のため消耗し、壁に寄りかかっているフェルズは、神妙な声で名を呼ぶ。

「どうしてそんな顔をしているか、聞いてもいいだろうか」

　間を置かず、ベルの懐ふところに踏み込んできた。

『異端児ゼノス』達を遠くから眺め、悄然しょうぜんとしているベルの心の内に。

「……」

「君のおかげで『異端児ゼノス』達は救われた。噓じゃない。あのウィーネも助かった。私も、感謝している」

「僕、は……」

「後悔、しているのだろうか？」

　君が決断した選択を、と。

　言葉を先回りされ、そう尋ねられる。

　ベルはすぐに顔を横に振ろうとして、動きを止め、うつむきながら返答した。

「あの人に……眼装ゴーグルをつけていたあの冒険者に、言われました」

　ウィーネ達を虐げてきた、暴悪な狩猟者ハンター。

　ディックスの言葉を、ベルは告げる。

「お前は、『偽善者』だって」

「……」

　眼装ゴーグルの男はベルに向かって断言し、嘲笑っていた。

　ベルが決断した答えはただの綺麗事で、夢物語で、荒唐こうとう無稽むけいな絵空事なのだと。

　何も選択できない、ただの『蝙蝠こうもり』だと。

　──蝙蝠。その言葉は正しい。

『怪物』を助けながら、人間達の前では排斥されまいと必死に取り繕おうとする。

【ロキ・ファミリア】に向けられた敵意。

　冒険者達を撃った己の魔法。

　全部覚えている。

　少女を救いたいという一念のみで、様々なものを裏切った。

　憧憬と対峙たいじし、仲間のことも一度は放り出し。

『英雄』への想おもいにも、祖父にも背を向けようとした。決別しようとした。

　その最後に待ち受けていたのは、途方もない無力感。

　フェルズに、『異端児ゼノス』に、リューを始めとした多くの者達に助けられていなければ、ウィーネをこうして救い出すことはできなかった。

　誰も守れず、誰も救えない、『偽善者』。

　男の哄笑が、再び耳の奥で蘇る。

「……」

　うつむく少年の言葉を聞いたフェルズは。

　寄りかかっていた壁から背中を離し、ベルと向き合う。

「ベル・クラネル、これは持論に過ぎないが……私は、こう考える」

　そして、告げた。

「『偽善者』と罵られる者こそが、『英雄』になる資格があると」

　その言葉に、ベルは目を見開き、顔を上げた。

「これからも悩み、悶もだえ、迷い、そして今日のように決断してくれ」

「フェルズ、さん……」

「英雄達が下したそれは、時に残酷であり、時に非情であり、時に許されざるものであり……そして、何よりも尊い意志だった」

　闇に塞がれたフードの奥で、またフェルズが笑ったような気がした。

「彼等と同じようにして出した君の答えは、罵られようと蔑まれようと、きっと間違っていないのだから」

　フェルズの言葉が心を叩いてくる。ベルは、何も答えることができなかった。

　胸に迫る感情を誤魔化ごまかすことで一杯だった。

「肉と皮を失った私が言おう。骨と未練しか残らなかったこの私が、あえて言おう」

　長い時を生きてきた黒衣の魔術師メイジは、最後に言った。

「愚者ぐしゃであれ、ベル・クラネル」

「……」

「どうか君だけは、愚者でいてくれ。君の持っているものは、私達にとってはとても愚かで……しかし神々からすれば、きっと、かけがえのないものなのだ」

　フェルズは体をどけ、ベルの視界に『怪物』達の姿を映す。

「ベルさんっ、本当ニ、ありがとウ……！」

「すまねえ、ベルっち……ありがとな！」

「……アリガトウ。感謝、シテイル」

　人と分かり合えない『怪物』の言葉に、想いに、瞳が揺らぐ。

　今も眠っている竜の少女を見つめ、喉が震える。

「君のように、『異端児ゼノス』と奇妙な縁を持ち、情けをかける者は多くいた……だが君のように、己を顧みず彼等を救ってくれた者は、誰もいなかった」

　ありがとう、と。

　その感謝の言葉に、ベルはうつむいた。

　空を染める夕焼けが、背を向ける少年の頭を、大きな手の平で包み込む。




　誇らなくてもいい。

　迷い続けてもいい。

　ただ、後悔はするな。

　視線の先には、愚かな偽善によって救われた命が、確かにあるのだから。

　──黄昏の光が、祖父の声を借りて、そう言ってくれているような気がした。

















　西日に照らされる街の中を歩いていく。

　空は今も赤い。ベルは『異端児ゼノス』達と別れ、『ダイダロス通り』を目指していた。

　まだ眠っていたウィーネとの別れを惜しみつつ、彼女は彼等に託してきた。

　ベルがあの竜の少女といるところを見られてしまえば、もう怪しまれるどころでは済まない。フェルズも、なし崩し的に地上に出てしまった『異端児ゼノス』を助けるため、リド達と行動をともにしている。

　人々の視線から逃れるように、ベルはうつむきながら歩いていく。

【ヘスティア・ファミリア】、そして【ロキ・ファミリア】がいるであろう迷宮街の通り。このまま本拠ホームに逃げ帰り、素通りすることはできなかった。

　何があったのか、自分の行動が何をもたらしたのか、この目で確かめなくてはならない。

　街中を移動していた際は、声を上げて非難する者こそ皆無だったが──迷宮街に足を踏み入れた途端、状況は一変した。

「っ……!?」

　駆けずり回るギルド職員、地面に寝かされた負傷者。見覚えのある破られた壁の跡もある。それらを見て蒼白になっているベルの存在に、周囲の者が気付き始めた。

　住民も、冒険者も、ギルド職員も、射抜くような眼差まなざしを向けてくる。

『稼ぎ』のために、私利私欲を満たすために、モンスターを庇かばっては追い続けていた少年に、無言の非難が殺到する。

「よう、ベル・クラネル。竜女ヴィーヴルからお宝は取れたか？」

「何よ、今更……【ロキ・ファミリア】はあんなに頑張ってくれたのに」

「何が冒険者よ……何が【リトル・ルーキー】よ」

　やがて、知らない者の声が、知らない感情を剝むき出しにして投げかけられるようになった。

　足を動かしていくベルを、蔑みを隠さない人々が容赦なく唾棄していく。

　敵意、悪意、そして失意。

　今まで向けられたことのない人の暗い意志を浴びて、息を呑のむ。

　オラリオを賑にぎわせた戦争遊戯ウォーゲームの勝者、【リトル・ルーキー】の名声は地に墜ちた。

　人気と期待はたった一つの所業で反転する。表裏なのだ。信頼と失望は。

　ベルは彼等を裏切ってしまったのである。もう翻ひるがえらない。

　害意にも発展しうる人の感情に晒さらされ、震えるほど手足を冷たくさせながら、ベルは堪えるように先へ進んでいく。

　そして、


「────」



　通りに辿たどり着いた時、ベルは立ち竦すくんでしまった。

　そこら中が砕けては爆はぜている石畳いしだたみ。瓦礫がれきの山と化している民家。焼け落ちた痕跡。突き付けられる光景に、これが自分の選択した代償の一つだと思い知らされる。

「ベル君……」

　通りの脇にはヘスティアがいた。ヴェルフも命ミコトもいた。リリと春姫ハルヒメは本調子ではないように見えた。胸に痛みが走る。

「……」

　離れた場所にはアイズもいた。こちらをじっと見つめる彼女の後ろには、【ロキ・ファミリア】の団員達が控えていた。作業する者もいれば、何か言いたげにこちらを見る者もいる。喉のどが引きつってしまう。

「……！」

　そして、主戦場とあって周囲には多くのギルド職員がいた。

　ここでも多くの者から睨にらまれる中、一人の女性職員がこちらに気付き、真まっ直すぐ向かってくる。

　揺れる茶色の髪に、眼鏡めがねをかけた緑玉色エメラルドの瞳ひとみ、尖とがったハーフエルフの耳。

「エイナ、さん……」

　呆然ぼうぜんと立ちつくすベルの前で、エイナは立ち止まる。

　今まで目にしたことがない、眉まゆを逆立てた厳しい表情で見据えていた。

　二人だけの空間に、誰だれも近付いてこようとしない。

　多くの者が立ち止まり、静寂がベルの耳を打つようになる。

　エイナは、ゆっくりと口を開いた。

「利己的な判断で街と、市民を危険に晒した。冒険者にも危害を加えた。──本当なの？」

　──違うんです。

　そう言いたかった。

　彼女にだけは誤解されたくなかった。

　けれど、ウィーネ達のために言える筈はずがなかった。

　ベルはうつむいて、答えた。

「……はい」

　次の瞬間──ぱんっ、と。

　乾いた音と、痛みが頰ほおから生まれる。

　目を見張りながら前を見ると、右手で頰を叩たたいたエイナは、瞳に涙を溜ため──怒っていた。

「信じないよ……！」

　次には、その緑玉色エメラルドの瞳から滴を落とす。

「信じるわけっ、ないでしょう……！」

　泣き出したエイナは、ベルを抱き寄せた。

　噓うそを見抜き、隠し事をしていることを怒り、話してくれないことを悲しむ。

　しゃくり上げながら泣きすがるエイナに、ベルは言葉を失った。

　──女子おなごが泣いている時は胸を貸し、抱きしめてやれ。

　祖父の教えが脳裏に過よぎり、両手が彼女の背中まで持ち上がるも……すぐにだらりと落ちる。

　お祖父ちゃん、僕は──。

　どうしたらいいか、わからない。

　己おのれのせいで泣かせてしまった姉エイナ、そして周囲の惨状に茫然ぼうぜん自失じしつとする。

　ヘスティア達は静かに少年達のことを見守っていた。

　エイナの両手で抱きしめられ、頭上を見上げる格好となるベルの瞳に。

　今も赤い空が、降ってきた。
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　早朝。

　日の出が始まっておらず、空は薄暗さに包まれている。

　昨夜まで降っていた雨が上がり、うっすらとした朝靄あさもやが立ち込める中、巨大市壁に取り囲まれるオラリオの中で北の都市門は開放されていた。

「俺おれもとうとうオラリオとおさらばかぁ……しかし、お前に見送られるとはなぁ、ガネーシャ？」

「俺は、ガネーシャだからな」

　開け放たれた北門からは、ガネーシャや彼の団員に見守られながら、イケロスが一人出ていくところだった。紺色の髪を揺らす褐色の男神は、「答えになってねえよ」と象面の神に軽薄な笑みを投げる。

【ロキ・ファミリア】を通してギルドに連行されたイケロスは、都市の密輸に関わる【ファミリア】の行いを認めた。そしてギルドの目を盗んでモンスターを捕獲していたことも。

　都市に衝撃を走らせたモンスターの地上出現は彼とその【ファミリア】が招いたことであると断定され、事件から二日後の今日、罰則ペナルティとしてオラリオの永久追放を執行されたのだ。

　全すべての眷族を失い、あらゆる資産も没収された彼は、事実上身みぐるみ一つで追い出されることになる。

「まぁ、天界に送還されるよりマシだけどなぁ」

「お前の処遇については、ギルドも揉もめたそうだ」

「わかってるって。要は、目に見える生贄いけにえが必要なんだろう？」

　俺の眷族共ファミリアは色々しでかしてくれたからなぁ、と。

　ニヤつきながら全てを受け入れるイケロスに、ガネーシャは仮面の下で黙った。

　ギルドが立ち入りを許可した北の市壁上部には、早朝にもかかわらず、多くの人々や神々が集まっていた。イケロスが追放される瞬間を見届けるためだ。

「ただ……せっかく面白おもしろいことが起こりそうなのに、それを直じかで見届けられないのが心残りってやつだ」

　イケロスは門の内側に視線を向け、オラリオを見つめる。

「羨うらやましいぜぇ、ヘルメス」




「──というわけで、騒ぎは収束しつつある」

　両手を軽く広げ、ヘルメスは老神に報告する。

　ギルド本部地下『祈禱きとうの間』。四炬よんきょの松明たいまつに照らし出される薄闇うすやみの中で、神座に腰かけるウラノスとヘルメスは極秘の面会を行っていた。

「オレの子に都市の様子を探らせてみても、ギルドへの非難はまぁまぁ。これは罪と責任のほとんどをイケロスに被かぶってもらったおかげかな」

　モンスターを地上に逃し、都市を危険に晒した罪は男神イケロスとその【ファミリア】に全て擦なすり付けられた。後者はもう存在しない、よって都市の非難を彼に集約させ、処断することで、ギルドはひとまずのガス抜きを図ったのである。今回の事件はモンスターの地上進出ではないという体裁上の都合もつく。

　神の永久追放は生贄スケープゴートとしての役割も持っていた。

「理知を宿すモンスターについても気付かれていない。ただ武装したモンスターということで街リヴィラの住人には目撃されているし、いずれ18階層と『ダイダロス通り』の関係……巨塔バベル以外のダンジョンの出入り口が明らかになってしまうのは、時間の問題だろう」

　ただ、人造迷宮クノッソスの存在を摑つかんでいるのは一部の【ファミリア】とギルドのみ。

　ここからどう転がすかはお任せするよ、とヘルメスは軽い調子で告げた。

「ひとまず、事件は沈静化していると見て問題はない筈さ」

　そのように締めくくった優男の神に、ウラノスは口を開く。

「だが、終わりではない」

　正対するヘルメスも、ああ、と頷うなずいた。

「【ロキ・ファミリア】から逃れることのできた『異端児ゼノス』……その全てが未いまだダンジョンに戻れず、冒険者達の追手に命を脅かされている」

「念願の地上に出れたのに、今は生き残るためにダンジョンに戻らなければいけないなんて皮肉なものだ。かと言って『バベル』は言わずもがな、『ダイダロス通り』もギルドの上層部が封鎖している上に、ロキ達も網を張っている。帰る手段がない」

「『異端児ゼノス』達を匿うフェルズごと捕まるのも、時間の問題だ……」

　四面楚歌である状況に、「もうロキのところを抱え込んじゃったらどうだい？　可能性はごく僅わずかだけど」とヘルメスはおどけてみせる。

　泰然として答えないウラノスに肩を竦めた男神は、雰囲気を変えて弓なりになっていた、もとは切れ長の瞳を開く。

「ウラノス、貴方はギルドと都市の柱だ。オラリオの秩序を祈るなら、貴方だけは平和と安寧の象徴であり続けなくてはならない」

「……」

「たとえ後ろめたいことを企くわだてていたとしても、澄ました顔をしていなければ」

「……わかっている」

　言葉を重ねるヘルメスに、ウラノスもようやく返答した。

　ヘルメスはその答えを引き出した瞬間、笑みを見せる。

「──そこでウラノス、今後の騒動の鎮圧もオレが引き受けようじゃないか」

「……何を考えている、ヘルメス」

「なぁに、その代わりに見返りをもらい受けたいだけさ」

　貴方の手駒として働いてきた代償を、と。

　ヘルメスはそのように要求した。

「オレとしてもあの子を──ベル君をこのまま失墜させるわけにはいかない。オレは彼に全てを賭かけたんだ、ウラノス」

　反転した名声、大衆の非難。

　あの少年をここで潰つぶし、舞台から退場させるつもりはないと神意しんいを明かす。

「何故なぜ、そこまでベル・クラネルにこだわる？」

　少年に関する己の内心を悟らせず、ウラノスが問いただすと。

　ヘルメスは唇を吊り上げた。

「大神ゼウスの置き土産だから、かな？」

　ばちっ、と弾はじける松明の火の粉に、瞠目どうもくするウラノスの顔が照らし出される。

　目を見開いていた老神は、静かに瞼まぶたを閉じた。

「今度はこちらに協力してもらおうか、ウラノス？」

　清濁を併せ持つ男神の黒い笑みに、沈黙していた老神は──頷いた。
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　蒼然とした夜空に見下ろされた街外れ、廃墟の一角。

　そこに、一体の『怪物』が息をひそめ、物陰が作り出す闇と同化していた。

　片腕を失った、漆黒の猛牛。

　傷口から流れ出る血によって、その体の色は紅く染まっている。両刃斧ラビュリスを地に突き刺し、ぽたぽたと血の粒を滴り落とす猛牛は、怪物モンスターの生命力のみで生き繫つないでいた。

『……』

　戦場での荒ぶる気性が噓かのように静まり返りながら、『怪物』はおもむろに、朽ち果てて穴が空いた頭上を仰あおぐ。

　地上の空。迷宮にはない星々の光。

　流れ動く雲の奥で、欠けた月が顔を出す。

　今宵の月は白い。

　金の色を忘れて、冷たい光を放っている。




『怪物』の瞳は、未だ見つからない何かを探し出すように、白い月を見据えていた。



















あとがき







　先日、ＧＡ文庫同期兼けん某ＳＲＰＧを語り合う仲の七条ななじょう剛つよし先生とお話する機会がありました。

「発売した本編九巻の表紙、竜娘チキみたいですね！」

「……意識していませんでしたけど、確かにそれっぽいですね～」

　私は全てわかっていますよ、と心を見透みすかすような七条先生の眼差まなざしが恐ろしかったです。




　この場に書かせて頂きたいことが一杯あります。

　途中の展開がキツ過ぎて筆ふでを放り出しそうになったこと、登場するキャラクターが多過ぎて困ったこと、その割を食らって既存の仲間の出番が奪われてしまったこと、思ったより猛牛ヒロインの存在感を演出できなかったこと、八百年ザオラルが成功しない気持ちを考えたら吐はきそうになったこと、そして七条先生曰いわく竜娘チキが、最期に作者の手を離れて喋り出してくれたこと。

　今回の巻も苦労しましたが、最後にあったことのおかげで作者も救われたような気がしました。ありがとうございます、竜娘チキさん。いつもオームの杖を使ってごめんなさい。

　というわけで、本編十巻になります。お待たせいたしました。

　大台にのったということで感激するとともに感慨深いものがありますが、かねてより書きたかったものをやらせて頂いたことがやはり何よりでした。今後もファンタジーという世界観に挑戦しつつ、面白い作品を生み出していけるよう励はげんでいきたいと思います。

　話は変わって、これは上下巻構成になってしまった弊害なのですが、実は当初、連続刊行予定だった本編九巻と外伝五巻でいわゆる登場人物切替ザッピングシステムを組み込む予定でした。あの人物の持っていた道具アイテムが実は……という展開を外伝の方で補完したかったのですが、この体たらくであります。外伝を読まれていない読書様にはちんぷんかんぷんな話かと思われますが、お読みになられなくても問題ないよう本編は進めていきますので、ご安心して頂ければと思います。

　それでは謝辞に移らせて頂きます。

　ＧＡ文庫編集部担当の小瀧様、本巻も素晴らしいイラストを添えてくださったヤスダスズヒト先生、関係者様の皆様、この場を借りて御礼おんれい申し上げます。おかげさまで本編シリーズ十巻という場所までやって来ることができました。これも皆様と、何より読者の方々かたがたのおかげです。いつも応援して頂いて、本当にありがとうございます。

　同時刊行の限定版小冊子カバーイラストを手がけて頂いたぽんかん⑧様、書き下ろしコミックを描いてくださった九二枝くにえだ先生にもお世話になりました。深く感謝しております。

　また次巻でお会いできれば幸いです。それでは失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

　九巻から引き続き、上下巻構成の下巻になります。お待たせしました。

　既に完成しているあらすじを書き上げるだけ、と高をくくっていたのですが、様々な展開を書くにあたって、これまでで一番執筆することがキツイと感じたかもしれません。

　ですが、最後まで見届けて頂けると幸いです。




イラスト

ヤスダスズヒト

　三重県生まれ。主な作品に『夜桜四重奏〜ヨザクラカルテット〜（講談社刊）』、『デュラララ!!（電撃文庫刊）』挿画、など他多数。

公式サイト http://www.suzuhito.com/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797386776.html
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（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係
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